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１　それは…おそらく、多分、聖剣だった












　──ええ──なんでよりによって、と思いましたよ。その時は。

　なんでよりによってあのお方なのだ、と。






　もし──青天の霹靂のようなこの出来事を、目撃されてしまったのが同僚などだったのならば、頑張って金銭で買収してみようかな、とか、色仕掛けとか。まだやりようがあったはずなんです。……貯金はありませんし、色気もあるんだかないんだかよく分かりませんけどね。平らな胸が好きだっていうお方もいるかもしれないじゃないですか。案外この体型はいいんですよ。人体の伸び代を大いに感じさせる希望のある体型で──。






　──ああ。すみません唐突な脱線で。ひとまず今回の話に我が希望的体型の件は関係ありませんでした。






　それで、なんで私がこんなにぼやいているかというとですね……。














　──我等がクライノート王国の王宮の奥、聖殿の庭には大きな大きな大木があります。






　豊かな葉を茂らせた大木の太い幹は、大人五、六人が手を取り合ってやっと囲めるほどの太さがあり、その丁度人が手を持ち上げて届く高さに……不思議な形の枝が突き出ています。






　他の枝々は遥か頭上、最早もはや人には手の届きようもない場所にのびのびと枝先を伸ばしているというのに──。






　その枝だけは、ポツンとそこに存在しているのです。






　握るのに丁度良さそうなその枝は、深い褐色で、よくよく見ると──先端には美しい植物の細かい細工が細部にまで施されています。






　そこまで見れば、それがただの枝ではなく、剣の、握りの部分であることが分かります。






　木の中に吞みこまれるように深々と突き刺さった剣。その様子からは、かなりの永い年月そこに存在していることが窺い知れます。






　その先端──柄頭には、大地の創造神として信仰を集める女神の紋様が刻まれていて。






　昔から人々はこの大木の剣を〝聖剣〟と呼び、大木は〝女神の大樹〟と呼ばれていました。














〝聖剣〟は、その昔、千年と少し前に、女神が後の世の為にこの国に授けたと言われています。






〝聖剣〟を抜いた者は女神の選んだ勇者として、魔王から王国を守るだろうという伝承が、女神の言葉として伝えられているのです。






　王国の子供たちは皆、それを寝物語として聞き育ちます。






　男の子たちはいつかそれを抜いて自分が勇者になるのだと。女の子たちはそれを抜く勇敢な青年はどんな素敵な人だろうかと噂し合っていました。






　でも、本当は、それが真に剣なのか、柄の先に刃の部分があるのかということすら、誰も知りませんでした。






　なんせ──魔王が存在するような時代はとうに過ぎ去り、世の移り変わりと共に、その対とも言えるような勇者という存在もまた、必要のないものと化してしまったからです。

　平和であると言われればそうです。

　でも、それゆえに、今の今まで、誰もその女神の聖剣を抜いたことがなくて────……。










　────で、と……。






　エリノアは平らな表情で己の手の内にある固い感触の物体を、見た。






　長い──、一本の、剣。






　……恐らく、多分、聖剣。






「……………………」






　視線を上げると、目の前の大木には薄い隙間が綺麗に空いている。

　エリノアは思わず言葉を失って。その穴の奥を覗きこむ。

　なんだかとても、めまいがした。

















２　エリノア、清々しいキャンセルチャンス












　それは……素人目に見ても素晴らしい代物だった。

　今まで見えていた握り柄の先には美しい鍔つばがあり、その先に立派な剣身が──。






「……………………」






　無言の娘。エリノア・トワイン、十九歳。心の中で様々な独り言を猛烈につぶやいてしまうお年頃。






　呆然とした瞳は緑色。後ろで一つ結びにされた黒髪は緩やかに波打っている。特徴的なのは形よくまるい曲線を描くおでこ。そして──身にまとうのは、王宮侍女の制服だった。

　そう、彼女は王宮の侍女の一人だった。

　普段は王族の身の回りの世話をする上級侍女──に言いつけられる雑用業務などが、エリノアの仕事である。

　数刻前、仕事でミスをして、上役である侍女頭に罰として聖殿周辺の森の掃除を一人でするようにと言いつかった。聖殿周りは普段は王宮の外れのほうにあることもあり、人気があまりない場所だった。

　そんな場所で一人、せっせと木の葉の片付けや雑草抜きに勤しんでいた途中──エリノアは大木の聖剣を見て、ふと「あれ、錆びたりしないのかな……」と疑問に思った。

　柄の部分しか出ていないのだから、王宮の者たちが手入れしようと思っても限界がある。

　とはいえ、王宮内とは言っても、大木があるのは屋外である。当然雨ざらしの野ざらしで。

　錆びたりしたら木にも悪いんじゃないだろうかと思い──何気なくその握りに手を伸ばし────。






　たら、こうなった。














「……………………うーん……」






　エリノアは剣を手に重くうなる。

　まさか──抜けるとは思っていなかった。

　毎年、大地の豊穣を願う春の女神祭では、国内外から集まった武人たちが剣を抜こうと挑むのが恒例で。エリノアも王宮の下っ端侍女として、祭の手伝いに借り出されたことが幾度となくあった。

　国の王子達、将軍、騎士団員、公爵家自慢の家臣たち……などなど。

　屈強な幾人もの男たちがそれに挑んでは──破れるのを何度も、何年も見てきた。






　だからそれがまさか──






　己に抜けようとは。露ほども思いはしない。普通思うわけがなかった。






　エリノアはなんともいえない微妙な表情で呆然とした。これは──もしや夢なのか。






「は!?　やっぱり夢かも……」






　己に女神の勇者になりたいなどという願望はない。

　が──もしかして、日々の下っ端生活の鬱憤が堪り、深層心理の奥底とかで、屈強で高圧的な武人や高慢な貴族たちを華々しく蹴散らして、その聖剣と栄光とを手にしてやりたい……とかいう欲求が高まって──。






「…………ないな」






　そこまで考えて、エリノアはいやいやいやと首を振る。

　鬱憤はある。大いにある。先程も、賓客の前で滑って転んで思い切り侍女頭に怒られて。腹いせに侍女頭が転んで溝にはまる様子を妄想してしまう程度には、うっぷんは溜まっていた。けれども、まあそれは勤め人としてはありがちなことである。妄想だけだ、許される、とエリノアは開き直る。

　それはさておき。

　エリノアには、自分が〝女神の勇者〟になるという夢を見てしまう程の願望など絶対にないという確信があった。

　エリノアが目指してきたのは〝勇者〟などという高尚なものではない。──上級侍女、それに尽きる。

　給金の増額。安定的な職。出世を目指して今日まで励んできた。

　現在、事情もあって、彼女の家はエリノアが一家の大黒柱を務めている。まあ、一家、といっても、最早そこには弟が一人いるだけとなってしまっているのだが……。

　とにかく、エリノアは家族の為にも──〝女神の勇者〟になんて、なっていられないのだった。






「うーん……」






　しかし、夢でないならばどうして、とエリノアは眉間のしわを深める。

　聖剣は、今なお──彼女の両手の上に乗っている。

　ホウキとか、ハタキとかでもない……正真正銘、剣である。






「………………」






　エリノアはひとまず目を擦ってみた。それから二度見して、三度見して、四度見しても、聖剣が消えることはなかった。






「うーん……なにゆえ……」






　戸惑いは尽きない。

　しかもそれは別段苦労して抜いたわけでもなかった。彼女が手を添えるといたって抵抗なく──音もなく大木の幹から抜けてしまったのだ。

　剣を抜いた瞬間──遠くから時計塔の鐘の音が聞こえた。それだけは何故かはっきりと覚えている。

　王宮の外、城下町の広場のほうにある立派な時計塔の音。

　カラー……ン、カラーン……という鈍い金属音を耳にしながら──あっという間に空を舞い、ひるがえって抜け落ちたその聖剣を──エリノアはただただ、無言で見つめるしかなかった。






「……………」






　──そうしてどれくらいの時間が経っただろうか。

　しばしの間、黙っていたあと……エリノアはそうかよし、と剣から顔を上げ、頷いた。






　そうかよし、うんうん──よし……。






　……戻そう！　……と。






　……その瞳は清々しいまでの決意に満ちていた……。

















３　侍女は冒険したくない。












　よしよし、女神様の剣が見られるなんて今年はいいことありそうだー……とかなんとか言いながら。エリノアは手にした剣を大樹の隙間に差し戻しはじめた。

　だが、そこで娘はハッと手を止めて、後ろを振り返る。

　背後には王宮内部への入り口があって、右のほうには聖殿がある。だが……幸いなことに今は誰の姿も見えなかった。

　エリノアはほっとした。

　こんな所を誰かに見られていたら大事だ。

　十一歳の時にこの王宮で働きはじめ、見習いを経て侍女となり、やっと今週の頭に王族の身の回りの世話ができる上級侍女の試験に合格したばかりだった。

　上級侍女になれば給金もとても増えるし、生活も楽になる。

　下っ端侍女では給金もたかが知れていて、今までは親が残してくれた貯金を切り崩しながら、弟と二人細々と生きてきた。

　やっと、やっとだ、とエリノア。

　ここに至るまでは本当に地道な努力と苦労の連続で。もともとそんなに器用なほうでもなかったエリノアだが、一心に、王宮の働き手としての技能を磨いてきたのだった。






　……しかし……そのことに一心だったものだから──もちろんエリノアは剣なんて扱えやしない。

　毎日くたくたになるまで働いてはいたし、ゴミ拾いは異様に早いと評判だったが……身体を鍛えたことはまったくない。






　エリノアは思った。なんで抜けたんだ聖剣よ……。

　そして何故今まで抜けなかった、筋骨隆々の挑戦者たちよ……。

　エリノアは両者がなんだか可哀想に思えてきた。きっと筋骨隆々の挑戦者たちは、「来年こそ俺が！」とか言いながら、聖剣を抜くために涙ぐましい努力をしているかもしれないのに。






　もしかして、とエリノア。

　春の祭以外では挑戦者もいるわけないと高を括った聖剣を守る木の精霊とかが、ぼんやり居眠りでもしていたのだろうか。エリノアはやや迷惑そうに大木を見上げる。






「……千年耐えたならもうちょっと踏ん張りなさいよ……あなただって迷惑よねぇ……」






　可哀想にとエリノアは聖剣に視線を戻す。

　当然返答をするわけもないその剣は、静かに太陽の光を弾き銀色に輝いている。見た目と長さとは裏腹に、それは意外なほどに軽くて。

　この程度の重さで、どうして今の今までこれが抜けなかったのか不思議で仕方がなかった。が、ひとまず彼女は聖剣がいかに軽かろうが、哀れだろうが、女神に認められた勇者などというものになるつもりも、魔王を倒しにどこだかに行く気もなかった。

　だいたい魔王なんていつの時代の話なのよとエリノア。

　千年も昔の国の建国期以前には、そんな物騒な存在もいたらしい。けれどもその時代、現在の王族の祖が魔王を倒して以降、世界ではその存在は既に伝説と化していた。

　そうして世界から魔王が消えると、それと共にそれまで巷にはびこっていたという魔物たちも姿を消した。

　長い時の中で、時折魔王を名乗るような輩や、魔物を見たという者も現れはしたのだが……そのどれもがまがい物であったり、真偽も定かでないようなゴースト騒ぎと同レベルで終わる程度の話だった。

　要するに──勇者と魔王の対立の時代はもうとっくに終わったのだ。






　けれども肝心なのは、春の女神の聖剣の伝説は、今でも王家や貴族、そして武人たちの間では大きな意味を持ち続けているということだ。

　もはや人々は魔王の脅威に脅かされてはいなかったが、千年という時の中、過去の様々な英雄たちの誰にもそれが引き抜けなかったとあって、聖剣の威光はその輝きを失わなかった。抜けなかった者たちが素晴らしければ素晴らしいだけ、『あのお方でも女神はお認めにならないのか、ならばいったいどんな傑物が……』と、民たちの期待がどんどん高まっていった形だ。

　現在でも──クライノート王国では毎年春の女神祭の折に大樹の前で催しが行なわれ、誰でも聖剣に挑む権利を与えられる。

　その折には大勢の腕自慢たちが王宮に集まり、聖剣に挑む。そして皆その栄誉を手にしたいと願っているのだ。






　──だというのに。

　エリノアは眉をしかめる。

　女神から賜った唯一の聖剣を、国の王でもなく、将軍でもなく、騎士でもなく、大魔法使いでもなく……

　王宮のちんちくりんな侍女が抜いたなんてことが彼らに知れてしまったら……。

　大変な騒ぎになるのは目に見えていた。民の期待をがっつり裏切ることこの上ない。

　ここでエリノアが何も考えず喜び勇んで名乗り出ても、恐らくほとんどの民は祝福しないに違いなかった。いや間違いなく疑われる。

　もちろん手元には、この、歴然とした証拠となる聖剣があるわけだが……。

　群集に囲まれて、どこから盗んできたのだと詰めよられるのがいいとこだ。髪の毛むしられるかもしれない。それは、さすがに怖かった。

　その図を想像したエリノアは、眉間に縦じわを作って身震いした。






　そして、ふっと変な笑みを浮かべ、したり顔で頷く。






「……ふ、ふふふ」






　そうだ。きっと何かの間違いに違いない。千年という年月が経つうちに、勇者にしか抜けないという女神様のお力もちょっとずつ弱ってしまったのかもしれない。いや多分そうだ。

　やっぱり気づかれないうちにそっ……と、戻しておこう。

　そうだそれがいい、それが平和だ……






　そんなことをぶつぶつ言いながら、エリノアは剣を握り直し、改めて木の隙間の中にそれを差し戻しはじめた。

　縦細い穴の中の木肌に、何度か聖剣をカツカツとぶつけながらも……ようやく剣身が半分ほど隠れる。

　その感触を感じながらエリノアは女神に祈った。






　──女神様、聖剣、欠けていませんように──、と……そう思った時。






　ふと、気配を感じたエリノアはハッと視線を横に走らせる。

　すると……

　エリノアの斜め前方向に……

　……男が、一人立っていた。






　その姿に一瞬エリノアはぽかんとする。もちろん──聖剣を握り締めたまま。

　大木の隣に位置する聖殿から出て来て、今まさに下へ降りる階段に足をかけた……と、いう瞬間を切り取られたかのような姿で固まった青年が、瞬きも忘れたようにこちらを凝視していた。

　エリノアから彼までは距離にして十数メートルほど。そこには階段があって、さらに奥へ上がって行けば女神を祭った聖殿の中へ入ることができる。

　その──大理石の聖殿を背景に、青年はこちらを向いて立っていた。

　少し陽の光に焼けた金の髪。まるく見開かれた瞳は灰褐色。その面差しは静かで、知性と勇ましさの両方が感じられる。分厚過ぎない程度に鍛えられた肉体は、黒衣で包まれていて、それが彼の金の髪をよく引き立てていた。






　エリノアは──……

　その姿をとてもよく知っていた。とてもとても一方的に。






「「…………………………」」






　エリノアと男の間にしんとした沈黙が落ちる。

　お互い視線をそらすこともできず、身動きもとれず……ただ、ただ、そよそよと静かな風が吹く中で、互いにじっと、見つめあっていた。
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４　ブレア。よりによっての第二王子。












　人間というものは、ある程度身なりや顔つきにその人格が表れるものだ。

　だからこそ、その彼を見た時、エリノアは思った。






　──やばい。やばすぎる。






　青年の瞳は今でこそまるく見開かれているが、平常時、その瞳がいかに冷徹で鋭いかをエリノアもよく知っていた。頬をいやな汗がつたっていく。

　場には重苦しい空気が張りつめていた。






　……が……。

　ひとまずエリノアは無言のまま青年から目を逸らし、するすると剣を木の幹に戻しはじめた。

　何故か口から場違いな口笛が出て。エリノアは視線と音色を白々しく泳がせながら、しみじみと思った。

　──ああ……こういう時……人間狼狽えてわざとらしいことを、しなきゃいいのにわざわざしてしまうものなんだな……と。

　エリノアは、ふっと、些か達観したような思いに駆られる。

　そうして……わざとらしい口笛を吹く女と、呆然と立ち尽くす男の前で──聖剣は元のようにそこに収められた……。

　聖剣は、一見何ごともなかったかのように女神の大樹の中に戻り……エリノアは、ふーやれやれと腕で額の冷や汗を拭った。そして、さーて、とさりげない様子で傍に立てかけておいたホウキを握った。空気は未だ非常に重い。しかし、エリノアはその空気を無視し、流れるような滑らかな足さばきでその場を立ち去ろうとした──が。






　もちろんそれが通用するはずもなかった。

　エリノアが動いたことで相手の男もやっと我に返ったらしい。男は身体の硬直から解放されると、慌ててエリノアに向かって駆けてくる。






「……おま、お前っ!?」

「ぎゃー!?　!?　!?」






　男の剣幕にエリノアは思わず叫ぶ。

　仕方なかった。

　男は下っ端侍女エリノアですら、よくよく顔を知る相手──この国の、第二王子ブレアだったのだ……。






「ひぃっ」






　よりによって王子かよ！　という、どこへともないツッコミがエリノアの胸中でびしっと決まる。

　しかしエリノアの往生際の悪さもかなりのしぶとさだった。

　エリノアが尚も、強引なスルースキルを発動させて逃げようとするも──その足掻きをブレアは許さなかった。

　二の腕を強くつかまれて、エリノアは短く声を上げる。

　引き戻されて泡を食って見上げると──そこにブレアの顔があった。

　普段は下っ端侍女になど歯牙にも掛けないような貴人に捕らえられたエリノアは引きつって身を縮める。






　──第二王子ブレア。

　彼は国王や王太子からも信頼が厚く、王家の中でも特に信奉者の多い人物で。

　その外見は王子様、というよりはどちらかというと、武人というイメージが強い。エリノアもよく宮中で彼が剣の鍛錬をしているのを見かける。そのストイックさと確かな剣の腕前から、武人たちはその才覚を褒め称え、若い娘たちは皆、彼の金の髪に彩られる精悍な眉目を称えていた。






　……そんな彼が、今、その端整な顔を歪め、明らかに動揺した様子でエリノアの顔を見ている。






「お、お前、今、聖剣を……」






　冷静沈着と言われるその第二王子が慌てているのを初めて見たエリノアは、一瞬怯えが薄れ、ぽかんとする。が、「聖剣」と言われハッとした。






「うわっ！　抜いてません！　抜けてません！　抜けようはずもございません!!」

「馬鹿を言うな！　私ははっきりとこの目で見たぞ!!」






　エリノアの腕をつかむ力が強くなって。エリノアは慌ててつかまれたままの腕を頑張って王子の前に掲げて見せた。






「殿下、我が白魚が如き細腕をご覧ください！　ほら、ほらほら！　聖剣なんか。どう見ても抜けるはずがございません！」

「…………」






　ブレアは黙りこんだ。白魚とは、女性の細指を表す言葉ではなかったか。だが、まあそれが白魚か如きかどうかはおいておくとして。確かにその手首はか細くて華奢だ。つかんだ二の腕にもほとんど筋肉など感じられなかった。

　彼もまた、幾度となくその聖剣を抜かんと挑んできた一人である。

　その大木に吞みこまれるようにして幹に突き刺さっていた聖剣が、いかに重く、いくら力をこめようともピクリとも動かなかったことを彼も当然知っていた。

　それが決して腕力だけで抜けるのではないことは彼もよく知っていたが、まさか、こんな華奢な娘に抜けるはずがないと思った。






「……いいだろう」と、ブレアは疑い深そうな表情のままエリノアを見る。






　その言葉に一瞬ほっとしかけたエリノアだったが──ブレアは鷹のような瞳で彼女を刺し、言った。






「もう一度引いてみれば分かること。おい娘、もう一度やってみろ」

「え!?」






　さぁやれ、と顎で促されて。エリノアはあからさまに狼狽える。

　しかし、王宮侍女であるエリノアに、王族の命令を拒絶することなど不可能だった。やれと言われればやるしかない。






（……ど、どうしよう……）






　内心で焦るエリノア。

　さっきのは、きっと何かの間違いだ。いかに聖剣を守る精霊（が、いるというエリノア説）が居眠りをしていたとしても、これだけ大木の前で騒がれれば今頃はさすがに目を覚ましているに違いない。

　そうだきっと、聖剣は動かない……はずだ……！　でも──

　もし抜けてしまったら──

　と、そこまで考えてエリノアは心の中で首を振る。






（いやいや……ないない。な、い……だろう、けど……）






　そう思ってから、そうだわ、とエリノアは閃いた。

　簡単なことだ。もし万が一抜けそうな気配がしても、抜くフリをすればいいのだ。

　そうしたら、王子様ほらやっぱり見間違いですよ、え？　聖剣が抜けたようにお見えになった？　そんなまさか。御職務が立てこんでおられてお疲れなんですねぇお仕事ご苦労様です、今すぐお茶でもご用意しますね、わたくしめ、この間上級侍女の試験に合格したんですよー……とかなんとか言って切り抜けよう。

　エリノアはそう決意した。

　己の立場的にはなんとなく不忠な気もしたが、エリノアは家族の家計を支える身だ。ここで、はい了解、はい聖剣抜けました！　などと諸手を挙げて言うわけには──いかなかった。

　それに、だってねぇ、と、エリノアは内心で独り言つ。自分はどこからどう見ても聖剣にはそぐわない。

　すると、そんなエリノアの無言の百面相を見ていたブレアが怪訝そうに急かす。






「どうした。早くやって見せろ。……なんなんだその顔は……」

「は、はぁ……申し訳ありません、わたくしめ表情筋だけは人様より多目に備わっているようで……、で、では……」






　エリノアは仕方なしにホウキを傍に置き、もう一度大木の樹肌から突き出ている剣の柄に手を添える……。

















５　勇者と脇腹












　握った瞬間、その感触に、エリノアは心臓がすっと冷えたような気がした……。






　聖剣は、確実に動きそうな気配がある。

　エリノアの喉がごくりと鳴った。

　柄の上で手を握り直すと……その微々たる振動にあわせて剣がわずかに動く。

　エリノアは──ブレアを見た。

　王子は厳しい視線のまま、エリノアの動向を窺っていた。その鷹のような瞳には隙がない。






（さすが冷徹王子ブレア様……、……だがしかし、私は家庭を背負う身……愛する弟のためにも負ける訳にはいかない。ここまで来たら、やりきるしか道はない！）






　エリノアはその活路に賭けて、思い切り、その聖剣を引き抜く──フリをした。






「ふんっ！　ふんっ！　で、殿下！　やっぱり無理です！　わたくしめ、やっぱりか弱い白魚がごとき腕力しかございませんゆえー！」

「…………」






　エリノアが聖剣をつかみ、腰を曲げて思い切り引っ張っているフリをして見せると……ブレアは腕を組み眉間にしわをよせたまま、無言でその様子を観察していた。






　が──。






「…………」






　何かを感じ取ったのか……不意にブレアがすっとエリノアに向けて腕を伸ばした。

　聖剣を渾身の力で引っ張るフリを続けて、瞳を固く閉じていたエリノアはそれに気がつかない。

　ブレアは淡々と、迷うことなく、そんな娘のメイド服の脇腹を────。






　くすぐった。






　途端──ひぃ!?　ああああっっっ!?　と……裏返った悲鳴が上がる。






「っっっ!?　あっ!?　っ、ぉあああ!?」






　突然のくすぐり攻撃に驚いたエリノアは身をよじり、仰けぞっ──た時には──既に遅し。

　エリノアの豪快な仰けぞりと同時に、聖剣は、スポー……ンッ！　……と、景気良く大木から抜けてしまった……。

　聖剣はエリノアの手を離れ、一瞬だけ陽を浴びてキラリと輝き──……傍の地面に落ちて行く。

　それを見たエリノアは驚愕して叫ぶ。






「ひぃぃいいっ!?　王子っ、卑怯なり!?　乙女の脇腹を狙うとはっ！」






　ことに王子と決闘するような気持ちで挑んだエリノアは、悔しがりながら──体勢を崩す。子供時代以来久々に受けたくすぐり攻撃に、過剰反応しすぎた娘は、そうして肩から地面に落下して行った。






　──が。

　その身体が地にぶつかる寸前──くんっと大きく引っ張られ、彼女の身体はエリノアの意思とは関係なく大きく翻った。

　あっとエリノアは息を吞み──瞬いた次の瞬間、目の前には……。何やら黒い布地が……。






　状況を飲みこめぬまま、瞼をぱちぱちさせていると、傍から呆然とした声が上がる。






「…………聖剣が……抜けた、本当に……」

「うっ!?」






　思わず握りしめられたカエルのような声が出る。──間近に聞こえた声は、確かにブレアのものだった。

　と、いうことは……と、エリノアは震え上がる。






（この……我が鼻先とおでこにくっ付いている黒い衣服の主は……もしかしなくても……）






　いや、おでこどころか身体だって密着している。

　おまけに気がつくと、己の後頭部と背中には何かを乗せられているような感触がある。そのほんのりとした温かさに、それが恐らく王子の手のひらなのだろうと察したエリノアは──青ざめた。






（ひぃいいいい!?）






　普段は上役に『王族の方々の影も踏まぬようにしなさい！』と……厳しく仕こまれているエリノアは思った。影どころか……と。

　奇声をあげながら倒れこんできた娘を引っ張り上げて、受け止めてくれたらしい第二王子を────自分は今、踏んでいる。






「…………」






　エリノアは、己の血の気が引く音を聞いたような気がした……。






　しかし、エリノアが震え上がっているのとは裏腹に、彼女をすんでのところで受け止めたブレアは、それどころではなかったらしい。

　彼はエリノアの後頭部に手を添えて彼女を抱えこんだまま、傍に放り出された聖剣を呆然と見つめていた。たった今目撃した事実が信じられなくて、我が目を疑い──エリノアの『卑怯』発言などなど……に不敬を問うている余裕はなかった。






　──が。

　さすがに腕の中で娘がガタガタしはじめると、ブレアもそれを放っておくことができなくなった。

　聖剣から視線を外したブレアが、腕の中にいるエリノアを見ると、エリノアはぎゅっと目を瞑り、両の手を擦り合わせて何かぶつぶつつぶやいている。






「殿下を踏んでしまった、殿下を踏んでしまった、ああどうしよう、殿下、殿下大丈夫ですか殿下!?」

「……」






　どうやら怖くて目が開けられないらしい。

　その青いさめざめとした泣きべそ顔に、ブレアはほんの一瞬思わず聖剣の存在を忘れる。……呆れて。

　ブレアは無言のままエリノアの後頭部から手を離すと、その手をスッと彼女の固く閉じられた瞳の、上、おでこの前に持っていく。

　と──。






　べしっといい音がした。






「ぃたっ!?」






　唐突な痛みに驚いたエリノアがブレアの上で飛び跳ねる。が、ブレアはその振動にも眉一つ動かさなかった。普段から鍛練に打ちこんでいる彼には、さして痛いという程のことでもなかった。

　して、でこぴんされたほうのエリノアはというと。

　娘は何が起こったのか分からずに……弾かれたおでこを押さえ、大きく目を見開いている。






「っ!?　っ!?　女神の天罰!?」

「……どけ」

「っ!?　ひっ!!　も、申し訳ありませんっ!!」






　ジロリと睨まれたエリノアは、ブレアの膝の上から降りると、その場に平伏しようとした。

　が、ブレアはエリノアを身体の上から退かしたものの、娘が自分の傍から離れるのを許さなかった。

　王子の膝の上から退いたと思ったら、今度は手首を引かれてエリノアがぽかんと口を開ける。






「え……」






　謝罪……と、口を開けたまま、エリノアはブレアの顔を見る。

　すると、金の睫毛に縁取られた灰褐色の瞳の主は、またもやそんなエリノアをじっと食い入るように見つめていた。

　その心の奥の奥まで見透かされそうな視線に、さすがのエリノアも口を噤む。

　熱心な視線に思わず身を引こうとしたが、ブレアの手はエリノアの手首をしっかりと握り締めている。

　大きな手に捕らえられた己の手首を見ると、心臓がもぞもぞした。じりじりとした羞恥心にエリノアは戸惑う。






「あ、あの、で、殿……」

「……勇者、お前、名は？」






　ぶほぉあっ!!　と……咳とも声とも言えない滑稽な音が盛大にエリノアの口から吐き出される。

　ブレアが眉をしかめた。






「……汚いな……」

「ぅ!?　ゆっ!?　ゆ、ゆうしゃっ!?」






　王子に勇者、と呼ばれたエリノアが目を剥いて驚愕している。

　そんな娘をブレアは冷静な顔で見返した。






「何を驚く。聖剣を抜いたのだ。お前は女神に認められた勇者ということになる」

「…………めっ……!?　め!?　めぇっ!?」

















６　下っ端の覇気












　目を点にして真っ青になっている娘を放し、ブレアが立ち上がる。






「私は、今見た事実を国王陛下に報告しなければならない。勇者よ、名を名乗れ。共に来──」






　ブレアはそう言って、腰を抜かしたようにへたりこんだままのエリノアの腕を引き上げようとした。

　と、その言葉に、エリノアが、かっと目を見開いて覚醒する。






「無理!!」

「……」






　激しくキッパリした拒絶に、思わず黙するブレア。に、エリノアはハッとして。しまったと思ったのか、まるいうろたえた瞳でブレアを見ながら、顔面からは汗をだらだらと滴り落としている。






「は！　いえ、申し訳ありません殿下、でも、その……無理でございます!!」






　思わずの反論だったらしく本人も慌てているが。それでも引き下がりはしなかった。

　ブレアを見上げる娘の涙は未だ乾ききってはいなかった。けれども。

　彼の前で地面に膝をついた娘は、動揺を振り払い、何かを決心したような顔をした。

　その表情には覇気があった。緑色の瞳が強い輝きを滲ませて、ブレアはその中に見え隠れする意志の強さに目を瞠る。

　ブレアは、武人だ。訓練では己の限界を目指し、戦場では人と己の生死を分つ剣を佩き、部下の命を預かる。人間の極限の時を知る彼は、真に真剣な者の顔は分かった。思いがけず見た、華奢な侍女の気概には、何か……心を動かされるものがあった。






　しかし、とブレアは低く問う。






「…………何故だ、建国以来の栄誉だぞ。何故拒む」






　ブレアたち王国内外の多くの戦士たちが、喉から手が出るほどに欲したその誉れ。

　建国時の国王は、女神の勇者となった者には高い地位を約束していて、今までその約束が成ったことはなかったが……おそらくそれは現代でも有効だろう。もし勇者が、なんらかの手柄を立てれば、将軍職ですら叶わぬ夢ではない。

　何故ならば、〝女神の勇者〟という名は伊達ではない。

　この大陸では、クライノート王国だけに留まらず、女神信仰は広く浸透している。

　それは女神の威光がこの国だけに留まらないことを示していて、その加護を持った唯一の戦士ともなれば、その処遇とて破格のものとなるはずだった。

　聖剣を得たものは、女神の加護と民心とを一手に集めることが予想され、ゆえに──もし──王子の内の誰かがその聖剣を抜いたとしたら、次の王座は確実だとさえ言われていた。

　ブレア自身は、早くに実兄である王太子の支持を表明していて、あまり王座には興味がなかったが……それは王子という立場にある以上無視できない事柄だった。

　もし、王太子以外の王位継承権を持つ誰かが聖剣、もしくはそれを抜いた〝女神の勇者〟を手中にすれば、王太子の立場が危ぶまれ、王宮内は確実に厄介な状況と化すに違いない。






　ブレアとしては──こうなった以上、幾ら目の前の娘がおよそ勇者らしからぬとしても。腕が白魚だろうが表情筋しかまともに備わっていなかろうが──聖剣を抜いた者として、この娘を保護しておかないわけにはいかなかった。






　けれども……ブレアの目の前にしゃがんだ娘は、その千年の誉れを手にしたとは思えない表情で──勝気な瞳に涙を滲ませ首を振る。






「──殿下、わたくしめには無理でございます」

「……無理？」

「ご覧になればお分かりでしょう？　わたくしめは単なる王宮侍女で……女神の勇者などという大任を拝するような者ではありません」

「……それは女神が決めること。お前が判断することではない」






　ばっさりと切り捨てられたエリノアは、グッと怯む。なんでよりによってこの王子に目撃されてしまったのだろうと悔やむ。

　第二王子ブレアは、己にも、他者にも厳しいことで有名な男だった。

　黙々と鍛練に打ちこみ成果を上げるその姿勢は、体育会系な性質あふるる軍部の中や、ちまたの戦士たちの間ではすこぶる評判がいい。だが、その反面、厳しい姿勢は見る者に畏敬の念を抱かせてしまうのか、かなりの美丈夫にもかかわらず、若い女性たちなどには少々遠巻きに愛でられることが多い。

　彼がよく付き従っている王太子が柔和な美形であることも手伝って……その厳しいまでの堅物さが際立ってしまうのだ。

　侍女たちの間でも、『第二王子は素敵だが、怖い』と評判で……エリノアも、彼の前で身をすくませながら働いている同僚の姿をよく見かけた。

　だからよく思ったものだ。

　己がもし上級侍女に昇格しても、ブレア王子の担当だけはちょっと気が進まない、と。






（なのに……）と、少しエリノアは気が遠くなる。

　そんな素敵に怖い第二王子と、何ゆえ己はこうして対峙せねばならぬのか。






　しかし……ここで負けては、己は本当に聖剣を抜いた者として国王の前に連れて行かれてしまう。それがどんな騒ぎを引き起こしてしまうのかはエリノアとて分かっている。

　ここで引き下がっては、エリノアの侍女頭のしごきに耐えた数年間はきっと無駄になってしまうだろう。

　たとえ彼女が女神の勇者として祭り上げられたとしても、恐らくそれは本当に一時的なものなのだ。

　エリノアは、自分には勇者と称されるに値する素養は何もないと思う。

　ゴミ拾いならば負けないが、剣術どころか、武術は何もできず、さして頭がいいわけでもない。

　そんな──実力の伴わない勇者になど、多分世間はすぐに失望する。

　そうなれば、地道な努力を積み重ね、王宮でやっと手に入れたエリノアの居場所はきっとなくなってしまうだろう。侍女たちの仕事は、王宮内で王族の生活を安定させること。……騒動の元となるような侍女はいらないのだ。






　──そんなことになってはなるものかと、エリノアはブレアの視線を真っ向から受ける。






「……殿下、お言葉ですが、こんなチビが聖剣抜いて、国民の誰が納得するんでしょうか!?」

「……何？」






　一瞬黙ったかと思ったら、一気に勢いを増した娘の顔にブレアがわずかに目を見開く。






「国民たちはきっと出まかせだと騒ぎ立てると思います。だって、屈強な騎士戦士たちがこぞって抜けなかったものがですよ？　私だって絶対嘘だと思います！」






　しかし、その発言にブレアは冷ややかに瞳を細める。






「お前は、私の証言する事柄が国民に受け入れられぬと、そう言っているのか？」






　しかし、エリノアは首を振る。






「そうではありません……！　そりゃあ、殿下への民たちの信頼は厚いですよ!?　殿下が黒を『白だ』と言えば白だと信じるような方たちが大勢いることも、もちろん存じ上げております！」






　しかしですね!?　と、エリノアは、得意の高速話術でブレアに圧を加えにかかる。

　その迫力にはブレアも思わず仰け反って、つい押し黙った。ただ、眉間にはくっきりと縦じわが。

　もちろんエリノアはそんなことは気にしない。






「この結果は国民の望むところではないと思います。私はさしたる特技もないような侍女です。あ、口はよく動きますよ、ご覧の通り。ですがね、こんなのが勇者だとか言われて誰が喜びますか!?　腕は白魚の如きで口だけ達者って……私だって、『そりゃどんな勇者だ』って思います。きっと何かの間違いだと思うんです、殿下だってそうでしょう!?」

「しかし……」

「さ、殿下、心の声をよぉおくお聞きください、殿下のお心は〝何故こんなチビの下っ端が聖剣を……間抜けな顔して腹が立つ〟とか囁いているでしょう!?」

「…………そこまでは思ってない」






　ブレアの返答に、「そうですか!?　おかしいですね!?」と顰しかめ面で漏らす娘を──第二王子は些か変なものを見るような目で見ている。その、ブレアのわずかな引き気味な精神状態を見逃さなかった目ざといエリノアは、ダメ押しとばかりに、じりじりブレアににじりよる。






「殿下……お願いします……見逃してください……」

「おい……顔を整えろ。王宮侍女にあるまじき顔だぞ……」

「整いませんよ、必死なんですから!!」

「…………」






　その言い切りに、ブレアはなんと返していいのか分からなくなる。何故ならば、彼の輝かしい王子人生において、こんなに奇妙な女は初めてだったのだ。

















７　生真面目王子の困惑












「もう世の中は別に魔王の脅威に怯えているわけでもなんでもありません……！」






　──と、娘は必死の顔で言い募っている、……のだが。

　その表情はどこか怪談でも読み聞かせるかのごとくおどろおどろしい。

　少々青ざめた顔にじわりじわりと滲む汗。不気味な緑の双眸そうぼうの怪しい光に──ブレアは思った。






（…………勇者とは……かような生き物であったのか……）






　青年はいたって真面目な顔である。表面的には冷徹な表情は、眉をひそめた程度にしか動じていなかったが──しかし心の中は裏腹に、未知との遭遇に少々動揺しているようだった。

　だからこんなことを考える。






（……いや、千年もの間選ばれることのなかった勇者が常人なわけがないのか……）

（……しかし、国としてはこの勇者をどう扱えば……清廉な王太子殿下にこの顔を見せても大丈夫だろうか……）

（いや、しかし、表情を整えればわりに愛らしき顔だったような…………）






　と、思考にふけっていたブレアに、怪談顔の娘は若干イラッとしたらしい。娘は見開いていた瞳を余計に開き、王子であるはずのブレアに怒り出す。






「殿下！　我が決死の上訴、ちゃんとお聞き下さっておりますでしょうか!?　私……苦労して王宮侍女になったんです！」

「……ああ……すまない……お前があまりに予想していた勇者像からかけ離れていたゆえに少々対策を練っていた」






　ブレアが真面目に謝ると、娘はいえいえと首を振る。






「練ることありません。そこは殿下の予想通りの勇者を選びなおすべきです。もういっそ……殿下がお抜きになったとおっしゃればことはまるく収まるのでは」






　娘はそう言いながら、地面に転がされたままだった聖剣を拾い上げ、ブレアのほうに差し出した。

　しかし、ブレアはきっぱり「ならぬ」と首を振る。






「その様な不正を働く気はない」

「しかし殿下、これは人助けですよ!?」






　娘は一瞬まともに戻っていた表情を、再び怪奇顔に戻し。ブレアの前でぶるぶるわなわな聖剣を握り締めた。

　それを見たブレアはまた眉をひそめ、その表情の落差にある種の畏敬の念を抱く。






（……凄い顔だな……）






　そんなこととは露知らず……恐らく知ったとしてもやっただろうが、娘は地団太を踏んで切実な思いを吐露した。






「わたくしめ、長年我が前に高い壁として立ち塞がっていた試験にこの前やっと合格してですね……来月には上級侍女になるお許しがいただけるはずなんです！　あの、あのツンしかないような侍女頭様から、『良かったわね、やっとなの。これからも負けずに精進するのよっ』と……涙ながらのお褒めの言葉をかけられたばかりなのです！」

「…………」

「それに、当家は両親が亡くなっていてもうおりません。まだ成人前の弟は病気がちで……私本当に、今職を失うわけにはいかないんですっ」

「……っ!?　おい！」






　必死のあまりか、娘が聖剣を乱雑に扱いはじめ、それを見たブレアが顔色を変えた。それは国宝とも言える代物なのである。傷つきでもしたら大事だ。






「おい勇者よ、落ち着……おいっ！　聖剣を振り回すな!!」






　しかしそれを聞いた娘は再び地団太を踏む。どうあっても〝勇者〟と呼ばれるのが嫌らしい。






「おやめください、勇者じゃありませんったら!!　その名で呼ばれるたびに我が心身全体には過度の動揺が走ります!!　がたがた震えて今にも聖剣折ってしまいそうです!!」






　いいんですか!?　と……娘は最早ブレアを脅していた。

　普段、普通の良識ある娘とすらあまり交流のないブレアはめまいがした。憤慨する娘をどうすればなだめることができるのかが皆目分からない。

　そうしてブレアが判断に迷っているうちに、目の前の娘はさらに言い募る。






「今回は……そう、きっと女神様側にも何か判断ミスがあって……そのご事情を汲んで差し上げましょうよ殿下！　千年も聖剣は抜けませんでしたが、国は国王陛下がご立派に治めてこられたではありませんか……そうでしょう!?　ね？　何も、こんな弱々しい小娘に勇者職を押し付けなくても国は今平和です、殿下！」

「っおい!?　何を……」






　──と、ブレアが目を見張った瞬間──……。

　その娘は「国王陛下万歳！」と叫びながら、大きく聖剣を振り上げた……。

















８　気配と軽やかな逃亡












　ブレアはその聖剣に憧れ以上の感情を抱いている。










　子供の頃は多くの少年たちと同様に、ブレアも女神の聖剣の伝説には単純に憧れていて、いつかあの剣が抜けるような強い武人になりたいとずっと願っていた。

　父が語る建国の祖、魔王を倒したという勇者の勇敢な伝説も、母が語る春の女神の慈愛に満ちた伝説も、聞くたびに心躍る物語だった。

　兄弟たちと並んでその話を聞きながら、将来誰がそれを抜くかで盛り上がったり、その聖剣がどんな素晴らしい姿をしているのだろうと想いを馳せたものだった。

　ブレアの想像ではいつもそれは無骨な鋭い姿をしており、優しい王太子の想像では、美しい装飾で飾られた見事な一振りということになっていた。

　弟たちの中には、巨大な両手持ちの大剣なのではと言う者もあって。あの聖剣の柄の大きさはそんなじゃないとか、でも大樹は大きいから分からないだのとか、幼稚な言い合いを延々と繰り返しては、大喧嘩になったものだった。

　そうしていつも仔犬がじゃれるように、取っ組み合いの喧嘩をしていて……。






　ブレアはそれを思い出すたびに、懐かしくて──胸の奥底が小さく痛む。

　その中には今はもう、王族の務めとして遠征地にいる弟や、次期王座を巡り対立してしまっている王子たちもいる。

　それも自分たち王族兄弟の宿命としては仕方のないこと。

　そうは分かっていながらも、職務や修練の合間には、つい聖殿に来てしまうのだ。






　──どうか、兄上──王太子が聖剣を抜いてくださいますよう。






　いつだってそう女神に向けて祈る。

　もしそれが叶えば、王太子は女神と民心という大きな後ろ盾を得て、立場は今よりももっと堅固になるだろう。権力闘争の為に、弟を陰で唆すような貴族連中も、きっと勢いを失うに違いない。

　歴史上では──王座を巡る対立の中で、命を落とす王族というものは決して珍しいものではなかった。

　中には兄弟で命を狙いあったという前例もあり、ブレアの父である現国王もまた、兄弟間の争いの中で弟を亡くしている。

　その時の空しさと悲しさを、父は時折ぽつりと漏らしては遠い目をする。そんな時、偉大な国王の背は、とても苦しげで弱々しくすら見えるのだった。息子としてはそれが堪らない。

　父の負担が少しでも軽くなるよう、ブレアは王子として己にできる努力はやってきた。

　しかし……聖剣の伝説は努力でどうこうなる問題ではない。






　だからどうか、とブレアは日々春の女神に祈りを積む。

　父が抱える将来への恐れ──己の息子たちが、再び自分たちのように争い、命を奪い合うのではという危惧が、少しでも軽くなるように。

　無邪気だった弟が、優しい兄を憎しみの目で見るようなことがもうないように。

　王宮に血が流れることがなきように。






　王太子が、どうか聖剣を得ますようにと──────……。






















「っ！」






　ブレアはその剣身が振り下ろされるさまを見て息を吞む。






　───渾身の力を振り絞って──

　娘は女神の大樹目掛けて聖剣を──突き立てた。






　その行動にブレアは驚き、止めようと娘の肩をつかんだが──遅かった。

　ブレアが華奢な肩を引いた時には、聖剣は大樹の中に半分ほどが突き刺さって──……。

　いや。突き刺さったという表現は些か相応しくない。

　聖剣は音もなく、抵抗もなく、滑らかに……まるで粘度のある水の中に、ゆっくりと落とされたかのような動きで、木肌のうちに沈みこんでいくのである。神秘的な光景にブレアは言葉もない。

　その光景は、目の前に見える清らかな剣が、明らかに人智を超えた存在であることを示すかのようで──ブレアは一瞬ぞわりと肌が粟立つような気がした。

　驚愕と畏怖を映す瞳に見守られながら、聖剣は、そうして完全に大樹の中に還っていったのだった……。






「…………」






　たった今目撃した出来事に、ブレアは呆然と肩で息をする。

　聖剣が抜けることを待ち望んでいたブレアにとって、それはとんでもない出来事だった。






　と、不意に己が肩をつかんでいる娘の荒い息づかいが耳に届き、彼は我に返る。






「お前っ──」






　しかしブレアが娘の肩を引き、口を開きかけた──その刹那……

　奇妙なことが起こった。






「っ!?」






　周囲の木々が異様にざわめき立ち、ブレアたちの元に、音にはならぬ殺気のようなものがじわじわと忍びよった。まるで空気が何かに汚染されていくようだった。

　いち早くそのことに気がついたブレアが身構える。彼はとっさに大木と己の背との間に娘を挟み、そのまま無言で周囲に鋭い視線を走らせた。が、目に映る範囲には何者の姿もない。






「……これは、いったい……」






　ブレアは周囲を睨んだままつぶやく。濃厚な異臭のような気配が身にまとわりついて、息苦しい。






「……っ」






　──そんなブレアの耳にうろたえたような声が届く。






「──殿下？　あの……大丈夫ですか？　どうかなさいました？」






　その声の軽さにブレアは驚いた。

　振り返ると娘がキョトンとした顔をしている。

　突然背の後ろに隠された娘は周囲の異変にはまったく気がつかぬのか、ブレアの緊張した面持ちに怪訝な表情を浮かべている。






（感じていない……？　なんと鈍い……）






　勇者たるはずの娘の様子にブレアは小さな失望を感じる。

　何故これが分からぬのだと。

　それは、何者かが聖剣に対する憎しみを垂れ流しているような気配だった。暗く、物騒で、危うい……。

　空気はどんよりと重苦しいものと化していて、その蝕むような圧に思わずブレアが顔を顰める。

　娘を連れてその場を離れようとするも──身体が重くて、思うように足が動かない。人よりも武に優れているという自負があるだけに、己の身が思い通りに働かないことが信じられなかった。






「っ……」

「……殿下？」






　それでも──娘はキョトンとしたままだった。

　急に身動きをしなくなった王子の背に、いったい何が起こっているのだろうと不安そうな視線をよせている。






　と、そんな娘が不意に、ハッとした。

　どうやら……自分が今、王子の前からさっさと消えたほうがいい状況に置かれていたことを思い出したらしい。

　娘は、えーと、とつぶやいてから、言った。






「……殿下、ご気分がよろしくないようでしたら、わたくしめ主治医でも呼んできましょうか……？」






　そうして驚いたことに──。

　娘はそーっとブレアの背の後ろから抜け出して。恐る恐るブレアの顔を覗きこむ。

　どうやら──気配同様、ブレアの身を押しつぶすようなその圧を、娘は一つも感じていないらしい。平然と自分の後ろから抜け出て行った娘にブレアは愕然とする。

　娘はしばしブレアの顔色を見ていたが、段々その息が上がってくるのを見止めると、これはいけないと眉を顰めているようだった。






「殿下、本当にお加減悪そうです。ここでお待ちください、すぐ先生に来てもらいますね」






　娘はそう言うと、傍に置いてあったホウキをつかんで身を翻す。

　それは明らかに、ついでにこの場から退散しようという意思が透けて見えるものだった。が、ブレアの手足は重く、娘を追うことは叶わなかった。






「な、なんなのだ……くそっ」






　離れていく娘の姿に、ブレアは身体に渾身の力をこめる。だが、それでも足は数歩動かすのがやっとだった。






　だというのに──。






　黒髪の娘は──スカートの裾を翻し、その空気の中を易々と駆けてみせる。

　軽快に舞う後ろ姿にブレアは一瞬目を奪われた──。






　娘が途中、思い出したように振り返る。「殿下、動いちゃダメですよ！　主治医が来るまで横になっていらしてください！」と、娘は大声で叫び、ブレアに向けて大きく手を振った。

　……一応本当に彼を案じる気持ちは持ち合わせているらしい……。






「……おい!?　待て、勇者!!」






　ブレアが叫ぶ。──と、遠くのほうでボキッという音がした。恐らく……多分……いや間違いなくホウキだな、とブレアは察する。〝勇者〟という呼び方に動揺したか、苛立ちでもしたのか。娘が思わず折ったのだろう。

　……あの気性なら、後者だな……。

　緊迫した状況下にもかかわらず、ブレアは苦しい息の下そう思い、つい、苦笑をもらしてしまう。






　──と、──その次の瞬間のことだった。

　その、ボキッと鈍い音が聞こえた直後、ブレアが苦笑を零した瞬間に、周囲の危うい気配がさっと散る。






「っ!?」






　まるで怯えた動物が逃げていくかのようだった。






「……っ」






　気配が去って、その圧を押し返さんと力をこめていた身体が均衡を失い崩れ落ちる。ブレアは地面に片膝を突いた。

　その間にも、空気はすっと澄んで行き──……。

　次に青年が顔を上げた時、場は既に静けさを取り戻していた。

　ブレアは呆気にとられる。

　風に揺れる大木の梢、遠くに聞こえる雑音。何もかもが平然としていて、普段となんら変わらない。






　──なんだったのだ、今の、気配は──……。






　ブレアは周囲の気配をもう一度探る。しかし、剣吞けんのんな空気はもうどこにも感じられなかった。まるで白昼から、夢を見ていたかのようだ。

　ブレアは一瞬呆然とした感覚に陥りかけるが──すぐさま己を正気に引き戻す。

　彼は大樹の聖剣に素早く駆けよると、真っ先にその無事を確かめた。

　木肌から突き出た剣の褐色の柄。

　つい今しがた彼らの前にその神秘的な姿を現したばかりの聖剣は、まるで何事もなかったかのようにそこに収まっている。

　見る限り、それはずっとブレアが見守ってきた聖剣の様子となんら変わりないように見えた。

　そして不思議なことに……娘の手で考え無しに大木に突き立てられたように見えた聖剣は、寸分違わず以前と同じ場所に戻っていた……。






「…………」






　ブレアは、ふと無言で聖剣に手を添えてみる。細工の美しい柄を握り、力をこめてみる。

　だがそれは以前と同じ。固く、軋む音すらも聞かせてはくれなかった。






「……やはり、抜けぬか……」






　頑なに沈黙し、ブレアの前に剣身を晒すことを拒む聖剣に、男はもう一度、娘の消えていった方向を見つめた。

　抜けた聖剣、奇怪な気配。そして恐らくそれを収めたメイド服の女……。






「あの者は、いったい……」






　──探し出さなければ。

　ブレアは王宮に駆け戻る。

















９　リード












　もう日も暮れかけの頃。

　エリノアは城下町を歩いていた。

　メイド服からモスグリーンの私服に着替えたエリノアは、少し賑わいの引いた雑踏の中を、とぼとぼと覇気のない足取りで進んで行く。

　その頭には何故か地味な鼠色のショールがぐるぐるに巻かれている。とても滑稽だ。すれ違う人が皆、なんだあれはという目でエリノアを見ている。






　あれから。

　ブレアの前から退散したあと、エリノアはその足で急いで王族の主治医のもとへ駆けこんだ。

　そうしてややコソコソしながらも、慌てて部屋を出て行く主治医たちのあとを追い、ブレアの様子を見に戻ろうと──したのだが。運悪く侍女頭に見つかってしまい『さぼるな』と仕事に連れ戻される。

　しかし、エリノアは具合の悪そうだった王子のことが気になって……。

　幾ら今は彼のところへ行くべきではないとはいえ、目の前で青い顔をしていたのだ。その後の彼の具合がとても気掛かりだった。

　あんなことがあったあとで、まさか堂々とは王子の前に出て行けないが……遠目でもいいから様子を見に行けないだろうかと、エリノアは懇願したが……。

　侍女頭には、『主治医に任せなさい、お前が行ってなんの足しになるの』と至極尤もっともに切り捨てられた。

　結局そのあとは王子の様子を見に行けなかった。






　エリノアは仕事をしながらも、気が気ではない。

　──もしかしてと思った。王子が体調を崩したのは私のせいではないだろうか。

　王子は、長年夢見てきた聖剣の勇者の座が、こんな吹けば飛ぶような存在の娘に奪われたことに怒り心頭のあまり倒れたのではないか。

　もしくは、彼の理想の勇者像とエリノアとがかけ離れ過ぎていたショックで気分が悪くなってしまったのかもしれない。どちらにせよとても責任を感じる。

　しかし──……。

　その後、仕事を終えたエリノアがしょんぼりしながら侍女たちの居所へ戻ると、彼女はあからさまに怒気を滲ませている侍女頭に出迎えられた。

　その顔を見たエリノアはまさか王子の身に何かあったのかと肝を冷やしたのだが────。

　彼女の怒りには別の理由があった。

　どうやら……エリノアが呼んだ主治医たちが聖殿前に駆けつけた時、そこには既に王子は居なかったらしい。

　慌てた主治医たちは王子を探し──そのあと彼らが第二王子を探し当てるも……王子は忙しそうにしていて、『大丈夫だ』『もう何ともない』と……一蹴されてしまったとのこと。

　それを聞いたエリノアはホッとした。よかった、すぐに治ったのか……。






　と、思ったが。

　主治医から事情を聞いた侍女頭には、早合点も程ほどにしろ、何故もっと王子の様子をちゃんと見なかった、主治医の先生を振り回すなんて！　と、大いに叱り飛ばされた。

　早々にバレていたホウキ破壊の件も合わせ、小半時ほど叱られた後──エリノアは罰として、今度は王宮の別の庭を一人で掃除するように仰せつかってしまったのだった……。






　──そうしてやっとのことで仕事を終えて、エリノアは帰途に就いていた。

　本来、王宮侍女は王宮内の居所に住み、決まった休日だけ実家に戻る。だがエリノアには病弱な弟がいて、他に家族もないことから、毎日王宮には通いで勤めさせてもらっている。

　エリノアと弟が住む小さな家は、城下町の東の市場の近くにあった。

　エリノアはそちらに向けて、黙々と足を進めているが、その足取りはやはりどこか重い。






　エリノアは、途方に暮れていた。

　今日の昼間に起こった現実とは思えない出来事。

　そして必死だったとはいえ、王子に対してかなりの無礼を働いた。そのことを考えると、今後、どうしていけばいいのかということが血の気が引くくらい分からない。

　エリノアは弱々しいため息をつく。






　エリノアは王子に名は名乗らなかったが、いかに王宮が広く、侍女も山ほどにいると言っても……容姿や、あの時間帯に聖殿前で仕事をしていた者といった情報を組み合わせていけば、彼は必ずエリノアに辿り着くだろう。






「……どうしよう……」






　こんな、不審者みたいにショールをぐるぐる巻きに被ったって無駄なことはエリノアにだって分かっていた。

　だが、聖剣を抜いたと名乗り出るにせよ、王子に無礼を働いたと正直に申告するにせよ、それが大事になってしまうことには変わりない。

　第二王子に謝罪が必要ならばしようと思う。でも、〝女神の勇者〟なんて大役に据えられて、その為の儀式や務めに時間を割くことはできない。

　何故ならば、今、この時にも、家には身体の弱い弟がいて、病に苦しみ、お腹をすかせてエリノアを待っているからだ。エリノアにはとてもそれを放って置くことなどできようはずがない。

　王宮侍女という職を手放したくないとは思う。だがそれも、全ては弟の為だ。向いていない、なんて落ち着きがないんだと言われながらも、なんとか続けてこられたのは、可愛い弟がいたからこそで……。






「ブラッド……」






　ふいに、弟の姿が思い出されて。エリノアは嘆くような声を出す。

　エリノアがそんな大事で王宮に足止めされれば、その間弟はどうなるだろう。

　もちろん少しの間であれば、知り合いに頼めるかもしれない。普段もエリノアがいない昼間は、知り合いに弟の様子をみて貰い、食事なども頼んでいる。が……。






「……やっぱりダメだわ……どう転ぶか欠片も分からないことにブラッドを巻きこめない。また具合が悪くなっちゃう……」






　ただでさえ弟は季節の変わり目など環境の変化で体調を崩しやすい。それに、心配性の弟の身体は、何より姉へ向ける心配による心労に敏感で……。

　勇者職なんて、大事すぎて、未知すぎて、不確定要素が多すぎる。






「……ああ、私、どうして不用意に聖剣になんて触れてしまったのよ……」






　今更ながらそれが悔やまれる。エリノアはぐるぐる巻きのショールの中で呻く。頭の中は己を責める呪わしい言葉の数々で溢れかえっていた。






　──と、そこへ「お」と、短く明るい男の声が聞こえた。

　次いで、のしっと頭に重みが掛かる。






「う……」

「お疲れ、ノア……なんでこんなもん被ってんだ？　って、なんなんだよその顔は……」






　己を親しげに愛称で呼ぶ声で、それが誰か分かって、通りの端でエリノアはがっくりとうなだれた。

　エリノアの頭に手を乗せた男は、彼女の頭に巻きつけられているショールを怪訝そうに引っ張る。大きな手でむきむき……と、ショールから顔を掘り起こされた娘は、のろのろと顔を上げる。と、そこには説明を求めるような見慣れた碧眼。エリノアはため息をつく。

　げっそりした娘の様子に男が首を傾げると、彼の栗色の髪がさらりと揺れた。






「……なんだよ……」

「……変装……してたのに……何故すぐバレる!?」

「はあ？　変装？　……おい、しかめ面はやめろって言ってるだろ、嫁の貰い手がなくなるぞ」

「……もう、それはいい……。我が今生には縁はなし。……ただいま……リード……」






　投げやりに応じると、エリノアの顔見知りらしい青年は呆れたような顔をした。

















10　ブラッドリー












　呆れ顔の青年はリード・モンタークといった。働き者の彼は商人風のなりで、すらりとした身体に腰から下だけを覆うエプロンを身に着けている。

　栗毛の髪は癖毛のエリノアとは正反対にサラサラで、瞳は澄んだ空色。素直そうな表情からは、面倒見の良さが滲み出ている。おまけに料理上手で気立てもいいときて、子供にもお姉様方にも、おば様方にも評判がいいエリノアの幼馴染だ。






　いろいろ考えながら歩いて来て、すっかり時間と距離の感覚が失われていたエリノアは、「ああ、もうここまで来ていたのか」と、傍にあるモンターク家の商店に目をやった。リードの家は様々な食料品や雑貨を扱う商店で、彼はそこの看板息子である。

　彼らモンターク一家は、昔エリノアの屋敷に出入りしていたよしみで両親が亡くなった後でもこうして付き合いをしてくれる貴重な存在だ。エリノアがいない時、弟の面倒や看病を手伝ってくれるのも彼らだった。






「リード、今日もありがとう」






　気を取り直したエリノアは、青年に向かって深く頭を下げる。と、リードは、うん、と腰裏のポケットに突っこんでいた小さな紙切れを取り出した。






「これ、今日の記録。……お前、もうちょっと落ちつけ？　あんまりブラッドに心配かけるなよ」

「はい。ごめんなさい」






　エリノアは素直にもう一度頭を下げてから、手渡された紙にざっと目を通した。そこには彼女が不在中の弟の様子や食べたものなどの細かな連絡事項がメモしてある。

　ふと、そのメモの最後の辺りを見たエリノアが表情を曇らせる。






「夕食、食べなかったの？」






　心配そうに娘が顔を上げると、リードが子供をなだめるようにエリノアの頭をぽんぽんと優しい調子で撫でた。






「体調は、まあ、そこそこらしいんだけどな……昼辺りから様子がおかしいんだと。一応医者にも診て貰ったけど特別悪くはないみたいだ。またお前の心配でもしてるんじゃないのか？」

「そう……分かった、ありがとうリード。おばさんにもお礼を伝えてくれる？　後で立て替えてもらったお医者様の代金払いに行くからその時にも直接言うけど……今日は先にブラッド見に行きたいから……」






　申し訳なさそうにエリノアが言うと、リードは肩をすくめる。






「別にいいって。いつも言ってるけど母さんは無類の世話好きだから。医者代もいつでもいいよ」

「ごめん、ありがとう！」






　エリノアはリードに頭を下げると、ぱっと駆け出そうとした。






「あ、ちょっと待て」






　リードがエリノアを引き留めて、ずいっと手にしていたカゴを差し出した。中からは、ふわりといい香りが漂ってくる。






「夕食。母さんが何かブラッドの好物でも作っておいてやれって言うから作っといた。ほら、持ってけ」






　青年は「お前の分もあるから」と言葉を添えながら、エリノアの腕にカゴの持ち手を通してくれる。

　それを見たエリノアは──……何だか、とてつもなくホッとしてしまった。

　思わずリードの首に片手を回して抱きついて、そして近所の子供たちを真似て礼を言う。






「リードお兄ちゃん！　ありがとう、好き!!」






　途端、リードが微妙そうな顔をする。






「……お前なぁ、それやめてくんない？」

「あ、材料費払います。後程」

「………………」






　すぐに真顔に戻る娘に、リードはどこかガッカリしたようにため息をついた。










　リードと別れたエリノアは、その場所から路地に入ってすぐの木造の平屋の前で足を止める。






「ただいま……」






　エリノアはゆっくりと扉を開き、自宅の中に入っていった。

　王宮で見せた騒がしさとは打って変わった丁寧な様子には慎重さすら窺える。それはもちろん己のガサツな動作で弟に要らぬ心労をかけぬ為である。






「あれ？」






　室内は何故かとても暗かった。

　いつもなら、リードたちが明かりを灯しておいてくれるのだが。

　エリノアは暗闇の中を手探りで進み、上着と鞄をテーブルの上に置くと、リードからもらったカゴだけを手に、すぐさま弟の部屋へと向かおうとした。






「あれ？　……ランプ、ついてる……」






　ふと、サイドテーブルの上から吊りランプを手に取ろうとして──そこに、小さな明かりが灯っているのに気がついた。ではやはり、リード達はいつも通り明かりを点けて行ってくれたのだ。

　それなのに、と、エリノアは辺りを見回して首を傾げる。

　室内は異様に暗い。まるで黒い霧の中に閉じこめられたように、その明かりは肩身が狭そうに炎を揺らしている。






「？　何、これ……」






　怪訝そうにしながらも、エリノアはひとまずその吊りランプを手に取って弟の部屋へ急いだ。






「ブラッドー……」






　木戸を静かに押し開くと、またそこも重苦しいほどに暗い。

　辛うじて……窓際に置いた寝台の上で、エリノアの弟、ブラッドリーが身を起こし佇んでいる輪郭が見えた。






「……ああ、姉さん。おかえり」






　声に気がついたブラッドリーがゆっくりとエリノアを振り返る気配があった。

　──途端──ふっと室内が明るくなる。






「……あれ!?」






　持っていたランプの光が急に勢いを増し、エリノアが瞬きをして驚いている。






「……どうかした？」






　弟の静かな声にエリノアは彼の顔を見る。






「え、っと……今何かランプが変じゃなかった？」

「そう？」






　怪訝そうに問うも、弟ブラッドリーは青白い顔で薄く微笑んでいる。

　エリノアは、不思議そうにランプを見ながら「壊れたのかな……」と首を捻りつつも──弟の寝台の傍に近よっていった。サイドテーブルの上にランプと、リードから貰ったカゴを置くと、弟の顔を覗きこみ、その額に手を当てる。






「ブラッド、具合どう？　……あれ!?　どうしてこんなに冷たいの!?」






　触れた白い肌はいやに冷えている。エリノアは慌てて弟を布団の中に戻そうとするが──ブラッドリーはエリノアの腕を押さえる。






「大丈夫だよ。……姉さんの手が温まりすぎてるんじゃないの？」

「ええ？　そ、そんなことは……」






　戸惑うエリノアの手にブラッドリーは手を重ねる。

　その手もやはりひんやりと冷たいが、弟は微笑を崩さなかった。






「本当に大丈夫だから。心配しないで姉さん。……今日は特に気分がいいよ」

「…………」






　確かに寝台に起こした身体には少しのふらつきも弱々しさもなく、しっかりとしている。苦しそうな様子も見えない。

　だが……エリノアはその表情に何か違和感を覚えた。

　顔色があまりよくないのはいつのものことだか──そこには、いつもは感じられない静かで確信に満ちた自信のようなものが見て取れた。

　普段のブラッドリーは、素直で優しげな雰囲気の少年だ。病弱で頻繁に床に伏せって、辛いのは自分自身であるだろうに、姉やリードたちを気遣うような……。

　それなのに──今、目の前に居る黒髪の少年は、どこか別人のような顔でエリノアを見る。

　薄暗い中にエリノアと同じ緑色の瞳が爛々と輝いていて、その危険な光に──エリノアは思わず片足を、一歩、後退りさせる。






「……ブラッド……？　どうしたの？　何か、変よ……」






　姉の戸惑ったような声を聞いて、ブラッドリーは瞳を細めて微笑む。






「心配しないで。姉さんには何もしないよ」

「……それ、どういう意味……？」






　どこか剣吞な響きの声音にエリノアが眉間にしわを作る。

　ブラッドリーはそんな姉に、口元で弧を描いてみせる。が──緑の瞳は冴え冴えとして笑ってはいなかった。

　ブラッドリーは静かに、淡々と言う。






「姉さんが……聖剣を抜いちゃったりするから」

「え」






　その囁くような声に、エリノアがぎくりと息を吞む。














　──僕もまた、目が覚めてしまった。






　ブラッドリーは冷たい声音でそうつぶやいた。

















11　白と黒の獣












「…………目が、覚めた……？」






　一瞬の沈黙の後、エリノアがかすれる声で弟の言葉を繰り返した。その揺れる瞳は、ブラッドリーの冷たい顔に縫い止められている。

　続いて戸惑うように出てきたのは、どうしてという、うわ言のような声だった。






　どうして──弟は自分が聖剣を抜いてしまったことを知っているのだろう。

　あそこには自分と第二王子しかいなかった。ましてや王宮の関係者でもない弟がいるはずもなかった。






「……ブラッド、どうして聖剣のこと、知ってるの……？」






　恐る恐る問うと、ブラッドリーは寝台の上からにこりと姉に向けて微笑んだ。

　その中には──いつも通りの弟の顔が垣間見えて。エリノアは動揺しつつも少しだけほっとして、身体の硬直が幾らかマシになる。と、ブラッドが腕を持ち上げた。






「ねえ、それリードが作ってくれたものだよね？」

「え？　あ……ああ、そう……」






　急に指差されてエリノアが慌てて応じる。

　弟の指はリードが持たせてくれたカゴに向けられていた。






「……おばさんがリードに頼んでくれて……ブラッドと私にって……」






　そう言うと、ブラッドリーは嬉しそうに笑って。そこに先程の怪しさは欠片も残っていなかった。






「冷めたらリードに悪いよ。せっかく姉さんが帰ってくるのに合わせて作ってくれたんだから」






　ね？　と、微笑まれて。戸惑いながらもエリノアは頷く。

　──良かった、いつものブラッドだ……。

　そうため息を落としながら、エリノアはカゴをテーブルの上に置き、上掛けの布をよける。と、ふわりとしたいい香りが立ち上る。

　カゴの中には、フタをされた両手に乗るくらいの小鍋と包みがひとつ。包みには香ばしいパンが包まれていて、小鍋にはブラッドリーが普段から好んでいる野菜を煮こんだシチューが入っていた。とろりと白いスープから色鮮やかな野菜がぽこぽこと頭を出している。少し細かめに野菜が刻まれているのは、ブラッドリーの胃の消化に良いようにというリードの気遣いだろう。






「僕、器をとってくるよ」






　ブラッドリーがそう言って寝台を下りようとする。しかしエリノアはそれを慌てて止めた。






「ダメ！　私が行くから！　ブラッドは寝てて！」

「……そんなに心配しなくても、今日は調子がいいんだってば……」

「ダメよ！　ちゃんと、事情を聞くまで……何もさせられない、倒れたりしたらどうするの!?」






　弟の様子がいつもと違うことが不安で堪らないエリノアは鬼の形相でそれを止める。確かに今、ブラッドリーには苦しそうな様子はないが……とても寝床から離す気にはなれなかった。

　そんな姉の必死な顔に、ブラッドリーは苦笑して寝台に身を戻した。






「分かった。大人しく待ってる。疲れてるのに手伝えなくてごめんね」

「いいの！　動いちゃダメよ!?　ちゃんと待っててよ!?」






　ブラッドリーが寝台に戻ると、エリノアは彼に背を向けて。振り返り振り返り……不安そうに弟の顔を何度も見てから……唐突に走って部屋を出て行った。






「あ……姉さんランプ……」






　ないと暗くて何も見えないのでは……とブラッドリーは思ったのだが──案の定、扉の向こうからは、時折物にぶつかったような音や、転倒させたような賑やかな音が響いてくる。






「やれやれ……驚かせちゃったか……」






　ブラッドリーは息をつき。それはそうか、と一人つぶやきながら──ふと、その表情に影が落ちる。






「……でも……これできっと、もう姉さんに苦労を掛けないですむ……」






　──その台詞は……姉を思う優しい弟の言葉そのものであった。しかし──。

　少年の双眸は、どこか暗い光を湛えている。










　一方、エリノアは。






「……どうしよう、どうしよう、あああ、ス、スプーンあと皿……あれ？　それよりもう一度お医者様を呼んだほうがいいの……？　いや、ひとまずブラッドの話を聞かないと……」






　おろおろしたエリノアは、台所の棚からスープ用の器やスプーンを取り出しながら呻いていた。

　可愛い弟に何かあったらと思うと、心臓は痛いし、手が震えた。おかげで暗い室内の床には彼女が転倒させたらしい様々な物が転がっている。

　エリノアは盆の上に取り出したものを置くと。一度、己の両頬をぴしゃりと叩いた。それから盆を手に、深呼吸をする。






「そうよ、落ち着いて話を……冷静さこそが事態を好転させるのよエリノア。ちゃんと何があったのか、なんで聖剣を抜いたことを知っているのか聞き出さなきゃ……とりあえず、普段通り、冷静に、世間話でもしてから……」






　そうして意を決し、エリノアは動揺を押し殺してブラッドリーの寝室に戻って行った。

　出迎えたブラッドリーは姉の顔を見ると嬉しそうに表情を和らげる。そのいつも通りの顔を見たエリノアは、心底ほっとした。






「おかえり姉さん」

「う、うん。今、器によそうからちょっと待ってね……」






　エリノアはテーブルの上の小鍋とパンを少し端によせると、空いた場所に盆を置いた。

　そしてブラッドリーに背を向ける形で小鍋のシチューを器に移しはじめる。






「あ、えっと……今日もね、二回も侍女頭様に怒られちゃったのよ……」






　何か話さねばと思ったエリノアが、そう口を開く。すると背後から「またなの姉さん」と些か呆れたような声が返ってくる。






「また物でも壊しちゃったの？　気をつけないとダメだよ。怪我でもしたらどうするの……」

「うん、ごめん気をつける。あ、それでね……」






　普段通り返答が返ってくることに安堵して、エリノアはちょっと嬉しくなってしまった。






「それで、今日はね、びっくりすることがあって……第二王子様に物凄く近くでお会いしてしまったのよ」

「…………王子様……？」

「そうなの。ブレア様。怖い怖いって皆が言うからどんな冷酷なお方かと思っていたんだけど、瞳をまんまるにしていらっしゃる様子なんかは結構可愛らしかったわ。睨まれると怖いけど……」






　エリノアは、よそったシチューに添えようとスプーンに手を伸ばしながら、ふと、王子の顔を思い出した。

　金の睫毛に彩られる灰褐色の瞳に食い入るように見つめられたことを思い出すと、なんだかとてもこそばゆかった。






「……皆が遠巻きにはしゃぐのが分かった気がする……」






　ま、とエリノア。






「若い娘のわき腹をいきなりくすぐってくるのはどうかと思うけど──……て、っ!?　……ぎゃあっっ!?」






　シチューを乗せた盆を手に振り返ったエリノアが唐突に叫ぶ。驚いた拍子に盆は空を舞った。






「ぇ……!?　な、ななな何!?」






　エリノアは目を見開いてブラッドリーの寝台を凝視する。

　──その傍に、何か大きなものが──二つ。

　白い物体と黒い物体。それがブラッドリーの寝台の傍に──傅かしずいていた。
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　ランプの灯りを頼りにエリノアは呆然とそれを見る。

　白い物体は毛がふさふさで。黒い物体はすらりとした肢体が艶やかな短毛に覆われている。

　どちらも頭には三角の耳があり、しっぽが生えていた。

　──その姿は──紛れもなく獣だが──身体には衣服を纏い、毛に覆われた手足は人と同じ様な形をしていた。






　唖然と見つめるエリノアの前で、白黒の獣たちは、暗い真顔のブラッドリーに向かって恭うやうやしく頭を垂れている。

　低い声が重く寝室に響いた。






「我らが王、我が君よ……」






　──ランプの揺れる明かりを受けて──獣達の瞳も、ゆらゆらと、揺らめいていた……。

















12　勇者、完全になめられる












　目の前で起きていることが、少しも理解できなかった。






　確かに家の扉の鍵は閉めたはずだし、ブラッドリーの寝室の扉も開いた気配はなかった。

　不審な音も何もしなかったというのに──その獣人のような見た目の者たちは、まるで最初からそこに存在していたかのように、じっと弟に向けて跪いている。

　いったい、この二人──だか二匹だかは、どうやってこの部屋に音も立てずに侵入して来たのだろう。

　その不可思議さにエリノアが身を竦すくませている間も、獣人たちは一心にブラッドリーを見つめている。エリノアなど欠片も眼中にないらしい。

　エリノアは呆然と獣人たちを眺めた。

　白いほうは狼のような顔をしているが、とにかく顔が怖い。跪いても尚その身体は大きく、おそらく、立ち上がれば見上げるほどに大きいのだろう。さほど広くはないこの部屋の中ではとても窮屈そうに見えた。

　もう一方は、黒い豹のような顔をしていた。

　エリノアが唖然としながら見ていると、それに気がついた黒い獣人が青い瞳を細めてにたりと笑った。






「っ!?」






　途端、危険を感じたエリノアの動悸が急激に高まった。

　次の瞬間、彼女は堪らずブラッドリーのいる寝台の前に飛び出していた。

　身を投げ出すように両手を挙げて彼らと弟との間に身を滑りこませると、その両腕を広げ、威嚇するように怒鳴る。






「ちょっと!?　おおお宅様たち、どっから入ったの!?　う、うちの子になんの用ですか!?」

「姉さん……」






　一応言葉は通じるようだとあたりをつけたエリノアは、震える歯で舌を噛みそうになりながら、その未知なる獣人たちに立ち向かった。

　恐怖に揺れる瞳で侵入者たちを睨むと──白い獣人が床に膝をついたまま眉間のしわを深め、唸る。低い唸り声は、身体の芯まで響くようだ。






「……おい、女、我らが王の前に立つな」

「は、はぁああああ!?　何が〝我らが〟だ、これ、私の弟ですけど!?」






　エリノアの足はガタガタ震えたが精一杯虚勢を張ってみる。真っ青な顔で拳を構え、果敢に戦闘態勢をとった。






「近よらないで！　ブラッドに喘息が出たらどうしてくれるの!?」






　ブラッドリーは子供の頃、動物の毛にも弱かった。動物に触ったりその毛などを吸いこむと、途端に咳が止まらなくなる。苦しそうな小さな背の哀れさを、エリノアは今でも忘れることができない。

　医者は成長していくにつれて症状も落ち着いていくだろう、とは言っていたが……エリノアは、病弱なブラッドリーが体調を崩すかもしれないと分かっていて、動物を彼に近づける気にはなれなかった。

　だからエリノアは、ブラッドリーの面倒をみるようになってからというもの、彼に動物を近づけたことはなく──今、彼の喘息が治っているのかもよく分からなかった。ゆえに、これ以上この獣人たちをブラッドリーの傍には近づけたくはないのだ。






　が……。






「「…………」」






　エリノアの必死の拳を見た獣人たちは無言だ。その下で──……。






（…………構えがまるでなってない……）※シロ。若干イラっとしてる。

（弱そう）※クロ。






　──などと……思われているなどとは、必死なエリノアは露ほどにも思っていない。






「!?　な、なんなの、その生暖かい目は……これでも塵取りの扱いは王宮侍女一だって侍女頭様にもお褒めいただいたことがあるんだからね!!」

「……姉さん、落ち着いて……」






　些か混乱気味のエリノアに、彼女の背に庇われていたブラッドリーがその腕を引く。が、エリノアはその手に己の手を重ね、若干涙目をぐるぐるさせながら言った。






「ブ、ブラッド、平気だからね！　今すぐ姉さんが追い払ってあげるから！」

「…………」






　姉の必死さにブラッドリーは思わず心の中で苦笑した。怖がらせて申し訳ない、だが、己の為に必死になってくれる姉の存在が嬉しくて愛おしい。ブラッドリーの瞳はこの上なく優しくなって、それを見た獣たちがやや驚いたような表情を覗かせる。ブラッドリーの手がエリノアの黒髪を撫でた。






「大丈夫だよ……姉さんの心配するようなことは何もないから……」

「ぇえぇ？」






　落ち着き払った弟の姿にエリノアが声を裏返している。

　この奇怪な侵入者を前に、どこのどこら辺が大丈夫だと言えるのだろうか。まさに強盗される五秒前、ではないか、と。






　しかし……エリノアが怪訝そうにする前で、落ち着き払ったブラッドリーの視線は姉から離れると──途端に仄暗く尖り、その鋭さにエリノアは続けようとした言葉を吞みこんだ。

　場にはぴりぴりとした緊張感が走り、獣たちがはっとした。彼らは上げていた視線を床に戻し、身を正す。

　と、跪いた白と黒の獣に、ブラッドリーはエリノアが聞いたこともない様な低い声で言葉を掛ける。






「……お前たち、僕の大事なエリノア姉さんに何かしたら、消えてもらうよ……」






　ゾッとするような弟の声にエリノアは唖然とした。知らず──いつの間にか肌が粟立っている。

　それは……言いようのない怖れを身の内から鷲づかみで引きずり出されるような……そんな感覚を聞く者たちに与えた。

　あ！　と、エリノアは息を吞む。気がつくと、辺りが再び深く闇に閉ざされている。

　暗がりの中、己たちと、獣人たちの姿だけが何故かそこにぽっかりと浮かんで見えた。






「ぇ」






　エリノアの口から短い音が洩れる。

　瞠みはった瞳に映るのは、自分たちを包む闇そのものが、ゆっくりとうねっている様子だ。

　闇は煙のように淡い帯となり、獣人たちの首に纏わりついていく。

　夜闇とは違う、どす黒く塗りつぶしたような漆黒が、まるで這うように。見えない何かがゆっくりと不気味な指を伸ばしていくように、獣人たちの毛並みの上を進んで行く。──恐ろしい、光景だった……。

　しかし、黒煙に襲われる彼らは、傅いたままピクリとも動かず声をも上げない。

　──けれども、その従順に裁きに従うような表情も、次第に……次第に苦しげに歪んでいく。それを見てエリノアが動揺した。

　彼らを見つめる弟の顔は……見たこともないほどに冷たくて──

　エリノアは──……堪らず弟の腕に取り縋った。






「──ブラッドッ!!」

















13　鐘の音












「ブラッド!!　やめて!!」






　悲鳴を上げて、冷酷な顔で獣人たちを見つめている弟の腕を取ると、暗い双眸がこちらを向いて。エリノアはその奥に覗く闇の色に、堪らず弟の腕をつかむ手に力をこめた。






「ブラッド……」

「……姉さん良いんだよ。こいつらは僕の怒りのせいで魔界から引きよせられた魔物なんだ……そうだよね？」






　エリノアに優しい声音で言ってから……、ブラッドリーは獣人たちに冷たい目を向ける。






「魔、物……？」






　耳慣れない言葉に戸惑うエリノアの前で、獣人たちは頭を垂れたまま、揃えた右手を胸の前に添えて答える。






「はい、再び見まみえたこと光栄の至りに存じます」

「我らは僕しもべ。生かすも殺すもご意思のままに」






　迷いのない返答に、エリノアが絶句してあんぐりと口を開けた。

　再び？　下僕？　そして魔物。理解できない言葉の連続に頭がついていかない。何を言っているんだこの強盗たちは、とエリノアは、どちらに視線をやればいいのかにも戸惑う始末だ。

　だが、その物騒な答えにもブラッドリーは平然と返す。






「姉さんを怖がらせるものは僕には必要ない。我が意思に反するならば今すぐ殺す」

「っ」






　そのセリフにエリノアの、ブラッドリーと獣人たちとの間をオロオロうろちょろしていた視線が──びたっと止まる。






「…………」






　エリノアは表情を険しくして。弟の発した言葉の意味するところに──拳を強く握った。

　──ダンッと、エリノアの足が床を踏みつける。






「お、だっまり！　ブラッド!!」






　──次の瞬間、ばっちーんっ!!　と……歯切れの良い音が響いて。エリノアの平手打ちが弟の頬に飛んでいた。






「「っ!?」」

「…………」






　白黒の獣人たちが呆然として顔を上げる。ブラッドリーは──キョトンとしていた。

　姉に引っ叩かれた瞬間に、その瞳から邪気が消し飛ぶように消えた。彼は叩かれた頬を手で押さえるようなこともせず。ただ、まるい瞳で姉を見つめている。

　と、エリノアは、ハッと己の手を凝視。






「あぁ!?　ブラッドを叩いちゃったっ!?　い、いやいや……なんてことを……姉さんあんたをそんなふうに育てた覚えはありませんよ！　命を軽んじること許すまじ！」

「姉さん……」






　憤慨するエリノアの前で、ブラッドリーに魔物と呼ばれた獣人たちが、慌ててブラッドリーの傍に駆けよっていく。






「陛下！　大丈夫ですか!?」

「貴様……！」






　白い方がエリノアの襟首をつかみ上げる。






「ほぉああ!?　高い高い高い！」

「貴様死にたいのか！　今すぐ這はい蹲つくばって許しを乞え！」






　獣人は恐ろしい形相でエリノアに怒鳴ったが、エリノアも負けてはいなかった。何せ……この娘、弟のこととなるとめっぽう強い。締め上げられながらも、果敢に獣人を睨む。






「嫌だ！　私は絶対に謝らない！　これは家庭の問題です、強盗さんは口出し無用！　降ろせシロクマ犬め！　暴れるな！　毛が散ったらブラッドの咳が出ちゃう！　あ、あ、毛がっ!?　あ！　黒いの！　ブラッドに近付かないでよ!!」

「なんだとこいつっ！　べらべらと……」

「……やめろ」






　そこへ、ブラッドリーの静かな声が掛かる。

　声は低かったが、先ほどのような険のある響きではなかった。






「姉さんを離せ」

「…………は」






　白い魔物は渋々エリノアを下におろす。

　エリノアが床に立ち、ブラッドリーに視線をやると、弟は少し肩を落としてエリノアを見ていた。

　エリノアはブラッドの寝台の傍に膝をつき、その青白い頬を見上げて手を添える。






「……大丈夫？　痛かった？」

「……ううん。ごめん、姉さん……」

「ブラッド……」

「本当にごめん、僕おかしいんだ……今日の昼、時計塔の音が聞こえた時から……」

「時計塔の……鐘の音……？」






　ブラッドリーの言葉を聞いて、エリノアは何か引っかかりを覚える。

　確か、自分も今日、時計塔の音がいやに印象に残った出来事がなかったか。






「あ……」






　思い当たったエリノアは息を吞む。






　──聖剣を、抜いた時だわ……






　そう悟った瞬間、エリノアの心臓がスッと冷える。

　確かにあの瞬間、遠くから鐘の鳴り響く音が聞こえた。

　カラー……ン、カラーン……と、遠い音のはずなのに、いやにそれが鮮明に思えたのは、同時に、翻る白刃の煌きを目にしていたせいで──。

　では、まさか、と、エリノアの胸を嫌な予感が過よぎっていく。

　エリノアは喘ぐように息をしながらも──動揺を押し殺し、目の前で苦悩するような表情でうつむいたままの弟の手に己の手を重ねる。






「……ブラッド、それで……時計塔の音がした時から、どうしたの？」






　問いかけると、ブラッドリーが弱々しく答える。






「あの時、僕、ふっと……本当にふっと思い出したんだ。自分が、誰だったのか、どういう存在だったのか……記憶の中に知らないはずの記憶が混ざりこんで来て……どんどん残酷な気分になっていく……今だってそうだ、あんな魔物なんて死のうが生きようがどうでもいい」

「……」






　言い捨てながらも、ブラッドリーの瞳はそんな己の言葉に怯えているかのようだった。

　エリノアはひとまず無言で立ち上がると、ブラッドリーの寝台の端に腰を下ろして弟の背を撫でた。

　疑問は多々ある。けれども。彼の姉であるエリノアにとっては、今、目の前で青い顔をしている弟をどうにかするほうが先決だった。

　細い背を撫でると、長年の病床生活で痩せた身体が手のひらに感じられた。






「……あのね、ブラッド……姉さん、あなたが生まれつき身体が弱くて、何度も生死の境を彷徨うようなことがあったから……毎晩女神様と父さん母さんに欠かさずお祈りしてる。どうか、ブラッドが健康になりますように、命をさらって行かないで欲しいって……」






　だから、とエリノアは、片手をまわしてブラッドリーの肩を抱き、緑色の瞳を真っ直ぐに見た。






「あんたが何者でも私はいい。……でも、ブラッドが命を軽んじるようなことを言うのは嫌だ。勝手に祈っといて、押し付けるみたいでごめん。でも、やっぱり……」






　嫌なのだ、とエリノアが表情を陰らせる。

　自分の祈りなど、どれだけの力になったかは分からない。それよりもやっぱり目に見える力で、働いて、看病し続けてきたことのほうが重要で、それが弟を生かしてきたのかもしれない。

　けど、とエリノアは思う。

　祈ったってそりゃ、別に奇跡が起きるわけじゃない。

　ただ……身よりが他にない身で、弟の看病という放り出すことのできない使命を抱えたエリノアには、女神や両親に、祈りという形で語りかけ続けることがどうしても必要だった。

　弟の看病方法で迷った時、『女神様どうしたらいいでしょうかと』答えを求め、『父さん、母さんどうしたらいいの』と苦悩を打ち明けた。心の支えだったのだ。






　──姉のそんな気持ちが分かったのか──ブラッドリーの肩からふっと力が抜けた。

　瞳が柔らかな色を取り戻し、エリノアを見る。






　ブラッドリーは、己の背を撫でる姉の手のひらの感触に、目を閉じた。

　心の中は真っ暗だった。呪わしい気持ちや、怒り、冷酷な感情に満たされて。

　誰か自分でない者が、長年溜めて来たような暗い感情の急激な流入は、ひどくブラッドリーの心を汚染していた。

　世を憎み、女神を怨み、人を虫けら同然に思うような……






　でも……そんな中で──

　姉へ向ける愛情だけが、温もりを持ってそこに存在している。

　凍える心と冷えた身体に、姉が撫でてくれる背と……叩かれた頬だけが熱い。






「…………」






　ブラッドリーは瞳を開き、姉を見る。

　少し間が抜けていて、騒がしい、己の優しい唯一の〝姉〟。

　今、彼の人間性は、この姉によってのみ繋ぎとめられているような気がした。






　──ブラッドリーは──失いたくないと、強く思った。姉も、姉と同じ場所で生きる為の人間らしい価値観も。

　己の命を必死で大切にしてきてくれた人の前で、それを軽んじるなんて、してはならなかった。






「ブラッド？」

「……」






　心配そうな姉の額に、ブラッドリーは己の額をよせる。






「……ごめんなさい」






　──いつの間にか、部屋の闇は晴れていた。

















14　ヴォルフガングとグレン












　エリノアに「ごめん」とつぶやいたあと、ブラッドリーは眠りに落ちていった。

　引きこまれるように瞼を閉じながらも、うわ言のように、姉に手を出すなと獣人たちに釘をさすことは忘れなかった。エリノアは複雑な思いでそれを見ていた。






　……が、獣人たちのほうは些か様子が違う。

　彼らは、ブラッドリーが完全に眠りに落ちたのを確認すると、いそいそと寝台の両端に近よって、眠った少年の顔を覗きこむ。






「…………お眠りになったか……？」

「おぉおお……陛下ときたら、……なんと可愛らしいお姿にぃぃ……！」






　黒豹が頬を両手で挟んでうっとり言うと、白犬が感慨深げに頷く。






「あの様に勇ましきお姿だったお方がなぁ……」

「良いではないか！　お力は健在のようだし、この姿も非常に愛らしくて私はよいと思うぞ」






　しみじみしている巨体の白犬と、うきうきしている黒豹。──はっきり言って、それは異様な光景だった。

　しばしその様子を……眉間にしわをよせたまま引き気味に見ていたエリノアは、不意に、ハッと我に返る。






「……っ!?　そうだ、あんた達早く外に出て！　ブラッドは喘息持ちなんだったら！　毛が身体に障る!!」






　エリノアは慌てて白黒の魔物二人を、手で部屋から押し出そうとした。が、大柄な二人は非常に重かった。ビクともしない二人にエリノアが慄いている。






「ちょっとおっ!?　居座るつもりなの!?」

「…………」






　すると、のっしりした白いほうが、まるでその通りだと言わんばかりにその場にどすんと腰を下ろす。






「っ!?　嫌がらせ!?　嫌がらせか!?」






　途端……空気中に舞い上がった白い毛を見て、エリノアが怒りにワナワナ肩を震わせる。

　が、白い魔物は平然とエリノアに横目を向けた。






「……お前は馬鹿なのか？　魔王様は記憶と共に本来のお力の一端を取り戻された。魔の加護のあるお身体が、そのようなものに侵されるわけがなかろう。それと、私は陛下の傍を離れる気はない」

「ま、魔!?　今なんつった!?」






　白犬のしらっとした言葉にエリノアが愕然としている。白犬は腕組みしたままのっしり腰を下ろして動く気はなさそうだ。

　と──、いつの間にかエリノアの手を離れていた黒いほうが、白犬の背を押して部屋から出そうとしているエリノアの近くへよって来た。その足取りは異様に軽く、足音もしない。






「姉君、これはいかがなさるのかな？」






　いかにも要領が良さそうな顔で近づいて来た黒豹の片手には、四角い盆が。その上にはシチューのよそわれた器とスプーン、パンが乗っている。






「あれ!?　リードのシチュー……は、そうだった……」






　混乱していてすっかり忘れてしまっていたが、エリノアはつい先程、彼らに驚いた拍子にそれを放り出してしまったのだった。

　あんなふうに放り出したのでは、きっとせっかくの料理も無駄になってしまっただろう、そう悲しくなったエリノアだったが……黒豹が渡してくれた盆の上では、リードお手製のシチューとパンが何事もなかったようにそこに鎮座していた。既に料理は温もりを失っているようだったが、特に乱れた気配もなく静かな様子でそこに並んでいる。

　エリノアが驚くと、黒いほうが「陛下にかかってご尊顔を汚しでもしたら大事ですから。受け止めておきました」と、愛想よく言う。それにしたってあまりにも乱れてなさ過ぎだろうとエリノアは不気味に思ったのだが。エリノアがどうやってと問う前に、黒豹が口を開く。






「姉君様、我が名はグレンです、お見知りおきを」

「え？　は、はぁ……」






　過剰なほどに恭しい様子に、エリノアが盆を手に戸惑っている。それでもなんとか「これ、ありがとう……」と返すと、黒豹はにっこりとエリノアに微笑んでみせた。それから、からかうような目を白い魔物に向ける。






「おい、ヴォルフガング、〝お前〟は、まずいよ。曲がりなりにも陛下の姉君だ、丁重に扱わなければまた陛下の怒りを買うよ。陛下がお怒りになるのは喜ばしいことでもあるが、私達自身が消滅させられてしまえばせっかく陛下にお会いできた意味がない」






　グレンの言葉に、床にのっしり腰を下ろしたままだった白──ヴォルフガングと呼ばれた魔物が舌打ちをした。

　彼は憮然とエリノアを睨み、ぼやく。






「こんな間抜け面が陛下のお傍にいるとは……配下は幾らでもあちらにいるというのに。陛下も陛下だ。何故このような者をご寵愛なさる」

「だから私姉だっつってんでしょ!?」






　エリノア、イラッとして目を吊り上げる。と、グレンがまあまあと二人をなだめる。






「ヴォルフガング、口を慎め。忘れたか、我らは姉君のお陰でこちらに来ることができたのだぞ」






　その言葉にエリノアが、眉間にしわをよせる。






「ど、どういう意味？　それに、さっき言ってた魔王って……」






　どうしても冗談にしか思えなくてエリノアは言葉を切る。しかし──脳裏に先程の、弟の怪しい様子が思い出されると──まさかという思いでそれ以上は言葉が出なかった。

　と、グレンが愛想のいい笑顔を浮かべたままエリノアに答える。






「貴女の弟君は、我らが魔物の王、ダスディン王の転生体です」

「……てん、生体……？」

「ええ、つい千年ほど前、忌まわしき女神と通じたこの国の王の祖に退けられた……」

「…………え？」






　グレンは笑みを崩さなかったが……その表情と声音には、どこか剣吞な響きが滲んでいる。

　エリノアがぽかんと口を開く。明らかに、それはエリノアの理解の範疇を超えた話であった……。

　と、面倒くさそうなヴォルフガングが言った。






「陛下が深い負の感情を抱えると、お力が強まり魔界を引きよせる。……そこに道ができるのだ」

「左様、ゆえに虎視眈々と陛下のお傍に戻るのを狙っていた我らは、こたび通じた道を抜けてこちらに参りました！」






　ヤッホー！　と黒豹のノリは軽い。

　二人の言葉にエリノアが「ちょっと待って！」と、慌てて手を振った。






「負の感情!?　それが私のお陰って……わ、私何かした!?」






　エリノアが不安げに寝台の上で眠るブラッドリーの顔を見た。するとヴォルフガングが目を細め、呆れたと言わんばかりの顔でエリノアを見る。






「分からぬのか、間抜けよ。お前、さっき陛下の前で男の話をしただろう」

「へ？　お、とこ……？」






　ヴォルフガングに柄悪く睨まれたエリノアは、何のことだろうと記憶を探る。

　一瞬、リードのことかと思ってから……この魔物たちが現れる直前、今日王宮で会った第二王子の話を弟にしたことを思い出した。

　確か、わき腹をくすぐられた話なんかを──。






「え……？　でも、それが何か……？」






　戸惑うエリノアに、ヴォルフガングはため息をつき、グレンはにこにこしている。






「陛下は相当に不快な思いをされたようだな……一度に二匹も魔物が潜れる穴ができるとは」

「ふ、不快……？」






　あの話の何が弟に嫌な思いをさせるのだろうと戸惑っていると、グレンがしたり顔で「まあ、嫉妬でしょうねぇ」とうんうんと頷いている。






「はぁ……？」






　エリノアがその言葉にぽかんとする。






「我らを絞め殺さんとする陛下の殺気も素晴らしかったですし、どうやら……相当に姉君を溺愛しておいでのようだ」

「溺愛……」






　エリノアが吞みこめぬまま目をまるくしていると……その手をグレンが黒い毛並みに覆われた手でしかっと握った。

　その期待の篭った瞳にエリノアは気圧される。背後では……ヴォルフガングが一層呆れていた。






「な、何よ……？」

「ふふふ……あのご様子ではまた魔界との境に道ができる日も近いでしょう！　なんせ姉君も、どうやら色事に迷いやすいイイ感じのお年頃！　是非是非……貴女様には、これからも陛下の嫉妬心と怒りを大いにかき立てていただきたい！　もういっそ……色狂いにでもなられてはどうか？　乱れるお手伝い、このグレン、惜しみませんぞ!!」

「は、ぁっ!?」






　あまりの言われように、エリノアが凶悪な顔で「なんだって!?」と耳を疑っている。

　だが──目の前の黒豹の魔物は……。

　次に出てくるのは淫魔だといいなぁ～とか言いながら……エリノアの前でウキウキしはじめ……。

　エリノアは思った。

　……こいつ、本当に悪魔だ……。

















15　黒猫












「ちょっと、待ってくださいますか……」






　娘は居間のテーブルに着席し、渋い顔で手を上げた。

　その左右斜め前には、同じくまるい木製のテーブルを囲む白のヴォルフガングと、黒のグレンが座っている。

　もちろんブラッドリーの部屋からは全力で追い出した。『乱れるの手伝います』だなんだと、浮かれていた黒豹には……ひとまず、そこでもっふりむっつりしているヴォルフガングを部屋から連れ出すのを手伝ってもらった……。






　本当は……この突然の訪問者には、家から立ち去って欲しかった。──が、それに関しては、グレンにも半笑いで拒否される。困ったことに、この二人……居座る気満々なのである。

　困り果てたエリノアは、外に出て、近所に住むリードにでも助けを求めようかと思った。しかし……そうして眠るブラッドリーを置いて出て、その間に連れ去られでもしたら困ると思った。






　──気がつけば、もう居間の時計の針は真夜中を指している。

　エリノアはとりあえず、びくびくしながら二人の魔物に茶を出してみた。

　事情を聞こうと思ったのだ。

　そうすると、大きな身体のヴォルフガングは、もさもさの指で茶器をつかみ、鋭い牙の並ぶ口に器用に茶を運んでいる。彼が持つと普通サイズの茶器がとてもとても小さく見える。その隣では黒々した毛並みのグレンが、懸命に熱いお茶に息を吹きかけている。どうやら──猫舌だ。






　エリノアは……ちょっと己の置かれた状況が分からなくなってきた。






　──何故、私は今この二人と呑気に茶を飲んでいるんだろう……。






　そんな思いに駆られると、頭の中がぐるぐるとこんがらがっていくような気がした。

　エリノアには、未だこの二人が、本当に〝魔物〟なのかもイマイチ信じきれていないところがあった。〝魔物〟という存在は、もう千年前に勇者が魔王を倒して以降、世からは遠い存在となっていた。千年も人がその姿を見なければ、それはもう幻の生き物と言っても間違いではない。少なくとも、エリノアにとってはそういう認識がある。

　しかし、その幻の存在は、今なおエリノアの前でのんびりと茶を飲んでいるのだ。己が勧めたとはいえ……この状況には疑問が募る。

　と、呑気な声がした。






「あー、いっつも思うんですけど、何故皆熱い飲み物を好むんでしょうねぇ」






　火傷したら舌がひりひりするのに。皆マゾですねぇ、などというグレンの声に恐る恐る視線を上げると……やっと茶がぬるくなったのか、黒豹が舌ですくう様にして茶を飲んでいる。目が合うと、グレンは吊り目を細めてにっかり笑う。






「それで姉君……どこの御仁から攻めますか!?」

「……だから……」

「今からでも盛り場にでも行きますか？　この時間でもまだやってるでしょう？」

「……あのね……」






　こいつ本当に話聞いてないな、と思いながらエリノアがテーブルをペしっと叩く。






「待ってって言ってるでしょ!?　いいから一回その、目指せモテ女！　……みたいな話やめてくれます!?」

「はぁ？　目指していただきたいのは淫乱ですけど？」

「なお悪いわ!!」






　しれっと返してくる黒豹に、エリノアが目を剥く。






「おやぁ？　……さては……姉君ぃ……誘うより、誘われたい派ですか？」

「だ、から……っ」






　きゅろん、とした猫目にエリノアがイラッとした時……傍で聞いていたヴォルフガングが「下らん」と、鼻を鳴らした。






「俺は反対だ。その様な小賢しい真似で陛下に不快な思いをさせるなど」






　ヴォルフガングが言い捨てると、グレンがいやいやと笑う。






「しかし、目覚めたばかりの陛下の配下が三匹だけとは少なすぎるじゃないか。一刻も早く手勢を増やして差し上げなければ……そしてゆくゆくは城でも乗っ取って……」

「……あの、すみません……配下三匹って……もしやそれ私も入ってます……？」






　エリノアが半眼で問うと、グレンがぱぁあああと顔色を明るくする。






「もちろんです！　王にとって、肉親は裏切らぬ都合のよい手ゴマの一つですよ！　是非、身を挺した盾……いやっ、生贄になるくらいの気持ちで陛下をお守りしていただきたい！」

「…………」






　邪気無く物騒なことを言うグレンに、エリノアは一瞬押し黙り……こいつとは話にならないと、ヴォルフガングのほうに身体を向ける。愛想はないが、こちらのほうがまだ話は通じそうだった。






「……あの、それで先程の話の続きなんですが……つまり、私はブラッドリーの前で男性の話をしてはならないってことですよね……？」

「そうだ。それに限らず、お前は陛下にご心労をかけぬことを心がけろ。男に色目も使うなよ」

「え……それはこのうら若きお年頃のわたくしめに、恋もするなというお達しですか……？」






　ぎょっとして問い返すと、険しい顔のヴォルフガングは真顔で頷く。と、それを聞いたグレンが口を挟んでくる。






「ええ～、何言ってんですか、ばんばん青春を謳歌しましょうよ！」

「お前ちょっと黙ってろ！」






　ヴォルフガングが睨むと、グレンは頬を膨らませて口をつぐんだ。






「あの病に蝕まれた肉体を見れば分かるだろう……陛下は今生では大変なご苦労をなさっている。陛下がお望みにならぬかぎり、手勢も城も必要ない。お守りすることが第一だ」






　きっぱりした物言いにエリノアが驚いて瞳を瞬かせる。

　魔物の主従関係というものがどういうものかをエリノアは知らないが……どうやら──彼のブラッドリーに対する気持ちは本物のようだ。……グレンのほうはかなり怪しいが。






「あの、」とエリノア。






「さっき……ブラッドリーの身体には魔の加護があるから……喘息にはならないって言いましたよね？　あれ、本当ですか……？」






　恐る恐る問うと、白い頭が縦に動く。






「もともと魔の属性にある陛下がこちら側に生を受けて肉体と魂のバランスが悪いのは仕方がないことだ。が、お力を取り戻されたこれよりは、生命力も向上していかれることだろう」

「……身体も強くなっていく……？」






　エリノアの問いに、ヴォルフガングは「おそらくは」と頷いた。

　途端、エリノアが細いため息をついた。ほっとして力が抜けたのか、どこかに表情を転がり落としてしまったかのような顔をしている。






「良かった……」






　未だに彼らの言っていることが真実なのかは分からない。だがエリノアは、それは信じたいと思った。どんな形であれ、ずっと病に苦しんできたブラッドリーの毎日が安らかなものになるというのなら。






「まあ、本当なら魔界にご帰還いただくのが一番なのだが」

「あ、それは結構です」






　ヴォルフガングの言葉にエリノアは全力で拒絶の意思を示した。






　──ところで──と、エリノアは話を変える。






「何やら堂々と居座る気満々のところ申し訳ないのですが……御二方がここに住むのはなしですよ」

「何？」






　途端にヴォルフガングの眉間に深いしわが入る。






「貴様……我らから主を奪うつもりか!?　お傍から離れる気はないと言っただろう!?」

「いや……前世からの主従か何か知りませんが、居座られては困ります！　この小さな家に四人も住めるわけないじゃないですか！」






　エリノアとブラッドリーの住むこの家は、寝室が二つと、居間が一つ。そして台所やその他の水周りと狭い納戸がある程度の小さな家だ。

　とてもではないが、こんな巨体の生物と暮らすことはできない。

　しかも、家にこんな姿をした彼らが出入りしていることが近所に知られたら……大パニックになることは目に見えていた。

　千年ぶりに魔物が出たなどと発覚すれば、国は討伐隊を組むだろうし、ましてや……その彼らが弟を〝魔王〟などと呼んでいることが分かればどうなるだろうか。

　エリノアは、ぞっとして、それを彼らに訴えた。

　と、二人は揃って、ふむ、という顔で何事かを考えている様子である。






「……確かに騒がれるのはまずいな……」

「ほらー、やっぱり手勢が必要ですよ。文句言う奴がいたら叩きのめせば楽じゃないですか。さっさと国を乗っ取っちゃえばいいんですよぉ」

「やめろ」※エリノア






　エリノアの目を剥いた真顔の突っこみに、ヴォルフガングが同調する。






「そうだ、やめろグレン。何よりも陛下の身の安全が第一だ。陛下が国を手に入れたいとお望みなら従うが……先程の陛下は記憶を取り戻されたにもかかわらず、何よりこの間抜けの身を案じておられただろう？　まずは、その御意思に従うべきだ。騒ぎを起こすべきではない」

「ちぇー」






　そう窘たしなめられたグレンは再び納得いかなそうなふくれっ面を作る。






「……仕方ないですねぇ、じゃあこうすればいいんでしょ」






　グレンは一度ひょいっと肩をすくめると、ぴょんっと椅子から飛びあがった。──と──……。






「え」






　次の瞬間テーブルの上に、すとんと黒い猫が現れた。

　突然のことに面食らっているエリノアに、黒い猫はくるりとその尾をくねらせる。






「ね、これなら陛下の傍においてくれますよね？」






　その媚を売るような眼差しは──紛れもなく、たった今までそこに座っていた黒豹の、それそのものだった……。

















16　もふーんと白い大きな……












　……猫がしゃべってる。






　とは……エリノアも、もちろん思った。

　しかし、既にしゃべる豹と大きな犬を見てしまっていたエリノアは、別のことがショックだった。






「……姿を、変えられるんですか……？」






　エリノアがテーブルの上の黒猫によろよろと指を向ける。と、その控えめな反応が気に食わなかったらしい黒猫グレンがぽすぽすと手に頭突きをしてくる。






「何それ、もっと驚いて驚いて！　つまらないじゃないですかー」

「……」






　もーと怒る猫を初めて見たエリノアは微妙な顔をした。






「……驚いてますよ。でも、色々驚きの連続で……おとぎの国にでも迷いこんだような気がしていてですね……」






　そう言ってやると黒猫は満足したのか、細い四肢を揃え得意げにふわふわの胸を張る。






「私達魔物ですし、これくらいの変化はお手の物ですよ」

「……はぁ、左様ですか……魔物って案外メルヘンなんですねぇ……」






　そう、適当に返しながら、エリノアは困ったなと思っていた。

　問題だと思ったのは、このサイズなら、彼らの言うとおり──。






「そうか、その手があったな」

「っ!?」






　低い声に驚いてエリノアが猫から顔を上げる。

　まずいと思った。そうかこっちも洩れなく姿が変えられるのか、大人しく出て行って欲しかったのに……と──

　エリノアが思った時。

　彼女の視線の先、斜め前の椅子の上には──もふーんと白い大きな──……






　ウサギが一匹。






「──そこは犬だろ!?」

「っ!?」






　エリノアは思わず突っこんだ。

　我慢ならずその大きくたっぷりしたふかふかの両頬をガッシリつかむ。程よい長さの毛並みがみっちり密集していて非常に手触りが良かった。

　エリノアの形相にウサギ（※ヴォルフガング）がびくっとしている。






「こんなに大きなウサギいませんから!!」

「っ何!?　魔界では……これが標準サイズだぞ!?」






　ウサギは渋い顔で驚いている。そのふかふかの身体は大型犬くらいのサイズがあって。まじか、なんか怖い、とエリノアは思った。






「……とにかく、それアウトですから。チェンジで。あなた犬みたいな見た目なんだから大人しく犬にしときなさい、犬に」

「…………」






　そう言うエリノアに、ウサギのヴォルフガングはむっとした顔で「ちっ」と舌打ちした。

　──なんだろう、ウサギが好きなのか、あんな厳いかつい顔をしておいて……と、エリノアは少々きゅんとする。






「っ!?」






　と、次の瞬間、エリノアが手でつかんでいたベルベットのような手触りだったふわふわの極細毛が──若干固めの白い長毛に変化する。






「……これでいいのか」






　不貞腐れたような声はその……白い大きな犬から聞こえてくる。






「まったく、ウサギのほうが変化し慣れているというのに……」

「……あなた魔界で何やってたの……？」






　ぶつぶつ言う白犬にエリノアは思わず問う。巨大ウサギになって魔界の草原でも駆けていたのだろうか。

　と、白犬ヴォルフガングはじろりとエリノアを睨む。






「煩い。で？　これで満足か？」






　ふんと黒い鼻を鳴らしながら言われて、エリノアは思わず頷いてしまう。






「あ、ああ……まあ……サイズ的にはですね……でも──……」






　やっぱり魔物と同居なんて──……。

　と、言いかけたエリノアの後頭部に、のしっと、何かが乗ってくる。






「う……」

「やったー！」






　嬉々としてしっぽを震わせながら、重みにうつむくエリノアの頭の上で雄たけびを上げているのは──もちろん黒猫グレンである。






「…………」

「では私はさっそく陛下と同じ寝台で──！」






　そう言うと、びよーんっとエリノアの頭から飛び降りブラッドリーの寝室へ駆けていこうとする黒いしっぽを──……エリノアはガシッとつかむ。






「……ダメに決まってるでしょ……！」

「ええー!?」

「……では俺が陛下の足元で寝ずの番を……」

「ダメ!!」






　いそいそと部屋を出て行こうとするヴォルフガングのしっぽを──エリノアは慌てて握りしめるのだった……。

















17　早朝の悪戯












「……ねえ、ヴォルフガング」






　居間の長椅子の上に与えられた寝床でグレンが問う。






「……あの娘、殺さなくていいの？」






　その静かな調子にヴォルフガングが首を持ち上げて、己の腹側にうずくまっていた黒猫の顔を見る。

　黒猫は宝石のような青い瞳でヴォルフガングをひたりと見つめていた。






「……あの子の手、女神の印が現れてるけど……あれ、聖剣の勇者なんじゃない？」






　グレンは、先刻眉間に不安そうなしわをよせながらも、二人に分厚い敷物と毛布を置いて行った娘の姿を思い出しながらそう続けた。

　彼女には見えないようなのだが──ヴォルフガングとグレンの目には、はじめから、エリノアの手の甲に明るい光が宿っているのが見えていた。

　日の光のような輝きの中に、光の濃淡だけで刻まれたそれは、女神の大木に刺さったままの聖剣の握りに刻まれたものとまったく同じものである。






「さっきあの子が茶を用意していた時、こっそり瘴気で攻撃してみたんだけど、印に弾かれちゃった」






　あっけらかんと言ってくるグレンにヴォルフガングが渋い顔をする。






「……お前、あまり勝手なことをするな。陛下に知られればただではすまんぞ」

「そ？　でも君は告げ口したりしないよね？　だって、ただでさえ少ない陛下の配下がこれ以上減っちゃったら困るもんね」

「…………」






　強かに笑うグレンにヴォルフガングは嫌そうな顔をした。グレンは知らん顔である。






「でもどうして勇者の弟として陛下が生を受けたのかな……もしかして、女神の策略？」

「……まあ、そうだろう。何もなくこのような偶然が起こるわけがない。何かしらの思惑があってのことだろう」

「もしかして勇者に陛下を抑えこませるため？　忌々しい……女神も小賢しいことするよ」






　グレンが猫の顔を歪めて悪態をつく。

　そこには女神に対する憎しみの感情がなみなみとこめられていた。






「ねえヴォルフガング、陛下はお怒りになると思うけど、勇者は始末しておくほうがいいんじゃない？　もしあの女が陛下を狙ったら、陛下は抵抗できないと思う。瘴気は効かなかったけど、まだ聖剣は持っていないようだし……方法は幾らでもある」






　しかしヴォルフガングは首を縦に振らない。






「……忘れたか、あの娘には手を出すなとのご命令だ。娘のほうも、あれだけ入れこんでいる肉親をそう簡単に聖剣の餌食にはすまいよ」






　その言葉にグレンが小馬鹿にしたように鼻を鳴らす。






「そうかなぁ、人間は時々私達よりも残酷だよ。歴史を見ても明らかじゃないか。この国でも……何度も親子や兄弟たちが王権を争って殺し合っていたよ」






　せせら笑う猫の顔にため息をついて……ヴォルフガングは静かに威圧するような表情を仲間に向けた。豊かな毛並みの中で瞳が黒曜石のように暗く輝いている。






「……もし、そのような時は……陛下の怒りを買おうとも、私が娘を始末する」






　そうきっぱり宣言すると、ヴォルフガングはグレンに「もう寝ろ」と言い毛布の中にまるくなって瞳を閉じてしまった。






「…………」






　グレンはしばし、その眠りに沈んでいく仲間の横顔をじっと見ていた。






「……私はそんな瀬戸際まで待つ気はないよヴォルフガング。……やっぱり、陛下には手足となり、剣とも盾ともなるものが……もっと必要だ」






　その為には──誰を利用すればいいのか、それは明らかだった。

　冷えた目で仲間を見ていたグレンの口が、ふと、つぶやく。






「…………ブレア王子か……」






　グレンの青い瞳が冷たく光る。


















　──そうして次の朝──……






　爽やかな小鳥達のさえずりを耳にしながら──……。

　エリノアは、隈だらけの目を大きく見開いて、その──男の顔を凝視していた。






「……………………、……………………」

「……ああ、目覚めたの？」






　寝台の上で、目が覚めたままの体勢で固まっているエリノアに──にっこりと甘い微笑みが向けられる。






「……おはよう」






　男は聞き覚えのある低い声で囁きながら、エリノアのまるい額に口づけた。

　途端驚いたエリノアの身体がびくりと跳ねて、動揺した瞳が更に限界まで見開かれる。

　そんなエリノアの様子に男はふっと微笑を浮かべ、彼女の横たわる寝台の枕元に腰掛けた。






　彼の少しはだけた白シャツは、朝日に照らされ薄くその内にある肉体の影を映している。爽やかなはずの空気は一変し、そこには危うい色香が匂い立っていた。






　──これは……夢……？






　エリノアは当然のようにそう思い、眉間には戸惑いのしわがよる。

　エリノアは何事かを言いたかった。だが、言葉が上手く出なかった。

　夢にしろ現実にしろ──普段のエリノアなら、侵入者には張り手でもかまして逃げ出すところである。






　しかし。

　その男が──いったい誰なのか……

　それを判別したエリノアは、目を白黒させる。ただただ、身を竦ませるしかなかった。






（な、なんで……？）






　何せ彼は……今、エリノアが一番出会うべきではない相手だったのだ……。






「ぅ…………」






　男は、寝台の上で寝起きの恰好のまま、次第にぶるぶるしはじめた娘をゆったりと灰褐色の瞳で見下ろしている。

　と──不意に、ぎっ、と寝台が軋む音がした。






「え」






　エリノアがあっと思った時には──

　男は彼女の向こう側に手を突いて、エリノアを跨ぐようにして彼女の身体に覆いかぶさっていた。そのまま鼻と鼻が触れてしまいそうな距離で見下ろされ、固まっていたエリノアは──……






「ひっ、っ、っ、っぎゃああああああ!?」






　男が更に顔を近づけてくる素振りを見せたことで──堪らず悲鳴を上げた。

　声を上げたことでようやく身体の呪縛が解けたエリノアは、真っ赤な顔で布団を跳ね飛ばし、泡を食って寝台から逃げ出した。それから床の上で腰を抜かしながらその人物を振り返る。






「なっ、ななな、なん、なんで……っ??　ブ……、ブレア王子!?」

















18　動物のお腹はふかふか　※情報提供リード












　寝台から転がり落ちたエリノアに、その男──ブレアはにっこりと微笑む。

　その顔を青い顔色で見上げながら……エリノアの頭の中には様々な考えが巡る。






　身元が割れてしまったのか？　こんなに早く？　さすが王子仕事早い……いやいや、早すぎやしないか？

　いや、それよりも何故私の部屋に……今の奇行はなんだ？






　全身にいやな汗を感じながら、疑問の答えを得ようとエリノアはブレアの顔を食い入るように見つめた。

　その視線の先でブレアは──

　寝台の端に腰掛け直し、エリノアの驚くさまをさも愉快そうに眺めている。

　その表情はまるで、イタズラが上手くいった子供が喜んでいるかのような……。

　ひとまずエリノアの知る第二王子ブレアらしからぬものであることは間違いない。

　ブレアといえば、年中真顔か仏頂面で過ごしているような王子で……エリノアは笑っている顔など見たこともなかった。

　噂によると、国王や兄弟王子たちとの酒宴の席でも、その姿勢は崩れることはほとんどないそうだから……彼の無表情っぷりは筋金入りだ。

　エリノアは動揺しながらも思った。──こんなブレア様の様子を王宮の人達が見たら、皆驚いて引っくり返るのではないか──。






「……あれ？」






　と、エリノアは不審に思って眉間にしわを作る。

　その愉悦に満ちた、にまにま顔を……ごく最近どこかで見たような気がして──。






　──と、そこへ──。






「何事だ!?」

「ぎゃ!?」






　どばーん！　と扉をはじき飛ばして──白い犬……ヴォルフガングが部屋に飛びこんで来た。

　四足で駆けて来た獣は、扉の前で腰を抜かしていたエリノアにぶつかって……止まる。






「!?　娘!?　今の叫び声は……」

「……重い……」






　大型犬ヴォルフガングを背に背負った形でエリノアが呻く。

　そんな一人と一匹を見て、ブレアは尚のこと寝台の上でけらけら笑って──……それでエリノアも確信する。






「……よいしょっと……」

「!?　何故背負う!?」






　エリノアはヴォルフガングを背に乗せたまま立ち上がった。

　そのまま憮然とした表情を、寝台のブレアに向ける。






「ちょっと……お宅の猫に言ってくれません？　変なイタズラするなって……」

「あれ？　バレてた」






　睨まれた男は、途端噴き出して笑い出す。

　その悪びれる様子のないブレア──グレンが、寝台に引っくり返って笑う姿を見ながら、エリノアはやっぱりと思った。

　昨日姿を変化させてみせた彼らのこと。他人の姿を借りることもできるわけだ。

　しかしと、エリノアは微妙そうな顔でブレア化したグレンを見やる。

　軽い調子で笑い、寝台の上でごろごろしている青年のさまはあまりにも、真面目な王子の姿とはそぐわない。






「……ちょっと、それイメージ問題ですよ……王子側から苦情が来ても知りませんからね……」

「あははははは」

「グレン！　笑ってないでさっさと元に戻れ！」

「えー、せっかく変化したのに。ねぇ姉君、」

「!?」






　次の瞬間、グレンはエリノアの傍に立っていた。

　瞬きした間に彼は彼女の隣に一瞬で移動していて……そのあまりの素早さにエリノアが驚いている。

　そんなエリノアにグレンは猫のようにすりよってくる。






「もっとイチャイチャしようよぉ、ね？」






　ぐりぐりと頬をよせられたエリノアは（ヴォルフガングを背負ったまま）思った。






「（……やっぱり、猫だな……）……いえ結構です。どうせなら猫でよろしくお願いします」

「やだ」






　ブレアなグレンは、きゃははと弾けるように笑い、その奇妙さにエリノアが押し黙る。






「……」






　エリノアは真顔になり、ふー……と長いため息をついた。

　先程は、いるはずのない人の登場と、異性に組み敷かれるという緊急事態に動揺したが……。

　中身があれだと分かってしまえばこっちのものだ。






「ん？　姉君？」






　エリノアは（ヴォルフガングを背負ったまま）ぬっと両手を突き出して。笑いっぱなしのグレンを押した。──寝台のほうへ。






「へ？　あれ？」






　そしてブレアなグレンをシーツの上に押し倒す。

　その行動には……グレンも、エリノアの背に乗ったままのヴォルフガングもキョトンとしている。

　エリノアは、真顔で金の髪の青年を見下ろすと……言った。






「……私、今まではブラッドの喘息があったから触れなかったけど……実は、猫が好きです」

「え、何」






　真顔で淡々と言われたグレンが、キモいと漏らし──た、途端。エリノアはグレンに襲い掛かった。






「よーしよしよしよし！　こうか？　こうですか!?」

「ひ!?」






　わしわしわしっと、青年の金髪を撫ではじめるエリノア。きゃー！　とグレンが悲鳴を上げる。






「な、何を……」






　背中で見ていたヴォルフガングがおろおろしている。エリノアは冷静に答えた。






「聞いた所によりますと、猫は顎の下やお腹を撫でられるのがいいとか……ここですか!?　ここですか!?　さぁ、さぁ、さぁ！」

「ひゃははははは！　やめてぇっ！　くすぐったいって！　今っ、私猫の身体じゃな……！　あははは！」

「ならば早く戻ったらいいでしょう!?　ほらほらほら！　そして存分に猫の毛並みを堪能させてくださいな！　喉がゴロゴロ鳴るって本当ですか!?　憧れなんですけど!?」

「…………」






　イチャイチャしましょう！　と……叫ぶエリノア、くすぐられて悶え笑い転げる仲間に……。

　ヴォルフガングは犬の顔ながら、真顔で引いていた。

「これが聖剣の勇者か……」と……思ったとか、思わなかったとか。

















19　ブレアの祈り












　──少し時は戻る。






　エリノアに逃げられた後、ブレアは駆けながら、今後己がどう動くべきかを考えた。






　聖剣の主人は決まってしまった。

　それがどのような人物であれ、そのことを今、本人以外で唯一知る者となれたのは幸いだった。

　問題は──政敵にこのことを知られるわけにはいかないということだ。

　王位継承権を持つそれぞれの王子たちが、その存在を知れば必ず〝勇者〟を得ようと動くだろう。

　そうなる前に、ブレアが〝勇者〟を保護するには、ことを何もかも秘密裏に行う必要があった。

　王宮内には様々な人間がいて、どこに敵の手の者が潜んでいるかは分からない。

　そのような中でいかに動くかは、慎重に考えなければならない問題だ。

　ブレアとしては、すぐにでも娘の身元を割り出したいところだが──軽々しく人を使う気にはなれなかった。下手をすればそこから情報が漏れてしまう。

　かといって、あまり己が動きすぎれば立場上政敵の目にもつきやすい。もちろん己の側近たちとて同じことである。






　──どうしたものかと考えながら……ブレアは聖殿の庭を出て、王宮に戻るための回廊を駆けていた。と、そこで彼は足を止める。






「……！」






　回廊の先からこちらに向かってくる一団があった。ブレアはその中に、今一番会いたくない人物の顔を見つけ、内心で舌打ちをする。するとその一団の先頭に立つ人物もブレアに気がついて足を止める。男が手のひらを持ち上げると、彼の後ろにぞろぞろと付き従っていた者達も従順な様子で足を止めた。

　幾人もの取り巻きを引き連れたその男は、ブレアに上っ面だけの笑顔を向けてくる。






「おや、これはこれは……兄上、そんなに慌ててどこへ行かれるのですか？」






　面長で、ブレアよりやや褐色に近い金の髪の男は笑んだまま、ブレアに数歩近付いた。






「……クラウス」






　そう呼ばれた男は、ブレアの身体越しに見える聖殿の白い建物に一瞬視線を移し、嘲るように笑う。






「相変わらず聖殿で祈っておいでなのですか、信仰心のお強いことで……」






　無駄なことをと言いたげな男の様子に、後ろの取り巻きたちも口元を隠しながら同調して笑う。

　そんな彼らをブレアは意に介さなかったが、クラウスはそれをいいことに己が兄を嘲あざけるのをやめない。






「家族思いなのは結構ですが、そのようなしかめ面で祈られては、女神もさぞ不快な思いをされておいででしょう。聞きましたよ兄上、また、侍女を叱咤して怯えさせたとか。いかに取るに足らぬ存在とはいえ、そのようなことばかりしていては民心も離れますよ」

「……無駄に叱責した覚えはない。目に余る行いがあれば何者であれ正す。侍女であれ、お前であれな。……王宮の守り手も皆、国民であることを忘れるな。取るに足らぬ存在などとは聞き捨てならん」






　ブレアの言葉にクラウスの視線が煩わしそうに細められる。

　クラウスと呼ばれるこの男は、ブレアの弟、国の第三王子だった。近隣国出身の国王の側室を母に持ち、正室の息子であるブレアや王太子とは異母兄弟にあたる。

　現在、彼とブレア達は、王権を巡って対立関係にある。現状で、最も〝勇者〟の存在を知られてはならない人物の一人と言っていい。






（面倒な奴に会ってしまった……まさか何か見られていたなどということはあるまいな……）






　懸念を抱いたブレアは、〝勇者〟の娘が去っていった回廊の先を悟られぬようにそっと見る。

　と、クラウスが目を細めたまま、ブレアと同じ方向を見て鼻を鳴らした。






「そういえば今、誰かが慌てて走って行きましたね？　そのような偉そうなことを言っておいて……また侍女を怖がらせたのでは？」






　その言葉にブレアの眉がわずかにピクリと反応する。






「正義感に駆られておられるのは構いませんがねぇ、険しい顔で正論を振りかざしてばかりでは、弱き者に怖がられるのは当たり前でしょう？　縁談も〝また〟流れたそうですね？」

「……お前には関係のないことだ」






　ブレアは素っ気なくそう答えると、身を返した。

　しかし、クラウスの言葉はその背に食らいつく。






「その、先日兄上が縁談を断られた隣国の王女ですがね！」






　弟の声音の大きさに、ブレアは足を止め、わずかに顔を彼の方へ向ける。

　横目の端で、クラウスは愉悦に満ちた表情でブレアを見ていた。






「……」

「ここに居る我が側近が彼の王女のお眼鏡にかなったらしく、この度、無事縁談がまとまったのです」

「ほう……それで？」






　クラウスは口元で弧を描き、わざとらしい恭しさでブレアに微笑みかける。






「兄上が王女に嫌われて下さったお陰です。我らの派閥は隣国との新たな繋がりを得て、また一段と強くなりました。感謝いたします」

「……」






〝我が側近〟と示された、クラウスの背後に立つ男は、確か公爵家の男子である。その男もまた、クラウスと同じように優越感に満ちた口元を隠そうともせずブレアに頭を垂れて見せた。

　その様子にはさすがのブレアも少々辟易する。嘲笑われていること自体が嫌なのではない。嘲笑ってやろうとわざわざ向かって来るその心根に呆れた。






　クラウス達の言うその縁談は、隣国側から申しこまれたというだけで、特にブレアが望んだものではない。だが、確かにブレアと顔を合わせた王女が後に断りを入れてきたのは真実だった。

　ただしそれは──欠けらも王女に興味を示さないブレアを見た相手側がひどく気を悪くした、というのがことの真相である。

　もちろん無礼な行いをしたわけではない。ただ、王族であるブレアに持ちこまれる縁談の娘たちは、公爵家の令嬢や近隣諸国の王女など。えてして身分も、そして気位も高いことが多い。

　それに対してブレアはというと……そういう相手の自尊心を満たすために、わざわざ思ってもない世辞を言うことや、己の立ち振る舞いを変えるということは、とてもつまらない行いだと考えていた。

『貴婦人には惜しみない賛辞を贈るのが礼儀である』

『それができねば立派な紳士とは言えない』

　──そういう風潮の強い貴族社会の中で、ブレアはあまりその考えには馴染めないのだ。

　人を褒めるのはよいことだ。しかし、贅を尽くして着飾った令嬢達をブレアはそれほど良いものとは思わなかった。

　ゆえに……彼に舞いこんだ貴族令嬢との縁談のほとんどが、同じような流れで消えていく。

　ブレアも女性に興味がないわけではない。だが、職務や武芸のほうが楽しいし、苦手な世辞を口にしてまで熱心に得たいと思うような女性には今まで出会ったことはなかった。

　それで女性たちに『冷淡だ』『心がない』などと裏で言われていようが、ブレアにはどうでもいいことだった。






　しかし、異母弟クラウスにとってはそうではないらしい。

　王位継承権でも優位で、見目もよく、武芸でも己の上を行くこの異母兄が、こと女性から恐れられ、次々と縁談が破談になるということは、弟にとっては愉快極まりない弱点と見えているらしかった。

　ゆえに、この面倒な弟は、時折こうしてわざわざ手下を引き連れては、ブレアを嘲笑いにやって来る。その執念たるや、少々目を見張るものがある。

　今回も、ブレアの縁談が破談になったと知ったクラウスが、積極的に側近と王女の話をまとめたのだろうと言うことは薄々ブレアにも分かっていた。そういうことを嗅ぎ付ける嗅覚には、非常に優れた男なのである。

　ブレアは己に向けられるくすくすひそひそと煩わしい笑い声の中で、そんな弟王子を冷静な目で見る。

　幾ら笑われようとも構わないが、この弟には、何があっても〝勇者〟の一件を知られるわけにはいかないと思った。

　策謀には長けてはいるようだが、とても聡明で慈悲深い王太子を押しのけて王座に座れるような器ではない。

　嘲りと愉悦に満ちた表情には、かつて見ていた幼い弟の愛らしい面影は欠片も残ってはいなかった。






（これも王権争いがゆえか……）






　ため息をついて、ブレアは弟に淡々と返す。






「では感謝の礼に、私は明日も女神に祈ろう」

「……は？」

「お前のその嘲りに曇った目が清められるように。その目では、王座の大義も見えるまい」






　途端、不快そうに気色ばんだ顔色を横目で見ながら、ブレアはさっさとその場を立ち去った。






「あいつ……！　私には王座に座る資格がないと言いやがった！」






　残されたクラウスは、毅然と去って行く兄の背を憎々しげに睨んでいる。

　激高した王子に側近が恐る恐るといったふうに問いかける。






「クラウス様、どうなさいますか……？」

「どうもこうもない！　あいつをしっかりと見張らせろ！　絶対に弱みをつかんであの取り澄ました鼻っ柱をへし折ってやる……！」

















20　給料大事












　くぁっ、と欠伸をする音がして、それを隣で聞いていたモンターク家の主人は笑う。






「なんだ、リード、朝っぱらから欠伸か。弛んどるぞ」

「あ、いや……」

「なんだ、結局昨晩はエリノア嬢ちゃん来なかったのか？　……お前も苦労するなぁ」






　決まりの悪そうな顔の息子に、主人は健康そうなまるい顔を破顔させた。






「いや、俺は別に待ってたわけじゃ……エリノアが医者の代金持ってくるって言うから仕方なく……」

「お前も、肝心なところで男らしくないな……お、嬢ちゃんだ」

「!?」






　父の言葉にリードがギクリと顔を上げる。と、店の向こうの角をエリノアが曲がって来たところだった。

　主人は抱えていた荷を店の前に置いてエリノアに手を振っている。






「俺が言ってやろうか？　嬢ちゃんが昨日なかなか来ないからリードが夜中までそわそわして待ってたって」

「はぁ!?　そわそわなんてしてねぇよ！　あ……おい、親父、早く店に入れって！　余計なこと言うなよ!?」

「あーやれやれ、まどろっこしい……」






　主人は呆れたように笑いながら店の中へ引っこんで行った。

　そんな父をリードは苦々しく見送る。と、そこへ、どこか重い足取りのエリノアが近づいて来た。






「おはようリード、昨日はごめん……お金持っていけなくて……」

「いや、それはいいんだけど……どうした？　顔色が悪いぞ……」






　エリノアの目の下にはくっきりとクマが浮かんでいる。朝から疲れたような足取りも気になった。






「大丈夫か？」

「うんちょっと寝不足で……はいこれ。ありがとう、助かりました」






　エリノアは歯切れ悪く頷きながら、昨日支払いそびれていた医者の診察代金をリードに手渡す。ぺこりと下げられた後頭部にリードは眉を顰める。






「もしかしてブラッドまた調子悪いのか？」

「……い、やぁ……」






　問われたエリノアは微妙そうな表情を浮かべてため息をつく。






「そうなのか？　俺ちょっと様子見に……」






　エリノアのため息を肯定と取ったのか、リードが前掛けを外して走りかける。が、エリノアはその腕に慌ててしがみ付いた。






「ノア？」

「いや、大丈夫！　ブラッドも体調はいいの。まだちょっと寝てるけど……顔色は本当びっくりするくらい良くなったから！」






　大丈夫だから、お店の仕事頑張って！　と言いながら、エリノアは懸命にリードを押しとどめている。

　エリノアは必死だった。

　なるべく──今は自宅に誰にも近づいてほしくない。

　特に──あの性悪猫に、リードやモンターク家の優しい夫妻たちを近づけるのには抵抗があった。

　エリノアはげっそりしながら今朝の疲れるやり取りを思い出す。






　──ムカついた勢いに任せ、散々ブレアなグレンを撫で回したあと。『で？』と、エリノアは聞いたわけだ。何故こんなことをと。

　すると──白い目で迫るエリノアに、グレンは少しも悪びれる様子も見せず、ニヤリと一言。






『いい反応でしたねぇ、姉上』

『はぁ!?』






　エリノアが表情を歪めると、小憎らしい顔をした男は黒猫の姿に戻り、『これは期待できそうだぁ』とか言いながら、そのままひらりとどこかに行ってしまったのだ。

　その顔がいかにもしめしめという表情をしていて……エリノアは非常に不安だった。あれは絶対何かを企んでいる。






「……くっ、何がいい反応だ!!」

「おい……なんなんだよ、お前大丈夫か？」






　突然、赤い顔でカッと目を見開いて、意味不明に怒り出したエリノアにリードが驚いている。






「あ、すみません、こっちの話です、お騒がせしました……」

「おいおい……本当に大丈夫なのか？　疲れ、溜まってるんじゃないのか……？　最近試験だなんだって休みなしで出勤してるだろ、たまには休み取らせてもらえよ」

「や……またいつブラッドのことで休ませて貰わなくちゃいけなくなるかも分からないし……それに……」






　昨日の聖剣の件もある。

　エリノアだって、まさか、あんな己の説得だけで、王子が引き下がってくれるとは思っていない。このままノコノコ王宮に出勤してもいいものか、不安もある。もしかしたら──この都を離れる必要だってあるのかもしれなかった。

　こんなことをもし誰かに相談すれば、素直に聖剣を抜いた者として国に従えばいいじゃないかと言われるかもしれない。

　だが今や、エリノアが聖剣を拒む理由は、苦労してつかみかけている上級侍女職を失いたくないという理由だけではないのだ。

　何より──ブラッドリーである。

　──魔王と勇者。

　一般的な常識で言えば、それは対峙する、相容れない存在のはずだ。

　聖剣を受け入れるということが、ただ、女神の勇者になるということだけではなく……弟と対峙するという意味を持ってしまった以上、エリノアにはそれを受け入れることはできない。可愛い弟を討つという剣を、どうして姉である自分が手にすることができるだろうか。彼が何者であれ、まだなんの罪も犯してもいない弟だ。守る以外の選択肢がエリノアにあるはずがない。

　──もう上級侍女職がどうとか言っている場合ではないのだ。






「それに、何だ？」






　言ったきり黙りこんでしまったエリノアに、リードが不思議そうに首を傾げている。エリノアは心の内をごまかすように笑って言った。






「や、ほら……今日、お給料日だから……」

「ああ、そういえば今日は月末か」






　リードは気がついたように頷く。

　──そうなのである。それもあるのである。

　昨晩も、魔物の気配に怯えながらエリノアは夜通し散々考えたのだ。

　現状は厳しい。立ち向かわねばならぬのが、国の王子と未知の魔物なんて、勝ち目がなさ過ぎる。

　だが、ひとまずは、弟を守る為に先立つものが必要だという考えにエリノアは行き着いた。

　それがなければ日々の生活もままならない。もし弟を連れて逃げるにせよ、金銭がなければすぐに路頭に迷ってしまうことは目に見えていた。

　現状は厳しい。厳しいが、そうであってもお腹はすくし、金は要る。

　昨夜王子の手は自宅にまでは伸びなかった。だからまだ身元が割れていないのだという可能性に賭けて、エリノアは王宮に行く決断をした。今月分の給金を得るために。






（……貧乏が恨めしい……）






　エリノアはため息をついて、そしてリードに笑って見せた。






「ありがとうリード、とにかく頑張ってくる」






　ブラッドリーを魔物二人に預けているのは不安だが、昨夜の様子を見る限り彼らがブラッドリーに危害を加えるといったことはなさそうだった。エリノアが家を出る時も、もっふりしたヴォルフガングが可愛げのない顔で『言われなくとも陛下は私がお守りする』と〝私〟を強調しながら胸を張っていた。おそらくそれは、信用ならない黒猫からも、という意味であろうと、エリノアはなんとなく察した。






「あんまり無理するなよ？　今日も何か夕食作っといてやるよ」

「うん、ありがと……あっ!?　そ、そうだ……」






　一瞬心配そうに見送ってくれるリードの優しさにホロリとしかけたエリノアだったが……そうだったと慌てた様子で彼の瞳を見上げる。






「どうした？」

「今日の昼間なんだけど……ブラッド本当に調子いいみたいだし、他の……し、知り合いが来てくれてるから……リードたちは様子見に行かなくて大丈夫だから。おばさんにもそう言っておいてくれない!?」






　リードたちと魔物を鉢合わせさせるわけには行かないエリノアは必死である。






「え？　でも……わっ!?」






　リードがキョトンと言葉を返すと、エリノアはその肩をがしりとつかみ、己のほうへ引きよせる。

　鼻がくっ付きそうなほどの距離で凝視されてリードがほんのり赤い頬でうろたえている。






「ノ、ノア？」

「……お願いだから……今日は、家……行っちゃ、ダメ、よ……？」

「…………エリノア、顔こえぇ……」

















21　ブレアなグレン












　王宮に着いたエリノアは、いつも通りまず侍女たちの居所に向かう。

　辺りを警戒しつつ支度部屋にたどり着くと、ひとまず普段通りに身支度をはじめた。

　簡素な支度部屋の中では、幾人かの同僚たちがエリノア同様身支度をしている。さりげなく彼女達の様子を盗み見てみたが、特に異変は感じられなかった。






「あ、エリノアおはよう」

「お、おはよう……」

「あら？　髪型、変えるの？」






　近づいて来た同僚は、エリノアがいつも通りに後ろで束ねていた黒髪を解きはじめたのを見て、不思議そうな顔をする。






「うん……ちょっと。き、気分転換にいいかなぁ……って……」

「ふーん」






　エリノアは言いながら髪にクシを通し、器用にそれを編んでいく。

　そして両耳の後ろにそれぞれ三つ編みを作ると、それを見た同僚は「似合ってるわよ」と笑う。






「でも、おでこが出ていないと、なんだかあなたらしくないわね」

「そ、そう？」






　同僚の言葉に、エリノアは少しホッとしながら己の前髪を押さえる。たった今、そこの鏡の前で切り落としたばかりの前髪は、眉の少し下で若干不恰好になってしまったが……十分だとエリノアは思った。

　それはもちろん、少しでも見た目の印象を変えてブレアに見つかりにくくする為にと思ってのことだ。

　化粧も普段は全くしないのだが、今日は侍女の規則に触れない程度に薄く施してある。

　ちらりと横目で見る鏡の中のエリノアは、まるい額が隠れ、化粧の効果もあってか、いつもよりやや大人びた印象になっていた。これならば、毎日顔を合わせるような者なら無理だとしても、あまり面識のない者であれば、やり過ごせるだろう。エリノアはそう思った。

　と、隣で身支度をしていた同僚が、「そうそう」と、思い出したように言う。






「そういえばエリノア、侍女頭様が部屋に来るようにって言ってらしたわよ」

「え？　今日も？」






　昨日も侍女頭の部屋に呼ばれて説教されたばかりである。エリノアは、うっと困ったように顔を顰めた。

　すると、同僚はからからと笑う。






「違うわよ、ほら、あなた上級試験に受かったでしょう？　その件らしいわ」

「あ、ああ、そうか……」

「じゃ、私、先に行ってるわね」






　支度を終えた同僚はそう言うと部屋を出て行った。

　エリノアは彼女の言葉を聞いてホッとしたものの、今後の状況次第では、その職を諦めなければならないということを思い出し、気持ちが沈む。

　これまで積み重ねてきた数々の努力を思うと、ため息が出た。






「……はー……」

「おや？　ため息ですか姉上」

「っう、っひ!?」






　不意に耳元で声がして。

　エリノアは耳をくすぐる聞き覚えのある低音に跳び上がる。






「な、だ……っ」

「姉上～」

「っ!?　ひぃいいい!?」






　振り返った途端、大きな身体に突進されるように擦りよられたエリノアが悲鳴を上げる。

　金の髪がさらりと頬を撫でて行って……エリノアは気づく。






「ブ、ブレア様!?　……じゃ、ないっ、あんたっ、性悪猫!?」

「やだなぁ性悪だなんて」






　褒めてるんですか？　うふふ──と、突然現れた体格の良い青年は、色香の漂う流し目でエリノアを見る。エリノアは仰け反った。






「ちょ、やめっ……なんでまたブレア様……や、それよりあんたどうやってここに……」






　エリノアは擦りよってくるブレアなグレンを押し退けながら慌てて周囲を見渡した。

　幸い──同僚たちは皆支度を終えたのか、室内には二人以外の姿はなかった。

　ブレアなグレンはぐいぐいと猫のように擦りよってくるし、こんなところを誰かに見られたら大事になるところだった。






「び、びっくりした……このっ、心臓に悪いでしょ!!　性懲りもなくまたブレア様に化けるなんて！　王子が侍女たちの支度部屋に忍びこんだなんて噂がたったらどうしてくれるの!?　早く戻りなさい！」

「ええ～折角……」

「いいから!!」






　エリノアが必死の形相で凄むと、グレンは「ちぇ」と、肩をすくめて猫の姿に戻った。






「姉上ったらつまらないなぁ。もしや……人間の男性より猫がお好きなんですかぁ？」






　グレンは信じられないという顔でエリノアを見る。






「そうかもしれないけど！　や、そうじゃなくて!!　あ、あんたねぇ、なんで王宮に……!?」

「ああ、陛下が目を覚まされまして」






　グレンはけろりと言う。






「え？　国王陛下!?」

「違いますー、おぞましいこと言わないでくださいよ姉上ぇ。私が陛下とお呼びするのは魔王様だけでございます。人間の国の王なんか。ただの髭親父じゃないですか。私の可愛らしい陛下と一緒にして欲しくないなぁ」






　グレンは猫の顔を不快そうに歪めて、うぇーと舌を出す。その顔にエリノアが眉を顰めた。






「国王様になんて失礼な猫……。ああ……つまり、ブラッドのことな……の……えっ!?　ブラッド目が覚めたの!?」






　エリノアは、ハッとしてグレンを見る。黒猫はにかっと笑う。






「はい。それで、陛下が、姉上が心配だっておっしゃるからこうしてわたくしめが様子を見に参った次第で」

「……ブラッド、大丈夫なの……？」






　恐る恐る問うと、グレンは「はい」とニンマリしたまま頷く。






「大丈夫でございますよ、陛下の暑苦しい忠犬がせっせと甲斐甲斐しーくお世話しておりますから」

「そ、そう……はー……よかった……」






　ひとまずは、弟の無事を聞いてエリノアが深い息をつく。

　と、その間にグレンが猫目を細めて「では」と、身を正す。






「そういうことで、わたくしめ、姉上がご自宅に戻られるまで、しっかりじっくりじーっとりと、姉上様のことを監視させていただきますので」

「はぁ!?　いや、い、いらな……」






　何言ってんだこいつ、とエリノアは目を剥くが、グレンはにかっと笑って駆けて行く。






「ダメですよぉ、だって、陛下のご命令ですもん」






　じゃあそこらへんで見てますね～！　ついでに何か悪さしてやろうかな～？　……とか言いながら。グレンはすんなり長いしっぽを揺らし、部屋を出て行く。そんな黒猫のしなやかな背を見て……エリノアはどうしようと青い顔で引きつった。






「……や、やばいっ！　……王宮に、魔物を侵入させてしまっ……っ!?」






　エリノアは慌ててグレンを追いかけた。














「侍女頭様、エリノアです……」






　エリノアはげっそりした様子でその扉を叩いた。






　──あの後。エリノアは急いでグレンを追いかけた。

　しかし、さすがは猫。小さな身体をどこに滑りこませたのやら……探せども探せども……あの黒々とした獣を見つけることはできなかったのである……。






　エリノアは胃が痛かった。

　黒猫の姿ならまだしも、またブレアにでも化けてどこかで騒ぎを起こしていたらと思うと、気が気ではなかった……。

　しかし、あまり王宮内をうろついて、自身が本物のブレアに見つかりでもしたら。現状そちらのほうが大変なのである。

　エリノアは迷ったが──仕方なくグレンのことは後回しにして、呼んでいるという侍女頭の執務部屋へ向かった。

　侍女頭なら王宮内部の出来事には詳しいし、ブレア王子のその後の動きもそれとなく聞き出すこともできるかもしれない。もし危険がありそうであれば──最悪、辞職を願い出て、さっさとどこかに隠れているグレンを回収し、ブラッドリーのところへ帰らなければ。






「……はぁぁぁ……なんでこんなことに……いや、しかしやるしかない……」






　エリノアは意を決すると、その戸を押した。この居所には、侍女たちが寝泊まりする部屋だけでなく、彼女たちを管理する上役たちの事務室などもある。廊下に立ち並んだ扉のうち最奥にあるその木戸は、彼女が押すと小さく軋む音を立てて内側に開いた。






「失礼します、侍女頭様……あれ？」






　開いた隙間から中を覗くと、そこには誰もいなかった。

　普段なら、真正面の仕事机には早朝一番の仕事を片付けて、次の仕事の段取りを整えている恰幅の良い女性上役の姿があるはずなのだが。彼女の姿がどこにも見当たらない。

　エリノアは首を傾げた。






「あの子を探すのに時間がかかり過ぎたかな……」






　エリノアが遅過ぎてしびれを切らした侍女頭が、もう別の仕事現場にでも行ってしまったのだろうか。それともまだ前の仕事がおしていて戻って来ていないのか。

　エリノアは、どうしようかと一瞬考え──ひとまず彼女が戻ってくるのをしばらく待ってみようと室内に足を踏み入れた。

　そうして侍女頭の机の前に立とうと、ゆっくりと歩みを進める、と──。






　不意に、背後で木戸の軋む音がした。

　静かな室内に、ぱたんと空間の閉ざされる音がして。

　部屋の主人が帰ったのかと思ったエリノアは、身を正し振り返った。






「侍女頭さ──」






　途端、入り口を見たエリノアの瞳が見開かれる。






「──来たか」






　低い声がした。──ついさっき、聞いた覚えのある声だった。

　入り口のすぐ傍。開いた扉の陰に、その男は壁に背をつけて立っていた。扉側の手が戸に添えられていて、彼が、その扉を閉めたのだということが分かる。

　男はエリノアの姿を見とめると、交差させていた足をすっと解き、こちら側へ歩みよってくる。

　金の髪、灰褐色の鋭い瞳。

　その姿を見たエリノアは──思わず──。






　叫んだ。






「こらぁぁあっ!!　またなのか!!」

「……!?」






　エリノアは、くわっと緑色の目を剥くと、ワンピースの裾を翻し鬼の形相で男に駆けよった。そして、己より高い位置にあるその金髪の頭をガシッと鷲掴む。






「っ!?」

「捕まえたわよ！」






　青年の瞳がまるく見開かれる。

　エリノアは、やってられないという顔で言った。






「……だからっ！　ブレア様になったらダメだって言ってるでしょ！　しつこいわよあんた！　もうここはいいからさっさと家に帰りなさい！　あんたが王宮をうろちょろしているかと思うと寿命が縮まりそうなのよ！　家に帰ったら魚でも焼いてあげるから……!!」

「……」






　エリノアは、途端無言になった男の頭から手を離し、その腕を取って引く。






「ほら、早く！　侍女頭様が帰って来ちゃう……ほら！　さっさと猫に戻る!!」






　エリノアは出入り口のほうを気にしながら、は、そうだ、と窓を見た。ここは一階だ。廊下に出るよりも窓を開けたほうが外には早い。そう思った。






「窓……そうだ、ま、窓からでも降りられるわよね!?　猫だもんね！」






　そうしてあわあわ机の向こうの窓に手を掛けて、鍵を開こうとしている娘に──。

〝ブレアなグレン〟が怪訝そうに目を細めている。






「………………猫……？」

















22　リードとヴォルフガング












　同じ頃のモンターク家の商店ではリードがそわそわしていた。落ち着かぬ様子で店の外をしきりに気にしている。

　そんな息子を見て、店内の掃除をしていた父が呆れている。






「おいリード、落ち着け。嬢ちゃんがいいって言ったんだろう？　大丈夫だって」

「いやだけど……今まで病気で会えない時以外は俺たち毎日ブラッドの顔見て来ただろ？　ほ、本当にいいのか？」






　エリノアに止められたものの、リードはブラッドリーが気になって仕方なかった。






「今日は他に看病してくれる知り合いがいるって言ってたんだろう？」

「いや、だけど……昨日も様子がおかしかったし……」






　毎日欠かさずブラッドリーの安否を確かめてきたリードは、どうにも落ち着かない様子。棚の商品を整えながらも……時折エリノアの家の方角に視線を送っては、度々ため息をついている。そんな息子をモンターク家の主人はやれやれと笑い混じりに眺めている。

　そこへ、常連客がやって来た。

　帽子を被った初老の客は、主人とリードに気安い声をかける。






「おはよう二人とも」

「ああ、おはようございます」

「いらっしゃいサイラーさん、いつものですか？」






　客が来た途端、不安げだったリードの顔は、ぱっと笑顔に変わった。客が問いに頷くと、彼は身軽にその常連客が普段買っていく商品を集めに行った。テキパキした様子はいかにも商売人というふうである。

　戻って来たリードが笑顔で紙の袋に入れた商品を手渡すと、客は礼を言いながら彼の手に代金を乗せた。






「ああそうだ。そこの家のブラッドリー君の病気はもう治ったんだったかな？」

「え？　いや……まあ今は特別悪いわけじゃないみたいですけど、元々身体自体が弱いですからね……どうかしましたか？」






　突然ブラッドリーの話題が出て、朗らかだったリードの顔色がさっと変わる。

　常連客は首を傾げていた。






「いや、以前あの子のお姉さんに、彼は喘息を持っていたというような話を聞いたような気がしたんだが……今、彼らの家の前を通った時、犬がね」

「犬？」






　客の言葉にリードの眉が動く。






「そう、白い大きな犬が家の窓を開けていてね。なかなか見ない大きな犬だったし、あまりにも器用だったものだから、思わず足を止めて見入ってしまって。そしたら……その犬にジロリと睨まれてしまったんだよ」

「へえ、犬が？　嬢ちゃん番犬でも飼うことにしたのかな」

「なかなか賢そうな犬だったよ」

「ほぉ、そうでしたか」






　客とリードの父は、一緒になって感心したように笑っている。

　しかし、リードは笑う気にはなれなかった。

　彼もブラッドリーが幼い頃に喘息だったことを知っている。その後治ったのかは分からない、とエリノアも言っていたはずだった。






「大変だ……俺、ちょっと行ってくる！」

「おいリード!?」






　リードは慌てて店を出た。










「ブラッド！　大丈夫か!?」






　血相を変えたリードがバンッと扉を開くと──緑の瞳がキョトンと彼を見た。

　ちょうど居間のテーブルに着いていたブラッドリーは、突然幼馴染が飛びこんできたことに目をまるくしている。






「リード？」

「うわっ!?　でかっ！」






　リードはその現場を見てギョッとする。

　居間のテーブルで食事を取ろうとしていたらしいブラッドリーの傍には、もふっと巨大な犬の姿が。

　その白い犬はきっちり前足を揃えてブラッドリーを見守っていたが、突然の来訪者にギロリと鋭い視線を送ってくる。

　と、ブラッドリーがリードに微笑みかける。






「おはようリード。これありがとう。昨日は食べられなかったから今いただいてるよ」

「あ、ああ、いや、それよりブラッド、大丈夫なのか？　エリノアが前、お前は喘息だったって……」

「それで来てくれたの？　ありがとう。でも大丈夫、もうなんともないよ」






　心配そうなリードにブラッドリーは笑う。

　確かにその顔つきは、昨日の昼に見た時よりも格段に健康的だった。呼吸も特におかしくはない。それを見たリードは、良かったと思いつつ、その急激な変化に心の中で少し首を傾げる。

　と、ブラッドリーが傍の犬を指差した。






「この子はヴォルフガング。僕の犬」

「え？　犬を飼うのか？」






　この家の苦しい経済状況を知っているリードはまたもや首を傾げた。

　が、彼はすぐにそうかと頷いた。






「なら、今度こいつにも何か持ってくる。ブラッド良かったな、大きな友達ができて」

「うん」






　微笑むブラッドリーにリードは満足げに笑って返す。エリノア同様、リードもまた病に伏せがちのこのブラッドリーには基本甘い。それがブラッドリーの慰めになるならと、リードは己がこの巨大犬の食事代を稼ごうと心に決めるのだった。まるで父性の塊である。






「……」






　そのほのぼのした青年たちのやり取りを、もふんと白いヴォルフガングは無言で見ていた。

　突然乱入して来た時にはどうしてやろうかと思ったが、その青年に危険はなさそうだった。

　ヴォルフガングには、人から発せられる気が見える。それによれば青年は爽やかさと優しさを兼ね備えたような空色の気をまとっている。先ほど主人が食べようとしていた食事も、微かに彼と同じ気配が漂っていて、それがこの青年によって作られた料理なのだということが分かった。






（ふむ、陛下の肉体の維持に貢献している人間か……ならば、まあ、出入りを許すか……）






　しかし……どうにもこうにもお人好しそうな雰囲気がダダ漏れの男だな、とヴォルフガングは思った。

　──と、その目がふと和らぐ。

　ヴォルフガングは感慨深そうにブラッドリーを見た。

　昨日も思ったが、姉や、この青年に向かい合う主人は、朗らかで、とても幸せそうだった。

　魔界で生きていた頃の王は、殺伐とした顔ばかりしていた。






（……陛下、よろしゅうございましたね……）






　ヴォルフガングが思わずほろりとした──時。






「よっと」

「!?」






　いきなりガッと抱きかかえられて、ヴォルフガングが目を白黒させる。

　──リードだった。






「よしよし、大人しくしてくれよ……ブラッド、じゃあ俺、念のためにこいつ外で綺麗にしてくるわ」

「（な、何!?）」

「僕大丈夫だよリード……大変じゃない？」

「平気、平気。ああ、ブラッドはゆっくり飯食っとけ。ちょっと行ってくる」






　リードはヴォルフガングの巨体を持ち上げて、「やっぱ重いなー」と、意外に楽しそうである。

　ヴォルフガングは一瞬その腕から逃れようともがいたが……それをブラッドリーに見咎められる。






「（へ、陛下……!?）」






　ブラッドリーの視線は、微笑んでいるはずなのに、どこか鋭く刺すようにヴォルフガングを威圧している。






「……いい子だねヴォルフガング。リードに逆らっちゃ、ダメだよ……？」






　その視線は、逆らうなというよりは、間違いなく、「リードに何かしたら殺す」と言外に言っていた……。






「…………」

「いやー、もっふもふだなぁ。まずはブラッシングか、犬用ブラシどっかにあったはずだけど、どこだったかな？」






　そんな一人と一匹の間に漂うピリリとした雰囲気には一向に気がつかず、リードは大人しくなったヴォルフガングを抱いたまま「お利口だなー」などと言っている。






「行ってらっしゃいリード」

「おー」

「……」






　ヴォルフガングは、にこにこしたブラッドリーに見送られながら……リードに抱かれて、家から連れ出されて行った。

















23　ブレアなグレン？　と、エリノア












　──あの侍女の身元を割り出すのは容易いことだった。






　何せ侍女たちの統括をしている侍女頭は、もともとブレアの母、王妃に仕えていた婦人である。

　つまり──ブレアは彼女に尋ねるだけで良かったのだ。






『昨日、あの時間、女神の大樹前を掃除していた侍女は誰だ』と──……。






　侍女たちをまとめる彼女に、それが分からないはずがない。

　おまけにと言ってはなんだが……あの時、娘は王宮の備品であるホウキをへし折っていた。

　王宮内では、そこで使用される備品たちがかなり正確に管理されている。もし破損、あるいは紛失などしてしまった場合、その報告は全てそれぞれの部署の管理者に届け出る決まりとなっていた。あの娘がその服装の示す通り侍女という立場であるならば、その申告先は侍女頭、その人に他ならない。

　──案の定、ホウキの破損の報告は侍女頭の元にきちんと提出されていて──あのように慌てて逃げ出しておいて、なんとも間抜けなことではあるが……こうして娘の身元はすぐにブレアの知るところとなったのである。






　その娘の名は──エリノア・トワイン。






　家名を聞いたブレアは、おや、と思った。その家名には聞き覚えがあった。

　事情を詳しく知る侍女頭に話を聞くと、やはりそうだった。

　あの娘は──元伯爵家の娘だったらしい。

　彼女の父、トワイン家の元当主は、昔、王太子派の筆頭、現国王軍将軍タガートの側近の一人として活躍していた人物だった。

　しかし、彼は派閥間の争いが激化していた十年ほど前に、敵対勢力の弱体化を謀る第三王子の派閥の者たちに巧妙に罠を仕掛けられ、莫大な借金を背負わされてしまう。

　そうして当主は領地を手放さざるを得ず、領地と共に地位を失い、その後心労が祟って病死したらしい。

　トワイン家当主の妻は早くに亡くなっており、残された彼の子供たちは一時タガートが身元引受人となっていたのだが、常に病に伏せている弟をタガートの妻が厭いとい、二人は将軍の屋敷をも出る羽目となった。






　話を聞かせてくれた侍女頭は、困ったような顔でブレアに言った。






『エリノアも負けん気が強い娘なので……溺愛する弟を〝病原菌だ〟、〝疫病神だ〟なんて罵られて黙っていられなかったらしく……奥方に、自分がきっと弟を貴女が驚くような立派な紳士に育て上げて見せると啖呵を切って。それで、将軍が止めるのも聞かず独立すると言い……お困りになった将軍が、王宮で彼女が働けるように取り計らったのです』

『しかし……頼れる親類くらいいたのでは？』






　ブレアがそう問うと、侍女頭は首を振り、少し声を潜めてこう言った。






『あの頃は王太子様が初陣で華々しいご活躍をなさった頃で……ご側室の殿下に向ける嫉妬がそれはそれは酷かったのです。それでトワイン家ご当主のような、殿下の派閥の有力者たちがご側室様に睨まれて、次々に失脚させられていて……下手に手を貸して自分たちに類が及ぶのを恐れた親族たちには見て見ぬ振りをされたようです。共倒れになっては当主も無念だろうとかなんとか言って……本当に可哀想なことです……』

『……』






　それを聞いたブレアはなんとも痛ましい気持ちになった。

　己たちの王座を巡る争いに巻きこまれ、人生を狂わせるのは、何も失脚した貴族の大人たちだけではないのだ。が──……。






「…………」






　ブレアは腕を引かれ、馳せていた意識を現在に引き戻される。






　その、哀れな当事者たるトワイン家の娘は──今、ブレアの腕をぐいぐい引っ張りながら、真顔で言う。

「魚で手を打て」と……。






「…………（……さ、かな……？）」

「何匹でもいいのよ？　大人しく帰ってくれるなら！」

「……？」






　……わけの分からないことこの上ない。そう思ったブレアがつい押し黙っていると、娘は眉間にしわをよせて、「なんなの、魚じゃ不満ってこと!?」と、こちらを睨む。

　……さっぱり意味が分からなかった。






　昨日の様子では、再び己の姿を見ればきっと逃げ出すのだろうと思われたその娘は──何故だか今日は、逆にブレアにつかみかかり、「逃がすものか」と言わんばかりの顔である。

　そうしてもう片方の手でガチャガチャと窓の鍵を開けながら、「魚だ」「猫だ」と不可解な言葉を並べ立てていて──……。

　ブレアは思った。いったい誰が、この娘を前にして、彼女が聖剣を抜いた勇者なのだと信じてくれるのだろうか、と。






「…………」






　だが、ブレアはひとまず娘の様子を黙って窺っておくことにした。

　どんなに信じられなくとも、昨日、この娘が聖剣を抜いて見せたのは動かしようのない事実だった。彼は、王太子の為に、必ずこの娘を味方につけなければならない。

　この娘ときたら、一国の王子たるブレアの頭をいきなりつかんできたり、怒鳴ったり……その言動は不可解極まりなかったが……交渉相手の状況をよく知ることは駆け引きにおいてはとても重要なことだ。

　きっとこの意味の分からぬ言動にも、何か娘なりの事情があるはず。そう思ったブレアは、それを探りださんと娘を静かに見つめた──……。






　──と、娘はちらちらと部屋の出入り口の方を気にしながらブレアに言う。どこか苛立ちを感じる声だった。






「あのね……とりあえず、猫に戻ってくれない？　そのサイズだといざって時に抱いて逃げることもできないでしょう!?」






　……私を抱いてどうするつもりだ、とブレアは思う。






「だいたいどうしてブレア様なのよ!?　そのお顔が私の好みだから!?」

「……」

「確かに実はブレア様のご容姿って物凄く私好みだけど……金髪も、凛々しい目元も物凄く好きだけど……目ざとすぎる……怖い……人の弱みに察しがよすぎて、本当怖いわ、あんた……」






　さすが悪魔、と気味悪そうに言われて──ブレアは一層意味が分からなかった。

　確かにブレアはその剣技や武勇から、敵国兵などに〝悪魔〟などと呼ばれたりすることもあるのだが……

　この娘のこれは、褒められているのか、罵られているのか。猫と言われたり、魚と言われたり、悪魔と言われたり……

　一応面と向かって「好きだ」と言われた気もしたが……言いよられているわけではまったくなさそうだった。






「……なんなのだこやつは……」






　思わず漏らしたブレアに、娘はしらっとした顔を向け、じろりと睨む。その顔の嫌みったらしいことといったらなかった。






「あらぁ……？　もうお忘れになった？　今朝寝台で押し倒した相手を、もう、お忘れになった……？　ほう、猫殿下、いい度胸ですね……」

「…………」

「あ、開いた」






　ブレアの気が若干遠くなった時、娘、エリノアがやっと窓を押し開いた。






「さ、ここから出て。大人しく家に帰ってちょうだい」

「……家？　私が？」






　どういうことだとブレアが怪訝そうに眉を顰めると、エリノアが「まさか、」と目を見開く。






「何……？　もしかして家の場所も覚えずにここに来ちゃったの!?　あぁああ……なんという手のかかる猫かしら……」

「……」






　エリノアは両手で顔を覆って嘆きはじめた。娘はそれからぐぬぬと呻くと、ブレアの腕をつかんだまま自らも開け放った窓の縁に足を掛ける。

　エリノアからしてみれば──このままこの魔物を、王宮内でうろつかせているわけにはいかない。






「仕方ない……ひとまず出て。王宮の外まで連れて行ってあげるから。ここにいたら侍女頭様が帰って来ちゃうわ」

「……」






　エリノアはブレアに向かって「ほら」と手を差し伸べる。

　その手のひらを見たブレアは一瞬眉を持ち上げて。それから彼は無言のまま、エリノアがやっとよじ登った窓枠を、ひらりと一息に飛び越えた。






「え……」

「……つかまれ」






　それからブレアは流れるように、自然にエリノアの身体を支え、外の地面の上に彼女を下ろす。






「あ、ああ……ありがとう……」






　思いがけずスマートに窓枠から抱き下ろされて、エリノアが戸惑っている。が、エリノアは思った。






（……さすが猫……身軽だわ……）






　……エリノアの迷走は続く。
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　──けらけらと高い笑い声がする。






　腹を抱えて笑うのは──陽の光に毛並みをふんわりさせた黒猫──……グレンだった。






　高い王宮の建物の上から、その奇妙な二人組がこそこそと侍女たちの居所の裏手を進んでいく様子を見下ろしながら、黒猫姿の魔物は転げ回って笑っていた。






「なんなの!?　私まだ何にもしてないんだけど!?　姉上、最高だな！　あはははは!!」






　笑いすぎて泣いている。辺りには、馬鹿じゃないの、というはばからぬ笑い声が響いたが……距離があるせいか、下を歩く二人には聞こえなかったようだった。

　グレンはエリノアが、己と王子を勝手に取り違えているのが面白くて仕方がない。あんな間抜けな人間なかなかいないよ、と一人けらけら笑い続ける。






「はー……間抜けなのは顔だけにしておけばいいのに。あぁ、あぁ……王子様をあんなに強引に引っ張っちゃって……全く、可愛いんだから姉上ったら」






　グレンはくすくす笑いながら、暖かい屋根の上に寝そべり、連れ立って歩く二人を目で追った。

　だが、もしあのブレア王子が、この件でエリノアを不敬罪なんかに処してしまったら困るなぁ、とグレン。






「ま、その時はブレア王子を始末しちゃえばいいか」






　魔物は軽く言って、「さぁて」と、小悪魔的な微笑みを浮かべる。






「どうしよっかな、早速陛下に報告でもしちゃおうかなぁ、うふふふふ」






　こういうのは、タイミングが大切だよね──と、グレンは細めた碧眼にその二人の姿を映した。

　その口元は、猫らしからぬ三日月形の弧をくっきりと描いていた……。






















「……ところで……どうして猫にならないの……？」






　居所裏の静かな庭の中を、誰にも見つからないよう青年を誘導しながらエリノアが問うた。

　その不思議そうな言葉に、ブレアは冷静な調子で答える。






「猫になれ、と、言われてもな……」

「はぁ？」






　その言葉には、エリノアが何を言っているんだか分からないという顔をする。






「……じゃあせめて他の人間がよかったわ。ブレア様なんて目立つことこの上ない。まあ、皆怖がって近よって来ないかもしれないけど……」

「……」






　娘はそう言いながら、塀から顔を半分だけ出して、その先を行く衛兵をやりすごしている。衛兵が行ってしまうと、娘は振り返りブレアの腕を引いた。






「とにかく、もうどこにも行かないで。無事に家に帰らなきゃ……ここで騒ぎを起こして捕まりでもしたら大変よ。特に私は、今、ブレア様に見つかるわけにはいかないんだから！」

「………………」






　娘の言葉にブレアが押し黙る。ではお前は、いったい誰の腕をつかんでいるつもりなのだ、と。

　ブレアは思わず、細い指に鷲づかみにされている己の腕を怪訝な目で見た。が……見ている前でそれは解かれ、今度は手のひらをしっかりと握られる。

　その大胆な行動にはブレアも目をまるくしている。が、娘は彼の反応などには無関心で。繋がれた手を持ち上げて、「よし」と決意の篭った目で睨んでいる。まるで、「絶対に逃がさないぞ」と言わんばかりの顔であった。






「まあいいわ。急に猫になって逃げられても困るし。そんなことしたらもう絶対家には入れてあげないからね!?」

「…………（分からん……）」






　分からなかったが……ひとまず、おそらく娘が何か勘違いをしているのだろうということはブレアにも理解できた。

　娘の態度や口調には、王族に対する遠慮や配慮というものがまるで感じられない。まるで、友人……いや、面倒な悪友か何かに対するような口振りである。






（……その者が、猫で、悪魔か……？）






　だがそこが分からなかった。誰かを〝悪魔〟のような、と比喩することはあるだろう。しかし、〝猫〟というのが解せない。

〝猫のような〟と、誰かを表現することはあるかもしれないが、娘は『抱いて逃げる』と言っていたのだ。ならばそれは比喩などではなく、娘が実際に、ブレアがその獣になれるのだと思いこんでいることになる。

　ではもしや、と、ブレア。相手は魔法使いか何かなのだろうか。

　魔術、魔法というものは、この世界にも存在する。ただし、それを生業にしようと思えば、特別な教育機関に属し、王国認定の試験に合格し資格を得なければならない。

　資格を得た魔法使いはランクや習得魔法ごとに登録され、騎士や軍人たちと同じように国の管理下に置かれる。

　認定を受けない魔法使いたちは、魔法を使うことを許されておらず、無許可で魔法を使用すれば違法となる。






　とはいえ、現代では魔法を使える者はとても少ない。

　一説によれば、千年前勇者に魔王が討たれた後、世から魔物が消えると……最早必要なしと、天が魔法の素質を人々に与えなくなったのだとか。

　まれに素質がある者が現れたとしても、それを使い物にできる者はあまり多くはない。魔力という素地があっても、現実には指導者は少なく、訓練にはとても費用が掛かった。筋力などと同様に、魔力もまた鍛えることができなければ次第に衰えていくものとされていた。

　この国にも魔法使いは存在するものの、ごくわずか。

　ブレアは国に所属する幾人かの魔法使いの顔を思い浮かべてみた。が、猫に変化するような高度な技が使えて、尚且つ、このような侍女と気安く話をするような者には心当たりがなかった。卓越した技を使う者は皆、修行を積み、それなりに齢も重ねた者ばかりだ。娘からすると祖父や祖母と言ってもおかしくはない年齢の者たちに、王宮で侍女教育を受けた者が、あのように砕けた口調で語りかけるだろうか。






（……将軍の伝手で、王宮の魔法使いの誰かと親しい仲なのか……？　それにしては無遠慮だが……）






　ブレアはタガート将軍の厳つい顔を思い出し、そしてもう少し娘から話を聞きだす必要があると感じた。

　足を止め、周囲を警戒しながらきょろきょろしている娘を引き止める。






「待て」

「……え？」

「少し、話をしないか……」






　すると娘は思い切り眉をひそめる。






「話？　家に帰ってからでもいいでしょ。私侍女頭様に呼ばれてるし……」






　もう既に遅刻だと疲れたように言う娘に、ブレアは呆れる。

　エリノアは、いまだに侍女頭からの呼び出しが彼によるものだということにすら気がついていない。

　仕方ない、とブレアは己の手を握ったままのエリノアを見下ろす。






「……話をしなければ私は王宮から出ないぞ」

「はぁ!?　なんなのその脅迫は!?　ここは……言わば危険地帯よ!?　今の私とあなたにとっては！」

「（？　……危険地帯？）……〝家〟に、帰って欲しいのだろう？」






　ぎょっとしたエリノアの言葉に、少し不可解そうだったが、ブレアは平然と言った。娘が目の前にいる以上、ブレアは何も大人しくエリノアの家までついていく必要はないのだ。既に侍女頭から得た情報で、娘の住処は知れている。

　それよりも、時間を掛けすぎて、勘違いに気がついた娘に逃げられるほうが問題だ。






　ブレアはエリノアの返答も待たず、彼女をひっぱると、傍に生えている木の根元に腰を下ろす。

「座れ」と、冷淡な灰褐色の瞳に促されてエリノアは戸惑った。が──……はたと気がついた。






「……そういえば、私のほうにもたくさん苦情があるんだったわ……」

「苦情？」






　これまでグレンから受けた、無礼の数々を思い出したエリノアの目が剣呑に細められる。寝起きの襲撃とか、ブレア姿での突進攻撃とか、微妙に棘と毒のある言葉の数々とか。あと、もちろん弟ブラッドリーの件についても色々釘を刺しておかなければならない。

　おお、上等じゃないか、とエリノアは〝ブレアなグレン〟を睨む。






「（魔物め、説教してやる!!）」

「……何故睨む。お前、目つきが悪すぎるぞ」

「いったい誰のせいだと……私平常時はかなりの常識人なんだからね!?」

「……元は、伯爵家の娘だったそうだな？」

「はぅっ!?」






　ブレアの言葉を聞いたエリノアは、ぱっと彼の手を離し、後退る。






「な、何故それを……」

「将軍の世話になっていたとか」

「お、おじ様のことまで!?　こ、個人情報が思い切り洩れている……いったいどこで……ほ、本当に怖いんですけど！　……悪魔の前には、何も隠せないのか……っ」






　途端、おろおろしはじめた娘の顔に、ブレアがふっと笑う。何を怖がっているのか知らないが、それは面白いほどに間の抜けた顔で……さすがのブレアも笑いを堪えられなかった。

　──と、その笑顔にエリノアがぎょっとする。

　エリノアからして見ると、将軍の話題を出した途端、笑い出した性悪な魔物（※勘違い）の様子には、言いようのない不安を煽られた。

　実は……その第二王子が若い娘相手に笑みを零すなどということは、かなり珍しい光景だったのだが……エリノアは彼のことをグレンだと思いこんでいるゆえに、そんなことにはまるで気がつかず。血相を変えて拳を構えていた。──初めの頃、ヴォルフガングやグレンたちに『弱そう』『まるでなってない』と、密かに思われていたあれだ。






「あ、あんた！　変なこと考えてないでしょうね!?　おじ様に何かしたら承知しないわよ！　タガートのおじ様はね奥方様が神経質だし、最近お嬢様が反抗期でお疲れなんだから、おかしなことしたら私が黙ってないからね!?」

「……」






　武芸の嗜みも何もなさそうな、その貧弱な身体の構えに、ブレアが再び薄く笑う。その有り様は、どこをどう見ても〝勇者〟には見えず……国の王族としては悲観してもよさそうなものだったが──……何故か笑えてしまった。






「……いいから座れ」

「う」






　ブレアが座ったままエリノアの手を取る。引かれたエリノアは、彼の傍に倒れこんだ、が……地面の草の上に膝がつく寸前に、これまたさり気なく、ブレアの大きな手に身体を支えられた。そして男の隣に腰をふわりと下ろされる。






「…………」






　その強引だが、どこか丁寧な一連の仕草にエリノアは一瞬どきりとする。見ると、エリノアを解放した〝ブレアなグレン〟は澄ました顔をしている。






「………………つかぬことを聞くけど……あなた、結構……」

「？　結構、なんだ」

「いえ、なんでも。そうよね、悪魔だもん。淫魔来い来いとか言ってたくらいだもんね……」






　そりゃ女のあしらいにも慣れているはずだよね、と一人納得しているエリノアに、今度はブレアが眉をひそめる。






「淫……おい、やめろ。若い娘が言う言葉か？」

「はぁ？　言ったのはあなたでしょう!?」






　むっとしたように返してから──あれ？　とエリノアが眉間に怪訝そうな縦じわをつくる。






「……え？　あれ？　あの……もう一回……つかぬことを聞きますけど……あなた、猫（グレン）……よ、ね……？」

「…………」






　一抹の不安を覚えたような顔で見上げられたブレアは、そのまるい緑色の瞳を見返した。

　どう答えたものかと考える。

　嘘はつきたくない。だが……この勇者は必ず得なければならない。

　その為には……ここでむざむざ逃げられるわけにはいかなかった。

　もし逃がしてしまえば、娘はこのまま王都から行方をくらませてしまうかもしれない。






　……と、その時、ブレアの思考の間をどう取ったのか。娘の顔色がさっと白くなった。

　彼女の身がわずかに後ずさりしようとした瞬間、ブレアは思わず──手を伸ばした。

　……気がつくと、先程娘がして見せたように、彼女の手を握っていた。






「……ああ」






　嘘をつくのは忍びない。

　が、……ブレアは──頷いた。






「……ああ、猫だ」

















25　姉上












　ブレアが自らを〝猫〟だと偽った後──

　そこから、長々としたお説教タイムがはじまった。






　その全てが、ブレアにとっては意味の分からぬ他人への苦情ではあったのだが……エリノア・トワインという娘の人となりをつかむため、ブレアはそれを辛抱強く聞いていたのだった。






　娘はとにかくよく喋った。よくもまあそんなに言葉を並べられるなと感心するほどに。

　そのほとんどが彼女の弟に関することのようで、話の中から、ブレアは彼女の弟が〝ブラッド〟という名前なのだということを知った。

　やれ可愛い弟の前で物騒な話をするなだとか、家に住みたいならブラッドの為に自分たちの毛ぐらい自分たちで掃除しろとか。

　そうして一頻ひとしきり弟のことを話し終えると、今度は将軍タガートの話がはじまる。

　おじ様には大恩があるから、迷惑をかけられない。奥方様にも弟を紳士にするとか言っておいて道を外させるわけにはいかないのだと、くどくどくどくど続ける。

　それがすむと、ようやく気がすんだらしい娘は少し落ち着きを取り戻して、ブレアをジロジロ見ながら言った。






「……よく見たら……やっぱりあんまりブレア様には似てない気がしてきた……」と。






　ブレアは呆れてしまった。正真正銘、自分はブレア本人であるというのに。






「……お前は……いったいどこを見ているのだ？　どう見てもそのものであろう」






　言われたエリノアは首をかしげる。






「そうかしら……ブレア様はもっといつも怖い顔だったような……目も、もっと尖ってたと思うわ」






　エリノアの印象では、第二王子ブレアはもっと険しい顔つきだったような気がして。今は、その雰囲気がどこかまるい。

　……と、言っても、上級侍女でもないエリノアは、そんなに第二王子の間近に上がったことはないのだが。






「……やっぱり見た目が同じでも、中身がビシッとしてないと引き締まらないのかしらね？　中身、猫だもんね」

「……お前……」






　と、呆れたような顔をするブレアに、エリノアが「あれ？」と声を上げる。






「ところで……さっきから、私のこと……〝お前〟って呼ぶのね？〝姉上〟って呼んでたのに……」

「！」






　不思議そうな言葉に、ブレアは口を噤む。

　エリノアは黙りこんだブレアを見て「さては」と、心外そうな横目を向けながら言う。






「あなた、今はブラッドの前でもないし、こんな女どうでもいいやとか思ってるんでしょう……？　はー全く……気持ちがいいくらい裏表があるんだから……」






　そうあからさまだと怒る気も失せるわと、エリノアはため息をついている。

　その顔を見たブレアは、微妙な顔をしたまましばし無言だった。……が、ブレアは、そこで苦渋の決断をした。

　それは……偽るのなら、せめて徹底しなければ……という彼の生真面目さが出た結果なのだが……。

　彼は横を向いて、ぼそりとこぼす。






「……あ…………姉、上……」

「……へ？」






　その言葉にエリノアが顔を上げる。

　見ると、ブレアはどこか渋い顔をしてそっぽを向いている。

　ブレアとしては──身内にも姉と呼べる人はおらず、「姉上」などとは誰のことも呼んだ経験がない。ましてや……エリノアは、見るからにブレアよりも年下である。

　常日頃、王族として人の上に立つことの多いブレア。そんな彼にとって、まだよく知りもしない娘を、そのように気安げに呼びかけるというのはひどく気恥ずかしいことであった。

　……のだが……。

　エリノアにはそれが伝わらなかった。

　何せ、エリノアはブレアの中身が、羞恥もクソもないあの黒猫だと思っている。

　だから、その男が、今、何故、何かに耐えるような顔をしているのかがエリノアにはちっとも分からない。






「え……？　なんで今更そんな……死ぬほど言いたくなさそうな顔……別にもういいんだけど……そんな顔してまで姉上とか呼んでもらわなくても……」

「……」






　そう言ってやると、ブレアは苦虫を噛み潰したように、気まずげな顔をする。






「??（……何なの？）」






　エリノアは怪訝そうにしながらも、それで、と切り出す。……話を変えなければ、男は壮絶に居心地が悪そうだった。






「あなたがしたい話ってなんなの？　ブラッドのこと？」

「……いや、どうすれば、おま…………姉上の、協力を得られるかという話がしたかった」

「私？」






　ブレアが咳払いをしながらそういうと、その言葉にエリノアが首をかしげる。

　もちろんブレアが言っているのは、〝聖剣の勇者〟としてエリノアに力を借りたいという話である。が、エリノアは、それを〝魔王の姉として〟という意味だと受け取った。






「そうねぇ……ひとまず……ブラッドの安全を確保しないと。何を置いてもそれが第一よ。それを考えると、王都にはもう……いられないかもしれないわね……聖剣のことで国に閉じこめられても困るし……」






　疲れたように言う娘に、ブレアは問う。






「……聖剣を、手に入れる気はないのか？　国の勇者として」






　すると、エリノアは嫌そうな顔をする。






「だって、ブラッドの傍に置いておけないでしょう？　聖剣ってなんか（ブラッドの）身体に悪そうじゃない……」






〝魔王〟と〝聖剣〟、〝魔〟と〝聖〟。いかにも相性は悪そうだ、とエリノアは心の中で思った。

　しかし、その意味がつかめないブレアは首をかしげる。






「？　身体に？」

「だって、〝聖〟ってくらいだし……何よ？　もしかしてあったら何かの役に立ちそうとか言いたいの？　聖剣を盾に取って国を強請ゆすれとか言うんじゃないでしょうね!?　私、嫌よ。家にある刃物は包丁とハサミだけでいいわ。あ、あと草刈り鎌」






　ジロリと睨まれてブレアは黙りこむ。聖剣の力が強烈そうだから人体に影響がありそう、という意味だろうか、と考えていると、唐突に、娘が地面に寝転がった。






「あーもう、本当になんでこんなことになっちゃったんだろう……」






　草の上にごろんと身を投げ出すように寝転んだ娘は、盛大なため息を空に向けて吐き出した。その顔が深い苦悩と疲労に満ちていて、ブレアは思わず問う。






「……疲れて、いるようだな……」






　すると彼を未だ〝魔物のグレン〟だと思っている娘は、両手足を放り出したまま、ムッとして鼻息を噴き出す。いかにもやってられないといったふうである。






「ええ、ええ、げっそりですよ。昨日の夜はあなたたちが家にいると思うと怖くてあんまり眠れなかったし……、お給金貰わないと生きていけないっていうのに、王宮ではブレア様が待ち構えていそうで怖いし……その上あんたときたらブレア様の格好になって脅かすしで……寿命が十年くらい縮んだ気がするわ！」






　むすっとしてそう言ってから。

　ふと……空を見上げたままのエリノアの顔色が沈む。






「……姉上……？」

「……せっかく……試験にも受かったっていうのに……不出来な部下の合格を、ほんのついこの間喜んで下さった侍女頭様に、お暇をくださいって言いに行かなきゃならないなんて……」






　それは何年もかけてやっと達成したものだった。伯爵家の娘として育ち、初めは掃除すら上手くできなくて。そんなエリノアを、独り立ちできるよう厳しく仕こんでくれたのが侍女頭だった。

　──悔しかった。






「……」






　それきり黙りこんで。高い空の上を流れていく雲を、ぼんやり眺めている娘を……ブレアはなんともいえない気持ちで見つめた。その横顔からは、娘の遣る瀬無さがひしひしと伝わってくる。

　懸命に取り組んだ物事が無に帰す虚しさは、国の統治の一端を担うブレアにも、よく分かった。

　聖剣の勇者は必ず得なければならない、と思いながらも──ブレアは娘を不憫に思った。

　何か言わねばと思い、娘の顔を覗きこむ。と……。






「……おい、姉……」

「ねえ、ちょっと……猫になってくれない？」

「…………は……？」






　真顔で見上げられ、ブレアが身を仰け反らせる。言われた言葉の意味が分からなくて、唖然と娘を見下ろすと、娘は「だって」と、口を尖らせる。






「言わせてもらうけど、私のこの疲れの原因の半分くらいはあなたのせいじゃない!?　私、今物凄く心が荒んでいるわ……このままじゃ私、自暴自棄になって、王宮の中を大声で喚き散らしながら走り回ったりしかねないわよ!?　そんなことになって私が王宮の衛兵とかに捕まったら、あんただってブラッドに物凄く叱られるんじゃないの!?」

「…………、…………」






　まくし立てるエリノアに、ブレアは思わず言葉に窮して押し黙る。と、そんな青年を、エリノアは、「さ、」と促した。






「ほら、ちょっとふかふか猫になってごらん？　豹でもいいわ。ちょっともふもふさせなさいよ」

「な、な、何……？」






　普段はかなり冷静なはずのブレアが動揺している。娘の言っていることが一ミリも分からなかった。

　見れば、うっすら涙の溜まった娘の瞳は思い切り据わっていて。ブレアは思った。もう既に、この娘、自暴自棄になりかけているのでは、と。

　すると唐突に、エリノアが……よいしょっ、とブレアの膝に己の頭を乗せた。その行動にギョッとして、ブレアは言葉をなくして固まった。






「…………………」

「さ、今朝あなたも言ってたでしょ？　私、確かに今、人間の男性より猫を求めてるみたい。大型犬とか猫の柔らかい腹毛に顔を埋めたら、気持ちよくって超絶癒される……て、この前リードが言ってたの。この際だから私やってみたい。それくらいいいでしょ？　さ、どうぞ」

「さあどうぞ!?　どうぞとは!?」






　ついに戸惑いに声を上げたブレアに、エリノアは真顔で続ける。






「往生際が悪い。どうせあなたたちには羞恥心とか常識だとかは関係ないんでしょ？　さ、協力していこうじゃないの悪魔さん。ブラッドの傍にいたいなら、絶対、私の協力は必要だと思うわよ？」

「っ!?」






　さ、頑張って！　と……言うエリノアのわけの分からない励ましに──ブレアは気が遠くなった。






　──その時だった。






　突然二人の周りに暗い影が過ぎって行った。

　エリノアは、鳥でも飛んで行ったのかと空を一瞬見上げて──……だが……変化は地で起きていた。

　エリノアが放り出した足の傍に、ぽっと小さな黒い炎が湧き上がる。

　それは草の上を燃え進むようにして地面を這い、二人の周りに静かに奇妙な紋様を描いていく。






「っ!?　これは……」

「え？」






　そのことに一早く気がついたブレアが身構えてエリノアと共に立ち上がろうとしたが──時は既に遅く──……。

　紋様は一瞬にして二人を囲む円となり。二人は立ち上がる間もなく、次の瞬間──眩暈のするような浮遊感に身を襲われる。






「なっ、に……!?」






　渦に飲みこまれるような感覚に、エリノアは呻いて。思わず頭を乗せていたブレアの膝に縋るように顔を埋めた。と、その肩に重みを感じる。

　けれども、それがなんなのか確かめる前に、次の一瞬、さっと、周囲の空気が変わる。






「っ……」






　浮遊感から解放されたエリノアは、眩暈の名残にくらくらしながらも、恐る恐る……瞳を開く。

　と、すぐに己に覆いかぶさっている誰かの身体が見えて──それが、先程から共にいる、王子の姿に変化した黒猫のものだと察する。

　男はエリノアを庇いながら顔を上げて──何かを見ているようだった。






「……何者だ……」






　ブレアの低い声がする。

　その緊迫した響きに戸惑う。誰かが傍にいるらしいが、庇われたままのエリノアには、それが誰かは見えなかった。

　あのグレンが警戒するような相手とはいったい──と、エリノアは身を固くするが……──次の瞬間、聞こえてきた地を這うような声に……彼女は、己が耳を疑った。






「……お前こそ、誰だ……」






　冷たく答える声にエリノアが「えっ」と、短い声を上げる。

　驚いた──聞き間違えようがなかった。それは──。










　──ブラッドリーの、声だった……

















26　転送魔法と二匹目の黒猫












　草を焼いて描かれていく紋様を目にした時、ブレアはそれが転送魔法であることにはすぐに気がついた。

　しかし、術の完成は異常に速かった。それは今までブレアが見てきたどの魔法使いの術よりも速くて──。

　彼が膝の上の娘を引き起こそうとした時には──二人は共に術の激流の中に飲みこまれていた。






　ブレアは咄嗟に己の膝の上に乗っていたエリノアの頭を抱えこむ。縋り付かれるような感触もあった。

　数秒の後、ふっと浮遊感が消えて。






「っ、」






　瞬間空気が変わったのを感じた。






（いったいどこへ……）






　ブレアは顔を上げようとして、腕の下で震えているものに気がついた。腕をわずかに緩め、その隙間から一瞬だけ顔を見る。膝にすがりついた娘は、怯えてはいたが大事はなさそうだった。ブレアはほっとして。それから周囲に視線を走らせた。






　──古い木造の壁、深緑色のカーテンの開けられた窓、木の椅子とテーブル。そして──

　扉と、それを開いて、今まさに──そこをくぐろうとしていた──少年。

　少年は、一瞬、利発そうな瞳を見開いて、ぽかんとこちらを見ていたが──次の瞬間ブレアの下で娘が呻いた声を聞いて、その表情が激変した。

　突然禍々しい気配が周囲を満たして。ブレアは瞠目どうもくした。

　カーテンの開け放たれた室内は、日中の光が射しこんでいて明るいはずなのに、重苦しい空気に満たされた室内は何故か暗い。身体にはまるで重石を乗せられたかのように何かがのしかかる。






「……何者だ……」






　重みに堪えながらそう問うと、凍てつくような冷たい瞳に睨まれる。






「お前こそ誰だ」

「……」

「今すぐ……姉さんから離れろ」

「……姉、さん……？」






　つぶやいた途端、上からぐわりと、何かに身体がつかまれたような気がした。






「っ!?」






　まるで、大きな何者かの手に鷲掴みにされているかのようだった。

　ブレアはそのまま壁に向かって叩き付けられて床に落ちる。と、それに気がついた娘が目をまるくして悲鳴のような声を上げた。






「猫っ!?」






　声を聴きながら──ブレアはどこかで、ここでもそう呼ばれるのか、と何故かおかしく思った。するとその間に、娘は彼に駆けよってきて、ブレアの顔を覗きこむ。






「ちょ、大丈夫!?　今の何!?」

「……大丈夫だ……受け身はとった」

「……ほ、本当……？　思いきりぶつかったように見えたけど……小さな猫の身体じゃなくて本当によかっ……て、あれ!?」






　そこで娘が周囲を見て、素っ頓狂な声を上げた。






「ここ……私のうち!?　な、何で!?」

「お前の、家？」






　その言葉に、ブレアが体勢を整えながら怪訝そうに眉を動かす。ブレアの問いに、エリノアは彼をグレンであると思いこんでいることも忘れてぶんぶんと頭を縦に振る。

　そこへ静かな声が響いた。






「姉さん……」

「あ！　そうだブラッド!!」






　途端、ついさっき弟の声を聞いたことを思い出したエリノアが弾かれたように振り返った。そしてそこに彼が立っているのを見て、ほっと肩で息をつく。






「ブラッド……良かった」






　どうして王宮にいたはずの自分が家に戻ってきてしまったのかは分からなかったが、ひとまずブラッドリーが何事もなくそこにいることにエリノアは安堵した。そうしてエリノアがブラッドリーの傍に行こうと腰を浮かせると、それをブレアが引き止める。






「？　猫？」

「行くな、あいつは危険だぞ」

「へ？」






　その言葉にはエリノアがきょとんと瞬いた。ブレアはブラッドリーを、警戒するように見ている。が……。

　危険も何も、あんた、ブラッドの手下じゃないのよ、と……未だ勘違いしたままのエリノアは変な顔をする。だいたい危険もクソもない。弟たちの言い分を信じるとすれば、相手は魔王なのだから。






「……何言ってんの、今更分かりきったことを……」

「分かりきったこと？」

「だから──わっ!?」






　理解できないという男の顔に口を開きかけたエリノアは、唐突に後ろから腕を引かれ体勢を崩した。






「……姉さん、説明して」

「ブラッド……」






　エリノアはブラッドリーに引きよせられていた。エリノアを呼ぶも、ブラッドリーはブレアを睨んだまま視線を動かさない。






「姉さん、あいつは誰？」

「え？　誰って……」

「どうして膝に頭を？」

「どうしてって……」






　戸惑ったように答えると、やっとブラッドリーがエリノアを見た。その瞳には、怒りの色が見て取れる。なんだか分からないが、弟がとても怒っていることを悟って、エリノアはもしかして、とつぶやく。






「今の……ブラッドがやったの？　今、あの子が壁に飛んで行ったのは……」






　するとブラッドリーは冷えた目でエリノアを見る。






「それが何？　どこの誰かも分からない男と姉さんの身体を触れ合ったままになんかさせられるわけがないだろう？」






　尚も尖る視線にエリノアは首をかしげる。






「どこの誰かって……何言ってるの……？　あのね、あの子の膝に頭を乗せたのは私なの。ちょっと疲れたから……腹でも撫でてやろうかと……」






　そう言った途端、ブラッドリーがさらに表情を険しくする。






「腹を撫でる!?　姉さん、あいつとそんな仲なの……？　僕は……百歩譲ってリードなら許せるけど、リード以外の男は絶対に嫌だよ！」






　怒気を滲ませる弟の顔に、エリノアは困惑する。リードってなんだ。いや、もしかして、猫は猫でも、魔物の世界では勝手が違うのだろうか？　今朝、寝起きを襲撃された後も、エリノアはかなりグレンを撫でまわしたけれど、本人からは特に苦情は出なかったのだが。






「ぇえ？　あれ、ダメだった？　お腹くらい……普通よくない？　あ、そうか、喋るしね？　獣扱いはまずいの？」

「獣って……姉さん、本当に……あいつと何をしてたの!?」

「え？　だから、腹毛に埋まりたくてですね……」










「……」






　ちぐはぐな姉弟たちの言い合いに、ブレアは壁際で警戒した体勢のまま、ひとまず黙りこんでそれを観察していた。

　どうやらあの危険な気配のする少年が、勇者である娘の弟であるということは本当のようだった。ブレアは思った。






　……話が違う。






　娘の話では……弟は『賢くて素直で優しくて、国で一番可愛いらしい天使』……と、いう申告だったのだが……先程、エリノア・トワインの弟が見せた、ブレアに対する冷たい表情からは、可愛げなどは欠片も感じられなかった。






「…………」






　ブレアが見守る先で、姉弟は未だかみ合わない言い合いを続けている。






　──と、そこへ──するりと部屋へ入ってきたものがあった。

　──黒い、猫だった。






（……猫……？）






　猫は一度ブレアへ視線を向けると、にやりと笑い、姉弟のほうへしっぽを揺らしながら歩いていった。

　ブレアはそのどこか気取った動物らしからぬ表情に違和感を覚える──が……。

　ふいに、猫が「ふふふ」と──笑い声を立てた。






「いやぁ、姉上ったら、恋人ですか？　やりますねぇ」

「っ!?」






　突然喋り出した猫にブレアがぎょっとしている。

　ブラッドリーはその言葉に眉を顰めた。






「恋、人……？」






　ブラッドリーのブレアを見る視線に殺気が混じる。が、しかし。この場で今一番驚いているのは──エリノアだった。






「……へ……あ、れ……？」






　エリノアは現れた黒猫に、激しく瞬きをしている。






「家に行きなり男連れこんでくるなんてぇ。うふふふふふ。頑張れ姉上！」






　そう言いながらニヤニヤ笑いを止めない猫を──エリノアはブレアと何度も見比べながら──口をポカンと開けている。






「……ね、こが……二匹……？」

「…………」






　指差されたブレアは無言で沈黙する。娘の言う「猫」というのが、その黒猫のことだと察して、ブレアも黒猫をまじまじと見つめた。と、その時エリノアが「あ、分かった！」と手を打つ。






「白いのだ！　えーっと、ヴォルフガング？　な、何よ、驚かせないでよ！　猫じゃなくて犬なんだったら犬だって言ってくれればいいのに……！」






　と、一人そうかそうかと納得するエリノアを、ブラッドリーが彼女の背後から真顔ですぱりと切る。






「ヴォルフガングなら、今、外でリードに洗われてるよ」

「そうそう。あやつは毛並みが暑くるしゅうございますからねぇ」

「え……え……？　じゃあ……」






　これは誰……と、エリノアが恐々ブレアを指差した。顔からは、スー……と、血の気が引いて、指もわずかに震えている。






「ま、まさか……」






　口を戦慄かせるエリノアに、グレンがまたもや、にゃはっと小憎らしい顔で笑った。






「あれぇ？　姉上ったらぁ白々しい。もちろんご存知だったんでしょう？　そやつが、正真正銘この国の第二王子ブレアだってこと」






　その言葉を聞いて、エリノアの瞳がブレアを食い入るように見つめたまま点になる。






「………………へ…………？」






　──そう言ったきり、エリノアの時は止まった。

















27　のどかな魔将のバスタイム












　──同時刻。

　家の傍の水場では、男が楽しそうにその大きな犬の背を犬用ブラシで梳いていた。






「おー少し乾いてきた。フカフカしてきたなー」






　邪気なくリードに話しかけられている犬……こと、魔界の武将ヴォルフガングは──壮絶に微妙そうな顔をして耐えていた。……フカフカされるのを耐えていた。






「お前、案外筋肉質だなぁ」

「（……くっ…………）」






　気安い調子で身体を撫でられながら、そう言われたヴォルフガングは心の中で苦悩の声を上げる。

　魔王軍の中でも特に勇猛と恐れられた己が、間抜けにも、大きなタライの中に座らされ、泡だらけにされて。腹毛もしっぽの裏も……足裏の肉球と肉球の隙間までもをピカピカにされた。

　そこまでしてやっと終いかと思えば……ご丁寧に綺麗に爪まで切り揃えられる始末である。

　そして今、ぽかぽか日当たりの良い石段の上で毛を乾かしながら、全身の毛をリードによって整えられているヴォルフガングは思った。






（……屈、辱……）






　ヴォルフガングは犬の姿になりはしたが、何も犬扱いされたいわけではまったくない。






　しかし、そんなヴォルフガングの心中にはまるで気付かずに、リードは鼻歌交じりに魔将の背中をブラシで梳いている。なんとまあ、のんきな男だろうと思った。

　この男は今、己が何を毛づくろいしているのか分かっているのだろうか。

　やれやれ、とヴォルフガングはため息をついた。

　すると、リードの後ろにいたものが、驚いたようにヴォルフガングを指差した。






「にいちゃん！　犬がためいきついた！」

「ん？」

「…………」






　指された魔物は、今度はげっそり息を吐く。

　するとようやく飽きてくれたと思っていた子供たちが、再び周りに集まって来て。ヴォルフガングと傍にいたリードの周囲には、あっという間に小さな人垣ができていた。






（う、チビ共め……なんと弱々しい……くそ、苦手だ……）






　ヴォルフガングの三角の耳がやや後ろへ倒れる。

　この子供たちは、この近隣に住む子供たちだった。

　こんな通りの傍で、近隣住民の人気者、皆の兄ちゃん的存在モンターク家のリードが、この辺りでは珍しい立派な大型犬を洗っているとあって……近所の家からは、彼と親しい住民たちがどんどん、どんどん集まって来た。

　見知らぬ人間たちに囲まれて、毛を洗われ、物珍しそうに次々と頭や毛並みを撫でられたヴォルフガングは、非常にうんざりしていた。

　いや、大人たちはまだいい。年配のいかにもお節介そうな婦人や、犬好きそうな老爺、リードに気がありそうな若い娘たち──は、まだ分別がある。

　それよりも、ヴォルフガングが大いに戸惑ったのは──

　リードの周りにいる、はち切れんばかりの好奇心で瞳を輝かせた子供たちである。彼らにとっては、泡だらけの巨大犬の存在は猛烈に面白いものだったらしく……ヴォルフガングは、先程まで彼らに揉みくちゃにされていたのだった。

　けれども。飽きっぽい子供のこと。しばしは嵐のように撫で回されて、しかし、それで気がすんだらしい子供たちは、別の遊びに興じはじめていたのだが……。






　ヴォルフガングの犬らしくない疲れたため息が、再び彼らの興味を引いてしまったらしい。

　そうして図らずも、再び無垢な興味を復活させてしまったヴォルフガングは、内心で、「うっ」と呻いた。ため息くらいの、いったい何が面白いのだ、意味分からん、と。






「にーちゃん、にーちゃん、おれも犬にブラシしたい！」

「わたしもやってみたい！　貸して貸して！」

「おれが先!!」






　えー!?　……と、耳の傍で劈つんざくような声を聞かされたヴォルフガングは……心底やめてくれと思った。

　子供の相手などしたことがない。何より子供の身体はひ弱そうで……己がわずかでも動けば捻り潰してしまいそうで怖かった。

　しかし、そんなヴォルフガングの願いも虚しく、リードはにっこり笑ってねだってくる子供たちにブラシを渡してしまう。






「はいはい。優しくするんだぞ」

「!?」






　それからヴォルフガングの前にしゃがみこんだリードは、魔物の黒い鼻頭の間近に顔を突き合わせると、もっふりした両頬を手で挟み、言い聞かせた。






「ヴォルフ、大丈夫だぞ、こいつら怖くないからな」

「…………」






「お利口にしてるんだぞ」と、にっこり爽やかに微笑まれた白犬は……げっそりしながらも、その場から動くことはしなかった。

　──何せヴォルフガングは、先ほど、主ブラッドリーに「リードに逆らうな」と命じられている。激恐ろしげな威圧も添えられて……。

　ヴォルフガングとしては、無闇に主の意向に逆らうわけにはいかなかった。

　どうにもこの人の良さそうな青年は、主の厚い信頼を得ているらしい。ヴォルフガングは……今度は子供たちにばれないように、小さく小さくため息を零すのだった。






　そんなふうに魔物を激烈に疲れさせているとも露知らず……子供たちは、リードからブラシを受け取ると、途端にヴォルフガングの周りにわらわらと群がってきた。思い思いに小さな手を伸ばし、柔らかな毛並みを堪能する。毛並みをつかまれたり引っ張られたり……ヴォルフガングのこめかみがピクピクと動いた、が……。






「（う、陛下陛下陛下……陛、下……ブラッドリー陛下っ）」






　何かの呪文のように、延々と敬愛する主人のことを考えて。彼はひたすら耐え忍ぶ。

　そんな──子供たちに抱きつかれても、しっぽを引っ張られても。ひたすら岩のように耐えているヴォルフガングを見たリードは、「随分と我慢強い犬だなぁ」と密かに感心していた。

　この犬ならブラッドリーの傍にいても大丈夫かな、とリードは思った。






　と、不意に、地蔵のように動かないヴォルフガングをいいことに、子供の一人がその大きな背中によじ登りはじめた。毛並みをつかんで引っ張るもので、さすがのヴォルフガングもぐらぐらと身体を傾かせている。






「（お、おのれ、人間の子め……我が背に跨ろうとは……!!　陛下に向ける我が忠心を試しているのか……!?）」（違う）






　思わず唸り声をあげそうになった時、「おっと」と、リードがヴォルフガングの背の上から子供を抱き上げた。






「おいおい……お前たち、あんまり無茶するな。ヴォルフが困ってるぞ」

「えー？　だって、ぜんぜん吠えないよ？」

「でもダメ」






　リードはにっこり笑って、その男の子を肩に担ぎ、さりげなくヴォルフガングの頭をそっと撫でた。






「…………」

「ほら、代わりに俺が少し遊んでやるから。な？」






　肩車された子供は、きゃっきゃっと声をあげてはしゃぐ。それを見た別の子供たちが、我も我もとこぞってリードの足元に集まって、ヴォルフガングはやっと解放されてほっと安堵する。






（助かった……これでやっと陛下のお傍に行ける……）






　ヴォルフガングはこの時初めて少しだけ、リードに感謝した。

　ちらりと様子を窺うと、青年は子供たちを相手に楽しそうに遊びはじめ、「親父にサボってるって怒られるなー」と、笑い声を上げている。

　今が好機とヴォルフガングはその隙に、賑やかな人々の輪をこっそりと離れていく。と──。






　慎重に数歩あるいたところで、ヴォルフガングの足がギクリと止まる。






「っ!?」






　瞬間的に、ゾッとするような重い気配が空気の中に混じって行った。






（……これは……）






　強烈な、闇の気配だった。

　ヴォルフガングの魔物の目を通すと、周りの景色に赤黒い煙のようなものがはっきりと見えた。

　周囲では──それが目に見えないらしい人々も、それでも何かを感じるらしく……手をこすり合わせたり、腕をこすったりと……悪寒に身を震わせている。






「あれ……？　急に気温が下がったな……」

「にいちゃん寒い……」






　子供がそう訴えると、リードは彼を肩から降ろし、子供たちに早く家に帰るように促した。






「どうしたんだ、これは……」






　季節に見合わぬ寒さに、リードは怪訝そうに周囲を見回している。けれども、ヴォルフガングには、その原因がすぐに分かった。






（……っ、陛下か！）






　視線を気配の根本に走らせると、それは、やはりエリノアと彼の主人の家であった。

　ヴォルフガングは脚に力をこめて地を蹴った。






「ヴォルフ!?」






　背後で青年の声がした。だが……ヴォルフガングは振り返ることもなく、主人の元へと急ぐのだった……。


























　──私は……いったい何をしましたか…………。






　真っ白な頭の中で、エリノアは懸命に思い出そうとしていた。






　彼女がずっと行動を共にしていた男は、魔物グレンの悪ふざけの変化──……などではなく。

　本物の、ブレア王子だった──……。

　そう知らされたエリノアは、己の所業を思い出そうとしたわけだ。

　なんだか非常にまずいことをたくさんしてしまったような気がして……。

　だが、焦れば焦るだけ頭の中は混乱した。それともただ単に、思い出すのが怖いのか──。

　ただ……断片的に、〝窓からの逃走の強要〟とか……〝膝枕〟とか……〝猫になれ〟と言ったことなどを思い出し──。






「……意味が分からないっ!!」






　エリノアは、己の行動に激しく突っこみ、ついに呻きながら頭を抱えて床に崩れ落ちた。






「うぅ……し、死にたい……いや、処刑される処刑される処刑されてしまう……王子の腹毛に埋まりたいって……変態かっ!!」

「姉さん！」






　ぁあああっ、と、床に沈んだ姉に、ブラッドリーが慌てて駆けよってその肩を抱く。

　しかし、姉からの反応は鈍く、その顔色は今にも爆発しそうに赤い。






「姉さん顔色が……大丈夫!?」

「後悔です……後悔と懺悔の赤色です……」






　今にも気が遠くなりそうだと言わんばかりの表情を見たブラッドリーは──険しい顔で金の髪の青年を睨む。






「……姉さんに、何をした……」






　その双眸の暗さには、娘の様子に幾らか罪悪感を覚え、駆けよろうとしていたブレアも思わず足を止める。






「何をしたんだ!!」






　瞬間、逆巻く風がブレアに向かって叩きつけられた。






「!?」






　ブレアはその風圧を腕でしのいだが、身体には無数の傷が走った。赤い液体が床に散って、その鮮明さにエリノアがハッと我に返る。






「ブラッド!?　やめなさい!!　ダメよそんなことしちゃ!!」

「……っ」

「ひぃいブレア様！」






　王子の腕から滴る鮮血を見て、彼に駆けよろうとする姉の姿に、ブラッドリーは鋭く配下の名を呼んだ。






「グレン！」

「はいはいはーい、ただ今～♪」

「っ!?」






　呼ばれた黒猫はエリノアの前に躍り出ると、するりと変化を解いて。進路を塞がれたエリノアが瞬きする間に、グレンは黒いしなやかな豹の身体に戻っていた。

　そして、青い瞳の黒豹は、エリノアの身体を軽々と抱き上げる。






「さ、姉上……ここは危ないですからね」






　にっこり微笑まれたエリノアが目をまるくする。






「あ、んた!!　こら離せ!!　ブラッド！」

「あいたたた……姉上乱暴……もー大人しくしてくださいよぉー」






　怒ったエリノアに、少しまるみのあるネコ科特有の耳を引っ張られたグレンが、薄笑いで抗議の声を上げている。が、エリノアはそれをまるっと無視した。

　抜け出そうと足掻くも……しかし、短い毛に覆われた黒いグレンの肢体は、しなやかな見た目に反してかなり力が強かった。

　ブラッドリーはグレンに捕らえられたエリノアを一瞬だけ見ると、スッと姉から視線を外し、ブレアを睨みつける。






「姉さんはそこで大人しくしていて。僕は、こいつに事情を聴かなきゃならない」

「ひっ」






　王子を〝こいつ〟呼ばわりしている弟に、エリノアが青ざめて悲鳴をあげる。

　が、ブレアを見るブラッドリーの緑色の瞳は、徐々に刺々しさを増していって。それは姉であるエリノアですら怯ませるものがあった。エリノアは不安に駆られる。このような敵意を向けては、王子はどんなに不快に思うだろうと思って──。

　しかし、睨まれている当人ブレアはといえば──非常に落ち着いてブラッドリーを注視していた。取り乱すでもなく、怒るでもなく。警戒はしているものの、状況を注意深く見定めようとしている顔は冷静そのものである。

　ブレアから見ても、少年の様子は尋常のものとは思えなかった。呪文も唱えず行使された先ほどの力がいったいなんなのか。今、己が対峙する者が何者であるのかということを探らんと……男はじっと姉弟のやり取りを聞いている。






　そんな対峙する二人を見て、グレンがまたもや愉悦を含んだ声を出す。






「よしよし……いい具合に陛下の怒りが膨らんでますねぇ」

「のんき!!　ブラッドが不敬罪に処されたらどうしてくれるの!?」






　このままではまずい。非常にまずかった。自分が言うのもなんだが、ブレアは王族であり、一般庶民に無礼が許される相手ではない。

　おまけに弟が〝魔王〟だなんてことがブレアにバレてしまったら、話はよりややこしいことになってしまう。

　焦ったエリノアは……一瞬奥歯を噛んで。それから意を決して、己を拘束するグレンの腕に──思い切り、噛み付いた。






「！　……おや」






　が……しかし。

　決死の覚悟で噛み付いたというのに……。

　黒豹はにやりと腕の中のエリノアを見下ろすと、彼女の耳もとにふわりと息を吹きかける。






「姉上……私……マゾッけありますよ……うふふ」






　…………全然ダメだった。






「……くっ」






　こんな状況下でなんだが……エリノアは壮絶にムカついてしまった。

　しかしグレンはエリノアの焦りや腹立たしさも意に介さず。飄々と笑う。






「だいたい何言ってるんですか？　この場には陛下より高貴なお方はおりません。見てください、あの美しい魔力を。もうすぐ再び魔界への道が開きますよ」

「はぁ!?」






　グレンが指差すほうをエリノアが慌てて見ると、ブラッドリーの足元だけが不自然に暗い。それは明らかにただの影ではなかった。

　影は、油を流された水面のように毒々しく照り光り、そこから赤黒い煙のようなものがじわじわと流れ出る。

　グレンはうきうき声を弾ませた。






「さぁて、誰が来るかなぁ～♪　今度は私なんかよりもっと屈強で邪悪な配下が来るといいですねぇ、姉上」

「じゃ!?　ば、ばか!!　やめさせてよ！」






　グレンの言葉にエリノアが暴れる。こんな性悪猫より邪悪なものが現れたりしたら手に負えないと思った。

　が──楽しそうな黒豹は取り合わず、腕の力も少しも緩まなかった。






「──っ、っ！　ブラッド!!」






　堪らずエリノアが叫んだ、その時──。






　黒煙から、闇色の塊が──二つ、飛び出してきた。

















28　恐怖の黒豹












　もし、彼が一番怒りを感じるとしたら。それは姉に何かがあった時──それ以外にはない。






　この時の感情は……ブラッドリー自身も、戸惑いを感じるほどの強い怒りだった。

　これまでは、様々な理不尽に対して、ブラッドリーはずっと我慢をして生きてきた。

　……いや、生きてきたなんて実感出来ぬほど、それは悲惨だった。

　身体は人よりも弱く、病と縁が切れない。外出どころか、寝台から離れることもままならない。そしてそこに向けられるのは、他人からの無情な風あたり。

　もちろん哀れんで手を貸してくれる者もいる。だが、現実には病原菌などと言われて忌避されることのほうが多かった。






　それでも彼はずっと我慢しなければならなかった。

　どんな理不尽に晒されても、病弱な身では寝台の上でただ耐えるしか方法はない。

　それに、もし彼が己の人生を嘆けば、支え続けてくれている姉を悲しませるのだとブラッドリーにはよく分かっていた。

　そんなことはできない。

　姉のエリノアが、己のせいでずっと重圧を背負って来たことは、彼にもよく分かっていたから。






　──家が没落する以前から、トワイン家の次期当主となるべきだったブラッドリーは、生来健康体であったことなど一度もなかった。

　当時、彼を診ていた医師からも、早々にそう長くは生きられないだろうと宣告されていて。

　それゆえ伯爵は、家を存続させるためには、長女であるエリノアに爵位を継がせるしかないと考えていた。

　この国では、親の爵位はまず男の長子に行くことが定められてはいるが、女子がそれを受け継ぐことも可とされている。

　その為にと伯爵は、早い内からエリノアに厳しい教育を施しはじめる。読み書きから、領地経営や社交界での振舞い方まで。女である以上、淑女としての嗜みも欠かすことはできなかった。

　だが残念なことに、元々奔放な性格のエリノアは、座学の類いがとにかく苦手で。明らかに、それらは彼女の肌にあうものではなかった。

　だが、父がつれてきた教師達は、毎日姉に、息つく間もなくそれを課す。それは彼女にとって苦痛の日々だったに違いない。

　けれども当時将軍の側近として働いていた父はとても忙しかった。

　早くに母を亡くし、本来なら外で働いている父に代わり、家の中を取り仕切るはずの存在を欠いていたトワイン家では、ブラッドリー以外は誰も、幼いエリノアが受ける苦痛には気がつかなかった。

　そして結局は──姉にのしかかる重圧に気がついたとしても、病床につくブラッドリーには姉を支えることはできなかった。日に日に姉が疲弊した様子を募らせていっても、姉のためにブラッドリーができることは何もなかったのである……。






　──それが……ずっとずっと、悔しかった、と、彼は涙を散らす。






　──でも、もう違うと、ブラッドリーは思った。

　すると、そうだと応じる声が聞こえる。






　──もう我慢しなくてもいい。

　──私はもう、ひ弱なブラッドリーではない。

　──理不尽を打ち砕くことも、姉を守ることもできるはずだ。怒りを抑えることはない。






　声に誘われるようにして、怒りはどんどん酷くなる。






「……私の姉に、お前は何をしたんだ……？」






　自らの口から発せられた言葉を、ブラッドリーは、どこか自分の声ではないようだと思った。

　視界がやけに赤暗くて、怒りは冴え冴えと感じるのに、何故か眠りに落ちていくように頭が鈍くなっていく。

　自分の中にいる、自分と感覚を共にする誰かがひどく荒ぶっている。……ブラッドリーはどこか、置いてきぼりにされたように、激しい怒りの中にポツンと一人包まれていた。

　その誰かはブラッドリーと同じく強く姉を愛していたが、感情の苛烈さが彼とはまるで別物だった。

　優しい世界そのものとして姉に親愛を向ける己とは違い……〝誰か〟は、世界を一面焼き払ってでも、そこに姉さえいればいいという、極端で、危うい情を抱えている。

　──その危うさは今──怒りとなって、姉と共に突然現れた男、ブレアに向けられていた。






　……このままではダメだ、そう思うのに。

　その〝誰か〟の意思はひ弱な彼が太刀打ちするには強大過ぎて。

　ブラッドリーは恐れた。このままでは、自分という存在は、この〝誰か〟の苛烈さに吞みこまれ、かき消されてしまうのではと。






　耳には、己の喘ぐ声しか聞こえなかった。

　ブラッドリーの視界は徐々に黒く闇色に塗りつぶされていく。──もう、姉の姿すらも、朧気にしか見えなくて。






　──

　──消える。






　──姉さん……






　微かに口を動かした、その感触すらも遠く感じ──……


















　そこへ──斬りこむように声が届く。






「──ブラッド!!」






　──まるで闇の底に、さっと光が差しこんだかのようだった。






　その声に、ハッとして。闇が祓われたように、ブラッドリーの意識が鮮明になる。

　すると──グレンに引き留めさせていたはずの姉の顔が目の前にあって。泣きそうな緑色の瞳が見えた。

　姉は己の両頬を挟んで必死で自分に呼びかけていた。叫んだ拍子に涙が溢れて、ブラッドリーの痩せた頬に落ちた。






「……姉さん……」

「しっかりして、乱暴なことをしてはダメよ！」

「あ……」






　気がつくと、空中にブレアが吊り上げられていた。苦悶に満ちたブレアの顔に驚くが、同時に、それを己がやったのだという確信もあった。

　そう察した瞬間、ブレアが床の上に落ちる。

　糸が切れたように床に転がったブレアが咳きこんでいるのを見て、無事だったのかと、エリノアはホッとしたように息を落とし……呆然と立ち尽くす弟の顔をもう一度覗きこんだ。






「ご、めんなさい姉さん……僕はまた……」






　頭を抱えてうつむいたブラッドリーの頭をエリノアはそっと撫でる。






「いいから今は落ち着いて……ブレア様はね、私にひどいことしたわけじゃないわ……どちらかというと私がセクハラしちゃったというか……と、とにかく、落ち着いて。ね？」

「……」






　きちんと説明するからと真剣な顔で言う姉に、ブラッドリーは──無言で頷く。






「……ああ、ブレア様の様子も見てこないと……すみません、おじいさん。悪いんですけどブラッド見ててくださいね」






　エリノアが誰かに話しかけて。それに「御意」と答える声があった。






「…………おじい……さん……？」






　不思議に思ったブラッドリーが顔を上げる。と、姉が離れていくのと入れ替わりで、彼の傍にぬっと何かが現れた。






「陛、下……」

「お、前は……」






　傍に迫って来た──その老人に、ブラッドリーは瞳を瞬かせる。

　それは立っているのが不思議なほどに年老いた老人だった。頭には毛がなく、瞳は開いているのか閉じているのかも定かではない。杖を突いた手はぷるぷると震えていて、今にも倒れてしまいそうに弱々しい。裾の長い官服のようなものを着ていて、その様はまるで仙人か何かのようだった。

　老人はぷるぷる震えながら頭を下げ、か細い声で言った。






「老将メイナード……御前に参上致しました……」

「爺……？」






　と、ブラッドリーがつぶやきかけた時、ひぃいいっ!?　と、高い叫び声が聞こえた。






「なな、なん、なんで……」






　わなわなと、部屋の隅に追い詰められているのは……

　グレンだった。






　その前に、ズドンと大きな何者かが仁王立ちしている。そのするどい碧眼は、爛々とそこで怯えている黒豹を見下ろしていた。






「……グレン……？」

「な、な、は……母上……」






　グレンがびくびく耳を倒しながらそう答える。と、その碧眼の主はぎらりと目を細めて彼を睨む。






「そうですグレン。あたくしです。お前の愛しい愛しいママンです」






　ズドンと大きなその──ふくよか過ぎる黒い女豹は、グレンを睨み下ろし頷いた。そのひたりと睨む瞳の冷たさに──先程までは飄々としていた黒豹が声を上擦らせてうろたえている。






「な、なんで？　え、もしかして……怒ってるの？」






　すると、女豹婦人は、なんでですって？　と、ただでさえつり気味の瞳を吊り上げる。






「お前……先日こちらへの道が繋がった時、あたくしを押し退けてこちらに来ましたね？」

「っ!?」






　女豹はぶるぶる怒りに震えながら己の頭を指差した。そこには何やら毛並みの乱れた様子が見て取れる。






「見て御覧なさい、ここを。これはね、お前が踏んで行った足型です。あんまり腹が立ったので、毛づくろいせずにそのままにしておきました。お前に見せてやろうと思って」

「え…………えっとぉ……気のせいじゃない……？　わ、私が母上を踏むなんて、そんな、あるわけないよぉ」






　グレンがそう言うと、女豹婦人は目を細めて息子を睨む。






「あら……？　ママンが言っていることが間違いだって言うの？　ママンがもう齢二千を超えたからってボケたとでも思っているの？」

「や、そ、そんなことは……」






　母のド迫力に段々とグレンの言葉が小さくなっていくが、母は追及をやめない。






「お前は……あたくしが、このあたくしが、どれだけ陛下との再会を楽しみにしていたか分かっていたでしょう？　それなのに……それなのにお前ときたら、あろうことか、このあたくしを踏みつけ、押し退けてこちらに来た。この、あたくしを、です」

「……だ、だって……凄く陛下にお会いしたくて……」






　しかし途端に女豹婦人はそれを「お黙り！」と切り捨てた。その轟く声にグレンの身体が跳び上がる。






「復活した陛下のご尊顔を初めに見るという喜びを、お前はこのママンから奪ったのですよ！　万死に値します！」

「っひ!?」






　──と、母の形相にグレンが縮み上がった時、ポツリと声がかかる。






「……コーネリア」






　──その途端の婦人の豹変ぶりには目を見張るものがあった。

　女豹はその巨体に似合わぬ身軽さで身を返すと、声の主、ブラッドリーの傍に飛んでいく。冷酷そうに見えた瞳からはいつの間にか棘が抜け、代わりに、溢れんばかりの熱愛に輝ききっていた……。

　それをブレアの傍で目撃したエリノアが目をまるくしている。






「我が君！　そうですあたくしです！　陛下の乳母、忠実なる僕しもべ、コーネリアグレース、並み居る屈強な将どもを退けて、今陛下のお傍に参りましたよ!!」

「……久しぶり」






　ブラッドリーがそう言った瞬間、女豹はゴロニャンと目尻を下げ、彼を豊満な腕の中に閉じこめる。






「ああ、可愛い陛下！　うちのお調子者の息子がきっと粗相をしたでしょう？　キツくキツく締め上げておきますからね！」

「……」






　部屋の隅でグレンがずしんと項垂れている。その傍では老将が「ふぇ、ふぇ馬鹿じゃのう」と、ぷるぷるしながら笑っている。






　──そんな魔物たちの様子を見て、エリノアは。なんだか微妙そうな顔をしていた。






「……なんか凄いのが増えてしまった……」






　……ド迫力である。

















29　忘却












　小さな呻き声が聞こえた。

　同時に、そこに横たわる金の髪の青年のまぶたがゆっくりと開かれる。






「……ここは……」






　白い天井を視界に捉えたブレアは身を起こす。

　──そこは彼の寝室だった。

　見慣れた広い天蓋付きの寝台に彼は寝ていた。室内には外から明るい陽の光が差しこんでいる。磨かれた調度品の数々が品良く照り光り、それはいつも通りの光景だった。

　しかし、ブレアは何か違和感を覚える。

　一瞬頭の隅に誰かの後ろ姿が浮かんだ。暗い色の髪、白いエプロンの結び目。あの者はいったいどこへ──。

　そう、思ったが……。

　その感情は、すぐに流されて、ブレアの中で霞のように消えてしまった。まるで、夢の残り香のように。






「…………？」






　不思議に思ったが、しかし、考えても消えてしまったものがなんなのかは思い出せなかった。

　ブレアは頭を振ると、寝台を下りて。執務に向かうため、静かに部屋を出ていった。














「…………まったくもう、姉上と来たら運が強くて嫌になりますねぇ。よりによって母上を引き当てるとは……」






　憚はばかること無い舌打ちに、それを聞いていたエリノアが眉を顰める。






「あのねぇ……別に私があんたのママンを呼んだわけじゃないんだけど」






　するとグレンが気力を削がれたような顔をする。






「ちょっとやめてくださいよ、そのママンってやつ。あー……まったく……私は長男なので、母はとにかく私に厳しいんですよ」

「……違うでしょ、あんたの性格と素行のせいでしょ、絶対に」






　エリノアはじっとりとグレンを睨んだが、グレンはそれを綺麗に無視し、「はーやれやれ」と疲れたように頭を振っている。






　あの後──ひとまずブラッドリーを落ち着かせたエリノアは、はたと思った。

『……この状況、いったいどうブレアをごまかしたらいいんだ』と。

　目の前では巨体の女豹が弟を抱きかかえてくるくる踊り狂っていて、ブラッドリーの力から解放されたブレアは、それを息を吞んで見つめている。

　その口が微かにまさか、と動くのをエリノアは見た。






『……魔、物……？』






　その真実を見極めようとする鋭い視線が己に移って来て。エリノアは思わず身を竦ませる。

　視線は何故と言っていた。何故お前の傍にこんなものがいるのだと。女神の聖剣を抜いたはずのお前の傍に何故、魔物がと。

　その強い疑惑の目にエリノアの胸がずきりと痛む。何故か分からないが、そんな目で見られるのは苦しかった。






『あ、の……』






　説明しなければと思ったが──その瞬間、腕をつかまれた。

　引き寄せられ。瞬きする間に迫ってきたブレアの顔が、怖いほどに真剣で。その厳しい瞳に見据えられたエリノアは息を吞む。






『答えろ勇者……あの魔物は……お前の弟の足元から突然現れた。……そしてお前の弟を〝我が君〟と呼び、……〝陛下〟と呼んでいる』

『そ、れは……』

『……その敬称は王を呼ぶ特別なもの……お前の弟は……まさか……魔物の……王、なのか……？』

『……っ、……』






　エリノアは答えに窮した。が、次の瞬間唐突に、ブレアの灰褐色の瞳が、ふっと輝きを失った。






『……え？　ブレアさ……？　わっ!?』






　突然、ブレアの身体がエリノアに覆いかぶさった。

　エリノアが目を白黒させながらその顔を窺うと、ブレアの身体はぐったりと力を失っている。






『ブレア様!?　ちょ、ブレア様!?　どうなさったのですか!?』






　いきなり意識を失ったブレアに、エリノアは慌てて男の背に手を回し彼の身を支える。






『ど、ど……どうし……い、医者！』

『……ぉ……され……』

『え？』






　青ざめるエリノアに、ふと、今にも消え入りそうな声がかけられる。

　いつの間にか、ブレアの後ろにぷるぷるした老人──メイナードが立っていた。






『……え』

『ぉ…………』






　エリノアは思った。……聞こえない……っ。

　老将の口はモゴモゴと動いて何かを訴えてはいるものの、その声はか細すぎて少しも聞こえなかった。






『お、おじいさん？』

『……落ち着きなされ、と言っておられる』

『！　ヴォルフガング？』






　気がつくと扉の傍に白い犬の姿が。ぜいぜい息をして、白い獣はエリノアを見ている。その身体はなんだかとても、もっふりぴかぴかになっていた……。






『そやつはメイナード殿が眠らせただけだ』

『ふぇ、ふぇ』






　通訳の出現に老爺は肩を揺すって笑っている。






『……眠らせ……？』






　エリノアが問うと、再びメイナードがモゴモゴ口を動かす。ふんふんと聞いていたヴォルフガングがそれに応じる。……老人が、犬に通訳されている様をエリノアが微妙な顔をして見ていた。






『面倒が生じていそうなので眠らされたそうだ。必要ならば……記憶も消すが、と仰っている』

『えっ!?』






　その言葉に、エリノアはブレアを抱いたまま、目を剥いてメイナードを見た。






『そ、そんなことできるの!?』






　すると老将はぷるぷるしながらこっくりと頷く。そして隣により添うように座った白犬の耳に口元をよせる。






『……と、その前に、男をどこかに寝かせるように、だそうだ』

『!?　ぎ、儀式的な……？』






　エリノアは一瞬、そんな未知なものに王子を晒して大丈夫だろうかと、不安に思ったが……老将が首を振り、白犬が口を開く。






『いや、お前が抱いたままでは、陛下がまたお怒りになるかもしれぬからと。面倒なのでひとまず男と身を離せ、……だそうだ』

『…………』














　意識のないブレアを居間から運び出したエリノアは、とりあえず、ヴォルフガングとメイナードと共に彼を自分の寝室へ運び入れた。

　ブラッドリーは未だコーネリアグレースの腕の中であり、直前の騒動で少し疲れているようだった。だが、そんな弟のことは、コーネリアグレースが、こちらは自分に任せて大丈夫だと請け負ってくれた。

　……ちなみにグレンは、彼女に、くどくどとお説教をされ続けている。グレンが何かを反論しようとすると、女豹は担いでいた身の丈よりも大きな金棒を振りかざし、己が息子を威圧する。

　そんな母にはさすがのグレンも太刀打ちできないようである。

　エリノアは、若干いい気味だなと思った。






　──それはさておき。

　寝台の上のブレアは特に顔色が悪いということもなく、エリノアは心底安堵した。

　とにかく傷の手当てでもと、部屋を出ようとすると、ヴォルフガングに止められる。怪訝に思って振り返ると、王子のかたわらに老将が立ち、相変わらず聞き取れないほどの小さな声で何やらモゴモゴと口を動かしている。と、思ったら……。

　彼の皺だらけの手が、ブレアの傷口にかざされると……傷はみるみる治癒していき、終いには跡形もなく消えてしまった。

　その不思議な光景にはエリノアも驚いた。






『……魔、法……？』






　つぶやくと、ヴォルフガングが頷く。






『そうだ。メイナード殿は最も長く陛下の傍に仕えていて、様々な魔術に長けておいでだ』

『そ、そうなんですか……？』






　こんなによろよろで今にも倒れてしまいそうなのに、とエリノアは目を瞠る。






『じゃあさっき言っていた、王子の記憶も本当に……？』






　半信半疑ながらもエリノアが問うと、老将は頷く。






『ただ、消せるのは記憶だけだそうだぞ』






　生真面目そうな表情でヴォルフガングが言った。






『だけ？　どういうこと……？』

『メイナード殿が習得している忘却術は、対象に起こった出来事の記憶は消すことができる。だが、そこから生まれた感情までは消すことができない。つまり、今回のことでお前がそやつに不審に思われていれば、その感情はそのまま記憶が消えた後も残ることになる』






　え……と、エリノアが声を漏らす。






『ということは、王子は私の無礼を忘れても、私は無礼なセクハラ娘として悪感情を抱かれて、このお方に嫌われる……？』

『嫌われるかどうかは知らん。だが、我ら魔物と通じているのかという疑念は消えても、感じた不信感は残るだろう』






　それを聞いたエリノアは思わず黙りこむ。






『……』

『どうした？　嫌なのか？　しかしこの場合それが最善なのではないか？』






　怪訝そうに問うてくるヴォルフガングに、エリノアは一寸の間を置いて、首を振った。






『ううん。大丈夫……そうして貰いましょう。……それが一番ことが穏便に済むわ……』






　エリノアは己の胸に手を置いた。そうして横たわるブレアの顔を見ると、何故だか少し悲しかった……。










　そして、こってりコーネリアグレースに絞られたグレンと共に、ブレアを王宮に戻したエリノアは、その後、もう一度一人で侍女頭の部屋へ行った。

　今度はちゃんと侍女頭がそこにいて。

　エリノアと話をした侍女頭は、何故王子がエリノアと引き合わせて欲しいと言ってきたのかと、とても不思議そうだった。が、……彼女自身は何もブレアから聞かされていない様子で。ひとまず遅刻も王子に言いつけられた用事をこなしていたのだという名目で、エリノアは侍女頭に叱られるのを免れた。

　その後は普段通りに夕方まで仕事に勤しみ。そして終業後、グレンと合流したエリノアはやっとのことで帰路に就いたのであった。






　その道すがら、母にエリノアの警護を任されたグレンがぶつぶつとぼやくのである。母怖し、と。






「よりによって陛下命の母上と、人間界に侵攻するより陛下とのんびり茶でも飲んでいたい……とかほざく老将が同時に来るなんて……ついてない。もっと禍々しい配下が増えて欲しかったんですがねえ」






　嘆く黒猫にエリノアは素っ気ない。






「何言ってんのよ。おかげで助かったわよ。不敬罪に問われなくてもすむし、ついでに私が聖剣抜いた件の記憶も消してもらえたし。はー……本当に良かった。これで上級侍女職を諦めないですむ……お給金、嬉しい……」






　エリノアはそう言い、ほこほこした顔で給金を収めている鞄を撫で、それに、と続ける。






「あなたはとりあえずブラッドリーを守るために配下が欲しかったんでしょ？　おじいさんは……まあ、確かに強そうではないし、逆に介護が必要そうにも見えるけど……、あなたのママン、相当強そうじゃない。迫力から言えば、断トツで」






　それを聞いたグレンはげっそりとため息をつく。そして思った。確かに強いけどさ、と。

　……姉上分かってるんですか？　あなた今日から……あの二人とも同居しないといけないんですよ。あのギラギラした私の母上とも。






「………」






　グレンは生暖かい瞳でエリノアを見ている。

　エリノアがそのことに気がつくのはもう少し後のこと。

















30　魔王の元乳母が強すぎる件












「…………」






　寝室に、げっそりした顔が二つ並んでいる。

　まるい額の娘とその肩に乗っている黒猫は、同時にはぁとため息を落として、顔を見合わせる。






「……真似しないでよ」

「姉上こそ……なんですか、私に気でもあるんですか……？」

「……馬鹿なの？」






　エリノアとグレン、相変わらずの二人だが……そのやりとりはどこか覇気がない。

　グレンが、ああ、と呻く。






「姉上のせいで母上が陛下に付きっ切りでちっともお傍に近よれない……！　どうして私が聖剣の勇者なんかの面倒を見なきゃいけないんですか!?」






　その嘆きには、エリノアも激しく同意した。いや、別にエリノアのせいではないのだが。






　新たに現れた魔物コーネリアグレースとメイナード。

　先に現れた二人同様、この二人も当然のように自宅に居座るつもりなのだと察したエリノアは、勘弁して欲しいと訴えた。が……。

　コーネリアグレースにもメイナードにも、それを華麗に無視されて現在に至る。

　それでもエリノアも、一応抵抗はしてみたのだ。






『ちょ、いや、だからこんな狭い家にこんなに沢山住めないですって……！』






　さすがのエリノアも『貴女の巨体がこんな家に収まるわけが』……とは女性に向かって言えなかったわけだが。そんなエリノアを、コーネリアグレースは母なる海を思わせるような母性溢るる笑顔でかわしていった。






『おほほ、いーえいえ大丈夫ですわよ、姉君様。ご案じなされなくてもこのコーネリアグレースが全て適切に処理いたしますからね。さ、姉君様は何がお好きかしら？　肉？　魚？　それとも甘味がいいかしら？　なんでも作って差し上げますわよ。ほほほ、さ、今日はお休みなんでございましょう？　姉君様はゆっっっくり、老爺の茶にでもお付き合いくださいな、ほほほほほほ』






　にこにこした女豹母は──いつの間にか娘の手に温かな茶を持たせ……。

　結局エリノアは、何故かぽかぽか日の当たる居間に座り、老将メイナードと共にお茶を楽しむ羽目になっていた。

　……メイナードにはとても喜ばれたのだが。何度抗議に行っても同じ結果に終わり、エリノアは途方に暮れた。あの女豹母には、少しも敵う気がしなかった。






　そうして二日。彼らと寝食を共にしたエリノアだったのだが……既に一日目でこの家の台所はコーネリアグレースによって乗っ取られてしまった。

　こぢんまりしたエリノア宅の炊事場は彼女の城と化している。






　料理はしてくれるし、家事も完璧にこなしてくれるしで、決して迷惑なことばかりではないのだが……エリノアが気掛かりだったのは、彼女たちがエリノアの存在をどう考えているのかということだ。

　エリノアが見た限り、コーネリアグレースは、彼女に対して気を許しているわけではなさそうだった。

　エリノアがブラッドリーの傍に行こうとすると、かたわらには必ずコーネリアグレースが目を光らせている。その表情は常に笑みを湛えているが、瞳はどこか警戒に満ちていた。

　その目を見たエリノアは、彼女がすでに自分が聖剣を抜いたことを知っているのだと気がついた。

　もしかしたら彼女は……エリノアを、ブラッドリーの敵とみなしているのかもしれない。

　──それはそうだ。〝勇者〟と〝魔王〟。二つは敵対勢力もいいところである。

　昔から対のようには言われるものの、その二つは互いを滅ぼすために存在しているようでもあり、相容れない。

　彼女たちが〝魔王〟の身を案じるならば、聖剣を抜いたエリノアは邪魔なはずだった。






　けれどもどうしようもなかった。

　エリノアは弟の傍を離れる気はないし、そもそも往生際が悪いようだが〝聖剣の勇者〟になったつもりもない。そしてもちろん〝魔王〟の一味になったつもりもない。

　エリノアが望むのは、今まで通りの姉弟二人の生活だ。家計が苦しくても、慎ましく二人で支え合って生きていきたかった。






　だが──現状この家の中で、コーネリアグレースに敵う者はいない。

　エリノアも、あの煌びやかな装飾品に彩られたふくよかすぎる身体で迫ってこられると……とても彼女を追い出すことなどできそうにない。

　漆黒の背に背負われた大きな金棒も怖いが……何より、彼女の品の良さの中に見え隠れする肉食獣特有の風格には圧倒されるものがあった。

　元はブラッドリーの乳母であったという彼女には、主君であるはずのブラッドリーですら頭が上がらない始末で。そうなれば、頑として出て行きそうな気配のない彼女達を前に、エリノアにできることはほぼほぼなかった。

　──そうして同じく──母には全くと言っていいほど歯が立たないらしいグレンは、彼女に『姉上様の護衛と監視はお前がなさい』と命じられ──今、エリノアの肩の上でぼやいているというわけであった。






　エリノアの肩の上で黒猫がわっと嘆く。






「……姉上を陥れようとストーカーしているならまだ楽しいのに……只の護衛と監視なんてつまらなさすぎる!!」

「陥れるって……あんたねぇ……苦情はママンに言いなさいよママンに。それと……〝母上〟とか〝姉上〟とかややこしいのよ、いいから名前で呼んでくれない？」

「……やっぱり私に気が……」

「黙れ腹毛撫でるぞ」






　ところで、とエリノア。






「コーネリアグレースさんは……私のこと、どう思ってるのかな……聖剣を抜いたってこと、知ってるの、よね？」






　少し声を潜めて疑問を口にすると、グレンは首をもたげてエリノアを見た。

　どこかじっとりと呆れを含んだ視線である。






「もちろん知ってますよ。見れば分かるでしょう？　エリノア様、まだ母上の恐ろしさを分かってませんね？　母上は、陛下のことなら髪が一ミリ短くなっていても気がつく女ですよ。エリノア様がどういう存在なのかくらいとっくに気がついているはずです」

「そっか……やっぱり知ってるのね……でも……知ってるならなんで……」






　彼女は私に何も言わないんだろう、と……エリノアが首を傾げかけた時、ふっと……茶の香りが漂って来た。






「ん……？　ぎゃ!?」

「…………」






　気がつくと、傍の椅子の上にぬっと佇む者がいた。

　しわの多い頭と顔、プルプルと震える身体の──メイナードだった。

　一瞬のまばたきの内に現れた老将は……今日も標準装備の茶の器を手に、モゴモゴと何かを言っている。もちろん器の中には温かそうな蜜色の茶が揺れている。






「…………ぉ、……ぁ。…………な……」

「……、……、……すみません、聞き取れません……っ」






　その声のか細さに思わずエリノアががっくりとそう漏らす。と──今度は足元から声がした。






「コーネリアグレースは……」

「ひっ!?」






　思わず跳び退くと、今度は足元にヴォルフガングが寝そべっている。

　あれ以来、毎日リードにブラッシングされているらしいふんわりした白犬は、エリノアの驚きを意に介することなく続ける。






「陛下のために黙認しているのだろうと仰っている」

「も、黙認……？　私が姉だから？」






　エリノアがメイナードに問う。と、彼はやはりもごもごと口を動かし、それをヴォルフガングが声にする。






「それもあるだろうが、現在お前と陛下は互いに中和しあっている状態だ」

「中和……」

「互いに傍に存在することで、互いの力を弱めている。コーネリアグレースも陛下のために現状を維持することを選んだのだろう、と」






　その言葉にエリノアは首を傾げた。






「どうして？　だって、貴方達にとってはブラッドリーが魔王として強くなることは喜ばしいことなんじゃ……」






　しかしメイナードもヴォルフガングも首を振る。






「あまり魔王としての魔力が高まりすぎて何者かに発見されたらどうする。魔王そこにありと知れれば、人間王は討伐を考える、そうではないか？　配下も軍も傍にない今それはまずい」

「それは、そうね……」






　エリノアが戸惑い気味に頷くと、ヴォルフガングはやれやれとため息をつく。






「魔王も別に全てのお方が人間を滅ぼしたいなどと考えるわけではないのだがな」

「そう、なの？」

「ブラッドリー様を見れば分からぬか？　今生で陛下が望んでおられるのは、人間界を征服することでも、人間を滅亡させることでもない。お前との平和な暮らしだ」

「私との……」






　ヴォルフガングの言葉がエリノアの胸にずしりと刺さる。それは自分も同じだった。しかし──。

　それを上手くやっていこうとするエリノアの自信を失わせるのは……目の前で堂々と寛いでいる魔物たちの姿である……。






「…………」






　どこか疲れたように項垂れたエリノアを無視し、白犬は「そして」と、続ける。






「現在ここで陛下に侍るのは、陛下の元乳母、そして最も近しい側近であったメイナード殿と私。陛下が幼いみぎりからの臣下たる我々は、何よりも、陛下の身の安全が第一だと考える。コーネリアグレースも陛下の望みは理解しているはず。陛下がお前を見限るようなことでもない限り、陛下の心の安らぎであり支えであるお前を害するようなことはないだろう、……と、メイナード殿が」

「……そう……」






　エリノアは長いため息を落としながら、ひとまず傍に座っている老将を見た。老将はエリノアと目が合うと、細い目を更に細くして微笑んで見せる。老爺の顔は彼が魔物であるということを忘れさせるほどに穏やかだった。それを見たエリノアは少しほっとする。

　少なくとも彼らが自分たち姉弟の害になるようなことはなさそうだった。……一部、肩の上の黒猫は若干信用しきれない部分があるが。

　エリノアは、やはり聖剣を拒んで良かったと思った。

　メイナードの魔術でブレアが記憶を失った今、エリノアが聖剣を抜いたことを知る者は王宮にはいない。

　後は今後、王宮でブレア王子に関わらずにさえいれば、きっとなんとか平穏にやっていけるに違いない──いや、家はとてつもなく狭くなったけど──あと魔物たちがご近所さんにバレなければどうにかこうにか──。

　……そう思った。










　……のだが。

　その日──渡された任命書を見て──エリノアは叫んだ。






「え!?　私……っ、ブレア様の担当になるんですか!?」







終














侍女なのに…聖剣を抜いてしまった！【２】



















１　新しい職場












「え!?　私……ブレア様の担当になるんですか!?」






　そんな、という驚きの声が高く上がる。

　目を大きく見開いたメイド服の娘は、もちろんエリノアだ。

　その前で、執務机に座った侍女頭は、彼女に向けてゆったりと頷いた。






「そうです。元々空きがあったのは、先月退職があった王太子様のところと、頻繁に侍女が音を上げるブレア王子とクラウス王子のところだけですから」

「えっと……だけと仰るには結構選択肢があるような……」






　それを聞いたエリノアは、心底王太子の担当になりたいと思った。

　先日あんなことがあったばかりである。できればブレア王子の傍だけは避けたい。

　それに王太子の周辺の使用人の枠が空くことは本当に稀なことだ。何故ならば、幼い頃から愛らしく慈悲深い王太子の傍の使用人達はほとんど入れ替わりがない。王太子の退職した侍女は、確か王太子の母、王妃の時代から彼ら親子に長年勤め上げたベテラン侍女で。齢が八十を超えての円満退職であったはずだ。






　それに比べると……ブレアと第三王子クラウスの使用人達は、入れ替わりが激しいと言わざるを得ない。

　クラウスは、使用人に対しては典型的に高慢な態度をとることで有名で、人の選り好みも強い。気に入られなければ早々に仕事を外されて他の部門に回されるのならまだマシで、いびられた末に退職という者も多かった。

　対してブレアは──彼も使用人たちに恐れられてはいるのだが、どちらかというと周囲が彼の評判に過剰に怯えすぎているような気がすると──今ではエリノアはそう思う。

　少なくとも、先日の一件で間近に見たブレアは、評判ほど怖い王子ではなかった。

　もちろんあの時は彼の側にも色々と思惑があったのだろうが、はっきり言ってエリノアの無礼は相当なものだった。

　黒猫相手と思って遠慮なしに彼にしてしまった所業の数々を思い出すと、今でもエリノアは心の底から死にたくなる。

　出会いがしらに頭をつかみ、猫になれと強要し、姉と呼ばせ、腹を出せと言った──……あの場面を脳内でブレア本人に置き換えてみると──全身に嫌な汗を感じ、胃と心臓に激痛が走る。息も絶え絶えだ。今すぐ王子の前にスライディングで身を投げ出して、土下座をしに行きたくなる……。






　だが、それでも。

　あの時彼は、エリノアの手を払いのけるようなことはしなかった。

　膝から落すようなこともしなかったし、軽蔑したような目でエリノアを見ることもなかった。

　一連の出来事を思い出し、彼の本当の人となりの一端に触れたエリノアは、再び悔やむ。






（ああ……いまだにブレア様にはあの時の非礼を謝ることもできていないというのに……）






　彼の記憶が消されてしまった以上、もうエリノアにブレアに謝る機会はない。

　──それなのに、ここに来て、この精神状態で、果たして自分はまともに彼に仕えることができるのか。

　エリノアは任命書を手にブレアの顔を思い浮かべながら、申し訳ない気持ちで一杯になった。






　──と、エリノアはふと……。

　あの時ブレアが言いづらそうに自分のことを『姉上』と、呼んだ時の顔を思い出した。






（……あの時……ブレア様は……恥ずかしくていらっしゃったのね……）






　困ったような灰褐色の瞳と眉。

　少し日に焼けた肌のせいで分かりづらかったが……王子の顔色に薄っすらとした赤みが滲んでいたことを思い出したエリノアは、だんだん己の頭にも血が上って来るような気がした。

　そりゃあそうよ、と思わず呻く。

　王子に姉はいない。しかも赤の他人の身分も低い自分に。気恥ずかしい上に、それはそれは屈辱的であったに違いなかった。

　その時の王子の表情を思い出すと、エリノアはやってしまったと思う反面──……何故かとてつもなく、とてつもなく全身がこそばゆかった。

　こそばゆくてこそばゆくて、堪らず赤い顔で「わー!!」と、叫ぶと──

　間髪を入れず、ベシッと額に何かが飛んで来た。






　──ハタキだった。






「う、いつもながらお見事なコントロール……」

「……エリノア……あなたその情緒不安定なところなんとかなさい……」






　ハタキを放ったままの形らしい腕をエリノアに向けて、侍女頭は娘をジロリと睨んでいる。






「す、すみません……つい……」






　エリノアが赤くなった額をさすっていると、元ブレアの乳母だったと言う侍女頭はぷりぷりと怒り出す。






「まったく、そんなにブレア様のところが恐ろしいのですか!?　あの方はそんなに酷い方ではないのですよ！　普段は兄上様を想って気を張り詰めておいでなだけです！　いったい誰が〝ブレア様は血も涙もない鬼だ〟なんて……噂を流した輩はいつか痛い目に遭わせてやらなければ……クラウス様め……」

「……」






　呪わしい声で付け加えられた名にエリノアが思わずふっ……と黙する。言ってしまっておられますよ侍女頭様……と。






　まあ、性悪王子はさて置き。

　ブレアが世間の評判よりも怖いわけではないという侍女頭の言葉にはもちろんエリノアも同意できると思った。が……。

　老将メイナードに、記憶を消しても彼の心の中には自分に対する不信感が残っていると知らされているエリノアは……侍女頭の言葉には頷いて見せることができなかった。

　不信感があるままでは、主従としては成り立たないような気がしたのだ。それに……嫌われていると分かっていて、四六時中彼の傍に控えるのはとても辛いことのように思えた。

　エリノアは顔を上げる。






「あ、あの、私、王太子様のところではダメでしょうか!?　そりゃわたくしめは粗忽者そこつものですが、機会を頂けたら一生懸命頑張ります！　それに、私くらいしぶとければ、クラウス王子のところでもいけると思いますよ!?　なんせ没落経験済みです！　坊々育ちとは打たれ強さが違います！　不屈の精神です！　クラウス様の厭味くらいなら蹴散らせます!!」






　けれども、侍女頭は呆れたように首を振る。






「戦いに行くわけじゃないのですよエリノア。……私だってあなたがクラウス王子を困らせたらそれはそれで愉快極まりないと思いますけどね……」

「ぉ、ぉお……」






　侍女頭の毒のある顔にエリノアが仰け反っている。

　しかし、「けれども、」と、侍女頭は机の上をベシベシと手のひらで打つ。






「今回は、あなたには選択肢などありません。そそっかしい貴女を王太子の傍に上げることなどできませんし、あなたの出自ではクラウス王子の傍など以ての外です」

「う、」






　睨まれるように痛いところを突かれてエリノアが再び仰け反った。






「亡くなられたお父上はタガート将軍率いる王太子様派でしたでしょう？　あなた自身が今の派閥問題には関係ないつもりでも、あちらがそうとは限りません。敵勢力の中に突っこんでいくようなものです。たとえ没落して家がすでに無いとは言ってもそれは変りません。下手をすれば間者扱いですよ？」

「う……やはりそうですよね……」






　下っ端侍女ならいざ知らず、上級侍女となり王族の傍に上がるとなると、身元情報は必ずそれぞれの部門に送られて、彼らの目にもつくことになる。

　そうなれば、父を陥れ、結果死に追いやった第三王子派が、エリノアに疑いの目を持つことは必至である。……たとえ、実際には、エリノア達姉弟が生きていくだけで精一杯で、とても恨みを持っているような余裕がないとしても。

　そんなエリノアの事情を分かっている侍女頭は、少しだけ眉尻を下げて言う。






「エリノア……あなたが人一倍努力家であることはもちろん私も分かっています」

「侍女頭様……」

「あなたときたら、最初の頃はホウキの扱いも知らないわ、雑巾もまともに絞れないわ……酷いものでした」

「う……」

「それが今では上級侍女の試験にも受かり……それは仕込んできた私も誇らしい。でも……いきなりあなたを王太子様のところに上げることはできないのです。王太子様は次期国王なのですよ？　そこで起こしたミスはこれまでここで起こしてしまったそれとは次元が違います。……そもそもあなたったら……王宮で物を壊しすぎなのよ、備品の破損記録書に名前が書かれすぎです!!」

「う……」






　侍女頭はカッと鬼のような目をして、傍にあった黒い背表紙の記録書を手で打つ。エリノアは何も言い返せなかった。

　そしてそんなエリノアに侍女頭は言い渡す。






「まずは──王宮内での信頼を築き上げなければ。お前は一度ブレア様の厳しさに揉まれておいでなさい！」

「じ、侍女頭様、で、でも……」






　おろおろするエリノアに、侍女頭はにっこりと笑う。






「問答無用よエリノア。ブレア様のところでしっかりお務めできたら、その時は私も喜んで移動の希望を受け付けます。分かったらしっかりと、ブレア様にお仕えさせていただきなさい！」

















２　汗と筋肉の鍛錬場にはレディファーストが存在しない件












　エリノアは緊張しながら侍女頭の後ろから前に進み出た。






「……エリノアと申します。よろしくお願いします」






　目の前の長椅子には男が座っていた。彼は静かに書を読んでいたが、緊張して上ずったエリノアの声に顔を上げる。男は一瞬エリノアの顔を見てから眉を顰めると、すぐに娘の隣に立つ侍女頭に視線を移した。






「……また入れ替わりがあったのか」

「はい……申し訳ありませんブレア様」






　侍女頭が頭を下げるとブレアは短く「いや」とため息混じりに答える。

　上級侍女として働く最初の日。エリノアは侍女頭に連れられて、王宮内にあるブレアの部屋を訪れていた。これから主人となるブレアに初めの挨拶をするためだった。

　──緊張した。エリノアは、あれ以来、初めてブレアと顔を合わせるのだ。

　視線を下ろしたまま両手を握りしめていると、隣の侍女頭が「殿下に顔を見せなさい」とエリノアを促した。

　その言葉に従い、恐る恐る顔を上げると、灰褐色の瞳が静かにエリノアのほうを見ていた。数日前に間近に見たのと同じ瞳は、新参者を探るような色をしていた。

　思わずエリノアは呼吸を止めて、彼の次の反応を待った。が──。

　ブレアは一瞬怪訝そうな表情をして見せたが……それだけだった。

　次の瞬間には、彼は普段通りの無表情に戻り、隣に立っている侍女頭へ、了解したと言うように頷いて見せる。その呆気なさには、ビクビクしていた分だけ、エリノアは驚いた。






「分かった。だが、すぐ音を上げるような者は要らぬぞ」

「は、はい！　頑張ります！」






　低い声はどこまでも素っ気ない。が、その素っ気のなさにどこかほっとしながら、エリノアは勢いよく頭を下げた。

　──良かった、王子の記憶は本当に消えている。

　普段魔法というものに触れる機会のないエリノアには、老将メイナードの忘却術の効果がどうしても半信半疑だった。

　しかし、今、ブレアはエリノアの顔を見ても、驚きもせず、動じることもなかった。いや、老将の言う通り、消すことができなかったという王子の持つ不審な感情が、ちらりと見えた気もしたが……少なくとも、追い出されるようなことはなさそうだった。






　もちろんだからといってまだ安心はできない。今後も行動には気をつけるべきだ。

　変なことをして彼の不信感を煽るわけにはいかないし、それを取っ掛かりとして聖剣や魔物のことを思い出されても困る。

　弟＋α……の生活の為にも、エリノアは、しっかり仕事もさせて貰わなければならない。

　新しき主人である彼に、不信感があるというのなら、これからの働きで少しずつ解消していこうと、エリノアはそう思うのだった。






　が──。






「はぁ……ほう……なるほど……こういう仕組みか……」






　エリノアはどこか遠い目で言った。

　腕には何枚もの拭き布を抱えている。ずっと走っているものだから汗がひどい。






「おーいそこのブレア様の侍女！　さっさとしてくれ！」

「……はい、ただ今！」






　急かすような声に、いったい何往復させる気だとげっそり思いながら、エリノアはその大柄な青年騎士のもとへ急いだ。

　人の良さそうな笑顔に栗色の短髪のその男は、どこか長閑な森の熊を思わせる。しかしエリノアが頼まれた品を手渡すと、男は笑みを深めて、「よし」と言う。






「今度は飲み水がきれた。用意してきてくれ」、と。

「…………」






　さっき持ってきたばかりだが、と、エリノアはいささか消沈してカクリと頭を落とす。

　少々腹立たしく思ったが、確かにエリノアの横でわあわあ言っている連中は、既に先ほど彼女が運んできた水を飲みきっている。

　四十名ほどの騎士や兵たちが居るだろうか。まだ若そうな彼らは、いかにも楽しげに剣の鍛錬をしているのだが──。

　その中心に、エリノアの新しき主人となったブレアの姿があった。






　ここは王宮内の鍛錬場である。

　それは数十分前のこと。エリノアがブレアの後ろに伴われてこの鍛錬場に足を踏み入れた時、確かにここは無人だった。それなのに。

　人気のなかったはずの場内には、気がつくといつの間にか人がわらわらと集まって来ていた。

　突然賑やかになった場内の様子にエリノアがギョッとしていると……エリノアは次々に男たちに声をかけられる。

　やれ「水を持ってこい」だの、「汗を拭うものを持ってこい」だの、「訓練用の剣が折れたんだが代えは……」だの。あれやこれや声が掛かる。立ち止まっている暇もない。






「……いえ、良いことなんですよ……皆さん国の為に鍛錬なさっているんですからね……ええ。でもね、わたくしめ、新人の初仕事にしては少々ハードすぎるんじゃないかと……一人でこなす仕事量ですかこれは……」






　思わずぼやくエリノアは、先輩侍女に王子の鍛錬中の補助をするようにと言われてここに来た。

　まさかそれが──こんなに大勢の世話であるとは思ってもみなかったわけだが、そういえば先輩侍女が変なことを言ってたなと、うっすら思い出す。






『……運よ』

『運？』






　いったいなんのことだろうかとエリノアが彼女を見上げると、先輩侍女は真顔で言うのだ。






『あいつらブレア様がお稽古なさっているとハイエナみたいに嗅ぎつけてくるから気をつけて。ま、運がよければ誰も来ないから。頑張ってね』

『？　はぁ、頑張ります……？』










「……」






　最初は新人侍女に対する通過儀礼的なアレかと思ったのだが……エリノアは悟った。

　ハイエナ、とは。今目の前で、ブレアの傍で子犬がじゃれるような顔で訓練している彼らのことなのだろう。武勇に優れるブレア王子は軍や騎士連中からの人気が高い。運とは、おそらくこの集まって来た者たちの人数のこと。運が良ければ少なく、悪ければ多いと……つまりはそういうことなのだ。

　世話係からしてみればこの人数を一人で世話するのはかなりキツい。しかも私新人なのにとエリノア。

　男衆は皆ブレアしか見えていないのか、エリノアが忙しさに目を回しかけていても、次から次に用事を言いつけてくる。

　ブレアが何かを落とせば「やや！　ブレア様何か落とされましたよ!?」と、大勢が群がるのに、新人侍女が自分たちの用事で、ぜーぜー肩で息をしていても欠片も目に入らないようだ。汗と筋肉成分の高いこの鍛錬場には、レディーファーストなんて言葉は転がっていないらしい。残念ながら。






（……なんなんだ。ブレア様は筋肉っ子たちのアイドルなのか……）






　しかしそれにしたって、とエリノアは走りながら呻き──叫んだ。






「はい！　お水持ってまいりましたっ！」






　やや自棄やけっぱちな言い方であったが、応じる男はそれを意に介することもなく、からりとした笑顔をエリノアに向ける。






「おう、ご苦労。では次は針と糸を持って来てくれ。稽古着がほつれた」

「……くっ、」






　朗らかな熊のような男は、あっけらかんと破れた上着を差し出してくる。もちろん頼まれればやるが、恐らくこれが終わったら、次もなんやかんやと走り回されるのだろう。

　これではまるで持久走か我慢大会ではないか。この男、見た目はかなり人の良さそうな顔をしているのに、笑顔の裏にどこか小さな悪意を感じる。なんなのよと思ったエリノアは、若者たちの中央で厳しく彼らを指導している新しい主人を見た。

　当のブレアといえば、鍛錬場に入ったきりエリノアには目もくれない。（筋肉っ子たちの壁が厚すぎて見えないのかもしれない）

　もしかしてとエリノアは不安になった。

　やはりブレアは己が気に入らなくて、この男を使い、遠回しに辞職を促されているのだろうか。






（……今朝、私の顔を見た時、一瞬顔をしかめていらしたものね……）






　そう思うとなんだか悲しかった。が──目の前のへらへらした男の顔にはムッとした。

　ここでしんみりしょんぼりできないのがエリノアだった。エリノアは思った。おう、そっちがその気なら受けて立とうじゃあないか。ブレア様親衛隊だかファンクラブだかなんだか知らないが、こっちは可愛い弟との生活が掛かってるんだ、新人だからって舐めてもらっては困るぞ、と。

　エリノアは鼻息荒く高い位置にある男の顔を見上げた。






（……見てろよ、私はしぶといんだから……没落娘の根性が伊達じゃないってところを見せてやる）






　エリノアの闘争心は静かに燃えていた。






　──そうしてエリノアが若干キレ気味に針箱を取りに走っていった後……その後ろ姿を、青年騎士は笑いながら見送っていた。






「ははは、今度の新人は目つきが悪いな」

「……オリバー、また侍女をこき使っているのか？　やめてやれ。またすぐに辞められては面倒だ」

「ああ、ブレア様」






　近づいて来た王子に、オリバーと呼ばれた男が親しげな顔で一礼をする。






「しかし中には良からぬ人間もおりますからねぇ。よく働かせてしっかり人となりを見ておきませんと。本性を見極めるためには追い詰めるのが一番ですよ。あの侍女は……少々短気ですな。ははははは」

「…………」






　この男はブレアの側近の一人で、騎士位を持つオリバーという者だった。側近達の中でも特に腕が立つので、平時はブレアの護衛としても傍にいることが多い。

　カラカラと笑いながら言う男に、ブレアはため息をつく。

　しかし男の言うことにも一理ある。これまでにもブレアの身辺では、幾度も間者らしき者が見つかっている。その侵入方法も年々巧妙化しているようで、なかなか見抜くのが難しい。故にブレアに近しい者たちは、常に彼に近づく人間には目を光らせている状況だ。

　オリバーは当然と言わんばかりの顔で微笑む。






「敬愛する我らが殿下のためには例え相手が侍女だとはいえ新参者は警戒するに越したことはありません」

「……あの娘も試験や侍女頭の推挙があって初めてここにいるのだがな……」

「まあまあ。念には念を入れませんと。間者や密偵なんてものは優秀であって当然ですし、試験も突破してくるかもしれないではないですか。ブレア様に何かあったら王太子様や王妃様を悲しませることになりますよ」

「……」






　にこにことそう言われるとブレアも弱い。朗らかな男の顔にやれやれと目を細めながら、ブレアは猛烈な勢いで鍛錬場に駆け戻ってきた娘に視線を移した。






「……どう見てもあれは密偵などというものには見えぬがな……」

「ははは、まあ、確かに些か感情が表に出過ぎですな。某、相当ムカつかれております。ははは」

「……」






　二人が窺う先では、娘が鍛錬場の隅に陣取り繕い物をはじめたようだった。

　すると娘の傍を兵が通りかかって、何やら話しかけられている。かと思うと──娘はまたかと言いたげな顔で不承不承頷き、呆れつつもその兵からも何かを預かったように見えた。どうやら……また繕い物を頼まれたらしい。

　それを見たオリバーが愉快そうに笑っている。






「ははは、適当に断ればいいものを。しかもあのような場所で針仕事をはじめては、他の連中にも繕い物を押しつけられてしまうだろうに」






　彼の言う通り、二人が様子を窺っていると……。

　兵から繕い物を受け取るエリノアに、周囲の別の兵たちも気がついた。すると彼らも続々と「ならば我も」「ついでに私も」……と、次々に衣類を持ってエリノアの前に並ぶ。

　基本的に、王宮からの支給品である甲冑や制服といったものとは違い、彼らの稽古着は自分たちで手入れをする決まりとなっていた。が……男性兵たちは繕い物が苦手なものが多いのだ。

　そうしてあれよあれよという間に、ギョッとしている娘の前にはこんもりと繕い物の山ができてしまった。娘はそれをしばしぽかんと見ていたが──唐突に、鬼のような顔つきとなり、その指は猛烈な勢いで針を動かしはじめた。

　──どうやら、ぼうっとしていては、繕い物が増えていくだけだということに気がついたらしい……。






　娘のそんな様子を──遠目に見ていたブレアは思わず小さく噴き出した。

　冷静な彼にしては珍しいことだった。隣で見ていたオリバーがぱちぱちと瞬きをして彼を見ている。

　ブレアは間の抜けた人間にはこれまで何人も出会って来たが、それを面白いと感じたことはあまりなかった。どちらかというと愉快なことも冷静に見てしまって、逆に顔を固くしてしまう気質で。






　けれども──あの新しい侍女の必死な挙動には何故か自然と口の端が持ち上がった。

　そして実はあの娘が今朝、侍女頭に連れられて己の部屋を訪れた時も──ブレアは同じように不思議な感覚を覚えたのだ。

　黒髪に、愛嬌のあるまるい額。緑色の瞳は勝気そうだが、ブレアを見る目はどこか不安げで。

　その瞳を見た瞬間──ある言葉が彼の口をついて出そうになって──ブレアは咄嗟に口を固くつぐみ、怪訝に眉を顰めた。

　それは──親しくもない相手にかけるような言葉ではない。

　相手は侍女なわけだから、これまでも王宮のどこかで見かけたことはあるかもしれないが、こうして己の傍に上ってくるのは初めてのはずで。ブレアには、己が何故そんな言葉を娘に掛けそうになったのかがまったく不思議でならなかった。

　しかしどうしてなのか……娘を見た時、ブレアの中には、彼女の印象が既に存在していたような気がしたのだ。

　それもかなり間抜けなイメージで。






「……」






　ブレアは離れた場内の隅で懸命に針を動かしている娘を静かに見つめ、何事かを考えていた。そんな彼をオリバーは不思議そうに見ていた。






「ブレア様どうかなさいましたか？」

「いや……オリバー、少し娘を休ませろ」






　言われた長身の配下はキョトンとした顔でブレアの顔を見る。






「……説明は難しいが……あの娘は傍に置いておかねばならぬような気がする。厳しく指導するのはいいが、あまり負担をかけ過ぎぬよう皆に言っておけ」






　ブレアはそう言うと、踵を返し再び鍛錬中の兵たちの中へと戻って行った。残されたオリバーは、目を瞠ってそれを見送っている。






「…………随分珍しいことを仰いますな……」

















３　魔物たちの会議












　暗く狭い空間は、その四人が顔を突き合わせて黙りこむと殊更に狭いように感じられた。

　腕を組んでいた白い頭のヴォルフガングがまず重い口を開く。






「……例の件についてだが……皆、何か意見はあるか？」






　続き声をあげたのはコーネリアグレースだった。凛とした声はきっぱりと言い切る。






「もちろんあたくしは反対です。陛下のお望みはなんだって叶えて差し上げたいけれど、時期尚早です。まだ無理ですわ」






　するとテーブルの上に両肘をついて座っていた黒豹も挙手をする。






「はーい私も反対でーす。何かあってからでは遅いと思いまーす」






　それでは、と、ヴォルフガングは己の斜め隣に背を曲げてちんまりと座っている老爺に顔を向けた。






「メイナード殿は──」






　老将の意見を求めた白い魔物が、ふさりと獣顔を斜め左に向けた、時。

　その言葉が終わる前に、魔物たちの背後で扉が開かれる。






「ただい──うわっ、びっくりした……な、何？　全員集まって何事……？」
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　ギョッとした顔で現れたのはエリノアだった。

　よれよれになった黒のワンピース。結われた髪も、掻き回されたように乱れている。

　王宮から戻ったばかりらしい娘は、疲労の滲む足取りで居間の中へ入ってきた。

　もちろん疲れているのは昼間の鍛錬場での出来事のせいで、頭が鳥の巣状態なのも、あの鍛錬場の熊のような男のせいだった。ブレアの鍛錬時間中に兵たちから頼まれた繕い物を終えることができずにがっくりしていると……ばしーんっ、といい音で背中を叩かれた挙句、カラカラと笑いながら頭を撫でかき回された。『頑張れよ！』と声をかけてくれるのは有難かったが……それよりもアンタの張り手のせいで床に転がった私を気遣ってくれ、とエリノアは心の底から思ったのだった……。






　しかしながら、いくら疲れていようともだ……。

　この狭い自宅の中で、四角いテーブルを魔物四名が占領し難しい顔を突き合わせていては……いくらなんでも無視することは難しいというものだ。

　理由を聞かないといけないんだろうなぁと、内心どっと疲れる思いで魔物たちを見ていると──不意にグレンがすぐに隣の老爺を指差し、「議長～、メイナード殿が眠りこけておられます～」……などとのんきな声をあげている。






「何!?　起こせ！　重要案件だぞ！」

「メイナード殿ー起きてー」

「………………で？」






　呆れ半分といった顔で返答を求めると、いきなりバッと睨むような視線を向けられた。──白犬武将と黒豹婦人である。

　その音のしそうな勢いに、エリノアが思わず怯む。






「な、何……？」

「『緊急会議だ！』『ですわっ！』」

「……は？」






　かいぎ？　と、エリノアの口が動く。それに答えるようにしてコーネリアグレースがさめざめと嘆くように両手で顔を覆った。






「実は……陛下が外でお仕事なさりたいとおっしゃってますの！」

「あ、ああ、その話か……」






　前もって弟から聞かされていたエリノアは頷いた。






「身体も病気の心配がなくなったから家計を支えたいってブラッド言ってたわね。それがどうかしたの？」






　──と、言った途端、婦人はテーブルを叩き割りそうな勢いで叩く。ドスンと鈍い音が疲れた身体に堪える。






「どうもこうもありません！　陛下が人の世界でお仕事だなんて……！」

「は、はあ……」

「どうかしたのだと!?　お前は……陛下の実姉のくせになんてのんきなのだ！」






　ヴォルフガングも不快そうに己の耳を後ろに倒しきってエリノアを睨む。






「我らの主人様が！　どこぞの馬の骨とも分からぬ者の下に付き！　労働をするということだろうそれは！」

「馬の骨って……」

「承服できぬ！」と、嘆くヴォルフガングの顔はいかにも苦悩に充ち満ちている。エリノアはやれやれと、血相を変えている魔物たちの顔を見渡した。






「少し冷静になってよ。過去は過去。今は今でしょう……」

「過去、だと？」






　エリノアの言葉に白い獣人が眉間に深いしわをよせる。睨まれるとなかなかの迫力だが、エリノアは怯まなかった。






「だって……ブラッドの昔がどうだったかは私には分からないけれど、今、ブラッドは私の可愛い弟なのよ。魔界にいるわけでもないのに……あの子が普通に暮らしたいって言うんだったらそうさせてあげないと。ブラッドはずっとそうしたかったの。病気でできなかったことを、同じ年齢の子たちが普通にしていることを、普通にしたいのよ」






　しかしながら、とコーネリアグレースが言う。






「〝魔王〟というものは、なるならないの問題でも、ただの地位役職の名でもありません。それは〝魔王〟という〝存在〟です。女神と勇者によって一度は生を閉じた陛下ですが、転生した今も、〝魔王〟として昔と同じ程度の能力をお持ちなわけです。エリノア様と一緒にいることによって多少は抑えられておりますが……人間たちの中にお連れするなど危険極まりないのですよ？」






　それを聞いたエリノアはうーんとつぶやく。






「分かってるんだけど……ブラッドリーの決意が固いのよ……閉じこめておくわけにもいかないし……」






　エリノアは脱いだ上着を壁に掛けながら困ったように言う。

　ブラッドリーはあれから顔色も良く、精神的にもとても安定しているようだった。あれ以来怒りで新しい魔物を呼ぶようなこともなかったし、配下たちに非情な顔を見せることもなかった。

　姉としてはそのことにとても安心している。

　だが、もちろんコーネリアグレースの案じることも分かった。






「だから……」と、エリノアが魔物たちを振り返った。

　──しかし、エリノアが次の言葉を発する前に……突然エリノアの目の前にブラッドリーが現れた。






「っ、ぎゃっ!?」

「おかえりなさい姉さん……！」






　誰も居なかったはずの場所に唐突に現れた弟は、ぎゅっと姉に抱きつくと、にこにこと顔を笑みで満たした。






「ああ良かった！　遅いからすごく心配したんだよ……今日は上級に上がって初出勤の日だったでしょう？　ブレア王子に何かされなかった？」






　……王子がまるで痴漢か何かのように言われている。

　ブラッドリーはエリノアの肩を持って、姉の身に異変がないかをまじまじと見分している。






「姉さん!?　どうしてこんなにヨレヨレなの!?　髪もぐちゃぐちゃじゃない……まさかあいつに何か──」






　一瞬弟の目が剣呑に光ったのを見て、唖然としていたエリノアが慌てて首を振った。






「や、違う！　初日だったからちょっと張り切りすぎただけ！　ほら、姉さんかなり抜けてるから……」






　もしここで、王宮で出会ったばかりの騎士らにこき使われた挙句、頭をかき回され張り倒された、……なんてことを言ってしまえば大事になる。そんな気がした。






「でも……」

「本当だってば！　憧れの職にやっと就けたんだよ!?　姉さんが右往左往しないわけないじゃない!!」






　力一杯力説する姉の言葉に、ブラッドリーも「まあ、それは……目に見えるようだけど……」と、半ば押されるように頷いた。






「そうでしょう!?　あ、あとねブラッド……」






　ホッとしながらも、これだけは言っておかねばとエリノア。






「なあに姉さん？」

「お願いだから……出迎えに魔法？　を使って急に出てくるのはやめて……心臓に悪いから……」






　姉の言葉にブラッドリーはキョトンとしている。






　──あの日以来。

　大人しく物静かで儚げだったブラッドリーは変わってしまった。

　いや、それまではずっと体調が著しく悪かったわけだから、性格的にも色々セーブされていた部分もあったのかもしれない。

　それにしたって──と、エリノアは困惑する。

　これまでエリノアが彼を過保護に過保護にしてきた反動か……今度はブラッドリーからのエリノアへの態度がおかしなことになってきた。

　しかしブラッドリーは、「だって」と不満そうな顔をする。






「ああ姉さんが帰って来た、と思ったら、自然と身体が飛んじゃうんだよ。早く顔が見たいんだもん。それで……本当に大丈夫だったの？　やっぱり心配だよ……これからは僕が外で働くから姉さんは家にいたらどうかな……姉さんが頑張って上級に上がったのは分かってるんだけど、僕は王宮には入れないし、僕がいないところで何かあったらと思うと居ても立っても居られないっていうか……王宮にはブレア王子もいるし……もし何かあったら僕王宮を破壊しちゃいそうで……」

「……えっと……真顔で言われると本当怖いからやめようねブラッド。大丈夫。大丈夫だから……ちょっと落ち着こうか……」






　抱き竦すくめてくる弟に、慣れないエリノアは若干引き気味。

　特にブレアの話題が出ると、弟の顔がひどく暗くなってなんか怖い。

　溺愛することには慣れているのだが、それが己に返ってくるとなると……嬉しいような気もする半面、なんだか違う気がしてならないエリノアだった。

　それにこれまでは百二十パーセント守るべき対象として見ていたせいか、もしくはブラッドリーが寝台に寝付いていることが多すぎたからなのか……

　エリノアはここに来て初めて小さかったはずの弟ブラッドリーが、いつの間にか己よりも背が高くなっている事実に気がついた。

　それはそうである。ブラッドリーも、もう少年から青年へと変わろうかという年頃なわけで……。

　だが、これはエリノアにとっては地味にショックな出来事だった。

　弟に背丈が負けたこともショックだが、それよりも、そのことに今の今まで気がつかなかった己のうっかり具合にとてもガッカリだ。

　いや、別にブラッドに負けたっていいんだけど、とエリノア。






「（……姉さん、ブラッドよりもチビっ子だったんだね……、……………）」

「陛下～、なんか姉上が落ちこんでいらっしゃいますよ、あははは」

「グレン……笑うな……」






　……そう言うブラッドリーの声音のおどろおどろしいことといったらなかった……。






　はあ、さて、と気を取り直したエリノアは魔物たちと同じテーブルに着き、彼らのほうへと向き直る。

　エリノアを腕から解放したブラッドリーも彼女の隣に座っている。……但し、何故だか弟は姉の手を離してくれない。エリノアがそれを離そうとすると……。

「姉弟なのに……」「なんでダメなの？」──と、この時ばかりは幼い頃の面影そのままの、壮絶に悲しそうな表情でうつむかれ──ると、エリノアも非常に弱い。






「え、ええと、それで……ブラッドのお仕事の件だけど──ひとまず、リードのところで少しだけお手伝いさせてもらうところから始めたらどうかって思ってるわ」

「……リード？」

「ええそうよブラッド」

「……ちょっと待て、何故モンタークなんだ」






　ヴォルフガングが微妙そうな顔で眉間にしわをよせた。

　何故かと言うと……ヴォルフガングとリードがこの家で出会って以降、リードは毎日欠かさずヴォルフガングの世話をしにこの家にやって来るからだ。

　動物の中でも格別に犬が好きだと言うモンターク商店の看板息子は……何も知らず、毎日ヴォルフガングを散歩に連れ出し、ブラッシングもしてくれて……爽やかな笑顔で『いい子だな、ヴォルフ』……と、魔将の頭を撫でている。

　ヴォルフガングが幾ら犬扱いを不服に思って殺気を放っても、何故かリードには欠片も通じた試しがない。

　ゆえに……ヴォルフガングはリードが苦手なのだ。彼が良心の塊であるだけに尚のこと。

　ところでそのリードは、エリノアの家にもう一匹、黒猫が増えていることも知っているのだが……。

　黒猫グレンは素晴らしく素早くて、そしてまた要領も良かった。彼はリードには決して捕まらず、エリノアにも……『まあまあ。あの子はもうほっといていいから……むしろそのほうが平和だから……』となだめられ。リードはとても残念そうだったが、結局グレンのことは諦めたようだった。

　そうしてグレンはいつでも高いところからリードに捕まったヴォルフガングを眺めては、ニヤニヤと愉快そうに笑い転げている。それがまたヴォルフガングにとっては屈辱的であるらしい。

　因みに……新しくエリノア宅の居候となったコーネリアグレースとメイナードの二人は、リードたちには昔のトワイン家の使用人だと説明している。

　黒豹コーネリアグレースは、彼の前ではふくよかな人間の婦人に化け、メイナード爺は、元は庭師だったということになっていた。






　エリノアは魔物たちの顔を見ながら話を続ける。






「どうかしら。リードのところならブラッドも精神的にも安定するし……世間に慣れさせる程度には丁度良いんじゃないかと思うんだけど……まずは短い時間手伝わせて貰って、お給金はいただかない方向で……」






　エリノアは、今朝リードとモンターク家の主人には話をしたこと、それを快諾されたことを皆に告げた。

　しかし、その言葉にまず当の本人ブラッドリーが不服そうな顔をする。

　もちろんモンターク家の店が嫌なわけではない。だが、彼としては自分の身体が動くようになった以上、これからは自分がきちんと働いて、これまで苦労を掛けた姉に楽をしてもらいたかった。その為にならどんな労も厭わないつもりだが──姉も配下たちもそれには段階を踏む必要があると、決して譲ろうとはしなかった。

　そうして結局──。

　彼らに説得されたブラッドリーは、これからしばらく日中の短い時間を、モンターク商店の手伝いをして過ごすことになったのだった。もちろん──婦人と老爺のおまけ付きである。

















４　ブレアとお供の娘












　昨日は結局──頼まれた繕い物は就業時間中には仕上がらなかった。






　そして新しい職場での二日目。

　自宅持ち帰りで繕ってきた山のような訓練着を持って王宮へ出勤すると、先輩侍女たちはそんなエリノアを生暖かい目で見た。

　多分──意味するところは、






『ああ、昨日はいいように使われたのね……要領の悪い子』

『運がないのねぇ……』






　と、いったところであろうか……。

　しかし新人に薄い同情の眼差しをよせておきながらも、彼女たちは容赦がない。

　エリノアとしては、上級侍女になったのだから、折角ならば、王族の方々の煌びやかな身支度や、優雅なティータイムの準備などを手伝わせてもらいたいと思っていた。

　品よく振る舞い、特別な人々の身の回りの世話を任されているのだという誇りを胸に、精一杯忠義を尽くしていきたかった。

　昨日の激務を経て、今日こそは、と、思った。……のだが──……。






　先輩侍女はにっこり笑って言った。

　預かりものがあるなら返却しなきゃねぇ。それに昨日と同じ仕事のほうが覚えやすいでしょう？　とも。






　その言葉の意味するところを察して、エリノアは思った。世は無情だ。が……全くもってその通りだ、と。






　そうして結局エリノアは、昨日のことをげっそりと思い出しながらも、本日もまたブレアの鍛錬の供を担当することになったのだった。






（……今日もあの熊みたいな連中と戦うのか……）






　──察するに、とエリノア。先輩侍女らはブレアの鍛錬場にはついて行きたくないのであろう。

　ブレアが休んでいる時間や、黙々と勤しむ職務の時間に比べると、緊張感漂う訓練中はどうしてもピリピリとした雰囲気が漂いがちで。おまけに場合によってはブレアの元に群がって来る配下たちの世話までも（むしろこっちメイン）を、なし崩しにさせられるとあっては、彼女たちが嫌厭する気持ちも分からないでもない。






（……ああ今日も、仕事上がりにグレンから『姉上、いい逆ハーレムでしたねぇ』とかにやにや嫌味を言われる様が目に浮かぶ……）






　……仕事をする前からどっと疲れた。

　しかし、もちろん新人のエリノアに、仕事を選ぶ権利などなかった。














「……」






　訓練用の剣を手にしたブレアは、大きなカゴを抱えて自分に付いて来るその侍女を無言で見た。

　娘の抱えた木の蔓で編まれたカゴの中には、稽古用に兵に支給される服が幾重にも折り重なって入れられている。視界を覆う程の大きさのカゴのせいで、娘は前が見にくそうに歩き、足元がなんとも覚束ない。ブレアは顔にこそ出なかったが、内心ではやれやれと思っていた。

　その稽古着が、己の配下たちによって、ある意味作為的に娘に押し付けられたことをブレアも分かっている。騎士のオリバーは、決して悪い男ではないが、ブレアのためなら手段を選ばないところがあった。

　昨日も娘にはあまり負担を掛けないようにと言っておいたはずが……そのカゴに詰めこまれた稽古着の数を見てブレアは呆れ果てた。明らかに、昨日鍛錬に参加した兵の人数分よりも多いのである。

　恐らくあの一見親切そうな顔をした騎士が、新人娘の人となりを見る為とかなんとか言って、どこからかかき集めてきたのだろう。あれではきっと、娘は昨日の職務中にも他の仕事などできなかったに違いなかった。

　そういえば、朝の鍛錬以降、娘の姿を見なかったことに思い当たり、ブレアは頭痛を覚えた。






（……オリバーめ……）






　稽古中はブレアも集中していて、どうしても、稽古に参加しているわけではない侍女の動向にまでは目が行き届かない。

　おまけに周囲には共に鍛錬したいと詰め掛けてくる配下が大勢いて、彼らに稽古をつけているともなると尚更だった。






「…………」






　己が廊下を進むたびに、大カゴと共に黒いワンピースから伸びる足がよろめくのを見ると……さすがのブレアも娘に手を貸したい心持ちになった。が……。






　既にそこが己の居住区から出ていることを思い出して、彼はそれを思い止まる。

　鍛錬場に向かう廊下は、他の王子たちの居住区にも近いとあって、使用人たちの往来も多い。

　彼らは皆、難しい顔で剣を手にした第二王子の後ろを、大きなカゴ（を抱えた娘）がヨロヨロついて行くさまを見ては……ぎょっとして、恐々と足早に通り過ぎて行く。

　もしこんな人目につきやすい場所で、ブレアが娘の荷物を取り上げては、娘は王族に己の荷を持たせる不忠者とされてしまうし、娘本人も気に病むに違いなかった。

　ブレアは侍従じじゅうの一人でも連れて来ればよかったと少し後悔する。普段は鍛錬場につけば、配下たちが進んで雑務を請け負ってくれるので、すっかり失念していたのだ。

　しかしその鍛錬場も、もうすぐそこだ。

　気の毒にも思ったが、ひとまず娘が倒れでもしない限りは、ブレアは手出しを控えることにした。






　ブレアはもう一度配下達に釘を刺しておかなければと鍛錬場のほうを軽く睨む。

　恐らく、このオリバーたちによる新人を試すような行動は、もうしばらくの間続くだろう。それもこれも、全てはブレアの〝王子〟という立場がゆえで、彼らが必要性を訴える気持ちも分からぬではない。

　しかしなんとも面倒だとブレア。身分や立場というものは、時になかなか取り扱いが難しい。──思わず、苦々しいため息が出た。






　と──……。

　その──普段、あまり感情を表さない主人の盛大なため息に──虚を突かれた者がいた。






　ブレアの後ろをついて来ていた娘は、王子の思いがけない嘆息によほど驚いたのか、びくりと身体を跳ねさせた。そもそも、王子の背後を重い荷物持参でついて歩かなければならない状況自体が彼女を緊張させていたのだろう。

　強張らせていた身体をビクつかせた娘は、間の悪いことに──足がちょうど廊下の床を覆う絨毯の端に差し掛かるところで……。

　視界をカゴにふさがれていた彼女は、その切れ目に気がつかず。足を取られ、思い切り──……。






　つんのめった。






「ぉ、わっ!?」

「……」






　するとブレアの背後でカゴが大きく傾いて。ブレアは、己に向かって倒れてくるものの気配を感じた。

　腕から弾かれたように飛んで行こうとするカゴを見た瞬間、エリノアが死にそうな顔をした。視界は大きなカゴで塞がれていたが、その先に、自分の新しい主人、王家に連なるお方が居ることだけは分かっていて……。

　その一瞬で、走馬灯のように浮かんだのは、これまでの幸せな記憶──とかではなく。これまでに王宮で仕出かした様々な失態、仕損じ、しくじりの数々……。

　嗚呼、とエリノアは思った。どうして私はこうなのだ。一生懸命やっているつもりなのに、どうしてこう、間抜けと縁が切れぬのか……。

　エリノアの走馬灯には、鬼のように激怒した侍女頭の怒号と、どこからか見ているだろう監視役グレンの遠慮のない嘲笑が響き渡っていた──……。






　……──が。






　この時エリノアが想像したような惨事（珍事）──ブレアの身体にカゴを激突させ、使い古された稽古着が美しい金髪の上に降り注いだうえに……己の石頭が冷ややかな顔の主に突っこんで行く──……。

　などという事態は、現実には起こらなかった。






　そうなる直前──。






「……」






　傾いてくるカゴを目の端に捉えたブレアは、冷静な顔のまま握っていた剣を利き手から放ると、その手で、カゴ諸共エリノアを受け止めていた。






「む、わっ!?」






　カゴに抱きつく形で傾いていた娘の身体は、彼の手によって一呼吸の間に元通りに押し戻されていて。緑色の瞳をまるくした娘は、そのほんの一瞬の出来事に立ち尽くした。






「え……あれ……？」






　視界を覆うカゴのせいで、青年の素早い手さばきを目撃できなかったエリノアは激しく瞬いている。

　ふと──その驚きと戸惑いを混ぜたような表情が、カゴの横から主を覗いた。そのぽかんとした顔を見た瞬間、ブレアは不思議な既視感に襲われる。






「……な、んだ……？」






　ブレアが小さくつぶやいた。

　唖然としている娘のまるい瞳や開いた口を見ていると、奇妙な気分だった。

　驚愕、呆れ、喜びと落胆、後ろめたさと羞恥、そして愉快さと不信感といった……様々な感情がない交ぜになって胸に鮮やかに浮かぶ。頭の中のどこかにはみ出した記憶のひだをつかみ損ねたような、そんな気持ちの悪さがあった。

　と、同時に──脳裏を何か閃くものが過ぎって行く。それは銀の白刃の輝きのようだったが──輝きは閃くと、そのまま奇妙な感情と共に、ブレアの中に溶けるようにして消えていった……。






「……？」






　一瞬感じたものが何か分からず、ブレアは戸惑いを覚え、己の胸を押さえた。

　──しかし、いくら探ろうとも、もう自分の中にその感情を見つけることは叶わなかった。






「……」






　気のせいだったのだろうか。

　たかだかほんの数秒前に感じた感覚を思い出すことができず、不思議な感覚にブレアは首を捻る。






　だが、彼はすぐに己が鍛錬場に向かう最中であったことを思い出す。

　ブレアは振り払うように頭を振ると、灰褐色の瞳でカゴの向こうの娘の様子を一瞥した。どうやら的確に体勢を立て直させることはできていたようで、特に身体を痛めたような様子などはなかった。






　ブレアは無言で身を屈めると、足元に落ちた数枚の稽古着を拾い上げ娘のカゴの中に放った。それから己の剣を拾うと、そのまま何事もなかったかのように機敏な足取りで廊下を先へ進んで行く。

　しかし背後では、王族にカゴと衣類をぶちまけそうになった新人侍女が、未だ自らが起こしそうになった失態の顛末に身を硬直させたままだ。

　付いて来ない供の娘に、ブレアは数歩先で仕方なしに足を止め、振り返る。






「……置いて行くぞ」






　短く言うと、娘が弾かれたように飛び上がった。






「はっ!!　も、申し訳ありません！　ブレア様！」






　彼女はカゴを抱えなおすと、ブレアの後を、転がるように追いかけて来た。

　懸命な顔は真っ赤で、前髪の隙間に覗く額には汗が浮かんでいた。

　それを見たブレアは、ごくわずかに己の口の端が持ち上がるのを感じた。

　……常に表情が固まったように動かぬ自分と比べ、なんとまあ表情も動きも活発な娘だろうかと思っていた。

















５　黒猫の頭突き、熊騎士の訓練着












　エリノアは肩を落として、ひたすら針と糸を動かしていた。

　椅子に腰を下ろしたエリノアの両の傍らには、大きなカゴが置かれている。片方には、今エリノアが手に持っているのと同じ稽古着が山のように入っている。

　エリノアはそれを一枚ずつ取り上げると、破れた箇所を繕ってから、もう一方のカゴへと移し入れた。

　地道な、地道な作業だった。






　そうして次の繕い物へと手を伸ばし、ふと持ち上げた一枚にエリノアがため息をつく。これまた一層酷い破れようで……。






「……」






　──もういっそ、可愛い花柄の当て布でもつけてやろうか。






　延々、延々と。

　昨日から同じ生成りの稽古着ばかりを繕い続ける作業は地味に辛い。

　しかしエリノアは思い直して首を振る。意味のない八つ当たりはやめよう。要らぬことをしてこれ以上状況を悪化させてはならない。

　でも、そうは思うものの、心の中はとてもモヤモヤしていた。






「……何故なんですか、ブレア様……」






　思わずべそりと嘆くようなつぶやきが洩れて。

　それでも。今にも再び溢れていきそうなため息をぐっとこらえると、エリノアは針箱の底から当て布になりそうなものを引っ張り出した。






　──と、

　作業台の上に、ふわりと気配が近よって来た。






「ちょっと姉上ぇ……いつまでこれをやるんですか？」






　少年のような声は呆れたように言う。






「もー私、見ているのも飽き飽きなんですけど。いつもみたいにあっちこっち行ってコケたり、物壊して怒られたりしてくださいよー。つまんないなぁ」

「グレン……」

「朝の鍛錬場の後からずっとこれしかしてないじゃないですか。他の仕事は？」

「……だって、これ、頼まれた以上は終わらせないと……」

「顔くっら！　姉上なんなんですかその顔は……もしかして、さっきブレア王子に言われたこと気にしているんですか？」






　グレンは繕い物の上に、のすっ、と黒い身体を横たえてエリノアを見上げてくる。作業を邪魔する気満々の黒猫の腹毛の下から、繕い物を引っ張り出して、エリノアは「やめなさい。毛がつく」と口を尖らせている。






「……別に……気にしてるっていうか……」

「いやはや、あの男……評判通りなかなか気難しいんですねぇ。仕えて二日目の姉上に早々と三行半突きつけるとは」

「ぐ……」






　揶揄するように冷笑を浮かべるグレンに、さすがのエリノアもがっくりとテーブルの上に沈む。






「う……み、三下り半……」

「姉上のいったいどこがお気に召さなかったんでしょうねえ。短気なところでしょうか？　そそっかしいところでしょうか？　それとも間の抜けた顔？　もしくは強すぎる弟愛がにじみ出てましたか」

「た、短気って……こう見えて私かなり根気よく繕い物してると思わない!?」






　エリノアはうっすら涙目になりながら、稽古着を持ち上げて訴えた。






　──だが、そうなのだ。エリノアが落ちこんでいる理由はそこにあった。






　今朝のブレアの鍛錬の終わり頃。そのまま職務に向かうと言った彼は去り際に、何故か唐突にエリノアを振り返った。

　それまでは筋肉っ子たちの厚い壁に阻まれて、ほとんど傍によれなかった主人に、静かな瞳で見つめられたエリノアは、一瞬どきりとしたのだが──……。

　王子は口を開くと、きっぱりとした口調で言ったのだ。






『もうお前は鍛錬場にはついてくるな』






　──と………………。






　兵士たちに翻弄されつつも、自分なりに頑張っていたつもりだったエリノアは、その言葉にとても驚いた。

　いや、王子の身体にカゴごとタックルしそうになったりと、色々不手際があったことは認める。だが、だからこそ、昨日以上に一生懸命駆け回って頑張ったつもりだった。

　エリノアはいったいどこがダメだったのだろうかと戸惑った。が……しかし、王子からは結局その理由は聞けず終いである。

　上級とはいえ、普通侍女が王族命令に口ごたえなどできるわけがない。（……聖剣抜いた時は緊急事態だった、とエリノアは心の中で言い訳する）






　そうして。

　結局ブレアに理由を聞かされないまま、エリノアはこうして侍女たちの待機部屋の片隅で、兵たちに押し付けられた稽古着の残りを繕っていた。

　エリノアに二日連続で面倒な鍛錬場の仕事を押し付けた先輩侍女たちも、さすがにカゴいっぱいの繕い物を抱え、ブレアの突然の拒絶にオロオロしている新人娘を見て哀れに思ったのか……繕い物が終わるまでは通常業務から外れてなさいと許可をくれた。






　エリノアはがっくり肩を落としている。

　そんな様子を見たグレンは青い眼を細める。






「姉上ったらジメジメしちゃって。らしくないなぁ」

「だって……こんなに早く……どうして？　私が王子の頭に繕い物をぶちまけそうになったから!?」

「それもあるかもしれませんが。思うに、その繕い物、預かり過ぎたんじゃありませんか？　ほとんど他の仕事できてませんし、要領の悪い侍女にイラっときたとか」






　グレンの言葉に、エリノアは悲痛な顔で反論する。






「だって！　ブレア様の配下の方々の頼みを断っていいのかも分からなかったんだもの！　あの中には騎士位を持つ方だっていらっしゃったし……いち侍女が簡単に拒絶しちゃっていいのかしら……とか色々考えているうちに手の上にいつの間にか繕い物が積み上がってたのよ！　あの人たちったら当然のような顔して押し付けてくるし……」






　わなわな破れた稽古着を握りしめているエリノアに、グレンはやれやれと首を振る。






「……姉上は結構騙されやすいタイプだったんですねぇ」






　グレンはそう言って、作業台の上に項垂れたエリノアの眉間に、猫顔をぐりっとおしつける。






「う……」

「いいですか？　姉上……人間の中にも、魔物を上回るような悪人は、いますっ！」






　零距離で、青い瞳に見据えられ断言されたエリノアが呻いている。






「う、うぅ」

「……私は心配ですよ。その内奴らに無駄に馬鹿高い壷とか、効果がありもしない魔法のお札とか買わされるんじゃぁないかって。魔物には強いくせに人間にいいようにしてやられるなど……魔王の姉の名が廃りますよ！」






　グレンはしっかりしろコラ、と、ごすごす頭突いてくる。

　頭突かれながら……〝魔王の姉〟と言われたエリノアは、弟ブラッドリーのことを思い出していた。上級試験に受かった時は、弟はとても喜んでくれて。

　それなのに、上手く仕事をさばけていない自分を思うと情けなくて。がっくりきた。






「……あんたにまで怒られるなんて……」

「当然です。私、身内を自分がいじめるのはよくても、他人がいじめているのを見るとムッとするタイプなんで。ブレア王子なんかに言われたことをいつまでもうじうじ引きずられるとつまんないです。おもしろくないです！」

「……別にいじめられたわけじゃないったら。ただ、地道にやってれば、ブレア様はちゃんと仕事してる人間はきちんと評価してくれるから大丈夫──て、先輩は言ってたから……頑張ればきっと、と思っていたから……ちょっと堪えただけよ……」






　新しい職場で初めて任された職務だ。「もう来るな」と言われると、「お前の働きはなんの役にも立たなかった」と、言われているようで悔しかった。するとそれを聞いていたグレンがスッと目を細めて言う。






「……でもお忘れですか姉上。王子は記憶がないとはいえブラッドリー様と聖剣の目撃者です。関わらないほうがいいんですから、遠ざけられているくらいが丁度いいんじゃないですか？」

「……」

「メイナードの忘却術もけして完璧なわけじゃないんですよ。人の頭脳ってものは未知数なところも多いですからね。何かの拍子に記憶の蓋が開く可能性もある訳です。別に鍛錬場には来るなって言うだけで私室付き侍女から外されたわけじゃないんでしょう？」

「……そうだけど……」






　確かにグレンの言うことは（珍しく）正しかった。

　このまま平穏に上級侍女の仕事を続けたいと思うなら、あまりブレアの側には近より過ぎないほうがいい。






「もともと織りこみ済みの事態のはず。王子は姉上に対する不信感を記憶の底に眠らせています。嫌われ、拒絶されても不思議はありません」

「……それについては、どうこう言うつもりはないのよ……自分が選んだ道だから……でも、そうよね、私、聖剣を抜いておきながら放棄した不忠者でもあるしね……」






　だが、頑張ればきっと不信感も少しずつ拭い去っていけるはず──と、希望を持っていたのだが。

　やっぱりブレアと主従関係を築くのは難しいのだろうかと、エリノアはなんだかとても悲しくなった。






「…………」






　消沈して。せめて挽回するチャンスが欲しかったと思っていると──。

　唐突に、視界が真っ暗になる。






「っ!?　、暗い!!」






　一瞬グレンの悪戯かとも思ったが……耳に低く笑う声が届いて、エリノアは身を固くした。






「おい、新人侍女」

「っ!?」






　エリノアは事態を察した。






「この声……この匂い……じっとりした汗臭さ……さては稽古着だな!?」

「ははは、当たりだ」






　頭に被せられた布──稽古着を引っ剥がすと──頭上で、例の熊男、騎士オリバーが豪快に噴き出していた。






「匂いとは。お前は犬か！　ははははは」






　その顔にエリノアが目を剥く。






「犬て……騎士様……あなた様ご自分たちの汗臭さを侮っておられますよ!?　脱ぎたてほかほかを人の頭に乗せないでください！」






　どんだけ強烈だか分かってないな、この熊騎士めとムッとすると、余計にげらげら笑われる。と……はたと手にした稽古着を見て、エリノアが悲鳴をあげた。






「ひぃいいいっ!?　こ、これは!?　この染みの形には見覚えがありますよ!?　これは今朝……私が繕い終わってお渡ししたばかりのやつではありませんか!?」






　昨日の夜綺麗に繕ったはずのそれは、袖のあたりには新たな大きな裂け目があって、それが最早ちぎれ落ちそうになっている。

　だが、男はけろりと頷く。






「そうだが？」

「!?　な、なんという平然とした……そろそろわたくしめも涙目なんですけど!?　大事に着てくださいよ!!」

「いやぁ～、ブレア様のところに行こうと思っていたのだが、いいところでお前を見つけた。またこれも繕っておいてくれ」

「……！　……！　せめてっ……洗ってから持ってきてくれやしませんかねっ!?」






　部屋の中は一気に男臭い汗の臭いで満たされて。エリノアは胃がキリキリした。オリバーはカラカラ笑っている。






　今朝のカゴぶち撒け未遂事件の後……ブレアの後を追いかけ鍛錬場に着くと、そこには、またこの男がエリノアを待ち構えていた。

　──そのにんまりした顔には嫌な予感がしたのだ。

　だが、ひとまず雑務を終わらせてから、繕い物を一枚一枚彼らに返却して行った。と……男たちは、今彼がしているのとそっくりな表情で、エリノアに新たな繕い物を手渡してきたのである。






　──これ正にエンドレス──……。






　エリノアは気が遠くなった。






「なんだ、どうした青い顔して。ほら飴でもやろう」

「飴……いりません……消臭剤を要求致します」

「はははは、そんなものはない」

「……」






　言葉を失ったエリノアの眉間には、くっきり怒りの筋が浮いている。






　──因みに……グレンはいつの間にか姿を消していた。

　ただ、耳に不思議な声が届いた。






『姉上！　壷とか買わされたらダメですよ!!』

















６　熊とエリノアと、勇者の祈り　前












　暗い顔をしていた娘から、（飴を駆使し）やや強引に話を聞き出したオリバーは噴き出した。

　仕事がつらいと嘆いているのかと思ったら……ブレアに鍛錬場にはもう来るなと言われ、それが気になっていると言う。

　オリバーは迷惑そうな娘の隣の作業台の席に座ると、「なるほどねぇ」と娘の顔をしげしげと見つめた。

　娘の顔は覇気がなく眉尻は下がりきっていた。オリバーが傍に来たことで、口元はやや不満げ不審げに突き出ているが……。

　しかし、何故か手だけは別人のように活きが良い。自分たちが預けた稽古着が、まるで親の仇か何かであるかのように、ブスブスと針で刺され──ている割に綺麗に仕上がっていくので、なんだか変な娘だなとオリバーは思った。






「殿下がねぇ……」






　そうつぶやくオリバーの顔は、一見穏やかだが、笑みの影に、少々含みのある表情が覗いていた。

　この騎士と第二王子ブレアとは、親の代からの付き合いである。

　幼少期からブレアの良い稽古相手として傍に上がっていた彼には、他人からは分かりにくいブレアの行動や心理がよく分かる。

　ゆえに、今回も、オリバーにはブレアが何故この娘に鍛錬場には来ないようにと申し付けたのかはおおよその予想がついた。

　オリバーは薄く笑う。






（そう来ましたか……）






　娘はそれが自身の失態によるものかと心配しているようだ。

　だが、おそらくそれは……オリバーたちの無遠慮な娘のこき使いようを見かねてのことだったのだろう。

　この日の午前の鍛錬中にも、王子はオリバーたちにこの娘にあまり構うなとは言ってはいたのだが。

　それを再び王太子や国王が心配するだなんだと煙に巻いたのはこの男である。

　──先王の時代。ブレアの父が即位する際に、王族内では激しい骨肉の争いが起こった。その過酷さを現王の傍で見守った彼の父の教えもあって、オリバーはブレア周辺の出来事にはやや敏感なところがある。

　そして昔から傍にいるだけあって、オリバーは家族想いのブレアの泣き所をよく知っている。その上彼は口も達者で。

　当然そのことをよく承知している王子は、この減らず口男を言葉で説得するよりは、娘を下げたほうが遥かに早いと踏んだのだろう。

　だけどまぁ、と、オリバーは苦笑する。ブレアはそれをわざわざ娘に説明してやりはしなかったのだろう。






（しかし……そのようなことをされると、余計に気になるのですよブレア様……）






　オリバーは、王子が思いのほか素早くこの娘を自分たちから遠ざけようとしたことが少々気に食わなかった。

　彼自身も、ブレアがこの娘のことを、『傍に置いておかなければならない気がする』などと、実にもの珍しいことを言うものだから、ついやり過ぎている……とは、思っていた。

　だがオリバーが違和感を覚えるのも無理はない。

　ブレアはただ口で『もう来るな』と、命じただけのようにも思えるが……命じたということは、ブレアが娘のことを念頭に置いていたということである。国の王族が、一介の侍女を……である。

　ブレアの第二王子という地位は伊達ではない。ブレアは王太子を支える役目も担っているし、職務も忙しい。

　その、国の多様な職務に関わり、重大な問題にも取り組んでいる彼が、何ゆえいち侍女がたった数日こき使われたからといって気遣いを見せるのか。

　オリバーとしては、新人娘の人となりを見るために少々圧を掛けてみたいという申し入れは既にブレアにしてあった。これまでにも新人侍女がブレアの周りに上がってきた時は、同じようなこともあったはずだが。






「……」






　オリバーは、げっそりとした様子で針を動かしている娘を見下ろした。

　どこにでもいそうな娘である。






「……ただの変な女にしか見えないが、何かあるのか……？」

「…………騎士様、聞こえてますよ……」






　娘がぐっと睨んでくるが、オリバーはそれを笑ってかわす。

　なかなかに度胸のある娘であることは確かだなと、オリバーは思った。






（……まあ……もう少し……様子を見るか……）






　オリバーは団服の中から何かを取り出した。そしてその手を、傍で懸命に針仕事をしている娘の頭のほうへ向けた。と──。






「っ！」

「え？」






　気配に気がついて。エリノアが繕い物から顔を上げると、騎士が驚いたような顔で手を引っこめるところだった。

　その手には小さな布袋が握られており、甲の部分には赤く走った筋が数本延びていた。






「え？　ちょ、どうなさいました!?」






　それが血の筋だと悟ったエリノアは、慌てて椅子を立つ。






「……いや、お前の頭にこれを乗せようとしたら……どこからか現れた猫が引っ掻いて行った……」

「ね、ねこ……？」






　聞いたエリノアは、ぎくりとする。






（──グレンったら……）






　オリバーはさして痛そうな顔はしていなかったが、きょとんとした顔で、猫が去っていったらしい部屋の出入り口の先を見ている。

　エリノアはため息をつくと、後ろの棚から薬箱を取り出した。

　不本意ながら、グレンはもう身内のようなもので、少しばかりの罪悪感を感じた。






「とりあえず消毒しておきましょう。手をお出しください」

「ん？　別に手当てなんぞいらないぞ。猫に引っかかれたくらいで……」

「いいからお出しください。で……いったいなんの袋を私の頭に乗せようとしていたと？」






　手当てはいいと言うオリバーの手をつかまえながら、エリノアは胡散臭そうな顔をして男を見た。






「ああ……これか？」






　オリバーは机の上に袋を置くと、紐を緩め──。






「これは──」






　と──。

　そう言ったきり、オリバーの言葉が途絶えた。

　作業台の上に置かれた袋へ視線をやっていたエリノアは、不思議そうにオリバーの顔を見上げる。






「……騎士様？」






　見上げた瞬間のことだった。

　オリバーの目が点になり、その手が胸を押さえた……と、思ったら、大柄な身体がゆっくりと傾いた。






「え」






　そのまま、ゴスンと作業台の上に突っ伏すように崩れ落ちた男に、エリノアがギョッと息を吞んでいる。






「え!?　ちょ、騎士様大丈夫ですか!?」






　オリバーの顔を覗きこもうとした時、エリノアの背後で忍び笑いが聞こえた。

　驚いて振り返ると……そこに小さなグレンの姿があった。






「あははは、ざまぁみろ」

「グレン……!?　あんた何かしたの!?」






　オリバーは作業台の上でピクリともしない。

　瞳は開いているし、呼吸もあるようなのだが、その表情は硬直し、視点も定まってはいない。

　明らかに異常な状態だった。

　エリノアは青い顔でグレンを見たが、しかし黒猫は愉快そうに笑うばかりだ。






「まあいいじゃないですか姉上。いけ好かない人間です。それに、姉上の頭に不用意に怪しげなものを乗せようとしていました。自業自得です」

「はぁ!?　良いわけが……と、とにかく、い、医者を……」

「えぇ？　こんなやつ適当にどこかの路地にでも転送してしまいますから、放っておきましょうよぉ」

「馬鹿言わないで！　そのまま騎士様が動けなくて病気にでもなったらどうするの！」






　睨むエリノアに、グレンはやれやれと不満そうな顔をする。






「まったく姉上ったら、こんな失礼な奴放っておけばいいのに……ああ、それと……これは普通の医者には治せませんよ。魔障ですからね」

「へ？　ま、しょう？」






　聞きなれない言葉にエリノアが戸惑う前で、グレンは自分の前足の爪をうっとりと眺めている。






「魔物につけられた傷は普通の傷とは違います。人の身体には結構障るらしいですよ。特に、女神の加護の薄い人間には」

「女神様の、御加護……？」






　戸惑うエリノアを余所に、グレンは男の顔を覗きこみながら、「いやー」とのんきに笑う。






「主は信仰心に厚いというのに、この男はあまり女神を信仰してはいなかったみたいですねぇ。まあ、そうでしょう、千年近く女神の勇者も現れていなかったわけですし。実際女神の業を目にすることもなくなった人間たちの信仰心が薄れてきていても不思議はありません」

「ど、どういうこと？」

「この程度で魔障に蝕まれるということは、女神の加護が薄い証拠です。まさかこんなにあっさりいくとは」






　黒猫は男を小馬鹿にするような目で見ている。その言葉に驚いたエリノアは、傷つけられたオリバーの手の甲を見た。






「うっ!?」






　と、いつの間にか、男の手は、甲どころかその全体が黒く変色している。慌てたエリノアがその団服の袖をめくり上げると、もう肘辺りまでが蝕まれているようだった。

　エリノアは真っ青な顔で叫んだ。






「ば……馬鹿ーっ!!　ど、どうすればいいのよ！　どうしたら治るの!?　は！　……メイナードさん……メイナードさんね！　今すぐメイナードさんを呼……」

「忘れてます？　メイナード殿も一応魔物なんですよ？　悪化させるのはお手の物でしょうけどー。……まあ、治せるとしたらちゃんと力を備えた聖職者くらいですかねぇ」

「聖職者!?」






　それを聞いたエリノアは、あわあわ言いながらも、すぐに決断を下す。オリバーが身体を預けた作業台の横に身を屈めると、なんとか背負おうとその身体を引いた。女神の聖殿に行けばそこには聖殿の司祭がいるはずだ。グレンの手助けは端からあてにしていなかった。






「う、お、おもっ」

「……姉上、まさかその巨体を背負う気ですか？　……無理に決まってるじゃないですか」






　呆れたように見ているグレンの言葉を、エリノアは騎士（成人男性やや大きめサイズ）の身体の重さに半ば押しつぶされながら呻く。






「ぅ……だって！　魔障とか蝕まれるとか恐ろしげな……これ下手したら死ぬとかいうやつなんじゃないの!?」

「ま、場合によってはそうですね」






　グレンはけろりと頷く。そのあっさりと縦に振られる小さな頭にエリノアは唖然とする。

　それは、本当になんとも思っていない顔だった。

　グレンは本気で男が死のうが生きようがどうでもいいと思っている。その上その身体をどこかに転送し放り出すと言う。






　エリノアは、そのあまりの言いように──。






　カッチーンと来た。






　途端──腹の中から得体の知れない激流が頭のほうに向かって流れこんで来た。それを吐き出すように口を開くと、轟くような怒号が室内を揺らす。






『──グレンっっ!!』

「ひゃっ!?」






　きつく鞭で打ちつけるような声に、グレンは四肢を強張らせて飛び上がった。

　次の一瞬、光の一閃が走ったかと思うと──エリノアの両手の甲が白く光り輝いた。眩き中にもくっきりと浮かぶ印に、グレンが怯んで後退る。






「め、女神の印……!?」

















７　熊とエリノアと、勇者の祈り　後












　──湧き上がった怒りに任せ怒鳴ったエリノアは、身体の中に火山の爆発のような急激なエネルギーを感じた。腹から湧いた鮮烈な力が全身に行き届くと、不思議と重くてたまらなかった騎士の身体がふわりと軽くなった。

　エリノアはそのまま立ち上がり、グレンに向かって一歩踏み出す。

　冴え冴えと輝く緑の瞳に見据えられた黒猫の顔がひきつる。

　さほど大きいとはいえないエリノアが、大男を担いで自分を睨み下ろしている姿は、なんだかとても異様だった。






『あんた……その性根、どうしてやろう……！』

「ぎゃっ、姉上！　やめてやめて！　聖の力を振り回さないで……熱い！　燃えちゃ……ぁあ!?」






　そこでグレンがハッとした。黒毛の後頭部からはわずかにちりちりと焦げ臭い煙が立ち上っている。が、あることにはたと気がついたグレンは、牙のある口元に前足を押し当てて、そういえば……とつぶやいた。






「忘れてました……姉上、聖剣の勇者じゃないですか……」

『あんたは本当に碌なことしないんだか……っ…………え？」






　その途端、指摘されたエリノアが、うっかり──すとんと怒気を失った。






「姉上なら、なんとかできるんじゃないですか？　魔障」






　グレンがそう続けると、エリノアの表情が真顔に戻っ──た、途端。エリノアの表情が苦痛に歪む。






「ぎゃっ!?」






　不思議な力を失った娘の身体は崩れ落ちて。背負っていたオリバーの重量に押しつぶされる。






「……おやおや……聖なる勇者の力が消えましたね。はー助かったぁ……」






　つぶれたエリノアを見て、怯えていたグレンが身体を起こし、ため息をついた。






「姉上ったら、急に覚醒するの止めてくださいよ！　吃驚するじゃないですか！　……毛が焦げちゃった……」

「いや……っ、重い！　ちょ、助けて！」

「あー驚いたらお腹がすいた。何か食べてこよーっと」

「ちょ、グ、グレン!!」


















　で？　と、エリノアはクッキー臭いグレンの鼻面に顔を迫らせた。






「私が、どうやったら騎士様の魔障を消すことができるの？」






　問うと、黒猫は、はぁ？　と子憎たらしい顔をする。






「聖なる力の使い方なんて魔物の私が知るわけないじゃないですか」

「はぁ!?」

「でもそうですねぇ……姉上の聖なる女神の印は手の甲に出ているわけですから……」






　グレンはにっこり笑って首を傾ける。






「両手で抱き締めてお祈りでもしてみたらいかがですか？」

「はぁ!?　だ、抱き締める……!?　わ、私がこの方を!?」






　グレンの言葉に、エリノアは目を剥いて、床に転がされ、未だ意識の戻らないオリバーを見た。






「まあ、嫌なら放っておけばいいですよ。その場合、この熊男は死ぬか、もしくは魔物に変貌するか、ま、どっちかですね。知ってます？　魔界には虫の魔物とか、茸の魔物とかいるんですよ？」






　性懲りもなく、そんなのになったら面白いですよねーとか言うグレンに、エリノアがわなわなしている。






「あ、あんたはまたそういうことを軽々しく……いいわよ！　やればいいんでしょう、やれば!!」






　エリノアはグレンを睨むと、鼻息荒く、のしのしとオリバーの傍らに近づいていった。

　それから、一瞬の逡巡の後、えいやっと、その身体の上に覆いかぶさった。






「女神様!!　お願いです！　どうかっ、この騎士様の魔障を清めてください！　この方人使い荒いし、胡散臭いし、いけ好かないですけど……こんなことで命とられることないと思うんです、お願いします!!」






　──祈り方なんか、食前食後の祈りとか、就寝前の祈りとか、そういった類いしか知らなくて。が……とにかくエリノアは懸命に祈った。要は気持ちだ。

　しかし、これが失敗したら身体の下の騎士が死ぬのかもしれないと思うと、だんだん男が哀れに思えてきて。でたらめな祈りがだんだん鼻声になっていく。






「ああ、全然魔障が消えない……め、めがみさま……っ！　こ、こんな人でもきっとお亡くなりになったらご両親が悲しむと思うんです……ましてや茸になるとか……ぅ、こんな熊のように大きく育て上げたっていうのに、死因が猫にひっかかれたから……なんて……ご母堂様がどれだけ失意に暮れられるか……私にはとてもじゃないですが言えません！」

「…………」






　終いにはメソメソしだしたエリノアに、背後でグレンが無言で呆れている。






（……この人本当にお人よ……）






「っ!?」






　そこで何かに気がついたグレンが、ハッと顔を上げて──そして、さっと身を翻した。

　残されたエリノアは、オリバーに抱き縋ったまま、しくしく泣いている。






「めがみさまっ！　どうか……この哀れなお母様の息子様を──……」

「…………何をやっている」






　エリノアが尚も祈ろう（？）とした時。不意に、背後から低い声がかけられた。






「へ……」






　エリノアが泣き顔で振り返る。






　と、そこに──。










　ブレアが立っていた。

















８　寝ぼける騎士とブレアの真顔












「……」






　それは傍目に見るとかなり奇妙な光景だった。






　成人した男女が床の上で重なり合っている姿はかなり衝撃的な光景の部類に入るだろう。

　……が……娘は「……茸なんて……女神様どうか……！」……と、不思議で奇妙なことを言いながら、しくしくと泣いていて。

　その必死な形相に、ブレアは、もしや床の上の男に何かあったのかと案じてもみたのだが……しかし。

　娘の下に横たわる、男──オリバーは……。






　どう見てもスヤスヤと寝息を立てている。






「……………………」






　分からん……これはどういう状況だ……

　真顔の王子は無言のまま、図りかねる、と思った。

　それは、決断の素早さでは定評のあるブレアをも、一瞬躊躇させる光景であった。














「……何をやっている」






　声をかけると、娘がハッと悲壮な顔をあげた。

　涙で濡れた顔色は血の気が引いて真っ白だった。途方に暮れたように下がりきった眉は、娘のまるい額のせいもあって、どこか幼子の泣き顔のようにも見える。

　ブレアの不審そうな顔を見ると、娘はびゃっと破裂するように「騎士様が猫に引っ掻かれて死んじゃいます！」……と、叫んだ。






「……猫……？」






　ブレアが怪訝そうに繰り返す。と、オリバーに抱きついたままの娘の目から、ドッと涙が溢れ出た。その勢いに、青年は目を大きく見開いた。






「わ、私がいたらないばっかりにっ！」

「……」






　嘆きながら……悔しそうにドンと右手を振るうエリノア。……まあ、その悔し紛れに打たれた場所は、実は娘が『死にそう』と声高に申告するオリバーの胸板ではあったが……。屈強な熊の如き騎士の身体は、娘が我を忘れ、多少ぶん殴った程度ではびくともしない。事実、冷静に見守るブレアの視線の先では、寝息を立てているオリバーの、その呼吸すらも、わずかも乱れはしなかった。男は相変わらずスヤスヤと安らかな顔で瞳を閉じている。






「…………」






　ブレアは一瞬押し黙った。騒いでいるのは、オリバーに跨っている娘だけなのだが、彼女はどう見ても本気。いったいどうしてこのような事態になったのだろうかと──真面目に考えてもみたが……。ひとまずは、泣いている娘を放っておくこともできない。

　ブレアは二人の傍に近よると、まずは号泣しているエリノアの肩にトンと、なだめるように手をおいた。それからすぐにオリバーの肩の横に膝をつき、男の顔を覗きこむ。

　……しかし、やはりどう見ても、オリバーはスヤスヤと……（以下同文）。






「……」






　ざっと確認したところ……騎士の身体には、なんら異常は見られない。

　手の甲には娘が言う通り、小さな獣にでも引っ掻かれたような傷痕がついている。確かに、稀に猫の爪にやられて感染症に罹るという話もあるにはある。が……。

　ブレアはオリバーから視線を外し、エリノアを見た。するとエリノアもブレアの視線に気がついて。何かを恐れるような白い顔で、息を殺し、こちらを見る。今にもハラハラと音が聞こえて来そうで。その表情を見ていると、自然、ブレアの声が慰めるように和らいだ。






「……エリノア・トワイン」

「申し訳ありませんブレア様！　うちの子とにかく気性が荒くて……お祈りしても全然効かなくて……こんなことなら剣戻すんじゃなかった！」






　ぴーっと、尚も泣く侍女の言葉には意味の分からないものが多かった。その大半をブレアはおそらく混乱のせいだろうと踏む。（しかし、茸だ女神だと言っていたあれは祈りだったのだな……と、やや微妙に思いながら）ブレアはその肩にもう一度手をのせた。






「落ち着け……確かに手の甲には傷があるが……それ以外には外傷もない。体温も、脈も呼吸も正常だ。……この者はただ……寝こけているだけだと思うが」

「へ……？」






　言われた娘はきょとんとして、ブレアの顔を見上げた。が、「いやっ、でもっ」と、オリバーの身体の上で身を起こし、男の筋肉質な腕を持ち上げた。






「だって、腕が黒く──」






　と、ブレアに見せるように持ち上げた腕に視線をやって──。

　エリノアはぎょっと二度見する。






「ない!?　あれっ!?」

「……そうだな……普通の肌の色だと思うが……」と、ブレアが言った時、室内に間延びした声が響く。






「ふ、ぁあああ……ん……？」

「ぎゃっ!?」






　驚いたらしい娘の下で、緩慢な息を大きく吐きながら、オリバーがぼんやりした瞳を開く。

　男はよっこらっしょ、と大きな身を起こすと、そこに乗っている娘を見て「はて」と、首をかしげる。






「誰だ？　部屋に女を呼んだ記憶はないが……」

「……」






　どうやら、寝ぼけた頭のオリバーは、私室にどこぞの娘でも連れこんだ──とでも勘違いしているらしい。騎士は己の膝の上に乗ってぽかんとしている娘の腰に腕を回すと、「まあいいか、」と、にこりと微笑んだ。──が。

　途端、背後からブレアの拳がその焦げ茶色の頭をガツッと殴る。






「あいてっ……おや？　……ブレア様？」

「寝ぼけるなオリバー……早く私の侍女を離せ」

「侍女？」






　叩かれた頭を撫でさすりながら、オリバーはきょとんと膝の上の娘の顔を見た。






「おや、よく見たら新人じゃないか。どうした？　やけに積極的だが……さては私がやった飴が気に入って懐いたか」

「……」（ブレア。無言でもう一発殴る）






　と、起き上がった男の顔を、唖然と見ていた娘はかすれ声で言った。






「……騎士様……？　なんとも、なんともないんですか……？」

「？　なんのことだ？　気味の悪い顔をするな」

「…………」






　自分の問いかけを聞いても不思議そうな顔しかしない男に、エリノアが息を吞んで押し黙る。事態を把握できないといった顔つきだった。

　と、冷静な顔でブレアが言う。






「お前がそのようなところで大の字になって寝ているから案じておるのだろう」

「寝……？　はて、記憶にありませんが……」






　オリバーは不思議そうな顔で首を傾げてから、エリノアを見つめた。

　エリノアはそんなオリバーの顔と猫の爪痕が残る手の甲とを、目を剥いて見比べている。






「……」






　そんな二人を見たブレアは……

　ひとまず、なんだか状況がよく分からなかったが。いつまでも床の上で膝抱き状態の二人に……思わず眉間に縦皺をよせるのだった……。














　──一方、

　熊騎士の膝の上で呆然としていたエリノアは、信じられない気持ちで己の手を見ていた。

　確かについさっきまでドス黒い沼の底のような色をしていた騎士の手は、いつの間にか正常な肌の色に戻っている。

　目覚めた当の本人も、先程の自失状態が嘘のようにけろりとしていて──エリノアは──ほっとしすぎて、思わず全身から力が抜け落ちるような気がした。（※膝の上）






（……お……お祈りが……効いた……の……？　…………いや、でも……あんなのが!?）






　騎士が無事で良かったとは思う。けれど、そんな馬鹿なという気持ちも強かった。

　グレンに乗せられてひとまず慌ててやってみたものの、我に返った今となると、あんな祈りに本当に効果があるとは信じがたい。

　いや、そもそも祈りと呼べるような大層なものでもなかった。よくよく思い返してみると、あれはただ必死に、泣いて女神に哀願しただけだ。

　思ったよりも女神は形式には寛容なのか……と、思う反面……。

　エリノアは、あんな祈りなら──今までも、病の弟のために散々やって来たのに……と、少々複雑な気持ちにもなった。

　一度だってその願いが聞き入れられたことはなかっただけに。






（はぁ……でもまあ、騎士様が無事でよかっ……あれ……？）






　エリノアは、ため息をついて、しかしそこで、ハタと気がついた。

　ということはだ。これまでは曖昧にして来たが、結局──聖剣を大樹に戻しても、自分は女神の勇者認定から逃れられていないということではないか。






（聖剣が手元にあるかどうかは……関係ないの!?　いや、そもそも、絶対人違いだと思ったのに……）






　そう思いつつ……エリノアは、己の両手の甲を恐る恐る見下ろした。……気のせいだと思いたかったが、そこはごくわずか、うっすらと、光を放っているように見えた。

　エリノアは、内心でうっと思いながら。傍にいる二人からその光を隠すように、さりげなく手のひらを上にしてそれを重ねた。

　何がなんだか分からなかった。

　ただ──騎士の魔障が消えたということは……一応エリノアに、魔障を祓う能力が備わっているということになる。

　そう思うと、現実を突きつけられたような気がして、両肩に見えないなんらかの重荷を乗せられたような重苦しい気持ちになる……。






（……普通の職だったら……家庭の事情（弟が魔王）とかで辞職できるのに……）






　エリノアは本当にえらいことになってしまったとげっそりした。もしかして、女神様に直接辞表でも出さないとダメなのか。提出先はいったいいずこ……──と……。






　難しい問題に頭を悩ませていたものだから──エリノアはすっかり失念していた。

　──己が未だ、騎士オリバーの膝の上であったことを。






　自分の膝の上でほっとしたように肩を落としたり。かと思えば苦悩に満ちた表情でわなわなしはじめる娘を、オリバーは、なんだなんだという目で眺めていた。呼びかけてみても、あまりにも反応がないものだから、ちょっと尻でも撫でてみようか……と、思ったところで、見透かされたようにブレアに三発目の鉄拳を喰らった。






「あいてっ」

「……」






　ブレアはオリバーを無言の視線で刺すと、ため息をついて、男の膝の上で呻いている娘の腕を取った。






「……？　あれ？　ブレア様……？」






　引っ張り上げると、ようやくその緑色の瞳がブレアに向いた。






「……何をしている。行くぞ」

「え？　でも、騎士様が……」






　気遣うように、床の上に座っている男を振り返る、娘の目──……。

　それを見た時。ブレアは何故だか──……少々ムッとした。

　うかつにも尻を撫でられそうだったにも関わらず、その当人を案じる娘に呆れるでも、そもそもの彼女の勘違いを呆れるでもなく。ただ、単純に、ムッとした。






「……いいから放っておけ」

「あ、ぇえ？」

「………………」






　床にあぐらをかいたままのオリバーは、その光景を、目をまるくして眺めていた。

　戸惑いながら「ならばせめて繕い物の……カ、カゴ──!!」……などと、叫んでいる娘の腕を、ブレアが半ば強引に引っ張って行く。

　このようなことは、本当に珍しいことだった。

　普段ブレアは、自分の側付きの侍女であったとしても、彼女たちにみだりに触れることなどけしてない。使用人に限らず、他者とは強固なまでに、一線を引くタイプ。それがブレアという男である。

　……そのはずなのに。






「…………」






　オリバーは、部屋を出ていく主人と侍女を無言で見送った。

　そのブレアの横顔に……思わずつぶやきが漏れる。






「……ブレア様……が……？」






　男は戸惑っていた。

　王子の顔は、いつもどおりのほぼ真顔。だが──。

　長い付き合いのこの男には、その微妙な違いがよく分かった。

　あの顔は、かなり──。






「…………いや、まさか……」






　オリバーは思わず己の口を手で塞ぐ。

　もしそれが本当ならば、大ごとだ。

















９　ブラッドリーの初仕事。店主は息子を励ましたい。












　──リードは、涙ぐんでいた。






　看板息子が店の真ん中でハラハラ泣いているとあっては、やって来た客たちは皆一様に「なんだなんだ」と彼を眺めていく。

　そんな彼の視線の先で、ホウキを手に頬を赤らめて、照れ臭そうに彼を見返しているのは、ブラッドリーだった。






「リードやめてよ、なんで泣くの……僕の掃除の仕方……変なの？」






　ブラッドリーは所在なさげに己のエプロン姿を見下ろしている。

　彼は今、モンターク家の商店の中をホウキで掃いていた。

　けれども生まれてこのかた、ずっと病床についていた彼は掃除などほとんどしたことがない。もちろん前世の魔王時代にもあろうはずがなく……。

　とりあえずは、いつも家で姉がしてくれていた姿を思い出しながら自分なりにやってみたつもりだったわけだ。が……。

　そうすると、何故か背後でリードの瞳が潤みはじめて……。

　ブラッドリーは困った様子でリードを見た。

　すると、泣き顔までもが爽やかなその青年は、笑って首を横に振って見せた。






「いや……悪いつい。ブラッドが働けるまでに回復したんだなぁと思うと感慨深くて……」






　なんてことない。単に嬉し泣きである。

　ブラッドリーは思わず苦笑いする。






「それで……ええと、次は何をしたらいいのかな……？」

「そうだな、じゃあ、商品を棚に並べてくれるか？」






　リードは涙をぬぐうと、床に置いてあった箱の内の一つをブラッドリーに手渡す。






「場所は分かるか？　重くないか？　疲れたらすぐ言うんだぞ？」

「大丈夫だったら……」






　心配そうに付いてくる青年に、ブラッドリーがやれやれという顔をする。手渡されたのは、調味料の小瓶が一ダースほど並んだだけの箱。そう幾らも重いはずがなかった。






　──そんな彼らの様子を──窓の外から、うっとりほのぼのと見ている犬がいた。その巨体の背後にくっついた白い尾は、ぶんぶんとしなりながら大きく左右に揺れて喜びを振りまいている。






「陛下のエプロン姿……初々しい……あんなお姿初めて見たぞ。なあ、なんという可愛らしきお姿だろ……」






　うか、と、言いかけて……。隣を振り返ったヴォルフガングは──。

　そこでギリギリとハンカチの端を噛みながら唸っている婦人に気がついて。その異様さにぎょっとする。

　言わずと知れた、魔界の女豹コーネリアグレース（人型）だった。






「あ、あ、あ……あたくしの陛下が……労働を……あああっ、つまずく！　ええぃ邪魔な箱め……消し炭にしてやりたい！　あああっいやっ！　あたくしっ、もう見ていられない!!」

「……落ち着け。騒ぐなコーネリアグレース……」






　人型に化けた女豹婦人は、ついにハンカチで青い顔を覆って涙しはじめて。ヴォルフガングはやれやれと犬らしからぬため息をこぼした。






「お前がそう騒ぐから、店内から追い出されてしまったんだろうが……」






　本当なら、犬であるヴォルフガングとは違い、人型に化けたコーネリアグレースは店内に入れてもらえるはずだった。

　が、ブラッドリーの初仕事に本人よりも緊張した彼女は、ブラッドリーの傍で甲斐甲斐しく、甲斐甲斐しく世話を焼き過ぎた。それがあまりに店の邪魔になっていたのか、単に暑苦しかったのか……。

　結局コーネリアグレースは、にっこり笑ったブラッドリーに仕事にならんと、退店を命じられてしまったのである。






「だって……心配なんですもの！　あんな、あんなちっぽけな小瓶どもなんか、陛下が触れただけで塵になってしまうんじゃないの!?　それで陛下が自信を失っておしまいになったらどうしたらいいの!?　人間が作った些末な物共が陛下を傷つけたら……」






　泣き出した婦人は、ガッと仲間の首元を鷲掴み、激しく前後に揺すりはじめた。






「ヴォルフガング!!　今すぐ店の全ての物に強化魔法をかけるようにメイナードに言ってらっしゃい!!」

「…………落ち着け……」














　そんな店の外の騒ぎは綺麗に無視をして。

　せっせと仕事に精を出しながら、少年はちらりと横目でリードの姿を目で追った。






（……やっぱりリードは凄いな……）






　モンターク家の看板息子の働きぶりは、実に気持ちのよいものだった。

　リードは店を訪れる買い物客を次々に接客して行く。その手際の良さと人当たりの良さには目を見張るものがあった。

　モンターク商店には、食料品から雑貨、煙草などの嗜好品など、様々なものが所狭しと取り揃えられている。その分訪れる客も様々で、なかには気難しそうな客もいるのだが。

　眉間に皺をよせて道を歩いて来た紳士も、口うるさそうな夫人も、リードの笑顔に照らされるとたちまち笑顔になった。さすが看板息子と称されるだけはあるなぁ、とブラッドリーはつくづく感心した。






　ブラッドリーは、本当にリードが好きだった。

　彼は昔からトワイン家姉弟にとても親切だった。

　特にブラッドリーにとって大きかったのは、彼が姉を見守ってくれたこと。

　かなりのうっかり者であるエリノアのことは、病床にあったブラッドリーもずっと心配していて。しかし、己は寝台から離れることができない。

　そんな彼の代わりに、リードが姉をさり気なく支えてくれたということが、彼の中で青年を格別に慕う気持ちを育てた。（……と、同時に、姉に対する心配性は膨大に育った）

　ブラッドリーは彼のことを実の兄のように思っていたし、それは、人間を「取るに足らないもの」と見なしていた頃──〝魔王〟としての自分を思い出した後でも変わらなかった。






　そうして店の手伝いをしながらのこと。そういえば、とブラッドリーは棚に品物を並べながらつぶやいた。






「聞こうと思ってたんだけど」

「ん？」






　店を出た客に、爽やかな笑顔で手を振りつつ応じるリードの背に、ブラッドリーは何気ない調子で言った。






「リードって、姉さんのこと好きなんだよね？」






　──次の瞬間。店内に、ぶほっと盛大に間の抜けた音がした。

　ブラッドリーが驚いて後ろを振り返ると、リードが店の出入り口の柱に手をついて、赤い顔でむせかえっている。その拍子に傍にあった商品を倒してしまったらしい青年に、店奥から店主が何をやってるんだという顔で眉をひそめている。






「……どうしたのリード？」

「ぐっ……は、は…………はぁ!?　な、お、俺……っ!?」

「あれ？　違うの……？」






　ぜいぜい言っているリードに、ブラッドリーの顔が曇る。






「僕、いっつもリードと姉さんが二人でいるところ見て、もう夫婦みたいだなぁって思ってたんだけど……」

「ふ……!?　い、いや……な、なんだよ急に……ちょ、や、やめてくれ……」






　ブラッドリーの率直な言葉に、リードの顔が尚のこと赤くなる。






「だって、姉さんももう年頃だし……そろそろはっきりさせてくれないと」

「……は、はっきり……？」

「うん」






　頷く少年の食い入るような視線を受けて、リードの額にじわりじわりと汗が浮かぶ。






「お、俺は……」

「うん」

「…………エ、エリノアのこと……」

「……」






　ブラッドリーは、静かに言葉の先を待った。

　が──

　その言葉が出る前に。リードの手が傍にあったホウキを、ガッとつかんだ。






「ちょ……俺、そ……外、掃いてくるわ!!」

「え」






　叫ぶように言って。リードは真っ赤な顔のまま、店外へと飛び出していった。

　その──つい先ほどまで爽やかな笑顔で働いていた青年の──あまりに素早い逃亡に。驚いたブラッドリーは目をパチパチと瞬かせている。






「……リード？」

「あーダメダメ、ブラッド坊ちゃん。リードのヤツいっつもああなんだ」

「おじさん……ああって？」






　手をひらひら振りながら近づいて来たリードの父は、口元に笑いをたたえて肩をすくめている。






「どうにもエリノア嬢ちゃんのこととなるとあいつもデリケートでねぇ。商売には頼もしいんだけど、そっち方面はからきし」

「……そうなの……？」






　店主は頷く。






「あれでもけっこう好いてくれるお嬢さん達はいるんだけど。そういう浮いた話がちっとも出ないのはエリノア嬢ちゃんのせいだって俺も思っているんだけどねぇ……どうにも煮え切らない」






　ため息をつく店主の言葉に、ブラッドリーは意外そうな顔をする。

　あれだけ人当たりの良い青年だ。てっきりその辺りもうまくやるものだと思っていた。






「……でも、僕、二人がまとまってくれないと困るんだけど……」

「ん？」

「リードが貰ってくれなかったら、姉さん一生結婚できなくなっちゃうじゃない」






　いかにも困ったというふうのブラッドリーに、店主が不思議そうな顔をする。






「へ？　なんでだい？　エリノア嬢ちゃん働き者だし、元気だし、そこがいいって男もいるんじゃないかい？」






　と、少年は穏やかに笑った。






「そりゃあもちろん姉さんは、誰よりも器量よし（※ブラッドリー主観）だよ。でも、リード以外の人間男に僕の大切な姉さんをやるなんて。ふふふ、考えただけでも虫唾が走るよ」（にこり）

「………………へぇ………………なるほど……虫唾が、……ねぇ……」

「本当は相手がリードでも、姉さんをあげたくないなって思うときもあるけど……それは姉さんも可哀想かなって。でも、リードがダメならもう僕が一生守っていくしかないかな。まあ、それでも全然いいんだけど。僕、人間がそんなに好きじゃないし……取り敢えず姉さんが、リード以外を恋人だって連れてきたら許せる気がしないかな」

「……」






　店主は押し黙った。色々に思うこともあったが……ひとまず、にこにこしている少年が、エリノアのこととなるとやけに饒舌になるんだなぁ、と思った。






「……知らなかったよ、ブラッド坊ちゃん……そういう性格だったんだねぇ」

「ふふふ。あ、大丈夫、僕おじさんのことは好きだよ」

「そうかいそうかい、ありがとね…………煮え切らない息子で、悪いねぇ……」

「ううん。でもリードのあの様子なら充分希望はありそうだし……僕もリードを応援しなくちゃね……！」

「……」






　どこか、根深そうな闇を感じる表情で笑う少年に……

　店主は思った。






　──息子よ……、頑張れ。






「……うん……よし。とりあえず、ブラッド坊ちゃんも色々……頑張ろうな！」

「？　うん」






　何かを飲みこんだような表情の店主に背を叩かれて。不思議そうな顔をしながらも、ブラッドリーは朗らかに頷いた。

















10　ブレアの突っこみ。エリノアの腕は白魚か否か












　──ブレアはエリノアの手首をつかんだまま、どんどん廊下を進んでいく。

　その横顔は普段となんら変わりがない真顔である。……が、エリノアは、そこに何か不穏な空気を感じた。






（……ブレア様、もしかして……何かお怒りでいらっしゃる……？）






　なんてことだとエリノアは慌てた。

　自分はついさっき彼から不興を買ったばかりではないか。それなのに、私はまた何かやらかしてしまったのか。何故私はこうなのだろうとエリノアは泣きたくなった。

　彼女にも、自分が人よりもミスが多いことは分かっていた。

　しかし──仕事中、幾ら気を付けていても、ふと気を抜くと──亡き父の声が聞こえるような気がするのだ。






　──エリノア、身分ある家の娘がそんなことをしてはならん──

　──エリノア、掃除や家の仕事は使用人の仕事だ、お前がするべきはもっと違うことだろう──






　没落前、生前の父は、エリノアの淑女教育にとても熱心だった。それは跡取り息子が病弱であったことが大いに関係していたのだが……。

　エリノアに少しでも良い縁談がくるようにと、父は彼女の教育にはとてもとても厳しくて。

　そのせいなのか、今でも仕事をしていると、まるで身に染み付いたように、父の叱咤が聞こえてくるような気がしてしまう。

　そしてつい、躊躇をしてしまうと──それが幾度となく、失敗に繋がった。






　思わずため息がこぼれた。しかし落ちこんでばかりもいられなかった。思い直したエリノアは、前を歩くブレアを見た。

　とにかく今は、王子が何に対して怒っているのかを知らなければならない。

　そう思ったエリノアは、今回の己の一連の行動を振り返って──その足が、ビタリと止まる。






「…………」

「？」






　手を引いていた娘が急に立ち止まり、先を歩いていたブレアの足も引き止められる。

　ブレアは、どうしたという顔でエリノアを振り返ったが……嫌な予感に囚われたエリノアはそれどころではなかった。

　先ほど起こった出来事を思い出すにつれて……エリノアの額には玉のような汗が滲んでくる。






（私……もしかして…………ブレア様の前で……騎士オリバーの膝に……乗って……た!?）






　それに思い当たった瞬間。息を呑みながら、とっさに視線を上げると──エリノアはブレアと目が合って──。

　エリノアはつい。

　ひぃっ、と、叫んでしまった。






「？」

「わ、私……」






　顔は真っ赤である。

　いや、今度は青くなった。

　その娘の困惑した顔に、ブレアが少しだけ眉を動かした。






「……？　どうした」

「で……っ、殿下の御前で!?　なんてこ……ぎゃーっ!?」

「……（騒々しい……）」






　言葉の途中でエリノアは、己が騎士オリバーの膝にただ座っていただけではなく……足を開き跨いでいたことを思い出した。今度は耐えられず絶叫が上がり、エリノアはわなわなと己の手を信じられない気持ちで見下ろす。

　王宮侍女でなくともだ。王族の目の前で異性の膝に跨る、なんてことは有るまじきことだった。そのはしたない有様を思い出すと身がすくむ思いがした。






（ひいぃぃっ！）






　──あの時は──オリバーが魔障に蝕まれていて緊急事態だった。

　しかし……。

　グレンという魔物や魔障の存在を知らないブレアやオリバーの視点で事を見ると……自分はいったいどう映るのか。

　それを考えると……気が遠くなった……。






　次の瞬間、エリノアは。

　ブレアの前に身を投げ出すように跪いていた。

　冷静な顔のままのブレアが一瞬押し黙り、それを見下ろしている。






「…………何をしている」

「ブ、ブレア様……わたくしめ、わたくしめはっ、別にあそこで不埒にも騎士オリバーの寝こみを襲ったわけではないのです!!　本当です!!」

「……？」






　急に床に膝をついて訴えはじめた娘に、ブレアは少しだけ目を見開いた。

　娘は必死に身の潔白を主張している。だが……別にそんなことを考えていたわけではなかったブレアはきょとんとしている。（←しかし分かりにくい。真顔にしか見えない）その真顔にエリノア怯える）






「ひぃっ、そ、そんな欠片も信じられないというお顔をなさらないでください！　オリバー様なんて、オリバー様なんて、汗臭い繕い物ばっかり押し付けてくるし、飴を口に突っこんでくるし……それにあんな熊みたいな巨体押し倒そうなんて……！　白魚のような我が腕には無理です!!」

「……」






　ぴぃぴぃ涙目で言い募られて、やや呆れと困惑を滲ませていた（これも分かりにくい）ブレアだったが……

　ふと──

　引っかかりを覚え、つぶやく。






「……白魚……」

「わたくしめ、一応親には厳しく育てられましたゆえ！　誓って、誓って王宮で職務時間中に男性を襲おうなんて、そ、そんな邪な──」

「……誰もそのようなことは思っておらぬ」






　必死な娘の言葉をきっぱりと切って。

　ブレアはしかし、と続ける。






「お前……以前にもそのようなことを言っていなかったか」

「……へ……？」






　きょとんと半べその顔を上げると、ブレアの灰褐色の瞳は何かを思い出そうとするような色でエリノアを見ていた。






「……〝我が白魚が如き細腕をご覧ください〟、と……あれはいつのことだ？」

「え……？　わたくしめの細腕はいつでも白魚ですけども……ん？」






　不思議そうなブレアの問いに、エリノアも、そんなこと言っただろうか、と考えて──。

　ハッと、息を吞む。

　──エリノアは思い出した。それは、きっと……。






（……聖剣……、抜いた時のことだわ……）






　大きく鼓動が跳ねて。エリノアは狼狽えた。その表情の変化を、ブレアもつぶさに窺っている。






　それは──聖剣なんて知らん、抜いてないと、エリノアが王子にしらを切った時のこと。しかしそれはブレアの消された記憶の中にあるはずで──……。

　青ざめたエリノアの心の中には……ブレアに忘却術を施したメイナード爺の、のんびりほのぼのした笑顔が駆け巡る……。






（……メイナードさんんんんっっっ!!）






　ちゃんとして!?　──と、思わず心の中で老将の名を絶叫した後、エリノアは……。

　咄嗟に。両腕を背に隠し、しらじらとした平らな顔で首を振る。






「……間違いました。細腕くないです。わたくしめの腕、とっても屈強です。白魚……しら、しろ…………素人です」

「……なんだその無理矢理な誤魔化しは……」






　エリノアの急な主張のＵターンにブレアの眉がひそめられる。が……エリノアは、真顔で首を横に振ることをやめなかった。ただし、視線はうろちょろと元気に泳ぎまくっているが。






「殿下、恐らくそれは人違いです。だって、エリノア・トワイン十九歳！　つい数日前に殿下にお仕えしたばっかりです！　そんな身体的自己主張している暇なんて、わたくしめにありましたか!?」

「……まあ、それは確かに、記憶にないが……」






　怪訝そうなブレアは疑い深そうに首を傾げている。

　どうやら、彼自身、その時のことをはっきり思い出したというわけではなさそうだった。これは、ごり押しでなんとかなるか!?　と、エリノアが少し安堵した時、

　実直そうな口元に手を当てて何事かを考えていたブレアがそういえば、と顔を上げる。






「……お前、さっき、〝こんなことなら剣戻すんじゃなかった〟と言っていたな……？」

「ひっ!?」

「あれはどういう意味だ？　王宮内では使用人の帯剣は認められておらぬはずだが」

「………………そんなこと、言ってません」






　一瞬飛び上がって。それから、さっと目をそらし斜め上を見上げるエリノアに……。

　ブレアは思わず突っこんだ。






「……お前……そのように分かりやすい誤魔化しがあるか……!?」






　娘の顔は汗が大量に滲んでいて、口元は今にもわざとらしく口笛でも吹き出しそうな様子だ。

　その顔を見たブレアは思った。






　──なんという、分かりやすい娘だろうか……。






「……」






　そう思った時、ブレアの胸に唐突に湧き上がってくるものがあった。

　それは。

　幾年も昔、兄弟王子たち皆が仲良く両親たちの前で転げ回っていた時代。なんの屈託もなく彼も素直に表現できたもの。

　だが同時に……王位継承権を争い家族同士が対立しはじめると、彼の中で悲しみや憤りの殻に閉じこめられ、次第に表に出てくることがなくなってしまったものでもあった。

　けれども。

　この時ばかりは。

　ブレアはとてもとても、それを堪えることができなかった。






　──その時、エリノアが息を吞んだ。






「……え」






　話を一生懸命誤魔化そうとしていたエリノア（口笛を鳴らそうかどうか迷っていた）は、ちらりと王子の顔を伺って。その途端──それまで頑張って誤魔化そうとしていた聖剣のことや、熊騎士に対する色仕掛け疑惑（？）のことも……何もかもが、頭の中からきれいさっぱり消えてしまった。息を吞んだ娘の瞳は、ただただまるくなって。目の前の、黄金色の髪の青年が──

　肩を揺すり、震えている様に──目が惹きつけられていた。






（……ブレア様……が………………、……笑って…………）






　やっと事態を把握したエリノアの腕に、唐突に鳥肌が立つ。

　王宮内では鉄仮面で名高いブレア。その、第二王子が──。……冷静な顔を崩して、いかにも愉快そうに表情を和らげている。その様は……。






（は、はぁあああうっ!?）






　──衝撃だった。






　……そしてその衝撃は、エリノアの胸を強く締め付けた。

　エリノアは、己の体温の急激な上昇に戸惑う。






（……や、ばいブレア様……笑顔の悩殺レベルが、高、過ぎる……）






　動悸が激しくなり過ぎて。

　ブレアを直視することもできないエリノアであった……。
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　夕暮れ時。

　仕事を終えたエリノアは、王宮の使用人通用口を出ると……。

　ワンピースの裾を持ち、慌てた様子で駆け出した。

　門扉の前に立っていた門番たちが、急に走りだした娘をなんだなんだと見ているが……。

　そんなことにも気がつかないエリノアが向かう先は──もちろんブラッドリーの待つ自宅である。

　モンタークの商店で初仕事を終えた弟の様子が気になって気になって仕方がなかった。










「ただいま！　ブラッド、大丈夫だった!?」






　体当たりするように勢いよくドアを開くと、そこにブラッドリーの顔を見つけて。エリノアはまずはホッと胸を撫で下ろす。

　居間のテーブルの上でメイナードと共に洗濯物を畳んでいたブラッドリーは、姉に気がつくと柔らかな表情で微笑んだ。床の上には寝そべるヴォルフガングの姿もある。






「姉さん。おかえりなさい」

「どうだった？　ちゃんとお手伝いできた？　疲れたでしょう？」






　駆けよって、まず弟の身体を前から……後ろから……と、異変がないか念入りに調べる。

　顔色は悪くないか、体調を崩していないか、熱はなさそうか。そんな姉を、ブラッドリーは苦笑して見ている。

　それからエリノアは弟の額に手をあてた。そして、ひんやりとした彼の体温にやや眉尻を下げる。

　ここ最近、ブラッドリーの体温は以前と比べていやに低い。これも魔王覚醒の影響なのかもしれないが……これでは熱があるのかどうかよく分からないじゃない、と思っていると……困った様子の姉の顔に、ブラッドリーが笑って首を振る。






「大丈夫、平気だよ。心配しないで姉さん。モンタークの人たちは皆親切だから楽しく過ごさせてもらったよ」

「そ、そう？」






　それを聞いたエリノアの顔がぱっと輝く。






「うん。今日は商品を並べたり、掃除をさせてもらったり……リードもおじさんも最初は本当に大丈夫かって、その内僕が倒れるんじゃないかってハラハラしてたみたいだけど。でも、大丈夫なんだって分かったら物凄く喜んでくれた」






　そう言う弟の顔はとても明るい。

　嬉しそうに、今日一日どんな仕事をしたのか、どんな客が来たのかを話してくれる笑顔にホッとして。

　愛弟の新しい一歩に、嬉しくなったエリノアは座っているブラッドリーの頭をぎゅっと抱きしめた。






「姉さん？」

「良かった……」






　回した腕に感じる弟の肩は、少し前、病床に伏せていた頃よりもしっかりしているような気がして。それもまた嬉しかった。






「……頑張ったねブラッド。後で、リード達にもお礼を言ってこなきゃね」

「……うん、ありがとう」






　ブラッドリーは、己の頭に回された姉の腕をどこか大人びた表情で静かに見ていた。

　彼もまた、エリノアが自分のことを心から喜んでくれていることが本当に嬉しかった。冷たい自分の胸に、じんわりと広がる姉の温もりがくすぐったくて堪らない。

　それは、前世の殺伐とした記憶が蘇ったからこそ、なおのこと彼の身に染みていくように感じられた。






　ああ、と、ブラッドリーは声に出さずにため息をついた。






（……誰にも譲りたくないな……）






　こうしてその本音を実感すると、幸せなはずなのに、心の奥底で暗い感情がくすぶるが──姉の体温を思うと……。それも、どこかへ柔らかく消えていってしまう気がした。






「……」






　女神め、とブラッドリーの中の魔王がボヤく。

　もしや、奴はこれが狙いなのか。

　彼と女神の争いは、もう数えるのも馬鹿らしくなる程の永い時の中を繰り返され続けている。

　人々の心の中に善と悪が不変的に存在しているように、両者が消えることはけしてない。

　前世では、女神と勇者が勝利を得て彼は封じられたものの──そういつまでも、〝魔の王〟と称される強大な力を持った魂を封じこめ続けることなどできようはずがない。

　世に漂う、芥あくたのような人々の負の感情が千年も溜まれば、彼の復活は目に見えていた。






　──だから──と、彼はふと思う。

　だからあの忌々しき聖なるものは。

　この悠久なる争いに一石を投じるつもりで、このようなおかしな姉弟関係を自分にあてがったのかもしれない。






（……小賢しい、枷かせのつもりか……）






　魔王は、女神の印の刻まれた腕の持ち主を静かな瞳で眺める。

　自分とは真逆の性質に使命づけられた娘。その、幸せそうな顔。






（……忌々しくも……愛しき我が姉……）






「……」






　彼は、女神の印のついたエリノアの手首を、無言でつかんだ。






「……？　ブラッド……？」






　急に手首をつかまれたエリノアが、不思議そうな顔で彼を覗きこむ。

　気がつけば、弟の表情は冷たいものに変わっていた。エリノアの眉がどうしたのだろうと、案じるようにひそめられた。

　そんな姉の顔に──彼はその細い手首を強く握り、にっこりと微笑んだ。






「……姉さん……手首から、強い誰かの気配がしてるけど。これ、何？」

「……え？」






　冷たい笑顔で問われ、エリノアがぽかんとしている。と、ブラッドリーが配下を呼んだ。






「ヴォルフガング」

「は！」

「え？　何……何々!?」






　ブラッドリーの呼び掛けに、控えていた白犬がさっと傍に駆けて来て。

　大柄な犬は、黒い鼻をエリノアの身体の様々な場所に近づけて、くんくん、くんくんと鼻を動かした。






「な、え？　あ……!?」






　ぎょっとするエリノアにかまわず、彼女の身体を一通り嗅ぎまわったヴォルフガングは、主に対して身を正す。四肢を揃えた白犬は、キリリと言った。






「申し上げます。匂いは、第二王子ブレアのものと思われます」

「へ!?」

「匂う場所からして……手を繋いだか、腕を組んだか──どちらかではないかと」






　白犬のすんとした言葉に、ぎょっと飛び上がりかけて──はっとしたエリノアは、慌てて弟を振り返る。と、そこには微笑んだままのブラッドリーが。ただし、やはりその目はひんやりと冷たく、暗い。






「ゃ、ちょっと待ってブラッド！」






　以前、ブレアと共にいるところを見られた際に、彼が大変な怒りようだったことを思い出したエリノアは──急いで手を振った。






「い、いや……別にまた膝枕とかしてもらったわけじゃ……ないのよ!?　そう、う、腕よね!?　腕は、確かにつかまれたけど……」






　と、言いながら……。

　思わず、今日、思いがけず目撃したブレアの笑った顔を思い出したエリノアは──途端に顔がカッとのぼせたように赤くなる。






「……」






　その耳まで赤らんだ姉の顔を見たブラッドリーは、眉を顰め、そして──。






「…………グレン！」

「はいはーい！」






　呼ばれた黒猫は、「お呼びですかー？」と笑いながら駆けてくる。そのきゃははと、嫌な予感がする表情に、エリノアの動揺が深まった。






「っ!?　っ!?」

「今すぐ……リードを呼んで来て」

「え!?」






　それを聞いたエリノアが疑問に仰け反る。






「何故に!?」

「はーい、ただ今～」






　しかしエリノアがオロオロしているうちに、グレンはピューッと、家を出て行ってしまった。






「あ、ちょっグレ……ブラッド!?」






　どういうことだと、エリノアが弟を振り返ると──彼はムッとしたまま無言で姉を見ていた。

　意味の分からないエリノアは、居間の窓から、グレンが走り去って行った先──モンターク家のほうを見た。すると──。






「ぶっ!?」






　そこから出てきた二つの人影に、エリノアが吹き出す。

　その視線の先では──〝エリノア〟が、不思議そうな顔のリードの腕に、腕を絡めて歩いてくる。






「な、何あれ!?」

「ああ……グレンだな」






　ひょいっと、エリノアの隣から窓の外を見たヴォルフガングがことも無げに言う。






「化けているのだろう」

「化け……ちょ、な、なん、なんなのあのベッタベタ感は……」






　エリノアは、目を剥いたまま、赤い顔でわなわなとそれを指差した。

　視線の先では……〝自分〟が、リードに色目を使いながら、その肩に枝垂れかかり……ぐいぐいとこちらへ青年を引っ張って来る……。

　二人を送り出したモンタークの家の中からは、リードの父も顔を出していて……〝エリノア〟の様子を不思議そうに眺めている。

　それを見た途端、エリノアの身体を激しい羞恥が襲った。






「ちょ、ひ、人の姿でいったい何を……や、やめ……!!　な、なんなのグレンのあの媚びたような顔……!?」






　エリノアは、慌てて黒猫を止めるために外へ出ようとするが──……。

　しらっとした顔の白犬がそれを止める。






「……今出て行けば、リードと店主殿の前に、お前が二人いることになるぞ」






　まずいのではないか、というヴォルフガングに、エリノアの足がはたと止まる。






「ぐ……っ、そ、そうか……ひぃっ!?　ちょ、なんなのあの手……恋人繋ぎ……や、やめっ……指を絡めるな!!　あ、あの馬鹿猫!!　ひぃぃいい!!」






　はたから見ると、親密な恋人同士にしか見えない〝自分〟とリードの様子に……。

　エリノアは、真っ赤な顔で吐血しそうなダメージを受けていた。






　その横で、ブラッドリーは……ふむ、と冷静な顔で、窓の外のリードと〝エリノアなグレン〟を見ていた。

　本当は誰にもやりたくない姉だが、リード以外の男にやるのはもっと嫌だ。

　その為には、早々に二人をくっつけてしまわなければならないのだが……けれどもエリノアは、近しい存在過ぎるのか、あまりリードを男性として意識していない節があった。──だから、これは案外、姉にリードを意識させる良い切っ掛けになるかもしれないな……。

　そう思ったブラッドリーは、下僕の犬を振り返る。






「ヴォルフガング。グレンにしばらく外でゆっくりリードの相手をするように言ってきて。ああ、もちろん、姉さんのままで。こちらから見える場所でね」

「御意」

「はぁっ!?」






　命じられた白犬は、さっさと家を出ていく。

　弟の言葉に驚いたエリノアは、唖然とブラッドリーを振り返った。その赤面ぶりが、さっきブレアの話題が出た時よりも真っ赤なのを見て、ブラッドリーは満足そうに微笑む。






「……ふふふ、お似合いだよね」（にっこり）

「っ!?　ちょっ!?　えぇ!?」
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「………………」






　エリノアは、羞恥と呆れとムカつきの狭間でめまいがした。






　彼女の見守る先では、黄昏色の往来で、段差に腰掛けたリードと偽のエリノアが壁を背にして話をしている。

　偽エリノア、ことグレンは、リードの肩にもたれ、腕を絡ませて、今にも猫のようにごろごろ喉でも鳴らしそうな様子である。要するに……馴れ馴れしい。

　それに対し……どうやらリードは、エリノアが酒に酔っているとでも思っているらしかった。

　そりゃあそうだろうとエリノアは思う。

　姿形はまったくそのまま同じだとはいえ、これまでエリノアがリードの前であんなにしなを作って見せたことなど一度もない。

　偽エリノアを気遣うようなリードの様子を見たエリノアは、なんとも申し訳ない気持ちになった。

　が、それをいいことに、グレンの無遠慮なことといったらない。

　自分のものにしか見えないその手のひらが、青年の太腿を撫でるたびに──エリノアは、恥ずかしすぎてそれを今すぐへし折ってやりたいと思った。

　時折チラリとこちらに流される愉快そうな視線のなんと憎たらしいことだろうか。エリノアの真っ赤なこめかみがピクピクと動く。






「……ブラッド！　今すぐやめさせて！　恥ずかし過ぎて見てられない！」






　このままではリードがグレンに誘惑される、と、エリノアは弟を振り返る。ブラッドリーがリードを特別に慕っていることはエリノアにだって分かっている。あんなセクハラを弟が許すわけがないと思った。

　が、リードと姉を添わせたいブラッドリーは、静かな微笑みを姉に見せる。






「大丈夫。リードが〝姉さん〟に誘惑されても何も支障はないよ」

「はぁ!?」

「まあまあ。もうちょっとやらせておこうよ……姉さんたちも、そろそろ関係に変化があっていい頃だと思うんだよね……」

「っ!?　変化!?」






　もうちょっとってなんだ、と、姉は愕然としているが……弟は平然と「それに」と続ける。






「この際だし、ご近所さんたちにも姉さんたちの関係を知っておいて貰おうよ」

「か、関係……？　関係も何も……だいたいそんなことしてなんになるの……」






　ブラッドリーの言葉にエリノアが戸惑っている。

　このままでも十分恥ずかしいのに、それを更に近隣住民に晒そうという弟の言葉がエリノアには理解できなかった。もちろん、既に幾らかの近隣住民には目撃されてしまっている。

　リードと偽のエリノアの傍を不思議そうな顔で通り過ぎていく通行人を見て、エリノアが慌てている。






「こ、このままじゃ私、近所でも有名な破廉恥娘になっちゃうんじゃ……」






　わなわなと打ち震える姉に、ブラッドリーは何言ってるのと笑う。






「相手がリードだけなら問題ないでしょ。……リードって誰にでもモテるし、早くご近所内でも公認の仲になっておいたほうが悪い虫もよってこないかなって、僕思うんだよね……」（にこり）

「わ、悪い虫……？　いや!?　どう見ても私がその悪い虫なような……!?　いえ、あれ私じゃないですけども!!」






　エリノアは引きつった顔で〝エリノアなグレン〟を指差す。

　どう見ても、夕暮れ時の往来で困惑顔のリードに絡む偽エリノアは、たちの悪い酔っ払いか、でなければ、良くて肉食系女子。悪くすれば色情魔である。なんせ、中身があのグレンであるからして──エリノアは、あの魔物が今にも悪乗りして過激なことをしだしやしないかと猛烈に不安だった。

　しかし、ブラッドリーはそれでもやはり姉の不安を軽く流す。






「大丈夫、大丈夫」

「!?　ど、どこらへんが!?」






　エリノアは一ミリも大丈夫な気はしなかったが、ブラッドリーはかまわず朗らかに笑っている。

　いよいよ弟の意図のつかめないエリノアは困り果てた。が──そこへ歌うような声が。






「ブラッドリー様ぁ～お夕飯できましたわよ～……て、あら、お帰りでしたのエリノア様。お仕事どうでした？　御局様にでもイビられたらすぐに仰ってね。あたくしがとっておきの呪いを教えて差し上げますわ。呪いってスリルがあっていいですわよ。失敗したら律儀に跳ね返ってくるところなんて健気で愉快じゃありませんこと？　おほほほほ」






　居間に料理用の木ベラと皿の乗った盆を持って現れたコーネリアグレースは、微笑んでそう言った。あたくしの呪い人形はよく効きますのよとか言いながら浮かべられる笑みの、何と邪悪なことだろう。

　しかし、その婦人を見たエリノアは、ハッと希望を見た気がした。






「!!　そうだった！　グレンのママン……コーネリアさんがいた！」

「はい？　あたくし間違いなくグレンのママンですけども？」

「コーネリアさん！　お願いです！　あれを……ご子息をなんとかしてください！」

「あれ？」






　エリノアの訴えに、太ましい女豹婦人が不思議そうにその指先が示す先を見る。と、その表情がすぐに怪訝そうなものに変わる。






「あら？　あの子ったら……暗がりで男の身体を弄ったりして何してるのかしら。もうすぐ夕飯だっていうのに……」






　一目で偽のエリノアを自分の息子だと判別したらしい女豹婦人は、片眉を上げて不審そうだ。が……彼女はやれやれと首を振る。






「はー男の子ってホント不思議。時々母親でも分からないんですの、ま、意味の無いことに懸命なのが男の子の可愛いところでもありますわね。ほっとくのが一番ですわ、ほほほ」






　言いながら。何事もなかったかのように食卓を整えはじめた婦人に……エリノアはついに泣きながらそのエプロンに縋り付いた。






「コーネリアさん！　ほっとかれると困るんですってばっ!!」

「……はい？」






　嘆くエリノアを、婦人はきょとんと見下ろすのだった。














　──わけを聞いた婦人は、あらまぁ、とエリノアの真っ赤になったり青くなったりする顔を気の毒そうに見た。

　しかし──彼女は首をきっぱりと横に振る。






「ごめんなさいねぇエリノア様。そんなにお願いされたらあたくしも愚息をどうにかしてあげたいですけれど。それが陛下のご命令なら、あたくし、どうにもできませんわぁ」

「っ!?　そ、そこをなんとか！　これじゃあ私、これからリードとどんな顔して会えばいいのか……ぎゃっ!?」






　婦人に懇願していたエリノアは、一瞬窓の外を見て、真っ赤な顔で悲鳴をあげる。

　視線の先ではグレンがリードの首元に大胆な仕草で腕を回している。その婀娜あだっぽい己の姿にエリノアが飛び上がる。






「ひぃっ!?　色目が過ぎて見てられない!!　あんな表情自分でもしたことないっていうのに……あ、い、胃痛が……コーネリアさんっ！」

「まぁ……エリノア様ったら、顔色が魔物トカゲみたいに真っ青ですわぁ……面白い……」






　助けを乞うエリノアのあまりの血相に、婦人は一瞬チラリと主人の少年のほうを見る。






「……そうですわねぇ……あたくしちょっとエリノア様の泣きじゃくるご様子に心を打たれてしまいましたわぁ……ほら、あたくし情に厚いでしょう？　では、こうすることに致しましょう。エリノア様。ご自分でなんとかしていらっしゃいませ」






　その言葉にエリノアがエッという顔をする。






「で、でも今、私が出て行ったら……」

「だーい丈夫、あたくしお助けしますわ」






　困惑顔のエリノアに、コーネリアグレースはドンと己の豊かな胸を叩き、にんまりと笑った。その息子そっくりの笑顔に一瞬胸に嫌な予感が過ぎるエリノアだったが──

　けれどもエリノアが二の句を告ぐ前に、婦人は持っていた木ベラを空でまぁるく振った。






　と──。






　きょとんとしていたエリノアが、次の瞬間に、「あれっ!?」と、高い声で言った。瞳はまるく見開かれ、そして忙しなく瞬いている。

　そんな〝エリノア〟を見たコーネリアグレースは満足そうに頷き、それから主人に向き直った。






「如何ですか？　要するに、陛下はエリノア様とリード坊とを恋仲にしたいのでしょう？　それならばこれも効果が期待できるかと」






　それを聞いたブラッドリーは、キョロキョロしている姉を無言で見ていたが、不意にくすりと口の端を持ち上げる。






「やれやれ。コーネリア、お前ときたら……随分と強引な手を使うね……さすがに姉さんが可哀想だよ。心を打たれたんじゃなかったの？」

「あら、おほほ、もちろん心打たれましたわ。あたくしは背中を押して差し上げたんですの。若人ですもの。時には荒波にダイブしませんと運命に打ち勝つことなどできません」






　婦人は己の尾をくねらせながら抜け目のない顔で笑っている。






「男女の愛なんてものは流され易いものです。目の前にそのしっぽが来た時にしっかりつかまねばたちまち逃げて行ってしまいます。それに心の距離を縮めるには、まず身が近づかなければ話になりませんわ」






　おほほ、と木ベラを高らかに掲げる女豹婦人に、ブラッドリーが苦笑する。

　と、そこで、床の上にいた〝エリノア〟が、つまらなそうに口を尖らせた。






「もう母上ったら……！　息子の仕事に手出ししないでよ！　せっかく姉上の顔が面白いことになってたのにぃ！」

「お黙り！　お前が楽しんでどうするのです、いいからさっさと夕食の用意を手伝いなさい！」

「ちぇー」










　コーネリアグレースたちがそんなやり取りをしていた頃。

　エリノアは……。






「…………え……？」






　思わずぽかんと瞬いていた。
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「………………え……？」






　何が起こったのか分からずに、エリノアは緩慢な動きで目の前を見た。






　──ほんの数秒前。瞬いた瞬間のこと。そこから──突然コーネリアグレースの巨体が消えたのだ。

　その代わりに現れたのが、今エリノアが、穴が開きそうなほどに凝視している、壁、である。

　ぬくもりのある色の、レンガのざらついた壁には見覚えがあった。

　けれども、咄嗟には思考が追いつかなくて。エリノアは、怪訝な顔のまま身動きすることができなかった。






「……何……？　……あ、れ……？」






　ふとエリノアは、いつの間にか自分が何かを腕に抱いていることに気がついた。

　それは、とても温かで厚みのあるものだ。

　頬にも何やら柔らかい感触があたる。爽やかな、どこか馴染みのある香りも鼻をくすぐっていた。






　エリノアは困惑したが──視界から消えた女豹婦人を思い出し、ああそうか、と思う。

　請い願うあまり、自分が彼女に抱き縋りでもしたのか──と思ったエリノアは、






「────ノア……？」






　という、ごく間近から発せられた声に、ぎょっとした。

　それは、婦人の気品と艶のある声ではなく、とても耳障りのいい優しい声で……エリノアもよく知る声だった。






「……………………」






　強張った表情の中で、エリノアの眉が強い疑問を表すようにぎゅっとひそめられる。

　そんなエリノアの背を、何かがなだめるようにとんとんと優しく叩いた。






　エリノアは。

　なんだか非常に嫌な予感がした。






（……これは……まさか……もしかしなくても……）






　エリノアは冷や汗を感じながらも、とりあえず──軋む音がしそうな動きで眼球だけをわずかに横に動かした。






　と──






　そこには、先ほどまで自分が硝子越しに眺めていた青年の顔があって──。

　睫毛までもがくっきりと見える距離で青い瞳と目が合ったエリノアは、絶叫を吞みこんだ。






「──大丈夫か？」






　さらさらの髪を揺らし、心配そうに問われたエリノアは、身がすくむ思いがした。






「っ……」

「ノア？」

「っ、わぁあああああああ!?」

「わ」






　リードの声が引き金となって。エリノアが彼の膝の上から飛び退いた。詰まっていた絶叫が喉から勢いよく出て行って、夕暮れの町にわんわんと響き渡って行った。

　なんと──あろうことか。いつの間にか、外にいたはずの偽エリノアと、本物のエリノアの居場所が入れ替わっていたのだ。

　それを悟ったエリノアは、同時にそれが誰の仕業かを察した。飛び退いた反動で背面から地面によろめき倒れながら──エリノアは、あのコーネリアグレースが、確かにグレンの母親であるということを思い知った。






（よ、容赦なし、まさに悪魔の所業──……）






　──と、気の遠くなる思いでエリノアが腰を強か地面に打ちつける──かと思われた寸前に。エリノアの手首が強くつかまれた。






「っ……!?」






　あっと思った瞬間、腕を引かれたかと思うと。エリノアは、飛びこむように、その腕の中に受け止められていた。ふう、と間近で音がする。良かったとこぼす彼の吐息を髪に感じて、エリノアの身が軋む。






「危ないだろ、気をつけろよエリノア」






　呆れたような、しかし暖かい眼差しで青年は、そろりとエリノアの後頭部を撫でた。






「っ!?　っ!?」

「大丈夫か？」






　慌てて顔を上げると、リードは躊躇なくエリノアの頬に手を添えて。心配そうに彼女の顔を右から左から、怪我がないか細かく点検している様子。






「まったく……お前やっぱり酒でも飲んだな？　新しい職場つらいのか？」






　問うてくる青年に、呆然としていたエリノアはハッとして。






「う、い、や……」






　声が上擦った。

　青ざめていたはずの顔が再び真っ赤になって。心臓が破裂しそうに早鐘を打つ。

　どうしたことか。恥ずかしくてたまらなかった。相手は、兄のような彼、リードだというのに。

　もしかしてとエリノア。先ほど自分に化けたグレンと彼の密着を見たせいか。しかし、それを思い起こしたのも不味かった。先ほど〝エリノア〟が、リードの腿を撫でていた絵面を思い出したエリノアは、ことさらに恥ずかしくなってしまう。カッカと更に赤くなる自分を止められず──狼狽えたように、思わず食い入るようにリードを見つめてしまった。

　そんなエリノアに──リードも驚いていた。






　つい先刻。彼の家に顔を出したエリノアは、何故だかいつもとは雰囲気が違う気がした。

　表情が嫌に艶っぽく、瞳は愉悦と余裕に満ちていた。見たことのない熱っぽい表情を覗かせるエリノアは、やけに彼に身を押し付けてくるのだ。腕を絡め、身体を密着させてくる。腰を下ろせばぴったりとやはり身体を寄せてくる。そのうえ太腿を撫でられて、リードは戸惑った。が、青年は考えたのだ。






（……これは……もしかして、酔ってる……のか……？）






　酒の匂いはしなかった。だが、酔っているのでなければこの豹変ぶりには説明がつかないと思った。

　この国では十八歳になると飲酒が認められるから、エリノアが酒を飲んでいてもおかしくはない。が、贅沢を嫌う彼女が飲んでいるところをリードは見たことがなかった。

　なるほどとリード。






（そうか、ノアは酒に物凄く弱かったんだな……）






　珍しいと思いつつもそう納得すると、今度は心配になった。

　もしや上級の王族の側付き侍女になったばかりで苦労しているのだろうか。しかし家では身体の弱いブラッドリーには愚痴をこぼせずに、彼女は自分のところに来たのかもしれない。そう不憫に思ったリードは、甘えてくるエリノアには好きなようにさせていたのだが……

　ふと、リードは、擦りよってくるエリノアをなだめながら……エリノアもこんな色っぽい顔するんだなぁとしみじみ思った。

　その流し目は意外なほどに様になっていて、まるで別人のように彼に女の魅力を見せつける。が……。

　何故だかリードは、自分がそれを平然と受け止めていることに気がついた。






（……？　変だな……いつもみたいにドキドキしない……？）






　リードは内心で首をかしげる。

　いつもなら、エリノアが近くにいるだけでわけもなく鼓動が速まったりするのだが。






（エリノアが酔ってるからか……？　俺、別にそんなに紳士でもないんだけどな……）






　変だなと思いつつ、様子のおかしいエリノアに付き合って。けれども……。

　エリノアが彼の首に腕を回し、まるで圧し掛かるように身体に覆いかぶさってきた時には、さすがの彼も慌てざるを得なかった。抱き締められると、エリノアの白く細い首元が目前に迫り、ほのかな香りが甘く香って……。

　さすがにこれはキツい──






　……と──、思っていたら。

　次の瞬間、エリノアがいきなり大きな悲鳴を上げた。






「！」






　リードは驚いて唖然とする。自分から抱きついてきたくせに、急に取り乱して跳び上がったエリノア。いったい──と、思ったが。リードにはぼんやりしている暇はなかった。エリノアはそのまま迂闊にも踵を地面につまずかせて。後ろ向きにひっくり返っていく娘を、リードは慌てて抱きよせた。

　なんとか転倒を防いでホッとして。やれやれ今度はなんだ、やっと正気に戻ったのかよと、半ば呆れながら腕の中の彼女を見下ろすと──……エリノアの顔色が、見る見る真っ赤に茹だっていく。






（……え……）






　驚いて見つめると、緑色の瞳はさっと伏せられて。気恥ずかしそうに赤いまなじりにリードがぽかんとする。

　それは、明らかに。恥じらいと呼ばれるような類いのもので……。

　エリノアのそんな顔を初めて目の当たりにしたリードは、驚いた。つられて自分も動揺する。

　長い間共にいるが……これまでは、エリノアが自分に対して顔を赤くするなんてことは一度たりともなくて……。






「……っ」






　だから、その思いがけない光景に──エリノアの手首をつかんだリードの手には、思わず強い力が篭った。と、エリノアが、赤い顔のまま、おず……と、言った。






「あの……リードありがとう……その、手……」

「あ!?」






　その声で我に返ったリードは、自分がエリノアの手首を握り締めていることに気がついた。慌てて手を離すと、思わず足が数歩後ろへ下がる。






「わ、悪い……！」






　何故だか急に気まずく感じて、リードもエリノアから目を逸らす。堪らなく恥ずかしかった。






「…………」

「…………」






　エリノアのほうでも、どうやら同じように感じているらしく──二人は揃って赤い顔で黙りこむ。そうして互いにどうしていいのか分からずに。二人はしばしの間、夕闇の中、共に立ち尽くすこととなったのだった……。














　そうして日も暮れたころ──半泣き激怒のエリノアが自宅に駆けこむ。と……（※リードには平に平に謝り倒した）

　黒豹親子と弟たちが、食卓を整えてにこやかに彼女を出迎えた。

　何故か物凄く嬉しそうな弟はまだしも──悪びれない黒豹親子の遠慮のない質問責め──。






「どうでした!?　ときめきました!?　こちらは若人の淡い青春模様がこそばゆ過ぎて見てられませんでしたわ！」（←絶対にがっつり見ていたはずのコーネリアグレース）

「ねえねえ私の姉上ぶりどうでした!?〝酒場の女豹〟をテーマにやってみたんですけど!?　もちろん姉上の体臭も再現してみましたよ!?　ねぇねぇねぇ！　なかなか良かったでしょ!?　ね!?」（しっぽをうきうき震わせているグレン）






　────に、迎え撃たれて……。

　エリノアは、ここでもまた羞恥に頭をかかえる羽目となった。






　……その後エリノアは、一応今回の件に加担しなかった唯一の存在、メイナード爺の膝に縋った。






「……っ、今日はっ!!　っなんて日だっ!!」

「……ほ、ほ、ほ（……うとうと）」

















14　エリノアは絶対踏むと宣言した












「エリノア！」

「はい？」






　背後から呼び止められて。荷物を抱えて廊下を歩いていたエリノアが振り返った。遠くから、同じブレア付きの先輩侍女が駆け足で近づいてくる。






「あれ先輩、どうかなさったんですか？」

「エリノア悪いんだけど……今日夕方帰るの少し遅らせてくれない？　セレナさんが体調を崩しちゃったのよ」

「セレナさんが……？」






　セレナという女性もまたエリノアたちと同じブレア付きの侍女である。

　エリノアは勤務表を思い出しながらつぶやく。






「えっと、セレナさんは、今日夜勤でしたね……」






　部屋付き侍女たちの仕事は昼間だけに限らない。夜間ももちろん夜勤担当者が王族の住まいの中に控えていて、それは主に王宮内の居所に住む侍女たちが担当していた。

　セレナという名の年長の侍女も今日はエリノアと入れ違いで勤務する予定だった。そんな彼女が病欠だとすると、当然他の誰かがその穴を埋める必要がある。

　困り果てた様子の先輩侍女は言った。






「夜は他の子が入ってくれることになったんだけど、どうしても夕方に穴ができちゃって。ほら、もうすぐ王宮で舞踏会があるから、今は人手が不足してるでしょう？　……弟さんのこともあるから申し訳ないんだけど……」






　頼めない？　と、手を合わされたエリノアは、ちらりと窓の外を見る。

　するとそこには三角耳のついた黒い小さな頭が覗いていて。エリノアの視線に気がついたグレンは、彼女に向かって青い瞳を片方つぶって見せる。バッチーン！　……と。実にわざとらしいウィンクであった……。

　そのハイテンションさに一瞬呆れて。半眼になりつつ……エリノアは先輩侍女に向かって了承して頷いた。






「はい、分かりました。大丈夫です」

「本当？　良かった、恩にきるわエリノア！　じゃあ、夕方はセレナさんに代わってブレア様の傍に控えてね」

「う!?　……は、はい……」

「じゃあ後で」






　一瞬ひるんだエリノアだったが、もう一度ぎこちなく頷くと、去って行く先輩の後ろ姿を見送った。






「……そ、そうか……セレナさんは、お部屋担当か……」






　一口に王族私室付き侍女と言っても、それはいくつかの担当に分かれている。

　王族の傍に付き従う者、住まいを整える者、その他、王族の身の回りに関わる雑務をこなす者など。現在新参者のエリノアが主に担当しているのは、ブレアの衣類やリネン類の管理であった。

　居住区外にある洗濯場から衣類やリネン類を運び入れ、アイロンをかけるなどの手入れをし、綻びがないか、怪しい細工がされていないかを点検する。もちろん綻びがあった場合は簡単な補修であればエリノア自身がすることもあるし、そうでなければ業者を手配する。

　その他にも先輩に言いつけられた雑務をこなしたり、使いで城の外まで出向くこともある。

　たまには鍛錬場の時のようにブレアの傍に控えることもあるが……彼の傍には年配でどっしり落ち着いたベテラン侍女達が控えることが多くて、あれ以来、あまりエリノアには出番がなかった。……のだが……。






「どうしよう……大丈夫かな……」






　なんだか落ち着かない気持ちになってきて、エリノアはため息をついた。

　もちろんエリノアは、以前ほどブレアを恐れているわけではない。

　ただ、と、エリノアは片手を頬にあてる。






「……この間のことがあってからなんだか妙に気恥ずかしいのよね……」






　笑うブレアを目撃してしまってから、エリノアは、なんとなくブレアのことを直視できないでいる。

　しかしエリノアはイヤイヤと思い直して首を振る。瞳はキリッと正面を向いた。






「仕事だ、仕事！　明日の糧のために今日もしっかり働かねば……っ！」






　自宅のブラッドリーには、先ほどこちらを覗き見していたグレンが知らせてくれるだろう。エリノアは気合いを入れ直し、小走りに先を急ぐのだった……。










　──夕刻。

　窓から夕陽の差しこむ廊下の扉前に、エリノアはかしこまった様子で立っていた。

　予定ではもうすぐブレアが部屋に帰ってくる。そこで先輩侍女と交代し、代わりが来るまでの数時間を過ごす。

　──そうして待っていると、侍女とオリバーを従えたブレアが戻って来た。エリノアを見たオリバーが一瞬目を細めたが、エリノアはそれに気がつかなかった。






「おかえりなさいませ、ブレア様」

「ああ」






　エリノアは頭を下げたまま、ブレアの為に扉を開く。

　ブレアは、一瞬エリノアに目を留めて。しかしそれ以上は何も言わず、そのまま室内に足を踏み入れて行った。その後ろをオリバーが続く。

　共に来た先輩侍女は、戸口で立ち止まるとブレアに礼をして、それからエリノアに小さく目配せをして下がって行った。

　エリノアは扉を閉めて、早速、主人と騎士オリバーの為に茶の用意に取り掛かる。

　その目の端に、固い表情をしたブレアが居間の豪華な長椅子の上にどっかりと腰を下ろしたのが映った。長椅子の背もたれに頭を預ける形で上を向いた眉間には、くっきりと縦皺がよっている。

　ブレアがそんな風に疲れた様子を露わにするのはとても珍しい。エリノアは不思議に思った。






「……？」






　するとそんな男の様子を見て、騎士オリバーがやれやれと苦笑する。






「随分お疲れになったようですね、ブレア様」

「……舞踊は性に合わん」






　天井を仰いだまま、ブレアがぼやくように答えた。






「練習相手の娘を見たか？　……怯えていて練習どころではなかった」

「ああ……ガチガチになってブレア様の足を踏みまくって、結局顔面蒼白で泣き出してしまいましたねぇ」

「……」






　苦笑を浮かべるオリバーに、ブレアはため息をつく。






「あれで将軍家の娘だというから驚く。肝が据わっていないにも程があるではないか……あれではいくら舞踊の腕前がよくとも意味がない」

「まあまあ、若い娘ですから。……大方、クラウス様がまた〝ブレア様恐怖伝説〟でもでっち上げて吹きこんだんでしょう。あちらはブレア様がダンスが苦手なことをよくご存知ですから。練習を邪魔して舞踏会で恥でもかかせたいのでは？　他に勝てるところがありませんからな」






　辛辣なことを言いながら笑う配下に、ブレアは更に渋い顔を見せた。






「……つまらん。私の恥などはどうでもよいが、こうして度々水を差されるのは腹立たしい。……機会を下さる陛下にも申し訳ないではないか……」






　ブレアは盛大なため息を落とす。










　しばらくして騎士オリバーが退室した後も、ブレアは長椅子の上で気難しい顔をしたままだった。

　その様子は毎日のハードな鍛錬の後よりも遥かに疲労感に満ちていて。エリノアは、王子が余程疲れたのだなぁと心配になった。

　それまでは特に命じられることもなく壁際で静かにしていたエリノアだったが、少し考えて、そろりそろりとブレアの傍による。そして声を潜め、ブレアに問いかけた。






「……あのぉ……ブレア様……お疲れでしたらわたくしめ、お部屋の外で控えておりましょうか……？」






　ブレアの様なタイプは、他人の気配が傍にあると余計に気が休まらないのではないかと思った。

　特に命じられることがないのなら、衛兵たちと共に廊下で控えていても差し支えない。

　いかがいたしましょうかと問うと……ブレアが閉じていた瞼を開く。






「……いや」






　エリノアの予想に反し、ブレアは首を横に振った。

　それを見たエリノアは、出過ぎた真似だったかと少し恥ずかしく思いながら、「分かりました」と部屋の端に戻ろうとした。が、その前に、ブレアが長椅子の上で身を起こし、灰褐色の瞳をひたりとエリノアに留める。






「……そういえばお前、元はトワイン家の娘で、父君亡きあとしばらくはタガートの家にいたのだったな……」






　切り出された過去の話にも、今回はエリノアも驚きはしなかった。

　上級侍女になる前ならいざ知らず、上級となった今は王族主人が身の回りに置く者たちの身の上を知っているのは当然のことだ。

　エリノアは素直に頷いた。






「はい、左様でございます。弟と共にしばらくはタガート様のお屋敷でご厄介になっておりました。……それがどうかなさいましたか？」






　そう答えると、ブレアはもしや、と返してくる。






「タガートの娘は舞踊に優れている。……お前も心得があるのでは？」

「……そ、れは、もちろん……家の没落前はそれなりの教育を受けておりましたし……タガート様のお嬢様とレッスンをご一緒させて頂いたこともございますが……」






　戸惑い気味にそう答えると、ブレアは、よし、と立ち上がる。






「一度手合わせ願おうか」

「え？」






　ぽかんと問い返すと、ブレアは真顔でエリノアを見た。






「踊りの練習に付き合ってくれ」

「……[image: 〓]……っ!?」






　ぎょっと目を剥くと、ブレアは実はと話を続ける。






「先ほど此度の王宮舞踏会のために、陛下が王子たちを集めて練習会を開いて下さったのだ。が……私はどうにも踊りは苦手でな。おまけに公式な練習会や舞踏会では、いつも踊る相手には怯えられる始末で、まともに練習になった試しがない」






　ブレアはふっと、やや自虐的な笑みを口の端に浮かべる。






「だからこれまでは、侍女のセレナに練習を頼むこともあったが、最近あやつは足腰が痛むから無理だと言いはじめてな……困っていたところだ」

「えっと……それは……他の先輩方でも良いのでは……先輩たちの中にはがっつりご令嬢な方もいらっしゃいますし……」






　王族の周りの侍女たちは、案外どこそこの爵位持ちの子女であるという娘も少なくない。

　そんな彼女たちならば、没落して長らく淑女教育から遠ざかっているエリノアなどよりもよっぽど踊れるはずなのだが……しかしブレアは冷静な顔で言葉を返してくる。






「だが、別にそれはお前でも差し支えはあるまい？　私は今、踊りに付き合って欲しいのだが」

「う、」






　今ここにお前以外の誰がいるのだ？　と、言われて。エリノアは少しの間ぽかんと言葉に窮し──いやいやいやと、慌てて手のひらを振った。






「お、お待ちください、教育を受けたとは言っても……それは随分昔のことで……下手したら、今日の練習相手のお嬢様以上に殿下の足を踏むかも……いえ、踏みます!!」

「……」






　必死な顔で拳を握り断言するエリノア。……に、内心で密かに噴き出すブレア。

　しかしエリノアからしてみれば、侍女が王子の足を踏むなんてもっての外。論外である。セレナのように、ブレアの幼少期から長く勤め上げているような間柄ならいざ知らず……エリノアは、そんなわけにはいかないと手を振り続けた。

　が──そんな娘の手を、ブレアが不意に下からすくい上げた。






「ぃ……!?」






　その恭しい手つきにエリノアが戦慄する。

　平然とした表情とは食い違う、丁重で優しい仕草は、侍女であるエリノアにはあまり触れる機会がないものだ。おまけにブレアの手は、稽古傷らしき数多の痕があるものの、すらりと伸びた長い綺麗な手だった。その手が自分の手を取っているのを見ると……堪らず、エリノアは床にうずくまって呻きたい衝動に駆られた。顔もどんどん赤くなる。

　そこへ、追い討つようにブレアがキッパリと断じる。






「……構わん。踏め」

「っぅえ!?」






　ブレアの鷹のような瞳は真剣そのもので。エリノアは仰天して目を瞠った。

　いや王子……さっき練習相手に足を踏まれたとか言って不快そうにしていたでしょ!?　と、心の中で思い切り突っこんで。……いるうちに。ブレアはエリノアの手を引いて自分の腕の中に迎え入れた。






「ぁっ……」






　そしてエリノアのちょうど肩甲骨辺りにふわりと手を添える。






「ぅっ……」






　……本当は、もっと大声で叫びたかったが……なんとか堪えた。背に触れた指の感触に、エリノアのまるい額にみるみる玉のような汗が滲む。

　それをやや興味深げに見つめながら、ブレアはエリノアの顔を覗きこんだ。






「エリノア・トワイン、頼む。……今のまま会に出席すれば、まともな調整もできぬまま陛下や王太子、賓客たちの前で踊ることになる」






　静かな声に顔を上げると、こぼされていないはずのため息の音が聞こえたような気がした。






（……ブレア様……？）






　不思議に思い次の言葉を待つと、ブレアはエリノアの瞳を見てそれを察したのか……一瞬口を結び、そして続けた。






「……陛下主催の舞踏会で私が踊らぬわけにはいかないが……私は相手を怯えさせることが多いのでな……。そういう時にもきちんとリードを取れるようになっておかなければ……また、今日のように会場で令嬢を泣かしかねん」

「……」

「会当日は、陛下や王妃もいらっしゃる。その前で無様な踊りを見せても、私はいつも通りだが、お相手は社交界での評判が落ちかねない」






　それは忍びないと静かな瞳でつぶやく顔は、一見普段通りの生真面目な表情に見えるのに。何故か、どこかしゅんと気落ちした青年の、素直な顔が覗いたような気がした。

　ブレアの令嬢たちに向ける、思わぬ思いやりにエリノアは驚いて……感動して。そして少し悔しくなった。






（……みんな、ブレア様のこういうお気遣いを知らないのね……）






　そしてまた、ブレア自身もそれを吹聴してまわるような気性でもなく、それをいいことに、立てられた悪い噂はどんどん広まっていっているのだろう。

　しかし悔しいが、いくら火消しに回ったとしても、その噂は直ちに──例えばその舞踏会までに、消し去れるようなものでもない。






「……」






　ならばとエリノアは背筋を伸ばす。勝気な目が、彼女の手を取る青年の瞳をキッと見上げた。

　それならば──。彼の言う通り、少しでも彼がスムーズにダンスのリードとフォローができるようにしておく他ないだろう。






「──分かりました」






　急に声音が冷静に低くなり、それを聞いたブレアが少し目を瞠った。エリノアの赤かった顔色はすでに元に戻り、どこか据わった目で彼女は鼻息荒く宣言した。






「ブレア様……このエリノア・トワイン、僭越ながら練習にお付き合いさせて頂きます！　……でも、本当に、絶対に足は踏みますからね!?」






　絶対です！　ご了承くださいませ──と……胸に手を添えながら高らかに前置く娘の顔は、実に奇妙で、猛々しい。──が……。






「…………」






　叩きつけられるように叫ばれたにも関わらず。ブレアは何故だかとても嬉しそうだった。

















15　エリノアは開き直った












　──計十三回。






　……お分かりでしょうか……

　ええ、そう、これはわたくしめが恐れ多くも殿下のおみ足を──踏んだ回数です。

　なんともまあ不吉な数字に行き着いてしまったものです……。

　まあ、家の没落以降ろくにステップを思い出しもしなかった私にしては、ある意味奇跡的な数字だとも言えるかと思います。

　しかし、なんと言いましょうか、大台に乗ってしまってからは、どこか開き直りの精神が芽生えて来たのも正直なところ。






　──だって──

　殿下が踏めって言いましたもんね。

　ええ。殿下がです。






　……そういえば。昔レッスンをご一緒したタガート様のお嬢様が印象深いことをおっしゃっていたのを思い出します。

　お嬢様曰く──。






『──足を踏まれるほうのリードが、クソなのよ！』と──。






　あの時の神々しきお嬢様の誇り高きご様子が今でもまぶたの裏に浮かぶようでございます。

　……まあ、その時のお嬢様のお相手は、父君であるタガート様で。絶賛反抗期真っ只中（ちょっぴり早め）のお嬢様のお言葉ですからかなり偏ってますけども。

　……いえ、まさか！　殿下のことをクソなどと思っているということではありません。

　そうではなく、ようするに、あの当時、タガート様の足を延々踏み続けたお嬢様の素敵に尖った開き直りをちょっと見習おうかなという次第で……。

　あそこまでの開き直りを備えると、女は強いですよ、はい……。

　そうですよ……殿下が踏めって言ったんですもの、もう、そう……むしろ踏む勢いで…………！










「……」






　ブレアは、笑いを堪えながら踊っていた。

　その──

　おそらく、無心で喋っていると思われる娘のブツブツとした独り言（？）を、聞きながら。

　ちらりと娘の顔を見ると、驚くほど集中した顔をしている。多分──先ほどから自分が何を口走っているのかも気がついていないのだろう。

　おかげで正直こちらはまったく集中できないが……下手に注意して、娘が折角懸命に取り組んでくれているその集中を乱すのは忍びないと思った。

　ブレアは湧き上がる笑いを押し殺しながら踊るのに、とても苦労した。






　だが。

　娘の踊りは言うほどひどくはなかった。

　ブレアの求めに応じてダンスの練習をはじめてから一時間程度。確かに幾度か足を踏まれたが──（それが十三回だったなどとは数えてもいなかったが）、それも初めだけ。

　娘がこの奇妙な集中状態になってからは、実は一度も足を踏まれていない。

　彼女はステップを繰り返すたびにだんだんと昔を思い出すのか、徐々に足元も軽やかになって行った。

　ブレアのリード──例えば彼のさりげない体重移動にもよく反応し、それにきちんと付いてくる。その安心感を得てこそブレアのほうでも余裕が生まれ、娘の動作をよく感じ取ることができた。そうすると、おのずとブレアのフォローも上手く行く。










[image: ]










　踊りには苦手意識のあるブレアではあったが、彼はもとより身体能力に優れ、身体を動かすことにも、相手の気配を読むことにも優れていた。






（…………）






　ブレアは驚きと感心を滲ませた眼差しをエリノアに向ける。

　笑いを誘い、集中を削ぐつぶやきの弊害を差し引いても、この娘は、今日の練習会やこれまでの舞踏会で相手を務めた娘よりも、はるかに踊りやすいと思えた。

　それには娘が過去に受けた伯爵仕こみの教育の良さも関係しているのだろうが……何よりブレアが嬉しかったのは、娘が早い段階で開き直ってくれたということだった。

　自分に過度に萎縮せず、ステップを間違っても、ブレアの足を踏んでも、いちいち怯えでダンスを中断しない。

　──足など、何度でも踏めばいいと思う。踏まれたからといってさして痛いわけでもない。それが王族に対して無礼だとか、不遜だとかも思わない。練習なのだ、間違っても当たり前ではないか。

　ただ……その度にパートナーに青い顔で見上げられ、怯えた目で見られるのだけは、なんともうんざりだった。

　緊張でガチガチになった相手の身体は固く、とてもではないが滑らかに踊るという行為には向いていない。

　罰せられるのではないかと恐怖に駆られた相手は、ブレアのなだめる言葉にも耳を貸そうとしないし、その様を見て、相手がこうなるように仕向けただろう弟が、嘲りと優越感に満ちた目でブレアを眺めているのも煩わしかった。






　ブレアはふと残念に思う。

　ふわりふわりとステップを踏むエリノアの足は軽やかで。

　その心地よさに心の底から思った。






　──もし、この娘が相手なら、どこでも楽しく踊れるだろうにと。










「……上手いな」

「え？」






　不意に掛けられた声に、足を止めて顔を上げると──ブレアが柔らかい表情で自分を見下ろしていた。






「踊り易い」






　簡潔な賛辞にエリノアがまるい目で驚いている。






「で、でも……おみ足を……」






　いっぱい踏みましたけども、と戸惑うと、ブレアは今更それを言うのかと朗らかに笑い声を立てる。






「!?」

「ついさっき、お前は〝踏めと言ったから踏む〟と自ら言っていたではないか」

「えっ!?　!?　!!」






　言ってやると何かを察したのか……娘はハッとしたように口元を手で覆い……。

　それがまたなんとも間の抜けた顔で。ブレアは思わず再び噴き出して──ついといったふうに、一瞬その手が娘の髪に触れる。






「……気に入った」

「う……!?」






　満足気な一言にエリノアが目を剥いて呻く。

　ブレアは目を白黒させている娘からそっと手を離して身を引くと。エリノアに向けて改めて身を正し、己の胸元に片手を添えて優しい顔でわずかに頭を傾けた。






「感謝するエリノア・トワイン。……楽しい時間だった」






　──それは、ブレアがこれまで一度もダンスの相手に送ったことのない、心からの賛辞であった。

















16　麗しきタガート嬢












　ブレアの部屋を辞すると、もう窓の外の空は夕陽色から紫色へと変わりつつあった。

　部屋の扉を閉めると、娘がやっと緊張が解けたように息を吐く。






「……」






　扉の両側にいる衛兵が、扉に手を添えたまま身動きしない娘をなんだなんだと見ているが、それでもエリノアはぼうっとしたままだった。

　娘のため息にはなんだか複雑な感情が滲み出ていて、衛兵たちは首を傾げて目を見合わせる。そんな彼らの姿すらも、エリノアの目には映ってはいない様子だった。

　無言で見つめる衛兵二人の前で、エリノアは。

　ホッとしていたかと思えば突然眉間に皺をよせて呻く。天井を仰いだかと思えば、今度は切なそうな顔になって頭を抱える。そして……それも長続きせず、赤くなる。






「…………おい新人」






　衛兵はついにエリノアに声をかけた。

　面倒臭いことこの上なかったが、彼らからしてみれば、いつまでも挙動不審な人間を王子の部屋の前でずっと呻かせておくわけにもいかない。呼びかけると、娘がハッと顔を上げて。初めて衛兵に気がついたかのような間抜けな顔をする。






「……お前な、そういう挙動不審はやめておけよ」

「そんなことをするからオリバー様に目ぇつけられるんだぞ」






　次々に侍女が入れ替わるとこっちも顔覚え直すのが面倒なんだけど、と言う二人に。エリノアは慌てて頭を下げると、廊下を逃げるように駆けて行った……。






「び、びっくりした……衛兵の方々のこと忘れてた……」






　エリノアは、赤い頬のまま廊下を進む。変なところを見られてしまって物凄く恥ずかしかった。

　しかし、それをも越えて気掛かりなのが、ブレアとの先ほどの出来事だ。

　まさか、練習とはいえ……自分がブレアと手を取り合って踊ることになろうとは。

　ブレアは言わずと知れた王族で。

　彼らは普通、身内を除けば、ダンスの腕前が王宮に認められた娘か、ダンス講師などの指導者としか踊らない。当然そのお相手は、ある程度の身分を備えていることがまず大前提となる。

　思わぬところでブレアの優しさを垣間見て、つい開き直って練習に付き合ったが……本当に大丈夫だったのだろうかとエリノアは心配だった。

　どうしてだかブレアはあれを喜んでくれていたらしいが……。






「…………！」






〝──感謝する〟






　……ブレアの穏やかな声とその表情を思い出したエリノアは、思わず引き止められたように足を止める。

　──喜んでもらえた……。

　そう思うと、自然と心が温かくなった。






「…………ちょっと、楽しかった……かな……」






　父が死んで、身を寄せた将軍家を出て以降。エリノアにはダンスを楽しむ機会はまるでなくて。それに、ブレアのような若い異性と踊ったのも実は初めてだった。弟は病気がちで踊りを習ってはいなかったし、明日の家計を心配する日々の中では娯楽に興じる余裕なんてなかった。

　だから──。

　恭しく取られた手、背に添えられた手の感触、注がれる凛々しい眼差しを思い出すと……。

　思わず廊下の真ん中で、ほわっと華やいだ空気を醸し出してしまう。






「あ、ダメだわ……私、浮き足立ってる……」






　弟のためにも早く家に帰らなければと思ってはいるのだが、どうしても頭の中をブレアの顔がちらついて落ち着かない。






「あああ、どうしようこれじゃあまるで……」






　エリノアは赤い顔でつぶやいて。再び立ち止まって頭を抱える。──と。






　そこへ。

　低い声が掛けられた。






「……エリノア……」

「ん……？　わっ!?」






　それはちょうどブレアの居住区外に出ようかという時だった。

　沈んだ声に呼び止められて、そちらを見たエリノアは、そこに迫っていた幽鬼のような女の顔に飛び上がる。






「おばけ!?」

「……失礼ね……馬鹿言ってないでちゃんと見なさい！　私よ私！」

「あ……ルーシー……様……？」






　その柱の陰に張り付くようにしてこちらを睨んでいたのは、将軍タガートの娘、ルーシー・タガートだった。

　赤い巻き毛が豪華な印象の令嬢は、青白いが気の強そうな顔をこちらへ向けてエリノアを呼んでいる。






「ちょっと！　早くこっちに来なさい！」

「は、はあ……何故ここにお嬢様が……」






　いくら将軍家の娘だとはいっても、こんな時間に王宮の王子の居住区付近をうろついていいわけがない。しかしルーシーはエリノアの問いには答えずに、エリノアの腕を鷲づかむ。

　可憐なように見えて、その実、屈強な将軍タガートの娘らしきしっかりとした筋肉を衣服の下に備えているルーシー嬢。……に、半ば引きずりこまれるようにして柱の陰に連れこまれるエリノア。

　──と……。

　エリノアが物陰で目を白黒させながら令嬢を見上げた途端、ルーシーの勝気そうな顔がくにゃりと歪む。






「エ、エリノアぁ……う……」

「へ……？　ど、どうなさいましたかお嬢様？」






　それは──猛獣がチワワの仔犬にでも化けたかのような極端な変化だった。

　エリノアはビックリしてルーシーの手を取る。






「どうしようエリノア……ブレア様……どんなご様子だった!?　怒っていらっしゃらなかった!?」

「…………ブ、レア様……？」






　急に出てきた名にエリノアが怪訝そうに首をかしげる。するとルーシーはべそべそ泣き出すもので、エリノアは慌ててエプロンのポケットから白いハンカチを出して娘の涙を拭ってやった。






「いいえ分かっているの。殿下……私のことを牢に入れろとか、パパを左遷させろとか、鞭で打てとか言ってたんでしょう!?　そうに決まってる！」

「……へぇっ？　鞭!?」

「私のせいでパパが冷遇されて辺境の地で苦労したらどうしよう……！　パパは西部のお酒が大好きだけど、手に入らないような僻地に送られたらどうしたらいいの!?　あんななりして実はお腹も弱いのに……!!」

「…………えっと……」

「私……パパに会えなくなったら死んじゃうわ！」






　ルーシーはわっと顔を両手で覆い嘆きはじめる。……因みに、普段彼女が自分の父親を呼ぶ時はいつも「クソ親父！」……であるからして……現在令嬢はかなりの動揺状態であるとみえる。エリノアは、ひとまずルーシーをなだめるようにその背をさすった。






「落ちついてくださいお嬢様……お酒は地方にもいいものが幾らでもあるでしょうし、お腹はできるだけ冷たいものを飲み食いするのをやめて頂けば……けど……どうなさったんです？　なんでタガートのおじ様が左遷されるんですか？」

「そ、それが……」






　ルーシーは鼻をすすりながら顔を上げる。エリノアのハンカチは既に涙と鼻水でぐちゃぐちゃで彼女の手に握り締められている。

　そんな令嬢の話によれば……。

　彼女は今日、ダンスの名手として王宮に招かれ、王子たちの練習会でブレアの相手を務めていたらしい。

　それを聞いたエリノアは、微妙そうな顔をする。






「……あら、ブレア様のおっしゃっていた本日のお相手とは……お嬢様の……ことでしたか……」

「そーなのよぉ……」






　つぶやくと令嬢はひーんと泣いてエリノアの肩に頭を乗せた。






「よーしよし……泣かないでお嬢様」






　エリノアはルーシーの赤毛を撫でながら、つい一時間程前のブレアのぼやきを思い出した。






（そうですか……お嬢様のおかげでわたくしめはブレア様と踊ることになったのですか……）






　そう思うとなんだか複雑だ。令嬢が泣いているだけに、浮かれていた自分がなんだか申し訳ない。

　しかしまあ、状況自体はありえない話ではないとエリノアは思った。

　ルーシーのパパ（もしくは〝クソ親父〟）こと将軍タガートは、普段から王太子派筆頭としてブレアとは親しい。きっとその筋での抜擢だったのだろう。

　が……。

　エリノアは首をかしげる。






「……でも本当に？　だって、ブレア様は練習相手に沢山足を踏まれたって仰ってましたよ？　お嬢様に限ってそんなこと……」






　一時期同じ家で暮らしていたこの娘が、どれだけ踊りが得意か知っていたエリノアは不思議そうに問う。

　しかし、彼女がそう言った途端、ルーシーの顔色はさらに悪くなる。

　ルーシーは鼻をすすりながら訴えた。






「だって！　友人からブレア様はダンスで相手が少しでもミスをしたら激怒なさるって聞いたのよ！　ステップを間違えた子は後日父親が左遷されたり商いの権利を剥奪されたり……ブレア様の足を踏んじゃった子は殿下の護衛に袋叩きにされたって聞いたわ！」

「ぇえ？　……や……まさかそんな……」

「エリノア！　お願いよ！　私、これから将軍家の娘らしく潔くブレア様に土下座しに行くからついて来て!!」






　青白い顔で高らかに拳を握りしめる令嬢の足は震えているのか、青いドレスの裾がプルプルしている。その様子を見たエリノアは「えっと」と、一瞬の間を置いてから、令嬢の背をよーしよしと撫でる。






「……あのですねお嬢様、ちょっと冷静になりましょうか……お嬢様の勇ましきところは、わたくしめもよく存じておりますが……」

「だってこのままじゃパパが！」






　途端、ぴーっと嘆きはじめた令嬢（エリノアより一つ年上）に、エリノアは、よしよしとその背を撫で続ける。そんな彼女の様子に、エリノアはそれでなのかと納得する。

　恐らく令嬢はブレアの足を踏んだ時点で相当彼に謝り倒したはずだが、それでも不安が消えなかったのだろう。彼女はそのあまり屋敷に帰ることもできず、それでこんなところでうろうろしていたのだ。






「……大丈夫ですよお嬢様。ブレア様は一言もそんなこと仰っていませんでした。あの方はそんなささやかなことで片田舎におじ様を左遷したりするような、激恐ろしげなお方じゃありませんから……だいたいどこの誰がそんなことを……お嬢様はあれですね、ちょっとご友人関係見直されたほうがいいかもですね……」

「で、でも……ブレア様、ずっと怒ってらっしゃったのよ!?　眉間にしわが……私怖くて上手く足が動かなくて……」

「大丈夫、あれは標準装備みたいです。……お嬢様があんまり緊張なさっていたから、気の毒だなぁと思ったか、面倒だなぁとでも思われていたのでは？　ああ見えてブレア様は結構お優しいんですよ、顔には出ないみたいですけど」

「ほ、本当に……？」






　エリノアが頷くと、揺れるルーシーの瞳が少しだけ和らいだ。






「それにブレア様の御配下も……まあ……あの人たちにはレディファースト精神はありませんし、下手したらお尻くらいは撫でられることはあるかもしれませんが……うら若い娘を袋叩きにするような人達ではないかと」






　不安そうなルーシーの目を見て、エリノアははっきりと言った。






「あの人達は基本筋肉と武道にしか興味のない脳筋馬……いえいえ。純粋なブレア様大好きっ子ですね。正直世話する私には害がありまくりですが、お嬢様のような方々には害ないと思いますよ」

「………………〝子〟……？」






　ルーシーはやや皮肉交じりのエリノアの言葉に、筋骨隆々なブレアの配下たちを思い出して……。

　あいつらそんな子供じゃねーだろと心の中で思った。






「……」（突っこんだらやや冷静になったルーシー嬢）

「ああ、でもお嬢様は綺麗な筋肉してますからあいつらにはお気をつけなさいませ！　飴やるからとか言われてもついて行ってはダメですよ!?　熊みたいな騎士は特にレディファースト精神道においては相当非道です」

「あ、飴……？　わ、分かった。熊に注意ね……」






　ルーシーはやや話がずれているなと思ったが、エリノアの憤慨する様子に思わず頷いた。

　するとその耳に……廊下のどこかから微かに笑いを押し殺したような息遣いが届く。

　それを聡いルーシーは敏感に察して柳眉の片方が持ち上る。笑い声の主がどこにいるのかと視線を動かすが……。

　それが見つかる前に、下から黒髪の娘に袖を引かれ、令嬢はまあいいかと視線を戻す。

　大方どこかで聞いていた衛兵が笑っているのだろう。






「エリノアなあに？」

「えっと……」






　問いかけに、エリノアは、一瞬どう言えばいいだろうかと考えるような仕草を見せた。






「？」

「その……お嬢様はダンスお上手ですし、また練習会に呼ばれることもありますよね……？」

「え？　まあ……それは……王宮に呼ばれれば仮病使うわけにもいかないし……パパの為に行くけど……」






　それがどうしたの、とややげっそりした顔で返して来るルーシーに、エリノアは一瞬眉尻を下げる。






「……エリノア？」

「ルーシー姉さん……もしまたブレア様と踊ることがあったら……あんまり怖がらないで差し上げてね」

「え……？」






　昔のように呼ばれて、ルーシーがきょとんとエリノアを見る。エリノアは少しだけ恥ずかしそうに両手の指をいじっている。






「えっと、私が言うのも差し出がましいとは思うんですが……殿下はそうやってお嬢様方に怯えられるのが本当はお嫌なんだと思うんです。あんまり顔には出ないみたいなんですけど……お嬢様だってビクビクした方がお相手だったら踊りにくいと思いません？」

「そりゃあ……まあ……でも噂が……何しろブレア様は王族なのよ、気に入らない相手を罰するのなんてお手の物。これまでにも幾人もそうして来たって話だわ」






　そうして地方に追いやられたらしい貴族の名をルーシーが幾つか上げると、エリノアは困ったような顔をする。






「そんな王子を相手にしろって言われたら、誰だって萎縮するわよ。呼ばれれば拒否するわけにもいかないし……下手したら累は一族にまで及ぶのよ？」

「そうですよね……」






　確かにエリノアも、その者たちがブレアの怒りを買って役職を解かれたという噂は耳にしたことがあった。

　が……。

　エリノアは、先ほど自分の相手をする令嬢たちの評判が下がるのが忍びないと言っていた青年の顔を思い出しながら、ルーシーの顔を見た。






「……何か……理由があったんだと思います。そう無闇に感情だけで人を裁くような方だとは、とても思えないんです」

「エリノア？」






　静かな声ながら、きっぱりと言ったエリノアにルーシーが驚いている。

　そんな令嬢に、エリノアはにっこりと笑って見せた。






「きっと大丈夫ですよお嬢様。タガートおじ様は立派な将軍様ですもの。あんなに実力も実績もある方がそれくらいのことで地方に送られたりしませんよ」

「……本当？」

「事実……私も殿下の足踏んだことありますし……」






　かっくりと首を曲げ、ややげっそり達観したような眼差しでエリノアが言うと、ルーシーが目を剥く。






「はぁ!?　だ、大丈夫だったの!?」

「ええ……もう、むしろ〝踏め〟と言われましたからね……」

「……何それ怖い……エリノア本当にそれ大丈夫なの!?」






　どういう主従関係だと、ルーシーに詰めよられたエリノアは苦笑する。






「まあまあ。とにかく、侍女の私にすらこれだけ寛大に接して下さるのですから。お嬢様たちは大丈夫ですよ」

「……」

「ブレア様はそんなことはなさらないと、私は思います」

「……ふーん……」






　ルーシーは意外そうな顔をしてエリノアを見る。






「パパからあんたがブレア様の侍女になったって聞いた時はどうなるやらと思って（※怒ってタガートに〝クソ親父〟を連発し）たけど……あんたってば随分ブレア様を信じちゃってるのね……」

「あら……（多分おじ様に迷惑掛けたような、予感……）ま、まあ、そりゃあ……我が主人様ですし……」

「ふーん……」

「お、お嬢様……？」






　高身長の令嬢は、じろりとエリノアをきつく睨む。口がムッとへの字に曲げられていて、その如何にも気に入らないと言いたげな顔にエリノアは戸惑った。

















17　エリノア、熊にはちみつ色の飴を貢がれる












「お、お嬢様……？」






　ルーシーの口がムッとへの字に曲げられて。令嬢の瞳はジロリとエリノアをきつく睨んでいる。

　どうしたのだろうもしかして機嫌をそこねたか……と、思えば。

　突然、ルーシーはエリノアに抱きついた。






「う……」






　背の高い彼女に抱きすくめられると、背の低いエリノアは腕の中に埋もれて非常に窮屈そうだ。いや、むしろ締め上げられている……。






「ぐ、お、お嬢さ……」

「何がお嬢様よ！　ふん、あんたと来たら！　なんでうちを出て行っちゃったの！　ヒステリーな母さんなんか上手くかわして放っておけば良かったのに……真正面から立ち向かうなんて本当に馬鹿じゃないの！」

「あ、元気になりましたねお嬢様……」






　寂しいじゃないの！　と、歯噛みして悔しがっている令嬢に、エリノアはその持ち直しっぷりを笑う。こういうところは昔から変わらないのだが……この令嬢が、「ふん」とか言い出したらだいぶ回復した証拠だ。

　こう見えて寂しがりやのご令嬢は、時折エリノアの家に姉弟の好物を送ってくれる情の深い人だ。が、その愛情は少々捻れている。特に、父親相手だと。






「えーっと……とにかく、ブレア様のことは大丈夫ですよ。姉さんと同じでお優しさが内に秘められてるタイプなんじゃないですか？　そう思ったら少しは気があうような気がしません？　ね？　今度もし練習に呼ばれたら、絶対に怯えないで差し上げてくださいよ。タガートおじ様の為にも」

「う……」






　タガートの名を出すと、令嬢は途端に苦い顔をしてエリノアを腕の中から解放する。






「そ、そうね。パパの為にも……あ！　エリノア……このことパパに言ったら承知しないわよ!?」

「はいはい分かりましたから……ガラの悪い顔してないでそろそろお帰りなさいませ。いつまでもウロウロしていると不審者扱いされて保護者呼び出しでお父上がいらっしゃいますよ！」

「!?　そ、それは嫌!!　わ、分かったわよ……次は絶対堂々とブレア様と対決してみせるから見てらっしゃい！　あんたとの付き合いは私のほうが上だって証明してやるわ！　今度何か送るからね！　あんたもブラッドリーにばっかり食べさせてないで食べないと承知しないわよ!!」






　……どうやら元気になったらしい令嬢は、普段通りの勝気さを取り戻し、鼻息荒く立ち去って行った。

　その後ろ姿を見送りながら……エリノアは思わずつぶやく。






「ルーシー姉さんったら……相変わらずのどこか抜け切らない体育会系感……まだ反抗期終わらないのかしら……」

「美しいがどうにもややこしそうな女人だな。将軍のご苦労が思いやられる」

「いえ、あれは本当に愛ゆえというか曲がりくねった愛情がですね……ギャッ!?」






　言葉の途中でエリノアが飛び上がった。

　──気がつくと……隣にオリバーが腕を組んで立っていた。

　エリノアが驚いたのを見ると、騎士はにこりとワザとらしく目を細めてみせる。






「よ、新人。さっきぶりだな」

「ちょ……忍びよるとかやめてください！　心臓に悪い……」

「あはははは、俺は優秀だからなー」






　からからと軽快に騎士は笑う。と、その笑いが何やら含みのあるものに変わる。






「な、なんですか……もしかしてまた繕い物でも──」

「……あの噂だがな」

「へ？　う、わさ……？」

「地方へ飛ばされたヘボ貴族のことだよ。……あれはな、本当は飛ばしたのはクラウス王子だぞ」

「え……」






　唐突な話にエリノアが目をまるくする。

　一瞬遅れてそれがルーシーとの会話に出て来た貴族たちのことだと気がつくと、更にエリノアの目は見開かれる。

　騎士はエリノアの隣で壁を背に、腕を組んだまま続けた。






「飛ばされたのは皆クラウス様の派閥の連中ばっかりでな。まあ、大体が王子のご機嫌とりに失敗した連中だ。あそこは蛇のような奴が集まっているから足の引っ張り合いも多いし、そもそもクラウス様自体も気難しい。だが、かの殿下は悪知恵だけは天下一品でなぁ……表向き、クラウス様陣営の切り崩しの為にブレア様が謀った……ということにされてしまった」

「え、えぇ!?　そ、そんな……」

「俺たちもかなりムカついたんだが、ブレア様はあの性格だからな、『下らん、放っておけ』で、一蹴だ。はははは」

「わ、笑いごとでは……」






　話を聞いたエリノアは狼狽えた。

　話してくれたオリバーの顔は、一見笑っているように見えるのだが……どこかに遣る瀬無さがにじんでいるように感じられるのは、気のせいではないと思った。

　そんな風に──娘が自分を案じていることを察した男は、珍しく苦笑を浮かべる。






「……当時は俺たちもやれることはやった。が……噂ってものは一度広がると、否定するほうが逆に真実味を帯びてしまうこともある。ブレア様の潔白を証明したい連中が躍起になって否定して回った結果、世間では結局疑念が広まるだけ広まって消えなかった。ま、なんせうちの連中は皆、〝脳筋馬鹿〟だ」

「う!?」






　にやりとオリバーに視線を流されて。エリノアは、もしかして先ほどの、ルーシーとの会話を聞かれていたのかと気まずそうな顔をする。






「……すみません……」

「ははは。ま、そういうわけで、それ以来俺たちもクラウス様が流す噂に関しては、大人しくブレア様に従うことを決めている」

「……つまり……『下らん、放っておけ』……ですか……？」

「ああ。もちろん殿下を貶めようとする者をこのままにしておくつもりはないが……下手なことをして再び殿下の足を引っ張るわけにはいかんのでな……」






　オリバーはやれやれとため息を落とした。その下にもどかしげな思いを見て、エリノアは再び押し黙った。






「……」






　そんな娘をオリバーは静かな眼差しで見る。






「……お前もな、殿下の足を引っ張るようなことはするなよ」

「え……？」

「俺たち同様あの方に惚れこんで忠義を尽くすだけなら、俺たちはお前を同志として歓迎する」






　だがな、と、オリバーはいつに無く真面目な顔で言った。






「これ以上お前が殿下の傍に特別な意味で踏みこめば……お前は必ず殿下の足を引っ張ることになるだろう」

「わ……たしが？」

「ブレア様にとってこんなことは稀だ。……が、あの方の懐に入るには、身分もなく財も力もないお前は弱すぎる」






　きっぱりと断じられて。その言葉はエリノアの胸にズシリと重く響いた。浮かれていた気持ちが一気にしぼみ、返す言葉がなかった。

　王族と使用人。釣り合いが取れるはずがないことは分かりきっていた。






「……」

「ま、だがな、お前の言葉にはちょっと感心したぞ」

「……え？　わっ」






　なんのことだろうかと顔を上げようとすると──そこに、ばさりと何かが被せられる。






「ひぃっ、生暖かい……っ何!?」

「あ、それ俺の隊服。破れたからまた繕っといてくれ」

「っ!?　っ!?　た、隊服の手入れは専門の部署が……」






　あるでしょう!?　と、エリノアが頭からその騎士用の隊服を引っぺがすと──既にオリバーの姿は遠い。

　さっさと立ち去って行く騎士は「ああそうだ」と頭半分だけをエリノアのほうへ振り向かせた。






「服の中のものは先ほどの礼にお前に進呈する」

「……れ、礼？　袋？」






　服の中、と言われたエリノアは怪訝そうにオリバーの隊服を探る……と、そこからは、何やらジャラジャラと音の鳴る小袋が……。






「？　……あれ、これって……」






　見覚えのある小袋は、前回稽古着を押し付けられた時に見せられたものと同じものだった。

　前回──熊騎士がグレンに引っかかれ魔障に倒れる直前。『エリノアの頭に乗せようとした』と、彼が言っていた小さな袋。そういえばあの時は中身がなんなのか聞きそびれていた。






「あ……ああ、なるほど……」






　紐を解くと、中には袋一杯にはちみつ色のまるい飴が詰まっていた。

　しかし、礼とはなんのことだろうかと、エリノアが戸惑い気味に顔を上げるも……もうそこに、オリバーの姿はない。






「え……ぇえー……」






　取り残されたエリノアは、飴と隊服を手に微妙そうな顔でその場に立ち尽くす。

　なんなんだあの人は……と、戸惑うエリノアには、それが──ルーシー嬢に対して『あの人達はうら若い娘を袋叩きにするような人達ではない』──と、取り成したことに対するものなのだということは一つも伝わらなかった……。






　……因みに。

　実はオリバーに貰ったはちみつ色の飴が、一粒でも結構なお値段のする高級品であったことを、エリノアは後に先輩侍女から知らされることとなる。そしてやや不名誉にも──『エリノアが騎士オリバーに高価なものを貢がれていて怪しい』という噂が王宮内に立ってしまうということを……。

　エリノアは、まだ知らない。

















18　魔王の不安












「……」






　その一団は、明らかに異様な雰囲気を醸し出していた。

　薄暗い王宮の城門前。

　ずどんと仁王立つ豊満な身体の婦人。大きな大きな白い犬。そして……──杖をついて立ったままうとうとしている老人……。






　彼らだけでも十分異様だが、その中心に一人少年の姿があった。

　少し痩せ型の、瞳の大きな少年だった。夜の色を映し、より深くなった緑色の瞳は、暗く高い城門を見据えている。

　城門の出入りがちょうど見える真正面。少年は表情のない顔で静かに立っている。──静かに、内にある苛立ちをふつふつと漲らせている……そんな顔だった。






　ふと、少年の口からつぶやきが漏れる。






「……面倒だな、もういっそ……」






　暗い声にすぐさま婦人が反応して少年を振り返る。






「あらいやだ！　陛下がまた物騒なお顔をなさってる！　……お夕飯の糖分ちょっと控えめにしすぎたのかしらね？」

「そういう……問題か……？」

「ブラッドリー様ぁ！　大丈夫、エリノア様ならすぐにお戻りになられますわ～」






　ボソっと突っこんだ白犬ヴォルフガングを華麗に無視して、コーネリアグレースはブラッドリーの傍でニコニコと両手を組んで微笑んだ。

　それをやれやれと見ながら、ヴォルフガングが小さく言う。






「陛下……やはり家に戻りませんか。だんだん夜風も冷えて──」






　途端白犬はペシリっと、額を叩かれる。






「おやめ。あんたはあんまり話すんじゃありません。誰かに聞かれたらどうするの。本当に空気を読まない犬なんだから……」

「……」






　城門前の広場には、たくさんの人が行き交っている。女豹婦人は長いまつ毛に覆われた瞳で白犬をジロリと睨みつけた。






「ブラッドリー様がここでお待ちになりたいって仰ってるんだから黙って従いなさい。家でイライラされて住処が消し炭にされるよりマシじゃないの！　こんな時間に寝床がなくなったらどこぞの屋敷でも乗っ取るしか無くなるのよ!?　あたくし、あのこぢんまりしたささやかな家が案外気に入ってるの、狭くて掃除がしやすいんですもの！」

「お……お前な……」






　何気に無礼なことを平気で言う婦人に、ヴォルフガングがハラハラしている。が……ブラッドリーは何も言わない。

　正直、彼は今それどころではなかった。

　いくらグレンから連絡が来たとはいえ、姉がこんなに遅い時間まで王宮から帰ってこないことがとても心配だった。

　しかも知らせに来た黒猫は、にゃはーと、笑いながら……。






『姉上は今日は残業ですー。場所はブレア王子の寝所……あ、違った！　寝台……じゃなくって、うふふ、私室ですー』






　……と、実にイラっとする報告を上げてきた。それで彼の心配が加速した感は否めない。










「…………ヴォルフガング……」






　しばし無言で城門とその奥に控える王宮を見つめていたブラッドリーが、不意に、ポツリとつぶやいた。

　呼ばれた白犬は、（コーネリアに僻みっぽい目でねめつけられながら）静かに主人の言葉を待っている。






「……」

「僕は……王宮が嫌いだ。……今生での僕らの父さんは……王宮の奴らに殺されたも同然なんだ……」






　静かな声が夜の景色の中に消えていく。

　王宮内の派閥争いの末に父が帰らぬ人となったことを、ブラッドリーは忘れていない。

　だから、と少年は続ける。






「……不安なんだ、また、姉さんまでアイツらに取られるんじゃないかって……」






　心内を吐露すると、無言のヴォルフガングがそろりとブラッドリーにより添って来た。

　その毛並みをそっと撫でながら、ブラッドリーは苦しげなため息をつく。

　姉が心配で心配でたまらない。だというのに、城門は彼が姉の元へ向かうのを拒む。

　魔力の強い彼にとっては、あんな城の門など紙のようなものだ。押し入ろうと思えばいつだってそうできる。






　けれども、その紙にも等しいものを、エリノアの存在が強固な守りに変えていた。

　姉が侍女という職を大事にしていなかったら、ブラッドリーは今すぐにでも衛兵たちを蹴散らして、城門を破壊し、王宮に侵入することができただろう。そもそも、転移も自在の彼にはそんなことすら必要がない。王子の居所にも、国王の寝室にだっていつでも侵入は思いのままだった。






　しかし。

　ブラッドリーはどうしても、姉の立場を危ぶませることには躊躇いがあった。

　今すぐ王宮に侵入して姉を連れ帰りたいのは山々だ。だが……それでは姉の立場が悪くなる。

　王宮の出入りには記録が付きもので。

　まずその中に入るには、城門を通り、そして使用人通用口での検問を受ける。エリノアのような通いの使用人も、その他の来訪者と同じように、入った記録があれば必ず出たという記録がなければならないというわけだ。

　その記録がない者は、漏れなく王宮での取り調べを受けることになる。

　面倒なようだが、国の中枢としては当然のことだった。






　しかしブラッドリーはそれさえなければと腹立たしかった。

　せっかく強大な力を得ても、これではなんの役にも立っていない。






「どうして姉さんは王宮なんかに……」






　思わず口から恨み言がこぼれ落ちた。

　姉が自分のために必死で働いていることはもちろん分かっている。だが、幼い頃に父を奪った王族たちを、ブラッドリーはどうしても許すことはできなかった。それは姉には打ち明けたことのない感情だった。『恨んでる暇なんてないわよ』と辛そうに笑いながら、毎日王宮に働きに出る姉。──そんな彼女のために働くこともできない自分が、どうしてそれを言えるだろう。






　配下たちが無言で彼を見ている中で、少年は冷淡な表情で城門の向こうにそびえる王宮を睨んだ。

　その瞳には深い怒りがこめられている。






「もういっそ……あんなもの破壊してしまえば清々するのに……」






　──できないことではない。

　破壊など簡単だ。

　事実、繰り返される魔王としての生の中で彼はずっとそうしてきた。

　繰り返し繰り返し、人を憎み、人の世に攻め入った。同じように再び人の街を瓦礫の山にして、姉が気にする全てのしがらみを破壊すれば、いっそ清々しいかもしれない。

　そうすれば、もう、あの忌々しい金の髪の男を気にすることも、いつ誰に姉を奪われるかなどという不安も感じなくてすむ。






　子供っぽい思考だとどこかで自分を嘲笑いながらも、ブラッドリーは暗たんとした気分だった。

　自分は以前とはひどく変わってしまった。

　強い力を得たことは嬉しい。それは姉を助けることもできる力だから。でも──素直に姉を慕っていただけのブラッドリーには、もう二度と戻れないのだと思うと苦しかった。

　姉はどんな自分でも受け入れてくれるとは言ってはいたが、きっと本心では、昔のブラッドリーに戻って欲しいと願っているに違いない……。

　そう思うと、ブラッドリーの中で自暴自棄な感情が次第に大きく膨らんでいく。






　──そんな彼の暗い感情に応じるように、「では……」と、密やかな声がした。






「……そう、なさいますか……？」

















19　破壊とエリノア。そして羽毛。












「………え？」






　不意に平坦な声を掛けられて、ブラッドリーの目がやっと配下を見た。

　白い毛並みの魔将の瞳は、命じられるのを待つように彼を静かに見ている。その身を覆う毛並みが騒めいて、心なしか身体が一回り大きくなったような気がした。

　──次の瞬間、ゴンっと、鈍い音が辺りに鳴り響く。

　視線を移すと、コーネリアグレースがどこから出したのか巨大な金の金棒かなぼうを手に彼のほうを見ていた。その仕草からは重さは少しも感じられないが、婦人愛用の金棒は、広場の石畳を割り地面に深くめりこんでいる。彼女の口元からは慈愛が消え、その弓なりの隙間からは邪悪さすら感じられた。

　そして──気がつくと、ブラッドリーの隣には寝ていたはずのメイナードがいつの間にか目を覚まし佇んでいた。

　いつになく毅然と背筋を伸ばした老将は穏やかにブラッドリーを見ている。

　彼は恭しく頭と目線を下げながら、ゆっくりと口を開く。






「ご命令がありましたら、いつでも我らは陛下のために働きます」






　それはいつもエリノアが聞き取れないと言っているような、弱々しい老爺の声ではなかった。

　張りを感じる重い声が発せられた途端、周囲の空気が一気に澱む。

　往来を歩いていた人々は、異変に気がつき足を止めて。皆、見えない何かに怯えるように辺りを見回している。が……薄暗い景色の中で、広場にある木々が、生気を抜かれていくように、次第に首を垂らしはじめたことには誰も気がついていない。

　風が荒れ、木々からは眠りかけていた鳥たちが慌てたように空に散って行く。

　周囲には人ならざる者たちの悲痛な声が響いたが、それは人々には聞こえないようだった。

　それらの悲鳴を聞きながら、老将の深い沼のような瞳を見ていると……ブラッドリーは、少しずつ自分が〝魔〟の性質を取り戻していくような気がした。






「陛下」






　呼ばれてふと、ブラッドリーは気がついた。

　いつの間にか、己の手の平ががっしりしたものに変わっている。

　病弱な少年らしからぬ厚い傷だらけの手は、何故かひどく身に馴染む。わずかにそれを持ち上げてみると、腕には確かな筋力を感じた。

　隣に佇む老爺の身体からは懐かしい気配がして。それは今にも元の持ち主のもとへと戻りたいと暴れているかのようだった。

　その手綱を握る老将は、薄く微笑んで視線を上げる。






「お望みとあらば、代々お傍で溜めこんできた養分、いつでもお返しできますぞ」

「メイナード……」






　微笑む老将の上背は、何故かいつもよりも何倍も大きくなったように見える。

　同じくじわりじわりと戦闘態勢に移りつつある配下二人も〝彼〟を見る。






「壊したいならいつでもおっしゃって？　あたくし、お料理の次に破壊が得意ですわ。どうなさいますか？　陛下」

「それで貴方様の不快さが晴れるなら耐える必要がありますか？　それとも、耐えるべき理由でも？」

「理由……」






　三人に見つめられた男は、もう一度王宮を見上げ──。






「…………私は……」










　──そう言った、時だった。






　城門のほうから慌ただしい声が聞こえてきた。






「──あれ？　ブラッド!?」

「あ……」






　女の声に、ブラッドリーが弾かれたように顔を上げる。

　すると、ちょうど城門をエリノアがくぐり抜けてくるところだった。エリノアは広場に弟の顔を見つけると、目をまるくして。それから片手をぶんぶんと大きく振った。






「姉さん……」






　その瞬間。

　広場の空気が一変した。






「お、や……」






　それを見たメイナードが目を瞬く。

　ブラッドリーもまた、信じられないものを見るように、瞳を見開いて姉の姿を見つめていた。






　──エリノアは。

　見つけた弟の顔に破顔して。

　バタバタと城門から飛び出すと──着替えもそこそこに職場を出てきたのか──半端に閉じられた己のシャツのボタンに手こずっているような素振りを見せながら──……淀んだ空気を物ともせずに、一目散に弟に向かって駆けて来る。






　するとそんな彼女が通り過ぎた周辺から、空気の淀みが消えていく。夜闇にまぎれて毒々しさを放っていた魔の力は、エリノアの周囲から弾け飛び、そこからどんどん波及して、次から次へと消えていく。

　その様を見てぽかんとする魔将たちの傍をすり抜けて──自分に駆けよってくる姉の姿を見たブラッドリーは──……。

　思わず涙ぐみそうなほどに安堵していた。






　メイナードが静かに感嘆の声を漏らす。






「いやいやいや……なんという……一瞬にして魔力が散らされてしまったか……」






　そう言いながらも、老将はどこか楽しげである。

　いつの間にか、萎れかけていたはずの周囲の木々も草花も、元どおりに背を伸ばしはじめていた。

　響いていた引き裂かれるような声ももう聞こえない。周囲は心なしか空気が澄んで、安堵したような雰囲気に包まれていた。

　そのことをどこかで感じ取っているのか、何事が起こっているか理解していないはずの往来の人々も、ホッとしたような顔で再び家路を急ぎはじめている。

　その一連の出来事を目撃した四人の異形たちは、満面の笑みでやって来たエリノアに思わず食い入るような視線を送る。






「ブラッド、まさか迎えに──ぎゃーっ!?」






　と。その時だった。

　エリノアがブラッドリーまで後数歩、というところまで来た瞬間。空から無数の鳥たちがエリノアを襲った。

　突然のことにエリノアは見事に転び、姉に見入っていたブラッドリーも一瞬何が起こったのか理解できず目を瞠る。






「姉さん!?」

「な、ひぃいいい!!　な、な、なんな……ぎゃぁあああ!?」






　飛来した鳥たちは、転がったエリノアの身体に群がって。

　その、どこか怯えたような様子にコーネリアグレースが緊張を解き、呆れたような顔をする。






「あらあらあら……（面白い）メイナードったら、脅かしすぎよ。鳥たちがエリノア様を安全地帯だと思ってるわ」

「おやおや……面目な……もごもごもご（通常の最小音量に戻った）」

「ぎゃーっ！　なんなのよぉおおお!!　あぁああっ！　ダメ！　羽毛で鼻炎……ブラッドは来ちゃダメよぉおおぅおおおお!?」






　ひぃいいい……と、叫びながらも、弟に近づくなと言うエリノア。






「!?　!?　ヴォ、ヴォルフガング！」






　ブラッドリーの命に、ヴォルフガングがわふーんっ！　と、鳥たちに突進して行った。白犬に追い立てられた鳥たちが慌てて寝床である木々へ戻って行くと、その下の地面に、大の字になって「う、羽毛……」……などと言いながら目を回しているエリノアの姿が。






「ね、姉さん……！　ね……」

「陛下」






　姉に駆けよろうとしたブラッドリーは、低い声に呼び止められて足を止める。

　険しい顔で振り返ると、老将が重そうな瞼を開き静かな面持ちで彼を見ていた。






「我らは陛下が望むならなんでもするでしょう。ですが……破壊したものは二度とは元に戻りません。それは、魔王の力を持ってしても……」

「……」

「現状……陛下の中には、人の幼い精神と圧倒的な魔力が共存しておられる。〝今〟を大事と思うのならば……幼いままにその力、振るうてはなりませんぞ……」






　メイナードの言葉はどこか厳しい。

　老将たちに試され、そして諭されているのだと気づいたブラッドリーは黙りこむ。






　──思い出していた。

　絶対上級侍女になるんだと、夜遅くまで励んでいた姉の姿を。

　何度も試験に落ちた末、やっと受かったと言っては、ぴょんぴょん子供のように飛び上がり、泣いて歓喜していた姉を。その顔は喜びに輝いていて。それが、とても愛おしくて。

　それこそが──先ほどヴォルフガングに問われた〝理由〟なのだと、ブラッドリーは痛感した。

　己が前世までのように、憎しみのままに破壊を繰り返せば、きっと壊してしまう〝今〟。






「……」






　冷たい色の瞳が凪ぐ。






「そうだね……破壊は簡単で……でも……積み上げるのはそうはいかない……姉さんがした努力も、僕たち姉弟の関係も……」






　言いながら、ブラッドリーの緑色の瞳がそこでコーネリアグレースに介抱されている姉を見る。






　──それを、己の憎しみで、壊すわけにはいかないと、強く思った。

















20　エリノアの順応力












「あの、グレンさん……」






　木製の椅子の上に正座したエリノアが神妙な顔でそう言うと、黒猫がはぁー？　と小憎らしい顔をする。






「なんですか姉上、正座なんかして。あは、さてはこの私に何かおっしゃりたいことでも？　ん？　なんですか？」

「……」






　黒猫の顔は、明らかに、すでにエリノアの言いたいことは分かっているというふうである。テーブルの端に立ち、エリノアの沈んだ頬にゴスゴスとまるい頭を頭突かせる。面倒臭い。本日もグレンは面倒臭さ全開である。






　──だがしかし、エリノアは。今日はその面倒臭いやりとりに逆らわなかった。

　もちろん、腹の中では大いに思うところがあるわけで。その苛立ちを抑えるのに苦心しているのか疲れたような感は否めない。






「そ・れ・で？」






　あはっ、と弾んだ声が憎たらしい。が、エリノアは踏ん張った。

　エリノアは、今日王宮であったこと──主にブレアとのダンスの件を──この自分を監視していたはずの黒猫には、口止めしておかなければならないと思っていた。

　別にエリノアは悪いことをしたわけではない。だが……このにまにました魔物たちが現れたあの時、ブレアのことをわずかに漏らしただけで怒りを見せた弟には、とてもそれを聞かせる勇気がないのである。






「……今日のこと……、ブラッドに言わないでくださいませんか……」

「えぇ？　今日のこととは!?」






　わざとらしい黒猫のわざとらしいとぼけ顔は、満面の笑みに包まれている。






「……お、王宮で……」

「王宮？　なんだったかなぁ……私、こう見えて結構長生きなんで……ああ、そうか！　誰だかと姉上が楽しそーうにいちゃいちゃ踊り狂っていた件？　うふふふ」

「踊りくるっ……うってほど情熱的に踊った覚えも、いちゃいちゃした覚えもないんだけど……」






　エリノアは恥ずかしいのか、身体が徐々に斜めになっていく。

　グレンはそれを見逃さない。






「あれ？　どうしたんですか姉上？　今にも崩れ落ちそうな格好で。もうすぐ陛下がご飯を持って来られるっていうのに呑気に転がっている場合ですか!?　それまでに私にしっかり口止めしなくて良いんですか？　私、自慢じゃないですけど物凄く口が軽いですよ!?」

「ぐ、……お願いだから黙っておいて……」






　エリノアはげっそりしながら声を絞り出した。

　この、「物凄く口が軽い」と、豪語する黒猫に物を頼むのはとても不本意ではあったが……『姉上がブレア王子とにやけて踊り狂っておりました！』……とでもブラッドリーに報告されようものなら……とりあえず、大変なことになりそうだということだけは確信できる。このニヤニヤした黒猫は、とかくことを大げさに、変に色めいて脚色するのが大好きである。

　今日城門前まで迎えに来てくれた弟は、なんだかとても元気が無かった。そんな彼に、ここで更に火に油を注ぐような真似はしたくない。

　エリノアは、耐えた。






「……お願いよ……明日魚でもなんでも買ってきてあげるから！　何匹でも……いいのよ!?」






　五匹くらいでいいかしら!?　と、必死なエリノアに、グレンはしらっとした表情を作る。






「……あのね。姉上。私、本当は猫じゃないんですよ？　お忘れですか？　これは仮の姿です」

「じゃ、じゃあなんならいいのよ！」






　もうこの家、新しいブラッドの配下に押しかけて来られても狭くて入らないのよ！　……と、エリノアがテーブルに突っ伏して呻くと……その後頭部にグレンが冷たい視線を注ぐ。






「もー姉上ったら仕方がないなぁ……」






　意外にも、面白くなさそうな反応が返ってくることが不思議で、エリノアが涙目になった視線を上げると……。

　黒猫は目を細め、むっつりした顔でエリノアを見ていた。






「……ダメですよ姉上、もうちょっとガードを固くしてください！　そんな調子だとすぐ悪い男にでも付けこまれますよ!?　……はー魔王の姉としてもうちょっとしっかりできないのかこの人は……」

「……それあんたが言う……？」






　エリノアは至極真っ当に突っこんだがそれは無視された。






「私からネタを一つ奪おうっていうのだったら、それなりのことをしてもらわないと……魚なんて。旨味がなさ過ぎる」

「……あんたどこの芸人なの……？」

「（無視）陛下に関わることでのお願いごとだとぉ、そうだなぁ対価は、死後に魂貰うとか、恥ずかしがり屋のヴォルフガングに添い寝してブチ切れられるとか、もしくは母上の大切な金の金棒に落書きして激怒られるとか……」

「……あんたね……」






　魂とやや下らない要求を同列に扱う黒猫に、思わずエリノアが眉間にしわをよせる。が──……。

　グレンは唐突に、ニコーと口の両端を持ち上げた。






「……と、まあ、色々愉快げな対価を色々考えてみたんですけど……ま、いいやっ」

「え……？」






　戸惑うエリノアの前で、グレンはむふーと満足そうに鼻を鳴らす。






「姉上にはさっき、ものすごく面白いものを見せてもらったし……まあ、今回はあれがお代ってことにしときますよ」

「……面白いもの……？」






　全く思い当たることのないエリノアは余計に戸惑ったが、その隙に、グレンはエリノアの膝の上にぴょんと飛び降りた。






「？」

「お分かりにならなくて結構。うふふ、いつか姉上を手懐けてぇ下克上とか面白いかもしれないなぁ～」

「…………それ、聞こえるように言ってます？」






　エリノアの膝の上でびよーんと手足を伸ばす黒猫のはばからない悪巧み（？）に、エリノアが微妙そうな真顔で突っこんでいる。






「……まあ、でも現状ではさすがの私も陛下にその件をお伝えする勇気はありませんねぇ」

「え？」

「陛下はちょっと今不安定ですから。おかしなことを言うと、私、母にしばかれると思います」






　それだけは避けたいのだと首を振る黒猫に、エリノアが不安そうな顔をした。






「不安定なの？　ブラッドが？」

「……愛情っていうものは本当に厄介ですよ。些細なことで気持ちを揺るがされるし、それなのに、捨てたくても強く心を縛るからそうも行かない……はっきり言って、姉上は我々にとってはかなり厄介で面倒な存在です」

「……そんなこと言われても……」






　カラカラ笑いながら、面倒な女ーと、指さされたエリノアは、むっとした顔で押し黙る。

　エリノアとしては以前と同じように弟を守っているだけのつもりなのだ。確かに予測不能だった出来事が発生して、それを上手くできているかと言われればそうではないかもしれないが、その〝予測不能な出来事〟にばっちり含まれている奴に文句を言われる筋合いは無いと思った。






　そんなエリノアの膝の上で、グレンは呑気にコテンコテンと小さな身体をくねらせている。






「でも私、面倒な女嫌いじゃないですよ？　だってからかうと面白いから」

「……」






　えへっと笑う黒猫に膝を毛だらけにされながら、もう付き合ってられないと思うエリノアだった……。

　そうしてエリノアがグレンと話していると、しばらくして居間の扉が開きブラッドリーが現れた。






「姉さんお待た……なんでグレンが膝に……」






　エリノアの膝の上で黒猫がけらけら笑いながらコロンコロンと身体を左右に転がしているのを見て、ブラッドリーはムッと眉間に皺をよせる。

　その手にはスープ皿の乗った四角い盆が。

　ブラッドリーに睨まれると、グレンは「だってぇ」とふてぶてしい。






「姉上がぁ、私の腹毛を撫でたいって無理矢理抱き上げるんですぅ」

「ぁ[image: 〓]？」






　グレンの猫撫で声にエリノアがガラの悪い顔をする。






「私のお腹はふわふわですからねぇ、肉球も感触が良いとか言ってしつこいんですよぉ、あは、姉上ったら」

「……」






　エリノアは物凄くイラっとした。イラっとしたが、お願いごとをした手前、それを否定できずにいると……。

　戸口に立ったままだったブラッドリーが二人に近づいてきて、ムッとした顔でグレンの後ろ首をつかみ上げる。






「あまり姉さんにくっつくなグレン……姉さん騙されちゃダメじゃない……こいつ、こう見えて姉さんより百倍は年上の魔物男なんだからね……!?」

「あ、ああ……そ、そうなの……？」

「もー心配しなくても、私は陛下一筋ですってばぁ～」






　どす暗い顔で嗜める弟と、うざくて調子のいい黒猫魔物。……にエリノアは。






「……」






　なんだかもう、日中の件も含めて物凄く疲れて……。

　疲れて疲れて、疲れすぎて。それが唐突に、どこかへ突き抜けていってしまった……。

　するとどうしてだか。回り回ってこんな風にグレンにからかわれることすらも、うっかり自分の平穏な日常の一コマのような気がしてきてしまい……






「はぁ……」






　エリノアは、ブラッドリーが運んで来てくれたスープを疲れ果てた様子で啜りながら、やれやれとつぶやく。






「…………やっぱり没落娘は世間様に揉まれた分、根性が違うのかしらね……」






　自分の適応能力の高さにある意味呆れるエリノアだった。

















21　グレンの甘噛みと、ある熟年侍女の使命感












『あの方の懐に入るには、身分もなく財も力もないお前は弱すぎる』










　──そんなこと、と、エリノアは思った。






　先日、騎士オリバーに言われた言葉だ。

　そんなことは……言われなくたって分かっている。

　自分は平民で、あの方は王族だ。この王宮の高い高い場所にいる人なのだ。






「……ですけどねぇ……」と、エリノアはムッとしたような口を開いた。






「高い御身分の方達を支えているのは私たちじゃないですか!?　力がないとは!?　くそー……熊め……繕い物もご自分でできないくせに……裁縫力では私のほうが断然上に決まってるのに！」

「……ちょっとエリノア……落ち着きなさいよ……」






　指に針が刺さるわよ、とエリノアの向かい側の席で、同じく繕い物をしている先輩侍女が呆れたように言う。自分の母親のような歳の彼女に窘められて、エリノアは少し冷静さを取り戻した。






「すみません……奴の隊服を繕っているとなんだかムカムカしてきて……ああ、悔しいっ」






　歯噛みしながら、騎士オリバーの隊服をぶすぶす針で刺している娘に、先輩侍女はやれやれとため息をついた。






「何を言われたか知らないけど……あなたって仕事を押し付けられる天才なの？　どうしてこんなに隊服を預かったのよ……担当部署にちゃんと回せって言ってやったらいいじゃないの。稽古着ならまだしも……」






　手伝ってくれながら先輩は、エリノアの背後に置かれたカゴいっぱいの隊服を見る。

　オリバーがどこかで言いふらしているのか、はたまた徒党を組んだ嫌がらせなのか。あれ以来、今度は騎士や兵士たちが隊服や、明らかに私服だろこれ!?　……と言いたくなるような服までをも、エリノアに押し付けてくるようになってしまった。

　先輩侍女の言葉を聞いて、エリノアが、うっ、と両手で顔を覆う。






「……こないだ……、……下着まで混じっていて……」

「……突き返しなさいよ馬鹿ね……それで、それも繕ってあげたの？」






　呆れ全開で「お人好しね～」と言う先輩にエリノアは呻く。






「いっつもそうしようと構えてるんですよ!?　なのに……犬ころみたいな顔してわーっと、突進してこられると……どうしてだかいつの間にか腕の中に繕い物が山になってるんです……」

「……きっとあれね、あなた弟の面倒見すぎで男の人の頼みを断るのが苦手なのね。面倒見なきゃってどこかで思ってるんじゃない？　あっちでも、もうそういうふうに無邪気に頼めば引き受けてくれるって分かってるんじゃないかしら……典型的にダメ男に引っかかるタイプね」






　きっぱり真顔で言われたエリノアは消沈する。

　そのうなだれた後頭部に先輩がやれやれと続ける。






「気をつけなさい。最近、王宮内で騎士オリバーにあんたが狙われてるんじゃないかって噂が立ってるわよ」

「……は？」






　その言葉に、エリノアが眉間にガラの悪い皺をよせた。






「……なんという的外れな……」






　すると先輩はニヤリと笑う。






「分からないわよ……案外愛情の裏返しかもしれないじゃない。あんたが貰ったあの飴結構値が張るんだから。お貴族様御用達よ」

「いやいやいや……頂いた飴の数よりも、押し付けられた繕い物のほうが圧倒的に多すぎます。汗くさい隊服を徒党を組んで押し付けるって……どんな愛情表現ですか……」

「あら、構って欲しいんじゃない？　男の人のアプローチって、案外子供の頃と変わらなかったりするのよ。うちの息子も昔からしょっちゅう近所の好きな子に構って欲しくてカエルとか毛虫を持って行っていたわ。アホよね」






　それで好かれるはずないじゃないのよねぇ～、でも面白いからずっと見守ってたわ～と、ころころ笑う先輩侍女の様子に、「先輩……」と、エリノアの瞳が半眼になる。先輩侍女は明らかに、エリノアの話を楽しんでいる。






「いいじゃない。オリバー様は来るもの拒まずだからちょっと苦労するかもしれないけど、決まった人はおられないみたいだし。ご実家もそこそこ家柄が良いから狙い目よぉ。身長も高くて鍛えていらっしゃるから、割と若い子たちの中では人気があるのよ。熊みたいで可愛いって」

「……確かに熊だと思って見れば可愛げもあるような気もいたします（？）が……っ!?　い、ったぁっ!?」






　楽しそうな先輩侍女に、エリノアが半分投げやりに頷いた時──足首に痛みを感じて。エリノアは一瞬椅子から飛び上がる。






「な、何!?」






　慌てて作業台の下を覗きこむと──そこから、さっと黒い影が走り去っていくところだった。

　──どうやら──……グレンに足をガブリと噛まれたらしい。

　痛みとしては甘噛み程度だが、履いていた黒のストッキングには、小さな噛み跡がポツポツと残されている。






「あ、あの子ったら……」






　なんなのよとエリノア。






「どうかしたの？」

「あ、いえ……なんか一瞬チクっとして……は、蜂か何かかなぁ～……あ、あはは……」






　エリノアは誤魔化そうと手を振りながら、噛まれた足首をもう片方の手で押さえた。……また何かの悪戯だろうか。いったいなんなのよと、疑問に思ったが──……。






　その時。二人の背後の戸口に、すっと人影が現れた。






「……どうした」

「──え？」






　床の上で足を押さえたままのエリノアが振り返ろうとすると、先輩侍女の「あら」と言う短い声が聞こえた。

　と、次の瞬間──エリノアが振り返るよりも早く、彼女の身体がふわりと浮いて。






「へ」






　きょとんとするエリノアの視界に、金色の髪がさらりと揺れ──。






「ひっ」






　抱え上げられて驚いたエリノアが、思わず手を足首から離すと……そこに残る跡を見た男が、呆れたようにエリノアへ視線を移す。

　男はエリノアを椅子の上に戻すと、若干いつもより深めに眉を顰めた。






「……蜂だと？　これはどう見ても獣の歯型ではないか」

「う、も、申し訳ありません……ブレア様……」

「大してひどくはないようだが……」






　真顔で呆れられたエリノアは、カッと赤くなった。

　ブレアはそんなエリノアを無言で見ていたが、不意に、視線を外し先輩侍女のほうを見る。






「おい、薬箱はあるな？　傷跡を見る。……脱がせろ」

「……[image: 〓]!?」






　途端、傍で見ていた先輩侍女の目がピカピカっと光った。






「はぁ～い、只今～♪」

「せ、先輩!?」






　先輩侍女の黄色い声にエリノアがギョッとしている。

　しかし、ブレアに問答無用と言わんばかりに見据えられ……エリノアは思わず椅子の上で仰け反って、己のメイド服を押さえる。が……すぐさま、「馬鹿者、足だ！」と、怒られる。






　──そうしてエリノアは。

　生真面目な顔をしたまま仁王立つブレアの目の前で……

　何故か物凄く楽しそうな顔で己のストッキングを剥いで行く先輩侍女にうろたえながらも……。

　グレンの甘噛みが、どうやら『ブレア王子が来たよ～♡　にゃは～』……という、実に分かりにくい警告であったのだということに気がついた……。

　そして心底思う。






（…………く、口で……言ってよぉ!!）






　……まあ、グレンは人前では喋ることができないのだが。














　──その先輩侍女はブレアとはもう長い付き合いだった。

　年齢はブレアの母親である王妃よりも上で、どちらかというと、親目線でブレアのことを見ている。

　だから、若い侍女達とは違ってブレアを恐れて騒ぐことはないし、時には親しいがゆえに不躾なことも口にする。

　と、いうことで本日は、彼女はこう言った。






「あら、お珍しいことブレア様。随分甲斐甲斐しくなさるんですねぇ」

「？　甲斐甲斐しい？　何がだ？」






　怪訝そうに返してくるブレアに、先輩侍女は（あら、無自覚だわ、）と肩をすくめる。

　これまでこの第二王子が、若い侍女相手にわざわざここまで接近してきて、且つ、自ら傷の手当てをするなんてところは見たことがなかった。先輩侍女は、その、いかにも抵抗なく娘に触れる王子の姿には、顔には出さなかったがとても驚いていた。






　彼女がしげしげと見守る前で、ブレアは座らせたエリノアの足にテキパキと手当てを施していく。あまり傷が大したものではなかったせいか、王子の横顔がどこかホッとしているように見えて、先輩侍女は首を傾げた。

　そこには……普段、ブレアと若い娘達との境にあるような、見えない壁というものが感じられず……






（……ふむ……？）










　──因みに。

　その時のエリノアはというと……

　生足にされた足首を、自分の傍に跪いたブレアにつかまれていて……どうやら恥ずかしさのあまり気が遠のいているようだった。顔は青いのか赤いのか分からぬ色でげっそりと天井を向き……打ち震えた身体は椅子の背もたれにぐったりとよりかかっている。

　ブレアは何故、娘がそんな様子になっているのかが分かっていないらしく……怪訝そうに首を捻り、エリノアの脈をとってみたり、額に手を当ててみたりしている。（そしてそれでも分からんという顔をしている）






　それを見た先輩侍女は思った。






（…………そりゃ、ブレア様が女の扱いになんか慣れているはずがないわよねぇ……）






　さすがにいきなり異性にストッキング脱げと言われたり、間近で足首つかまれたりすれば、若い娘には大きな抵抗があるに違いない。しかも相手は主であり、王子である。……エリノア、気の毒だなぁと先輩侍女も思った、が……。






　この際だわ、と、親目線の熟年侍女は思った。

　相手は侍女であるとはいえ、ブレアも少しは若い娘に慣れるべきである。……最近、王妃の侍女を務める友が、王妃が『ブレアにはどうして、ああも女の影がないのか』と、とても案じていたと言っていた。

　ここは……私が一肌脱がねば、と先輩侍女は密かに使命感を抱いた。






「…………」






　そしてエリノアの先輩侍女は。

　中年女性らしいたおやかな微笑みを浮かべ……エリノアから剥ぎ取ったストッキングを手に、二人に気付かれぬよう、そそそ……と、沈黙のままその作業部屋から退散して行く……。

　そして心の中でエールを送った。






（……エリノア……頑張んなさい……頑張るのよ！）






　──その顔は、とてもとてもたおやかに──にやにやしていた。

















22　ブレアは反省した（真顔で）












「……失敗した……」






　戸のない作業部屋の入り口から、こっそり中を窺いながらグレンはつぶやいた。

　その視線の向こうではブレアに足首を手当てされているエリノアが、椅子の上で天井を仰ぎ、泡を吹きそうになっている。

　ブレアが接近してきても、気がつきもせずにベラベラ喋り倒しているエリノアに注意を促したつもりだったのだが……そのせいで余計に変なことになってしまった。

　面白くなさそうに部屋の中を眺めながら、グレンはちろりと舌を出す。






「………………姉上の足、舐めるくらいにしとけばよかったかな……？」






　いや、それはそれで……と、突っこんでくれる優しい突っこみ役は不在である……。










　　　　　＊　＊　＊










　飛んでる意識のどこかで、エリノアは、おうじって、なんだっけ……？　と、ぼんやり思った……。






　おうじって、王子様って……。

　こんな、下っ端の足を手当てしてくれたりするものだったかな……!?

　と、思って。エリノアはすぐにそんな馬鹿な、と己に向かって突っこんだ。ちなみに、その顔はひどく赤い。

　それもそのはずで……。

　今、エリノアの目の前──やや視線より斜め下では。

　王子たちの中で一番厳めしい顔と評されるブレアが……椅子に座ったエリノアの足首を持ち上げて。そこに浮かび上がった赤い小さな歯形を冷静な顔で眺めている。ついでに言うならば、既にそこは彼によって消毒されている。

　……今、王子は、どうやらそれが何の動物の歯形なのかを見分しているところらしかった……。






　エリノアは、苦悩した。

　ロングタイプのメイド服は、足首を持ち上げられると裾が必然的にめくれ上がって来る。が、ブレアは肌の上に残る痕ばかりを見ていて、そんなことには気がついていない。

　明らかに、その目に他意はない。

　それどころか、真面目に自分の足の心配をしてくれているらしい男の表情を見ると……そんなこと──ブレア様、太もも見えそうだから足を放してくださいませんか、などと……わざわざ申告するほうがなんだか非常に恥ずかしいことのような気がしたのだ。






（……むしろ、ブレア様は〝太ももあらわ〟の可能性について気がついていらっしゃらないのかもしれないし……いや、そもそも手当てしてくださる方を相手に私が意識しすぎ……？）






　エリノアは項垂れる。






「…………ぅ、ぅう……」






　エリノアは、ひとまず耐えた。

　ひたすら耐えることにした。










　　　　　＊　＊　＊










「ん……？」






　ブレアは、ふと、エリノアの側に膝をついたまま背後を振り返った。

　気がつくと、同じ室内にいたはずの年配侍女の姿が消えている。

　いったいどこへ、と、周囲を見回そうとするが──その前に、間近で呻き声が聞こえてブレアはその呻き声の主へと視線を戻す。

　そこでは、椅子の背もたれに身を預けた娘が、ぐったり（げっそり）した赤い顔でぶるぶると震えている。

　今にも魂が抜けそうな顔つきである。






「……おい、大丈夫か？」






　額に手をあててみると「ぅひっ」と、娘が息を吞んで飛び上がった。触れた場所はいやに体温が高い。






「熱があるな……体調を崩したのか……？」






　ブレアは冷静な顔でエリノアの顔を覗きこんでいる。ただし、その眉間は少々怪訝そうでもある。

　先ほど、ブレアがこの娘を見た時は、彼女は普通に同僚と会話をしていたように見えたのだが。

　娘の足首に残る獣の噛み痕も大したものではなかったし、出血もない。






「？」






　ブレアは首を傾けた。まさかそれが自分のせいだなんて思いもしなかった。






　──それはブレアが、王太子の執務室から己の居所に戻ってきた時のことだった。

　その日の午前、王太子の執務室には、ブレアをはじめとした王太子派の重鎮や高官などが集められていた。

　話し合われたのは、最近の第三王子派の動向だ。

　不穏な動きを見せているという弟王子の話は、子細を聞けば聞くだけ頭が痛くなるようなものばかりで……。

　その上、気難しい重鎮相手の議論は、なかなかまとまらず。

　やっとのことで己の居所に戻って来た頃には、ブレアは自分がいつになくとても疲弊していることを感じたのだった。

　実は人一倍一族のことを気にしているブレアは、家族間の不和にとても頭を悩ませている。

　半分とはいえ、同じ血を分けた兄弟が、どうしてこうも分かりあえないのか。それを思うといつでも深い深いため息が零れ落ちた。

　ブレアはもういっそ、この後の予定を全て放り出して、今すぐ鍛練場にでも転がりこみたいと思った。

　無心に剣でも振るえば少しは気も晴れるのではないか。






　──そんなふうに思っていた時だった。

　居所の奥へ向かう途中、ブレアの耳に誰かの話し声が届いた。聞き覚えのある声だった。

　──気がつくと、ブレアの足は、その声のもとへ引きよせられるように向きを変えていた。






　その話し声は、居所の入り口から少し進んだ場所にある使用人用の作業部屋から洩れ出てきているものだった。

　活きがよく上下する声に、そっと室内を覗くと、中の作業台の椅子に二人の侍女が座っている。

　二人はブレアには気がつかずに、会話を楽しみながら（？）何やら熱心に作業をこなしている。

　その片方、活きよく怒ったり消沈したりしている声の主を見て──ブレアの口元がわずかに緩む。

　感情豊かに娘が言いたいことを言いたいように口にしているさまを見ると、何故だか不思議と小気味良い。重苦しい気分に強張っていたブレアの肩から、ふっと力が抜けて。すると自然に安堵のため息が落ちていた。






　……と、そこでふと、己の口元が緩んでいるのに気がついて。ブレアは我に返った。






（……私は…………何をやっているんだ……？）






　ブレアは珍しく、自分で自分に突っこんだ。

　はたから見れば、自分の有様はまるきり立ち聞きである。王族としての品位にも欠ける気がして。そう思うと、急にきまりが悪くなった。






『…………』






　ブレアはその場から立ち去ろうと身を翻して──。

　しかしその時、背後で年配の侍女が愉快そうに言った。






『──いいじゃない。オリバー様は来るもの拒まずだからちょっと苦労するかもしれないけど、決まった人はいないみたいだし、ご実家もそこそこ家柄が良いから狙い目よぉ。身長も高くて鍛えていらっしゃるから、割と若い子たちの中では人気があるのよ。熊みたいで可愛いって』






　すると、一瞬間があって、それから答える声がする。






『確かに熊だと思って見れば可愛げもあるような気も──……』






　配下に対する娘の肯定的な言葉を聞いた瞬間、思わずブレアの足が止まる。






（…………〝可愛げ〟……？）






　巨体の騎士を思い浮かべると、「どこがだ？」と突っこみたい気持ちもあった。が、それよりも……。






『……』






　胸には何故だかもやっとしたものが広がった。

　そうしてつい後ろを振り返る。と……。






　その瞬間、突然、黒髪の娘が椅子から飛び上がり──……そして。






　今に至る。














「……」






　急に様子のおかしくなった娘を見ながらブレアは、どうしたものかと黙りこむ。






　げっそりしている娘──エリノアとしては……ブレアに、あろうことか素足に触れられ（ついでに言うとストッキングも剝がれ）たばかりか、王族たる彼に、床に膝をつかせ手当てまでさせた──という大いなる衝撃を受けているわけだが……。






　それはもちろんブレアには伝わっていない。（エリノアは、このお人は、なんでも分かっているような精悍なお顔をなさっているわりに、こっち方面、つまり女心的なことはからきしなんだな……と薄っすら思う）

　ブレアが感じていることはといえば、とりあえず意味が分からないが、これ以上娘の状態が悪化する前に、医者にでも見せなければ、というごく単純な心配で。

　そこでブレアは、エリノアをどこか仮眠室にでも移動させようと、ぐったりげっそりしている身体を抱きかかえようとした。






　──と……。

　ふと、ブレアの目が、娘が（藁にもすがる的に）手に握りしめたままの、あるものに止まる。

　椅子の上でげっそり脱力しているはずの娘は、ぶるぶる震えながらも、繕いかけらしいそれを力いっぱい握りしめている。

　それは──どう見ても、騎士用の上着で……。






　それを見たブレアは、それが誰の仕業なのかを悟って眉間に皺を作る。






（また押し付けられたのか……）






　どうしてなのかは分からないが……何度言い聞かせても、オリバーたちは、エリノア・トワインにちょっかいを出す。

　オリバーはそれがブレアの為だと言って譲らない。

　長い付き合いのあの男たちをブレアはとても信頼しているし、命じられることをするばかりではなく、時には己にも臆せず意見を言うような者のほうが、配下としては好ましいと彼も思ってはいるのだが……。

　こうもしつこいと何かあるのかと勘ぐりたくもなるというものだ。






「……」






　ブレアは無言のまま、娘を横抱きに抱え上げた。その件も気になるが、ひとまずは怪我人（？）が先だ。

　しかし立ち上がると、腕の中で赤い顔の娘が一層ガタガタしはじめる。呻き声もひどくなった。






「……」






　それを恐怖だと受け取ったブレアは部屋を出ながら、静かに問うた。






「……私が……恐ろしいか？」






　身近な者たちを除けば、多くの者たちが彼を恐れている。その多くがいわれのないことで、真実でない悪評を彼は気にしない。

　だが、過剰に怯える者を前にすると、まるで自分が悪魔にでもなったかのようで、いい気がしないことも確かだった。






　ブレアはため息をこぼす。

　がっかりしたのは事実だ。それが先日、己との踊りの稽古にも果敢に付き合ってくれた娘であるだけに──。






（……そうか……）






　ブレアはこの時、己の心の中に、この娘には怯えられたくないという特別な感情があることに気がついた。






　……しかし、腕には未だ、娘の小刻みな震えが伝わってくる。

　ブレアは、再び零れ落ちそうになるため息を吞みこんだ。






「…………まあ、医師のところまでは我慢せ──」






　よ、と、ブレアが言いかけた時だった。






　高い声がした。






「それは違います！」

「？」






　見れば、腕の中の娘が瞳を目一杯開いて自分を見上げていた。……まだ赤い顔でぶるぶるしているが。娘の瞳は力強かった。






「どうした？」






　大丈夫か、と眉を顰めた瞬間、娘がキッとブレアを見上げ、彼は思わず押し黙る。

　すると、娘はもう一度、「違うんですよ!?」と、怒っているような顔で言った。






「わたくしめがガタガタしておりますのは……殿下が怖いとかじゃ……これがあまりに過分なお慈悲だからです！　恐ろしすぎるのは……この、くっ付きすぎの殿下と、わたくしめの破裂しそうなむ、胸……あ……恥ずかしくてそれ以上は言えません！」






　娘はそう言ったきり、「ぁぁあ……」と、赤い顔ですっぱいものでも食べ、耐えるような顔をして頭を抱えている。






「…………」






　その様を見て、ブレアは立ち止まり、しばしの間、きょとんとした顔で娘のことを見ていた。

　そして幾らかの間の後、再び彼の足が前に進みはじめる。






　──どうやらそれが……娘なりのブレアに対するフォローなのだと気がついた。






「……なるほど……」






　そうしてやっと女心に鈍すぎるブレアにも、それが──エリノアの言葉や態度たちがどういう意味なのかが少しだけ分かったような気がした。

　つまりは、娘の様子がおかしかったのは、具合が悪いわけではなく、恐縮と照れだったということだ。






「…………」






　……しかし、理解したはずのブレアは──それに気がつかなかったふりをして廊下を歩き続けた。

　体調が悪いわけでもない娘を抱き続ける必要はない。だが。






　──なんとなく、






　すぐに娘を下におろすのが、惜しいような気がして。






「…………」






　ブレアはそ知らぬふり（真顔）をして。未だぶるぶるがたがたしている赤面娘を抱きかかえたまま、己の居所内を歩き回った。──なんだかとても、温かな気持ちだった。














　……その腕の中で、いつまで経っても王子に下ろしてもらえない娘は、次第に意味が分からなくなった。居所内を王子が練り歩くものだから……居合わせた者たちにそれを目撃されると、恥ずかしさも頂点に達し……。

　混乱したエリノアは……終いには本気で目を回したという。

　……それを見て自分のやりすぎを覚さとったブレアは、とてもとても反省した……。

















22．５　オリバー、侍女たちに連れ去られる












　居所内の廊下をブレアがほのぼの、ほのぼの（※ブレア体感。表向きはやはり無表情。かろうじて、目元がやや柔らかい）と、死にかけのような顔をしているエリノアを抱いて歩いていると──。






　ふと、彼は、居所内の雰囲気がおかしいことに気がついた。






　──本当は……一番様子がおかしいのは彼自身なのだが……。

　ひとまずそれに気がつかないブレアは、違和感に立ち止まる。

　自分がこうして侍女を抱えて歩いていれば、誰かが慌て駆けよってきても良さそうなものだが……周囲は不思議なほどに静まり返っている。

　それもあって、ブレアはついぐるぐると居所内を周回してしまったのだが……（廊下を経て、中庭周りの回廊を通り、そしてまた中庭を一周し、また回廊へ戻り──というループを三回ほど繰り返してやっとそのことに気が付く）






　よくよく見ると、周囲にまったく誰もいないというわけでもない。

　居所内にいる侍女たちは、それぞれの仕事をこなしながら──じっと息を潜め、時折、横目でさりげなく、観察するような視線でブレアたちを見ているようだった。

　ブレアがそれぞれの目線に目を合わせようとすると、それはことごとく、さっと逸らされる。






「……？」






　ブレアはエリノアを抱えたまま怪訝そうに眉を動かした。

　──もちろん彼は、先ほど作業部屋から消えたエリノアの先輩侍女が、既に同僚たちに手回しし二人の様子を見守るように指示していることなどは──……知る由もない。






「……」






　侍女たちの不審な挙動の意味が分からず、ブレアは、今度は背後を振り返ってみた。

　すると。全ての廊下の角から、サッと何かが引っこんで行く。






「……何故隠れる…………ん？」






　不審さが一層高まった時……。






　──そんな長い廊下の角の一つに──唯一残ったものが、彼の目に止まる。

　それは──何故か、顔半分でじっとりとした目をブレアに向けている……。






　猫。






「……？」






　黒猫は、しらっと、もの言いたげな視線でブレアを下から睨んで来る。

　ブレアが注視しても一向に逃げる様子もなく……猫は不愉快そうにブレアを見ていた。






「……何故私の居所に猫が……」






　もしや、とブレアの眉間に皺がよる。

　エリノア・トワインの足を噛んだ獣はあの猫だろうか。






「……不届きな……」






　むっとして見返すと、やっと猫がその場から立ち去った。……去り際に、まるで人間がするように、べっと舌を出されたような気がしたのは気のせいだろうか。ブレアは首を捻った。

　王宮にいるという事は誰かの飼い猫だろう。母である王妃も自分の居所で猫や鳥などを飼っている。そこから逃げ出したのなら後で誰かに捕まえさせなければならない。






「……まったく……」






　と、つぶやいた時。そこへ驚いたような声がかかる。






「ブレア様!?」






　……オリバーだった。

　居所の表からやって来たらしい騎士は、王子の腕の中にエリノアの姿があることに目をまるくしている。

　と、遠巻きにしていた侍女たちの中から盛大に幾つもの舌打ちが聞こえた。






「（……なんだ？）ブレア様、どうなさったのですか？　何故その者を……」

「……具合が悪いらしい」






　ブレアはもうとうに娘が具合が悪いのではないことは知っていたが、しれっとした顔でそう言った。






「具合が……？　確かに……見るからに顔色が悪いですが……だからと言って……」






　オリバーは赤い顔で何かに耐えるような表情をしている娘を見て、ならば、と両腕を差し出す。






「こちらに。私が運びましょう」

「……」






　と……オリバーがエリノアに手を伸ばした瞬間、ブレアが真顔のまま──すっと身を引いた。






「？　ブレア様……？」

「構わん。私が運ぶ。……お前は触れるな」






　どこかムッとしたようなブレアの表情に、オリバーが手を出したままポカンとしている。

　周囲からは控えめな黄色い悲鳴が幾つも沸き起こった。

　そしてブレアはそれだけを言うと、そのままエリノアを抱えてさっさと行ってしまう。（また周回しに行った）






　残されたオリバーはポカンとしたまま──……。

　──その背に、いつの間にか傍に来ていた侍女頭（報せを受けて駆けつけた）が、そ……と、手を添える。






「……ま、見守りましょうね、オリバー様」

「！　侍女頭殿!?　何故ここに……いや……っ、し、しか……し…………し？」






　オリバーが気がついた時には、彼の周囲には、ブレア付き侍女のほぼ全員が集まって来ていた。

　ある者はハタキを振り、もう片方の手のひらでそれをぺしぺしと受け。

　ある者はホウキをまるで槍のように持つ。

　……何故だか……皆、どこかそこはかとない戦闘態勢でオリバーを見据えている。全員、口元だけが笑っているところが……なんとも怖い。






「ご、ご婦人方……？」






　オリバーが引きつる。

　そんな戦闘──先頭に悠然と立ち。侍女頭は、唖然としている騎士ににじりよった。彼女が視線で合図を送ると、傍に控えていた背高めの年配侍女が彼の首根っこをがしりとつかむ。






「っ!?」

「さーて……オリバー坊ちゃんには私どもと一緒に来てもらいましょうかね～」

「ちょ、待ってくれブレア様が……」






　オリバーは慌てて侍女たちから逃げ出そうとするが……侍女頭がその前に、ざっと仁王立ちした。






「オリバー様……？　お分かりではないのですか？　ブレア様の周囲に若い娘がよってこないのは貴方がたのせいでもあるんですよ！」

「な、何……？」






　クラウス様たちの片棒を担ぐおつもりか!?　と、詰めよられたオリバーは目を白黒させる。






「貴方がた、武道と筋肉とブレア様にしか興味がなさそうな取り巻き騎士兵士どもが、ブレア様をいっっっつも取り囲んでるから、お若い女性が近よれず、そのぞろぞろ筋肉男引き連れた厳つい絵面に怖がられるばかりで、ブレア様の女性耐性が上がらないのでしょう!?　あんた達はなんですか？　超、過保護ですか!?」

「う……」






　侍女頭は言われて仰け反ったオリバーに、見て御覧なさいよ、と、ブレアが立ち去って行ったほうを指差す。






「ブレア様と来たら……上手いやり方も分からないから居所内をぐるぐる、ぐるぐる……耐性がなさすぎもいいとこです！」

「いや……だ、だがな……」






　オリバーが反論しようとすると、「お黙んなさい！」と、雷のような叱咤が飛ぶ。……熊はうっと手を引っこめた。






「…………」

「今回ばかりは、私共（ブレア付き侍女一派）に従ってもらいますからね……セレナ、他の騎士たちが邪魔しに来ないように居所前で見張って来てちょうだい」






　侍女頭がそう言うと……年かさのベテラン侍女が嬉々として居所の出入り口のほうへ駆けて行く。その背には……長いホウキがまるで大剣さながらに装備されている……。






「…………（怖……）」（※オリバー）






　侍女頭は声高に言う。






「さ、皆、今日はブレア様配下の騎士兵士どもは敵よ。王室の未来の為にも、居所に奴らを入れてはなりません！」






　侍女頭の言葉に、おー、と、異様な一致団結を見せる侍女たち。が、一斉にオリバーのほうを見た。






「!?　こ、今度はなんだよ……」

「さーて。ではオリバー様には何をやってもらいましょうかねぇ……できるだけ面倒～なことがいいわよねぇ～」

「は!?」






　再び侍女たちに詰めよってこられたオリバーがびくっとする。






「そうだわ、エリノアがやってた繕い物の続きをやって頂いたらどうでしょう。たまには針仕事がどれだけ大変か体験して頂いたらいいわ！」

「そうね、仕上がりが悪かったら何度でもやり直してもらいましょう。多分、オリバー様物凄く不器用そうだから時間も稼げるわ」

「お、俺がか!?」






　勘弁してくれと、侍女たちの人垣を抜け出そうとするオリバーに、侍女たちはニンマリした顔で立ち塞がった。その年齢を重ねた厚みのあるド迫力に、オリバーが、うっと足を止める。

　彼女たちはオリバーに凄んでみせる。






「オリバー様？　あんまりわたくし供を敵に回さないほうがよろしいかと存じますわよ？」

「………………」






　なんてったって、私達、〝ブレア様付き〟ですから、と年配侍女たち。

　同じブレア様支持派として仲良くしましょうねぇ～……と、侍女たちは。

　おほほ、おほほ、と、笑いながら巨体の騎士を巧みな誘導で連れ去って行く……。






　……もちろん。ブレアとエリノアとは反対方向へ。










　……こうして。

　推進派ばかりになった居所内で、ブレアはエリノアが目を回すまで居所内をうろうろすることになったのであった。

















23　エリノア早退させられる












「あれ……？」






　モンターク家の商店の前で掃除をしていたブラッドリーは、ふと、姉の気配を感じて手を止める。

　顔を上げて通りを見渡すと、遠い雑踏の中に、まだ王宮で働いているはずの姉の頭を見つけて。

　その足取りが、どこかトボトボと覚束ないことに、ブラッドリーの胸には不安が過ぎる。






「姉さん……？」

「あら、どうかなさいましたの、ブラッドリー様。そんな鬼みたいなお顔をなさって。店面でそんな顔なさっていたら営業妨害でモンターク家に訴えられますわ」

「姉さんが……帰って来た……」

「え？」

「……」






　近づいて来たコーネリアグレースにそう言い残し、ブラッドリーは姉に向かって駆け出した。……その後をさっと追いかけていく白い姿はもちろん、忠犬ヴォルフガングである……。

　店面に残されたコーネリアグレースは、二人の向かった先に目を凝らし、あらあらとつぶやいた。






「……さすが陛下。あんな人波の中の、豆粒みたいなエリノア様をよくお見つけになられたわねぇ……」














「姉さん！」

「……え？　あ……ブラッド……あ、れ？　もうこんなところまで戻って来てたんだ……」






　顔を上げたエリノアは、ブラッドリーの姿を認めると、ハッとしたように辺りを見回した。どうやら、ぼんやりしていて自分がどこを歩いているのかも分かっていなかったらしい。

　ブラッドリーは慌ててエリノアの横により添うと、その身を支えて姉の顔を覗きこんだ。






「大丈夫？　どうしたのそんなにぼんやりして……どこか悪いの？」

「ああ……うん……ちょっと……体調が悪いってわけじゃないんだけど……見兼ねた侍女頭様が早退しろっておっしゃるから……」

「見兼ねた？　見兼ねたって……何かあったの？」






　ブラッドリーが心配そうに問う。

　──こんな時、いつもの姉であればブラッドリーに心労をかけぬよう『大丈夫、大丈夫』と笑って手を振る。

　しかし……。






　この時のエリノアは、わけを知りたがる弟の言葉に一瞬押し黙り──………それから、唐突に呻きはじめた。両手で己の顔を覆った姉に、ブラッドリーが目をまるくする。






「……うぅ……」

「!?　ね、姉さん!?　どうしたの!?」






　ブラッドリーは慌ててエリノアの背をさする。が、ふと姉の顔が真っ赤なのに気がついた。






「……姉さん？」

「うん……ごめんブラッド……姉さんにもよく分かんない……あれは……いったいなんだったの……？　あ、思い出すと、また混乱して来た……頭はぐるぐるするし、心臓はドキドキし過ぎで……う、また……めまいが……」

「!!」






　エリノアの赤い顔が今度は青くなって。急によろめいた姉にブラッドリーが青ざめる。






　──が。

　足から崩れ落ちたエリノアの膝が、固い地面の上につきそうになった直前──白い巨大毛玉がサッとその身の下に潜りこむ。






「ぁ……気持ち、ぃ……」






　エリノアを支えた白い毛玉は……






「！　ヴォルフガング……」

「……」






　白い大きな犬の姿をした魔物は、どこか渋い顔でふん、と鼻を鳴らした。が、主がホッとしたようにその鼻先を撫でると……黒い瞳はどこか、てれっと垂れていく。






「良かった……ありがとうヴォルフガング……」






　ブラッドリーの感謝の言葉に忠犬は嬉しそうにむふーと鼻から息を出す。彼は人々の行き交う往来で喋ることはできないが、その目は凛々しく任せろと主人に訴えていた。

　──因みに。この日もリードによって洗われ、ブラッシングを受けたヴォルフガングは本日もいい具合にふんわりモッフリしている。心地よい毛並みに埋まったエリノアは、やや表情に安らぎを取り戻していた……。






　──と、背後から声がする。






「ブラッドリー様。ひとまずエリノア様はこのままヴォルフガングに家に連れて戻らせましょう。店の裏でウトウトしてるメイナードを叩き起こしてから、あたくしも家に戻りますから。あたくしがちゃぁんとエリノア様の介抱をいたします」






　ご安心なさいませ、と微笑むコーネリアグレース。






「でも……」

「だ、大丈夫よブラッド……」






　ヴォルフガングの背に身体を預けたエリノアは、心配そうな顔をしている弟にヨロヨロと手を伸ばす。






「私、ちょっと疲れただけだから……」

「姉さん……」






　姉の手を取りながら、それでもブラッドリーは不安そうである。






「本当よ。私は大丈夫。ブラッドはしっかりお仕事して来て……ね？」

「平気ですわ。見た所エリノア様は病の類ではありませんし。それに、ブラッドリー様が急に家に帰ったら、リード坊も心配します。陛下のお仕事時間ももうすぐ終わりでしょう？　それからお戻りください。ね？　あたくし誠心誠意フルコースで姉上を労わりますわ」






　仕事をきちんと終わらせてから戻ってこいと言い聞かせる二人に、ブラッドリーは……。






「……分かった」






　と、不承不承頷くのだった……。














「……グレン」






　姉を見送りながら、ブラッドリーは厳しい声で配下の名を呼んだ。

　するとどこからともなく黒い影が足音もなくやって来る。

　現れたグレンは主の肩の上に飛び乗ると、通りの他の人間に声が聞こえぬように、

「はぁい、えへ、お呼びですかぁ？」と小声で、にんまり猫目を細めて見せた。

　そんな配下に、ブラッドリーは遠くなる姉の背を見つめたまま、凍るような声で問う。






「……姉さんに……いったい何があったの……？」






　その静かな怒りを湛えた声音に、グレンは背筋にぞくぞくした冷たい悪寒を感じながら──ああ、これは誤魔化せないなぁ、と内心で笑った。

















24　魔王、我慢する












　──その時モンタークの店は、異様な繁盛ぶりを見せていた。






　店内は何故かやけに人相の悪い者たちで埋め尽くされている。

　ゴロツキ風の男。怪しい身なりの女、黒づくめの老女など……。

　それは明らかに、普通の雑貨や食品を扱うモンタークの商店には不似合いな客層で。

　彼らは商品を物色するふりをして、ちらりちらりと不審で熱量の高い視線を同じ場所に送っている。

　そんな視線を一身に集めているのは……。

　ガタイの良い、どう見てもカタギではなさそうないかつい男性客──の……その向こう。






　──いかつい男性客Ａは屈強な野太い腕を差し出して、ゴクリと喉を鳴らし〝彼〟の言葉を待っていた。

　と、〝彼〟が振り返る。






「え……このリンゴですか？　そうですね……ヴェルデブルグ産なので甘くて歯触りもシャキリとして美味しいですよ。パイなんかでしたら、こっちの小ぶりな品種がおすすめです」






　少年は、その年代特有のどこか中性的な顔でにこりと微笑んだ。──途端、自ら問いかけたはずの男性客が怯む。

　向けられた顔は一見穏やかだが……──笑っているはずなのに……どこか薄寒い悪寒を誘い、仄暗く、いかつい客の心臓を貫いた。

　前髪の隙間から覗く緑色の瞳は、強い陰の気配に満ちていて。それでいて、抗い難く引きずりこまれるような魅惑の力を輝かせている……。






　暗い双眸を直視した男は一瞬気が遠のきかけた……が。その瀬戸際に、少年店員──ブラッドリーの声に呼ばれ、意識を引き戻される。






「……お客さん……どうかされましたか？」

「え!?　い、いえ、別に……??」






　静かな瞳の少年に問われた男はうろたえながら首を振る。……彼も、自身がどうしてこんな滑稽なことになっているのかが全く理解できていなかった。

　彼は今、目の前の少年を恐れていた。

　華奢で素直そうな風貌の、どこにでもいそうな少年である。

　それなのに。男はどうしても少年の視界に映り、そしてその前に存在していたいと思ってしまう。存在して──ひれ伏したいとすら。






　男がどうしていいか分からずに、ぽかんと少年に見入っていると、少年が「……リンゴどうなさいますか？」と、冷たい顔で微笑んだ。……その瞬間に彼が感じた、ゾクゾクとした高揚感は言いようのないもので──……。






「は、はい……！　か、買います！　もちろんです！」






　ガタイの良い男性客Ａは、どこか乙女な反応でブンブン頭を縦に振り……気がつくと、ブラッドリーから山のようなリンゴを買っていたのだった……。














「……」

「陛下ぁ、めちゃ顔恐くなってますよぉ」






　その後、何度も同じ様な客の対応に追われたブラッドリー。

　ため息を零すと、その肩に、再びグレンが飛び乗って来た。

　黒猫がこっそり主人に耳打ちすると、ブラッドリーは冷酷な目でそれを見返した。






「……」

「怒りで高まった魔力の制御が上手くできてません。魔の気配に吸いよせられて、なんか変な連中が集まって来てるじゃないですか」

「……」






　指摘されたブラッドリーの瞳が険しくなる。

　だが──そうなのだ。ブラッドリーは今現在、とても怒っていた。

　原因は当然のように、エリノアとブレア王子の一件だった。

　その一部始終（ちょっとグレンの脚色付き）を聞いたブラッドリーは……。

　現在、営業スマイルを浮かべたまま、背後に暗黒を背負っている。

　そんな主人を見て、当然グレンはウキウキわくわくしているわけだ。しかし……。

　今回ブラッドリーは、その怒りを、以前と比べかなり我慢していると言っていい。






　姉が王子に抱きかかえられ、共に王宮を徘徊していた……と、聞いた時──正直その唐突な二人の急接近の意味が分からないと思った。

　理解できず……考えた末、王子が権力を笠に着て姉に無体なことをしたのではととても不安になって。そしてとても腹が立った。

　何せ、報告役のグレンが、己がエリノアに噛み付いた件はなかったことにして、部分的な報告を故意に怠っている。

　故に、〝ブレアがエリノアの手当てをした〟という部分をすっぽぬかしたグレンの半端な説明を聞いたブラッドリーには、それが王子の一方的な行為のように聞こえてしまった。

　それを裏付けるように、先ほど早退して来たエリノアも『意味が分からない』と混乱した様子を見せていて……。

　この状況下では、ただでさえ姉に他の男が近よるのを嫌うブラッドリーが怒るのも無理のない話ではあった。






　話を聞いたブラッドリーは、一瞬、町の半径数十キロほどを焼け野原にでもしてやろうかと思った。もちろん王宮こみで。

　しかし……。

　兄のように慕うリード一家の店での暴挙は絶対に許されないし、ましてや怒りに任せて魔物を呼び出すなどということもできない。

　かと言って……姉に「きちんと働いて来てね」と、期待をかけられている以上は職場を放棄して王子のところに乗りこむというわけにもいかなかった。

　メイナードにも『今を大事と思うなら、幼いままに力を振るうべきではない』と諭されたばかりである……。






　そうして。

　やり場のない怒りを燻らせ続けながらも、ブラッドリーが黙々と労働をこなしていると……モンターク商店の中はいつの間にか人相の悪い客で一杯になっていた……。










「あ～やれやれ。これまた沢山集まりましたねぇ」






　店内を見渡したグレンがけらけら笑う。

　──人間の中にも、魔物と同様に負の力に魅了されやすい人種というものが存在する。

　彼らはブラッドリーが魔物の王であるなどとはまったく理解してはいなかったが、強力な魔王の引力に逆らえず、ふらふらと商店の中にさ迷いこんでくるのだ。






「面倒だな……」






　ブラッドリーが険しい顔でつぶやいた。

　リードの為と思ってなんとか客の前では営業スマイルを維持しているが、腹の底では怒りがたぎったままである。






「どうします？　追い払いましょうか？」






　グレンの提案に、しかしブラッドリーは首を振る。






「面倒だけど……ここはリードの店だ。客として来ている人間に乱暴なことはできない……売り上げにもなるしね……」






　ブラッドリーは、珍しくげっそりとため息をついた。

　事実、ここ一時間の売り上げは、普段の一日分の売り上げを軽く超えている。それはいいのだが……。

　間の悪いことに、これらはちょうどリードと店主が二人とも配達に出てしまったというタイミングでの出来事であった……。

　その忙しさは、まだ新人と言ってもいいブラッドリーにはかなりのものである。






「……おじさんとリードは僕を信頼して店を預けてくれたんだ。その信頼を裏切れない」






　ブラッドリーは眉間に力をこめ固い決意を口にした。……怒りやら忙しさやらで、うっすら半泣き状態だが、それを見たグレンが主のレアな涙にときめいている。






「（陛下が泣いてる～!!　可愛いぃ!!）……でも、さすがは陛下の魔力ですよぉ。いつもはこのくらいの時間は暇なはずなんですよね？」






　グレンが喉をゴロゴロ鳴らしながらブラッドリーの首元にすりすりする。が、






「……グレン……いつまで喋ってる。僕は忙しい、お前は家にでも戻ってて」

「え～そんなぁ……」






　声を潜めているとはいえ、いつまでも話しかけてくる黒猫に辟易したか。ブラッドリーは素っ気なく言い放つと、グレンを肩から下ろし客のほうへ行ってしまう。

　グレンは不服そうに口を尖らせたが──それも仕方のないことだった。

　店はブラッドリーひとりではとても回らずに、普段は店の表や裏手で（リードに茶と肩掛けを持たされて）ほのぼののんびりしているメイナードまでもが駆り出されている始末である。

（メイナード、お会計担当。……どうやら、あまりの行列に、時折魔法で時間を止めるという裏技かつ荒業な方法を使っているもよう）

　とてもではないが、今は手伝いもしない黒猫のお喋りにいつまでも付き合っている場合ではない。






　邪険にされたグレンは、どうやらブラッドリーが以前のように魔物を呼び出すこともなく、構ってももらえなさそうだと、察し、つまらなそうな顔をして商品棚の上に登って行った。

　そこから悪党面の客人たちでごった返した店内を見渡して。

　ぼそりと一言。






「はー……もういっそ、ここにいるやつら全員魔障の餌食にして下僕にしちゃおっかなぁ。皆、結構気合の入った人相してるし、これだけいれば、何人かは生き残って陛下の忠実な僕になりそう──……」






　だなーと、軽口を叩いた瞬間……

　黒猫に、ブラッドリーの激烈な殺気が飛んでくる。






「……グレン、リードの客に、手を出すなよ……」

「えー……」






　離れているはずなのに、その主人のおどろおどろしい声だけは、はっきり聞こえたグレンだった……。

















25　リードは羞恥ダメージに崩れ落ちた












　黒猫がため息をついた時、店の裏からリードが戻って来た。






「悪いなブラッド一人にして……ん？　なんでこんなに混んで──て、どうした!?」






　店の裏手から戻って来たリードは、まず店内の人の多さに驚いて、それからブラッドリーの顔が殺気に満ちているのを見て、さっと青ざめた。






「どうしたブラッド、つらいのか!?」

「……リード……」

「悪かった！　俺、代わるから奥に行ってちょっと休んで来い！」






　どうやら──。

　配下に対する殺気を湛えたブラッドリーの表情も、リードの目の偏ったフィルターを通すと……病弱な少年の、いたいけでつらそうな表情に見えるらしかった。

「……こいつやっぱ変わってるな……」と、いう目でグレンが棚の上から呆れたようにリードを見ている。






「ただい──ぅおっと!?　うわっ、こりゃあどうしたこっちゃ……」






　その時、リードの父も外から戻って来て。彼もまた、店内の人の山に目をまるくしている。

　リードはそんな父を振り返ると、ブラッドリーを脇から支えて声を放った。






「ごめん、親父。ちょっと裏でブラッド休ませてくるわ！」

「おう。ブラッド坊ちゃん悪かったなぁ……こっちは大丈夫だから、しっかり面倒見てやんな。必要ならお医者の先生に来てもらえ！」






　店主は頼もしく頷くと、客のほうへと慌ただしく駆けよって行った。














「リード……僕、大丈夫だよ……」






　店の裏に引っ張っていかれたブラッドリーは、困ったような顔で兄貴分の青年にそう言った。

　しかし、リードは首を振る。






「いや、大丈夫じゃないだろ、あの客の数……ごめんな……俺まさかこんな時間に店がここまで混んでるなんて思わなくて……」






　普段、こんな夕方前の半端な時間に、モンターク商店があそこまで混雑することはまずない。

　申し訳なさそうな顔をするリードに、ブラッドリーの険しかった表情が少しだけ和らいだ。






「ううん……僕は大丈夫だよ（僕のせいだし）。……ところでリード……」

「ん？」






　リードが休憩用の椅子にブラッドリーを座らせると、少年は、少しおずおずとした目で青年を見上げる。






「こんな時になんなんだけど……急ぎでお願いがあるんだ……」

「なんだ？　水か？　先生呼んでくるか!?　言え、なんでもしてやるぞ！」






　ブラッドリーが疲れで体調を崩したと思っているリードは、過保護モード全開でその顔を覗きこむ。そんな青年に、ブラッドリーは真剣な顔で言った。






「ありがとうリード。あのね、早く──……姉さんに告白してくれない？」






　──瞬間……ブッと、盛大に噴出す音がして。

　続いて、ゲホゲホと激しい咳きこみ音。






「……っ、ゲホッ……!?　はぁ!?　な……な、なん、なんだって……？」






　リード青年の頬に浮かび上がった血色は、あっという間に耳にまで広がった。

　急に何をという彼の凝視に、ブラッドリーは真顔だ。






「できるだけ早急にお願いしたいんだけど」

「っ!?、!?」






　ブラッドリーは戸惑うリードにきっぱりとそう言って。

　しかし、次の瞬間には、少年はしおしおとうつむいた。その暗い表情には、リードも眉を顰める。






「ブラッド？　……どうした？　何かあったのか……？」

「……だって……早くしないと姉さんが…………姉さん、最近気になる男が……いるみたいで……」






　言い切ったブラッドリーは悔しそうなため息をついた。

　と、同時にリードは息を吞み──そして一瞬の間をあけて、戸惑いのにじむ声で問い返した。






「…………エリノアに……？　……本当なのか……？」

「……」






　ブラッドリーが頷くと、リードがもどかしそうな顔をした。

　やり場のないように一瞬彷徨わせた手を、青年は、己の口元にやった。






「…………そう、なのか……」

「前にも言ったけど……僕、姉さんの相手はリード以外にはいないと思ってる。リードは親切で仕事もできて、料理も上手で、それに……身体も健康でしょう？　本当は……僕が姉さんを守って行きたいけど……僕は、どうなるか、分からないから……」






　ブラッドリーは自分という存在にずっと不安を抱えていた。

　魔王として本性を取り戻して、確かに自分は病とは無縁の身体を手に入れた。けれども、自分がいつまで己と対照的な、聖剣という力を手にした姉の弟でいられるのかは……分からない。






　いつか、自分が魔に呑みこまれる日が来るかもしれない。

　いつか姉の聖の力に消される日が来るかもしれない。






　──姉弟に何かがあった時、消えるのは必ず自分でなくてはならないと、彼は決めていた。






「……だから、その後のことも僕は考えておかなきゃ……」

「…………ブラッド？」






　暗い声に、束の間呆然としていたリードが我に返る。

　青年は大きな衝撃を受けてはいたが、目の前で暗い顔をしている弟分のことを放ってはおけなかった。リードは心配そうにブラッドリーの顔を覗きこみ、彼の話を聞く。






「姉さんが幸せになったらいいと思う。でも、僕はリードたち以外の人間が好きになれない。王宮の奴らは特に……あいつ等が父さんにした仕打ちを僕は忘れない……！　そんな奴に、姉さんを託すなんて無理だもの……」






　少年の口が吐き捨てるように言うさまを見てリードは驚いたような顔をする。だが、彼はすぐに何かを振り払うように優しい笑顔を作った。

　青年は床に膝を突き、椅子に座る少年と目線を合わせると、その頭に手を置く。






「……ブラッド、俺は何も特別な男じゃないぞ。世の中、俺なんかよりいい男で、善良で、健康な奴ってのは大勢いる。俺を好きになってくれたんなら、きっと他にもお前が好きになれる男だっているはずだ」






　少年の頭をぐりぐりと撫でながらリードは笑う。それを聞いたブラッドリーは少し不満そうな顔をして青年を見た。






「……そんなこと、ないよ」






　ブラッドリーは胸の内で、己が繰り返して来た長い長い人生を思い出しながらそう言った。魔王という存在ゆえか……その中で、彼がこんなに気を許した相手は、姉を除けば他になかった。

　言ったきり無言になってしまった少年に、リードは苦笑と共に息を吐く。






「ありがとうなブラッド。でもな……これ、俺が言うのは簡単じゃねぇんだけど…………いくら俺がエリノアのことが好きでも、エリノアが誰を好きになるかは、それはエリノアの自由ってもんだ。……だろ？」

「……」

「たとえどんなにエリノアがお前を溺愛してても、それはお前じゃなく、あいつ自身が決めることだと俺は思う。……王宮の奴ってお前、ひとくくりにしてるけど……その中にも、悪い奴も、とびきりいい奴だっているんじゃないか？」

「…………」






　言い聞かせるような穏やかな声に、ブラッドリーは視線を下に落としたが……その頭は少し戸惑った後──小さく頷くそぶりを見せた。……リードの言葉だからこそ、そうできた。

　青年はそんな少年に、よしと頷いて、明るくその肩を抱く。






「じゃあ、お前がエリノアの為にしてやれるのは、エリノアが選んだ男を受け入れてやることだな。エリノアのことを支えていきたいんだろう？　だったら、度量の広い男になれ」






　──その言葉には、どこか切なさがにじんでいるような気がして。ブラッドリーはリードの顔を見上げる。

　リードの笑顔に曇りはない。だがそれでも、ブラッドリーは、そこに悲しみを見た。

　……だというのに。

　どうして彼はこんなふうに言うことができるんだろうと、ブラッドリーはため息をつく。その顔は所在なさげで、細い肩はすっかり落ちてしまっている。






「そうだね……でも……姉さんの一番が僕じゃなくなるのは……凄く……つらい……これってダメなことなの？」






　ブラッドリーは苦しそうにリードに問うた。

　ずっと自分を守ってきてくれた姉が、好きで好きで堪らない。そんな姉の目が、別の男に向けられてしまうのかと思うと、ブラッドリーは途方に暮れてしまった。考えただけで、胸が痛かった。






　リードは、そんな少年の顔を見て小さく苦笑する。何言ってるんだと彼は言う。






「大丈夫だよ。多分、好きな奴ができてもエリノアの一番はお前だよ」

「……でも……」

「大丈夫」






　青年の手は、少年の黒髪を撫でる。






「一番が増えるだけだ」

「一番、が……？」






　ブラッドリーが意表を突かれたような顔をすると、リードはいつも通り頼もしい顔で笑う。

　その暖かな表情を見ていると──彼の言葉はすとんとブラッドリーの心の中に落ちて行く気がした。






「……」






　するとどうだろう、ブラッドリーの中に凝り固まっていた苦しさは、やっと行先を見つけたように、少しずつ流れていく。

　途端、異様だった周囲の空気も軽くなる。よどみが流れるように、陰鬱だった気配が消えて行くと、同時に──二人の場所からは見えない店のほうでも変化が続く。

　表の店内にいたあまり善良そうではない客たちは、空気の変化を感じ取ると、皆一様にハッと我に返った。そして一瞬自分が何をしていたのか分からないというふうに戸惑ってから……そのうち居心地が悪そうにそそくさと店を後にして行った。

　店内からは、まるで蜘蛛の子が散って行くように人相の悪い客達が去って行き、その真ん中で、店主が目をまるくしている。






「……いったい……なんだったんだ……？」






　静まり返った店内からは、信じられないくらいに品物がごっそりと減っている。

　当然──何気に仕事のできる男メイナードは、きっちりばっちり代金を回収済みで、ほくほくとした顔をしているのだった。










　その頃、店の奥では……ブラッドリーがしみじみと、リードはやっぱりすごいなぁ、と素直に感動していた。

　自分のこの感情がとても子供っぽい嫉妬だということは彼にも分かっていた。でも、姉が離れていってしまったら……姉に何かあったらと思うと……いつも普通ではいられなくて。

　でもそんな感情が、今、彼のお陰で少し楽になった。

　ブラッドリーは、ちょっとだけ明るくなった顔でリードを見上げる。






「……リード……」

「うん？」






　やっと笑顔になったブラッドリーの顔に、リードが嬉しそうに笑い返す。と──。

　ブラッドリーが再びきっぱりと言った。






「やっと姉さんを好きって認めたね」

「──？　……ん………………？」






　？

　……？

　…………？






　一瞬──

　リードがぽかんとした顔をして。真っ白になった。

　そして更にその数秒後、ガタタッと、何かが雪崩れる音がして。

　……リードが、壁に向かって崩れ落ちていた。






「ばっ……」






　そこにあった品物をなぎ倒し、あっという間に再び赤面した青年は……。

　じっと己を見つめてくる少年を前に動揺を隠せない。

　壁に手をついてなんとか少年を振り返ったリードは、思い切り口をどもらせた。






「……はぁ!?　おおお、お、俺……そ、そ……そんなこと言ったか!?」

「うん言ったよ」

「…………!?」






　素早い切り返しにリードが愕然とした顔をする。顔には「嘘だろ!?」と、書いてある。

　それに反して、ブラッドリーの表情はすっかり朗らかである。






「嬉しいな。良かった……やっぱりリードは姉さんを好きでいてくれたんだね」

「う……」






　少年の容赦のない笑顔に、リードが羞恥ダメージを負っている。

　真っ赤な顔からは、ありえない量の汗が流れ落ちている。






「だって、別に姉さんが今誰かを好きでも、そいつと結婚するとは限らないもんね。ふふふ、人生に恋は一度きりじゃないもの」

「いやっ……あ、あのなブラッド……」

「良かったー」







終













侍女なのに…聖剣を抜いてしまった！【３】



















１　麗しきタガート嬢、再び












　美しき巻き毛の令嬢は、豪華な布張りの椅子の肘掛にもたれるように座って、そして気だるげに言った。






「……あぁー……もう面倒臭い……」






　苛立つ令嬢の声には、思いっきりの実感が篭っていて。地の底から湧き出でるような声にはドスが効きまくっている。はっきり言って……ガラが悪い。

　令嬢は素敵なドレスを身に纏い、すんなり長い足に美しい靴を履き、髪だって今日も素敵にカールしているが……。

　如何せん。そのガラが悪く不貞腐れたような表情が頂けない。






　そんな令嬢の傍で──

　エリノアは、両手で顔を覆ってシクシク泣いていた。






「[image: 〓]ー、クサるわぁ……ねーエリノアぁ、……代わってくれない？」

「お、お嬢様ぁ!!　……かっ……勘弁してくださいよぉ!!」






　エリノアは蒼白な顔で嘆いている。






　さて……

　どうしてこのような事態になったのかというと……。






　それは一通の手紙から始まった。






　ことの始まりは、その日の昼食後。

　普段通りエリノアが、ブレア付き侍女として食後に使う茶器一式を王子の居間に届けた時のことだ。

　広い居間の奥。

　部屋の主ブレアはゆったりとした長椅子に座り、何やら難しそうな書物を読んでいた。

　そんな知的な横顔に少々ときめきながらも、エリノアが傍を通り過ぎようとすると……ブレアが、エリノアに目を留めて、声をかけたのだ。






「……そういえば、ルーシー・タガート嬢が、今日の練習会にお前も連れてこいと言ってきたぞ」

「え？」






　エリノアは、聞き慣れたツンデレファザコン嬢の名に、ギクリと身体を揺らす。

　……なんだかとても嫌な予感がした。

　しかし、そんなエリノアの戦々恐々とした様子には気がつかず……ブレアは続ける。






「お前たちは親しい仲だったのか？　ルーシー嬢はお前に練習を見て欲しいそうだ」






　ブレアは少し意外そうな顔をして、傍のテーブルの上から一通の手紙を取り上げて見せた。






「わ、わたくしめが……？　で、でも……」






　エリノアは戸惑って手を止める。

　練習会とは、もうすぐ催される舞踏会のダンスの練習会のことである。

　そこには他の王子やパートナーである令嬢も参加するのではと思ったエリノアは、そんな所に自分が行って大丈夫だろうかと困惑した顔をする。

　と、その懸念は伝わったらしい。ブレアは、首を横に振った。






「本日の練習会は前回上手く踊れなかった我々の為のもので、他の王子たちは参加しない。……応じてやったらどうだ？　手紙には令嬢の精神安定に必須により必ず連れてこられたし……と書いてあるぞ。何やら非常に必死な文体だ」

「…………は、はぁ」






　エリノアの脳裏には、ルーシー嬢の麗しい姿が思い浮かんだ。

　想像上のルーシー嬢は、赤い巻き毛に彩られた顎を少し上にあげ、腰に手を当てて、鋭い目でエリノアを見下ろしてくる。

　そして、やけにゆったりとした威圧的な口調で言うのだ……






『……エリノア……？　来なかったら……どーなるか……分かってんでしょうね……？』

『私、泣くわよ』






　……と。

　……行かねば実に、後が怖いことになりそうな予感である。






（…………ル、ルーシー姉さんったら……！）






　……とりあえず、行ってやらねばなるまい。……ハンカチ多めに持って行こう、とエリノアはため息をついた。






（はー……もしかして……わたくしめのこのブレア様付き侍女という配属は……ルーシー姉さんのこういう事態を見越したタガートのおじ様の、娘思い過ぎる策略……？）






　あり得る……と、エリノアが、ひっそりげっそりしていると……

　ブレアが、それに、と続ける。






「私も……お前が来てくれると助かる」

「え？」






　それを聞いたエリノアはドキリとして顔を上げる。

　見れば、ブレアがじっと自分のことを見つめていて。それに気がついたエリノアは、カッと頭に血がのぼるような気がした……。






　が。






　ブレアは真顔で言った。






「あの令嬢は何かと激情家でな……あからさまな敵意を向けて来たかと思えば、激しく泣いて土下座しようとしたり……私が少しでもタガートを褒めれば壮絶に睨まれる。……正直扱いに困っている」

「……………………」






　…………ルーシー姉さん……っっっ！






　エリノアは、手で顔を覆って、心の中で大いに嘆いた。

　ルーシーは王子の前に行ってもあの調子なのか……、と。






「うぅ……」

「……おい、大丈夫か？」






　エリノアはげっそり蒼白な微笑顔を上げて……ブレアに、ぐっと拳を握って見せる。






「大丈夫です……ブレア様……お嬢様は多分……タガート将軍の件は、喜んでます……」

「………………あれでか」






　ブレアは思いっきり不審そうであった。

















２　お嬢様とエリノア












　──その男女は睨み合うように向かい合っていた。

　互いの長い手足は無駄のないキレのいい動きで行き来する。

　その迫力たるや、凄まじく……無風のはずの室内に、時折煽られるような風が湧き起こる。

　──と、女のヒールがことの終止符を打つように、カッ……と美しいホール内に音を響かせた。






「…………」






　二人の動きはほぼ同時に止まり──女はほんの一呼吸の間、ひたりと男を見据えてから──勢いよく振り返った。

　その先──部屋の隅には、明るい窓の傍に一人の王宮侍女の姿があった。

　猛禽類を思わせる瞳で刺された侍女は、思わず怯んだように押し黙る。






「どう!?　エリノア!?」

「……」






　女──ルーシー・タガート嬢に続き、男、王子ブレアも無言のままにエリノアを振り返る。

　感想を求められた娘──エリノアは……

　にっこり頷いた。






「──え─……その……なんだか──…………決闘を見ているような気持ちになりますね……」






　笑顔は笑顔だが……なんだかげっそりひきつっている。






「お嬢様……ブレア様……それ、本当にダンスですか……？」










　ダンスホールの傍にいくつもある豪華な控えの間の隅。

　他に人気のない室内で、据えてある長椅子に身を沈めている娘がむすっとした顔でぼやいた。






「あ～もうやってらんないわぁ」

「ちょっとルーシーお嬢様……なんというお行儀ですか……」






　人がいないのをいいことに手足を投げ出すようにしている令嬢に、エリノアは目くじらをたてた。

　練習会の休憩時間。控えの間に下がったルーシーは、椅子を見ると、まるで飛びつくように身体を投げ出した。

　令嬢は、赤い巻き毛を振り乱してプリプリしているし、ドレスの裾から伸びる足は、今にも靴を無造作に蹴り投げてしまいそうな様子である。どうにもこうにも子供のような癇癪感が漂いまくっているが……何度も言うが、ルーシーはエリノアよりも年上である。






「タガートおじ様がご覧になったら巨体を折ってお泣きになりますよ!?」

「だぁって……いっくら練習してもブレア様と私じゃまるで対決なんですもの。なんなのよ！　あの男、私に喧嘩売ってるの!?」

「ちょっとお嬢様、殿下に向かって……それに多分喧嘩売ってるのはお嬢様のほうですよ……」






　エリノアは、げっそり呆れた。






「……思うにお嬢様……全てはお嬢様のブレア様に対する敵愾心てきがいしんがダダ漏れなのが原因なのでは……せっかくブレア様に土下座を止めて頂いたのに……」






　先日の練習会での失態の件を、今日もブレアに土下座で謝ろうとしたルーシー嬢。






「快くお許し頂けたのに、今度は喧嘩売ってどうするんですかお嬢様……」






　そのアグレッシブなところなんとかなりませんかとエリノア。すると一気にルーシーの瞳が鷹のような目に変わる。






「快く～……？」

「あ！　お嬢様！　その顔やめて！　お嫁の貰い手が……」

「何が快くよ！　鉄仮面すぎて怖かったわよ！　私、繊細なのに……怖すぎて思わず飛び上がって威嚇しそうになったわよ！」

「お嬢様……ビビり……」






　思わずエリノアが言うと、キッとキツめに睨まれる。






「気にくわないの！　パパはすぐにブレア様ブレア様ってうるさいし、ブレア様はすぐにパパを王宮に呼び出すし……」

「……仕事がありますからね」

「パパはそれに犬みたいにすぐ応じるの！　ゴッツイおっさんが娘を差し置いて王子王子って……なんか不愉快じゃない!?」

「……ゴツイおっさん……」






　おじ様かわいそう、とエリノアは、ルーシーの機嫌の悪さにため息をつく。

　しかし、どうして今日はここまで令嬢の機嫌が悪いのかというと……。

　──実は。

　この度ルーシーは、正式に、次の舞踏会でブレアのダンスの相手を務めることが決まってしまったらしい。

　候補者は他にもいたようなのだが……。






「……本当はこの練習の相手だって私以外にも何人かいたのよ？　だけど、他はみぃんな次々と辞退しちゃって」

「えぇ……？　そんな、どうして……」






　不満そうな令嬢の言葉にエリノアの眉が驚いたように持ち上がる。

　エリノアはブレアのことがとても心配になった。候補者の多くが辞退を申し出てきたと聞いて、その時ブレアはどう思っただろう。






（……ブレア様……傷ついたりしてないかな……）






「……」






　エリノアが思わず胸を手で押さえると、そんな彼女にルーシーが続ける。






「ほら、私、この間ブレア様のロクでもない噂をわざわざ私に教えてくれた令嬢たちをシメたじゃない？」






　その言葉に、ブレアのことを慮ってしんみりしていたエリノアの顔色が変わる。






「…………お嬢様……!?　なんか当然のようにさらっと怖いことおっしゃってますが……それわたくしめ聞いてませんからね……!?」






　何やってるんですか！　と、エリノアは怪奇顔でルーシーに迫る。






「シメたって……!?　シメたって何!?　お嬢様!?」

「……あんた相変わらずホラーねぇ……いいから聞きなさいよ。それで令嬢たちをシメて吐かせたら、どうやら噂の出元はクラウス様の関係者なんですって」

「！　……クラウス……王子様……？」

「そ。だから、今回の突然のパートナー候補者たちの辞退も、私を怯えさせたあの噂も、きっとブレア様に当てつけたクラウス様の仕業よ。パパにも確かめたの。第三王子は前々から頻繁にブレア様に陰湿な嫌がらせをしてるって、怒ってたわ」






　それを聞いてエリノアは困ったような顔をする。

　噂とは、王宮内に蔓延しているブレアの様々な良くない風評のことである。エリノアも、実際に王子と接する前は、王子がとても怖い人なのだとすっかり勘違いしていた。






「でもなんでそんなこと……」

「さあ。派閥争いの一環なのか、それともただ単に腹違いの兄を見下したいのか……そういう噂がなければ、はっきり言ってクラウス様よりもブレア様のほうが見目もいいし、武芸にも秀でておいでだから、娘たちの評判が良くてもおかしくはないのよね……」

「だからって……」






　エリノアはなんだかとても腹が立った。

　もし本当にそんな理由でブレアを貶めているのであれば許せないと思った。

　と、そんなエリノアに、ルーシーが猫撫で声を出す。






「……ねぇ、そこで相談なんだけど……エリノア……あんた、私と代わってくれない？」

「……は？　……か、わる？　いったい何をでございますか……？」






　突然の申し出にエリノアがキョトンとしている。






「もちろんダンスよ、ダンス。舞踏会。ブレア様のパートナー」

「は、ぁ……？」






　エリノアは、またルーシーが変なこと言い出した、と生暖かい目で令嬢を見た。






「だって！　試しにってエリノアもブレア様と踊って見せてくれたじゃない？　エリノアのダンス、私より上手いとは思わないけど……でも、ブレア様のパートナーとしては、はるかに様になってたじゃないの。ね、エリノア」

「それは……お嬢様が喧嘩腰だから……」






　語尾にハートをつけて甘えたように手を握ってくるルーシー嬢に、エリノアが呆れたような顔をする。






「……何言ってるんですか無理に決まってるでしょう……私にお嬢様のフリをしろってことですか!?　それは……激しく公開処刑ですよ!?　お嬢様とわたくしめの体型がどれだけ違うと思ってるんです!?」






　エリノアは、ルーシーの抜群のスタイルを見てややキレる。

　令嬢の手足はすらりと長く、胸も大きくウエストも細い。そんなルーシーがブレアの隣に並ぶと、それはそれはため息が出そうなくらいの美男美女ぶりで……はっきり言って幼児体型気味のエリノアは、それを見た後でルーシーに替わって自分がブレアの隣に並びたい、とは、とても思えなかった……。

　正直、それで少し落ちこんでいるエリノアである。

　エリノアがムッとしていると、ルーシーは大丈夫よぉ、と手を振る。






「何も私の影武者になれってことじゃないの。むしろ、代理と分かってもらわないと困ると言うか……私、足を怪我したことにでもするから。代理の妹ですって言っときましょ？　ね？」

「…………あーはいはい、もう馬鹿なこと言ってないで。舞踏会はもう明日なんですよ？　休憩時間終わったら早くブレア様のところに行ってくださいね」






　エリノアは、付き合ってられないと、サイドテーブルの上にあるティーカップに茶のお代わりを注ぐ。が……

　ルーシーは椅子に座ったまま身を起こすと、肘掛に頬杖をつき、据わった瞳で言った。






「あら……私は本気よエリノア……」

「へ……？」






　エリノアが顔を上げると、令嬢は冷静な顔でエリノアを睨んでいる。冷静、と言うか冷酷に光る目にエリノアが怯む。






「え……何お嬢様……目が怖い……」






　エリノアは引きつった。

















３　エリノア、お嬢様に〝お姉様〟と呼ばされる。












「忘れたのエリノア……あんた、誰のおかげで王宮侍女になれたんだったかしら!?」






　椅子から立ち上がったルーシーに、叩きつけられるように言われたエリノアが、うっと仰け反る。






「止めるパパを説得してあげたの、私だったわよね!?」

「そ、それは……」






　当時──全ての家財を没収された姉弟が生きていくには、エリノアはなんとかして生活費を稼がなければならなかった。

　しかし、その時エリノアはまだ十代そこそこという年齢で。おまけに病弱な弟を抱え、本人は温室育ちときている。

　そんな彼女らを案じた人情家のタガートは、エリノアが働くことに反対し、夫人の反対を押し切って二人を養子にしようとした。……のだが……。

　それを、エリノアたちは拒んだ。

　姉弟は、自分たちが将軍家に養子に入ることで、代々受け継いで来た〝トワイン〟という家名が消えるのをとても恐れていた。

　父はその家名を何よりも誇りに思い、守り続け、そして守りきれずに無念のうちに死んでいった。

　そんな父の死に際を思うと、二人にはそれができなかったのだ。






　──そんな二人の想いを当時、とても理解してくれたのがルーシーだった。

　その時すでにかなりのファザコンが進行していたルーシーには、父を思う二人の気持ちがよく響いたらしい。

　ルーシーは得意の『クソ親父』節を駆使して、タガートを下し──いや、説得した。

　それで結局タガートは、二人の後見人という立場に留まり、エリノアが王宮で働くことができるように手配してくれた──という経緯がある。






　過去、そうして無理を通してもらったことを思い出したエリノアは反省の意を見せた。






「そ、その節はわがまま申しまして……」






　床に正座で項垂れる娘へ、それでもルーシーは容赦ない。






「わがままだとは思ってないわ。でも、あんたが王宮に入れたのだってうちの後ろ盾あってのことでしょ。王宮は身元の明らかなものじゃないと採用しないんだから。それに、今住んでいる家だってタガート家の名義じゃない。忘れたの!?」

「う、……お、大家さん……っ！」






　そうだった……！　と、エリノアは……もはや項垂れを通り越して床の上に這いつくばっている。

　昔タガートの夫人と衝突したエリノアは、将軍の屋敷を飛び出した。が……まだ未成年だったエリノアでは、物価の高い王都に家を借りることができなかった。

　それを見かねたタガート将軍が用意してくれたのが、今のトワイン家姉弟の家である……。

　もちろん家賃は払っているが……周囲の相場に見合う相応の家賃を払えるようになってきたのは本当にここ数年の話で……。






「…………」






　エリノアの脳裏に、ちーん……と、どこか詰んだ音が鳴る。

　ルーシーは勝ち誇った顔でにっこりと笑った。






「後見人はパパで、私に（タガート家に）恩があって、家もタガートのもの……てことは、あんたには私に従う理由があるの。……違う……？」

「う……」

「エリノア？　さ、お姉さんって呼んでご覧？」

「う、うう、お……お姉様……」






　エリノアがげっそり素直に従うと、ルーシーの表情が輝き彼女は大きく高笑った。






「ほーほほほ！　ほーらご覧なさい！　つまり……私があんたを妹と言い張ったって、なぁんの問題もないのよ!!」






　しかしその主張にエリノアは、ちょっと待ったぁっ！　と挙手をする。






「確かに恩も理由もありますが……！　それはどうかと……！」

「妹が姉の代役務めて何が悪いのよ！」

「いや、だから妹じゃないでしょう!?　幾らなんでもそんな……何事にもお偉方の許可っていうものがですね……相手は第二王子殿下なんですよ!?　国王陛下だって参加されるし……タガートおじ様だってきっと困る──」






　と、エリノアが必死にルーシーを説得しようとすると、令嬢は、不意に真剣な顔つきになり、瞳がわずかに潤った。






「え……ど、どうし……？」






　令嬢の急変にエリノアが狼狽えると、ルーシーはシュンとした顔で泣きそうな目元を彼女に向ける。






「無理は分かってる……でもお願いよエリノア……私、このままだと……ブレア様のお妃候補にされちゃうのよ……」






　その言葉に、エリノアは一気に目をまるく見開いた。






「……え……っ!?」






　息を吞むような短い悲鳴を上げて令嬢を見ると、ルーシーはうつむいたままため息をついた。






「ブレア様はなかなか浮いた話もないし、ご縁談もうまくいってないでしょう？　それで、国王陛下も王妃様もかなり心配なさっておいでで……これまでとは同じ、ただ、縁談を持って来るやり方のままではもうダメだと思われたのね……つまり、今回の舞踏会、殿下のパートナー候補たちは皆、そのまま国王陛下たちが選んだお妃候補なのよ……」






　そうして少しずつ練習会の期間を含め、候補者の中からブレアと相性のいい娘を見極めるつもりだったらしい、とルーシーは言う。

　しかし、その半ばで、想定外に多くの辞退者が出た。当然、国王たちは残った娘達に目に留めるだろう。

　エリノアはなんと言うべきか分からずに、口をつぐむしかなかった。






「タガート家は思いっきりブレア様と陣営を同じくしてるし、パパとブレア様はとっても親しい間柄よ。つまり、私にも白羽の矢が立っても当たり前で……しかも、うちは母さんが思い切り乗り気だから簡単に断れないの!!〝貴女みたいな跳ね返りには、ブレア様くらい厳格な方がちょうどいい〟……とかなんとか……！」






　万年反抗期嬢は、話しているうちにだんだん腹が立ってきたのか、地団駄を踏んで訴える。

　それを聞いたエリノアは、心の中がざわざわした。






「そ……」






　んな、とつい言いそうになって。……言えなくて。

　エリノアは、小さく、「そうなんですか……」と、言い直した。






（そうか……お妃候補……）






　それはそうだ。ブレアは王族で、王位継承権も高い。そういった話があったとしても、なんらおかしなことではない。

　……でも、エリノアは苦しかった。さっき、ブレアとルーシーが並んでいた様子を思い出すと、更に胸は痛んだ。






「………………」

「エリノア助けてよ、さっきの私たちのダンスを見たでしょう!?　確かに年齢とか家柄とかはちょうどいいかもしれないけれど！　私とブレア様、相性いいように見える!?」

「……………………でも、お互いを高めていくような……ご夫婦になら、なれるのでは……」






　ルーシーにすがられたエリノアは、次第に自分の声が小さくなっていくのを感じた。

　不意に、騎士オリバーに言われた言葉が脳裏に浮かぶ。






『──あの方の懐に入るには、身分もなく財も力もないお前は弱すぎる──』






「……」






　そういう視点で見れば、ルーシーはブレアにとって相応な相手なのかもしれなかった。

　ブレアと志を同じくする父を持ち、家名もあり、もちろん財力もある。そして、少し泣き虫だが、気も強い。もう少しブレアに慣れれば、彼女はよい妃になるのではないか。……己とは違って。






「……」






　そう思うと、自然と視線が床に落ちた。

　なんだかとても悲しかった。






　しかし。

　こっちはこっちで必死らしいルーシーは、そんなエリノアの様子には気がつかずに半べそ顔できっぱりと断じる。






「高め合っていけるのはいいわ。でも、好みじゃないの！」

「あ、ああ……」






　ある意味気持ちのいいくらいの言い切りように、思わずエリノアの顔が上がる。






「私、子供の頃からパパみたいな人とじゃなきゃ絶対結婚しないって決めてるのに！　ブレア様なんか！　ヒゲがないじゃないの！　好みじゃない!!」

「あーあー、泣かないでお嬢様……」






　わっと泣き出したルーシー嬢に、ひとまず悲しんでいられなくて。エリノアは複雑な気持ちのまま、慌てて落ちはじめた雫を令嬢の頬の上で拭う。

　と、頬を行き来する優しい感触に少しだけ気が静まったのか、ルーシーが鼻をすすりながらポツリと言った。






「……エリノア……本当はね……私……好きな人がいるの……」

「……え？」

「王宮図書館館長のジヴ様……分かる？」






　そう言われたエリノアは一生懸命考えて、その人を思い出そうとし、そして首をかしげる。






「……確か、物凄い渋めの……おじ様だったような……え？　タガートおじ様みたいなって、そういうことですか!?」

「そうよ、おひげが素敵な紳士よ。独身でいらっしゃるの」

「……なる、ほ、ど……？」






　まあ、確かに名前が出た男性は、落ち着いた素晴らしい紳士ということで有名だ。が、……ややルーシーとは歳が離れすぎているような気もするが……。






「……えーっと……」

「そりゃ、ジヴ様はお父様よりちょっと下……てくらいのお歳よ。でもね、貴族の結婚では割と年の差婚もありがちじゃない!?」






　令嬢は一層複雑そうになったエリノアに、必死の顔を迫らせる。






「（う……）……それ、だいたい政略結婚の場合ですよね……」

「（聞いてない）私、もう五年も前からジヴ様に目をつけてるの。ダンスを頑張ったのだって、ジヴ様がダンスがお好きだっておっしゃっていたからで……」






　ぽっと頬を赤らめるルーシーに、エリノアは、まあ、人の好みはそれぞれであることだし、ルーシーが幸せならば……と神妙な顔で頷いた。

　そんなエリノアの手を、ルーシーはもう一度ガッシリ握りしめた。






「だからエリノア！　私は絶対、ブレア様のお妃候補になるわけにはいかないの！　私……ジヴ様のことが……パパと同じくらいか……それ以上に好きなのよ！」

「う……それは……かなりのご執心ですね……」






　令嬢のファザコンぶりをよく知るエリノアは仰け反りながら応じる。しかしハッとした。この話の行く先は、つまり、ルーシーに代わって舞踏会に出ろということではなかったか。






「や、で、でもですね……さすがに皆様にお嬢様の妹と偽るのは──」

「何よ!?　エリノアはブレア様と私が結婚してもいいっていうの!?」

「う……」






　バシッと突きつけられて、エリノアは怯んで一歩うしろに後退る。






「そ、それは……」






　アグレッシブ嬢ルーシーは、どうやら本能的に、ブレアに対するエリノアの気持ちに気が付いているらしい。






「もし万が一、私のあの対決みたいなダンスで国王陛下に、武勇に優れたブレア様とお似合いだ……なんてこと思われでもしたら（※かなりありえそう）私は……晴れてブレア様の婚約者になっちゃうかもしれないのよ!?　さすがに国王陛下に命じられたら私だって断れないじゃない……!?」

「や、で、でも、陛下だって無理にそんな……」

「何言ってるのよ、そんなの分からないわ！　あちらはもうずっとブレア様に婚約者もできないってジリジリしておいでなのよ!?　お願い！　ね!?　この通りよエリノア！」

「お、お嬢様、冷静になってください！　そんな嘘がバレたらタガートのおじ様も無事ではすみませんよ!?」






　令嬢の迫力に押されながらも、エリノアが及び腰でそう言うと──ルーシーは、すっと冷静な顔つきになって──静かにエリノアから身を引いた。






「……分かったわよ……」






　令嬢の素直な様子に、エリノアは分かってくれたのかとホッとし──……

　かけたのだが。

　ルーシーは、次の瞬間キッと視線を上げると、気合の入りまくった鼻息を噴き出す。






「分かったわ！　じゃあ私、今から役所に行って、アンタとうちの養子縁組の書類、揃えてくるわ！」

「へっ!?」

「私、こう見えて将軍家の娘よ。色々コネだってあるんだから……こないだシメ上げた令嬢の中にも役所のお偉方の娘だっているんですからね！　……見てらっしゃい、恋する女は怖いのよ！　絶っ対に！　明日の夜の舞踏会までに間に合わせてやるわ！」

「は、はぁぁっ!?」






　エリノアは、ルーシーの言葉に……転がり落ちそうなほど瞳を見開いてギョッとした。

　が、エリノアがそうこうしているうちに、ルーシーはドレスの裾を華麗につかむと、ふんっと娘を睨む。






「エ～リ～ノ～ア～……首洗って待ってなさいよ!!」

「おっ!?　おおおおお……」






　お嬢様──…………っっっ!?






　……と、エリノアが叫んだ時には……

　ルーシーの姿は控えの間から風のように消え去っていた。

　残されたエリノアは一瞬呆然として。──我に返って。

　慌ててルーシーを追いかけたが……その時には、彼女は既に王宮から辞した後であった……。






「あ、あわわわわ……!?　さ、さすがルーシーお嬢様……なんという身のこなし……」






　エリノアは真っ青になって一人戦慄わなないた。

　ルーシーの話はどう考えてもとんでもない話で……しかし、令嬢の顔はどう見ても本気の中の本気で……

　アグレッシブな彼女の性質を思うと……とてもではないが、あれが冗談だとは思えなかった。






「ど、どうしよう……!?」






　なんだか色々と衝撃的で。何から考えればいいのかもよく分からないエリノアであった……。

















４　ブレアの不満












「ど、どうしよう……」






　エリノアはどうすれば暴走したルーシーを止めることができるのか考えた。






　①早退させてもらってタガート家に乗りこみ、令嬢を止める。






「あ、ダメだわ……これは多分お屋敷で奥方様と喧嘩になる……」






　まずエリノアが屋敷に行けばきっと夫人はそれだけで、身構えるに違いない。

　それにルーシーはタガート夫人が、令嬢とブレアの婚約には乗り気だと言っていた。

　そこにエリノアが口出しすれば、きっととてもややこしいことになるだろう。






「じゃ、じゃあ……」






　②王宮で勤務中のタガート将軍に助けを乞いに行く。






「……いやこれも……将軍に、恋に高ぶったお嬢様を止められる……かしら……」






　もし下手にタガートが止めに行けば……表向きは父に当たりのキツいルーシーに、さっきのような調子で『分かったじゃあ駆け落ちする』……とか言われて、将軍は撃沈されるかもしれない。

　だって、とエリノア。あのパパ大好きっ子令嬢が、頬を赤らめながらお相手を『パパより好きかも……』とまで言っていたのだ。

　追い詰められたルーシーが一番反発しそうな人間を、今、差し向けるのはまずい気がする。






　では、と③案を考える。

　こうなれば最終手段だ。ルーシーが役所に駆けこむ前に、どこかで己を見張っているはずのグレンに頼んでなんとか止めて貰おう──。






　──かと、思ったが。

　想像上で出会ったグレンとルーシー嬢は、壮絶な顔をして対峙していて──……。






　暗雲を背負い、鷹のような目でずもも……と仁王立ちする令嬢と、にゃははと悪い顔で笑う魔界の黒猫……。






「っ、ダメだわっ！　お嬢様とグレンの組み合わせは……なんか最強（恐）に怖い!!」






　エリノアは、わっと両手で顔を覆った。






　だが、このまま放っておくこともできない。

　やっぱりタガート夫人との衝突を覚悟で将軍家へ乗りこむか──……と、げっそり覚悟を決めようとした時。






「……どうした」

「え……」






　低い声が掛かって。

　エリノアがパッと顔を上げる。






「！　ブレア様！」






　──気がつくと……ブレアが廊下の向こうからこちらを見ていた。

　エリノアは、ハッとした。いつの間にか──廊下のど真ん中でへたりこんで（わめいて）いたらしい。

　そんな己の侍女の姿に、ブレアは怪訝そうな視線をよせながら近づいてくる。

（……ついでに言うなら、少し先に立っていた衛兵たちもとてもとても不審そうな顔をしてこちらを見ていた）






　ブレアはエリノアの傍に立ち止まると、目の端に滲むものを見て眉間にしわをよせた。






「……何かあったのか？　ルーシー・タガートはどうした。一緒だったのでは？」

「ぅ……」






　言いながら、ブレアはエリノアの腕を引き立ち上がらせようとする。

　エリノアは──……






　思わず叫んでいた。






「で、殿下っ！」

「ん？」

「お助けくださいっ!!」


















「…………なるほど……それで、ルーシー・タガートは飛び出して行ったと……」






　控えの間に戻ると、ブレアは、先ほどルーシーがクダを巻いていた長椅子の上にエリノアを座らせた。

　己はその傍に立ち、腕を組んで。青い顔でガタガタしているエリノアを見下ろした。

　……おそらくこの現状を侍女頭にでも見られれば、エリノアは、『殿下を立たせて自分が座るとは！』──と、叱られただろうが……。

　ひとまず彼女はそれどころではなさそうだった。

　娘は、拝むような形で両手を一心にすり合わせている……。






「申し訳ありません申し訳ありません……！　わたくしめ、殿下の使用人としても、お嬢様の親しき者としても、タガート家に大恩ある身としても……ルーシーお嬢様を縛り付けてでもお止めしなければならなかったのに……!!」

「……」






　ブレアは無言の下で、令嬢の鋭い剣舞のような踊りぶりを思い出し──あの娘を止めるのは容易ではないだろうなぁ……と思った。






「殿下、どうかお嬢様を止めてください！　お嬢様は絶対やります！　わ、わたくしめがブレア様と舞踏会に出るなんて……そんなこと、そんなこと無理に決まって……っ、あって良いはずがないのに……!!」






　エリノアの言葉にブレアは一瞬片方の眉をわずかに持ち上げたが、彼は静かに言った。






「…………放っておけ」

「え!?」






　ブレアの平坦な声にエリノアが立ち上がって驚愕する。

　あの暴走令嬢を放っておくのか、それは如何にも大変なことになりそうではないか。そう戸惑うエリノアに、ブレアは冷静な顔で続けた。その顔は、なんら騒ぎ立てることでもないと言いたげである。






「まあ聞け。……ルーシー・タガートがなんらかのコネで書類を揃えて来たとしても、お前はもう成人している。まだ己の意思を明確にできない年齢ならいざ知らず、お前はそうではない。本人が拒否すればそれまでだ」

「…………。…………あれ？」






　それに、とブレア。






「お前がタガートの養子になったとしても別に支障はないのでは？　家名が気になるのか？　だが弟がいると言っていたな？」






　それならば家名は残るのでは？　と言われ、エリノアは困惑する。






「………………えーと……」






　なんだか──冷静な調子で返されると、ちょっとなんで騒いでいたのか分からなくなったエリノアは……しかし、ハッとしていやいやいや、とブレアに訴える。






「ち、違います！　問題なのは、ルーシーお嬢様がブレア様のお相手を拒否して、私に代わりを務めさせようとしているところです！」

「……」

「まさか私が本当に踊るわけにも行きませんし……お嬢様がお相手役を放り出したことが分かったら……タガート家にもお叱りがあるでしょう。それに……何よりブレア様が……」






　舞踏会が明日に迫った瀬戸際に、彼がパートナーに拒絶されたことが世間に知られたら、それはブレアの名誉を傷つける。

　既に多くの候補者が辞退してきているのだ。急に別の候補者が見つかるとも思えない。

　──かと言って、単なる侍女である自分が代わりにブレアと踊るなんてことをすれば、ブレアが相手も見つけられず、自分の侍女などを連れて来たと、逆に嘲笑されるのではないだろうか。それこそクラウス王子の思惑通りというものではないか。

　ブレアが自分のせいで後ろ指さされるなんて、絶対に、嫌だった。






「……私がブレア様と踊るなんて、絶対無理……」

「……」






　エリノアが泣きそうな顔をしてぽつりと漏らすと、ブレアはそれを静かに見ていた。






「……別にそれは構わん」

「……え!?」

「私に相手がいない件だ。それはいつものこと。国王陛下もそれはご存知だし、今更、そのようなことで世間に笑われようが気にならん。まあ……色々と私の為に思案して下さっていたらしい陛下と母上には申し訳ないが──今回も、踊りが上達せず踊りたくないゆえ、私から相手に断りを入れたとでも申し上げておく」

「そ、そん……っ!?」






　な、と、エリノアが驚く。それでは、まるきりブレアのせいということになってしまうではないか。王宮内でブレアが国王の舞踏会をも無下にするような王子だと悪評が立ってしまったら……それは臣下たちの信頼を損ない、彼の立場を危ぶませることにも繋がらないか。

　エリノアは、サッと青ざめて。安易に彼に頼ってしまった自分を後悔した。

　──しかし、ブレアは心配するな、と言う。






「タガート家には害がないよう配慮しておく。令嬢と上手く踊れなかったのは事実。それに、私の婚姻関係で令嬢に迷惑をかけていることには私に非がある」






　ブレアは小さく笑い、そして、エリノアの頭をぽんぽんと柔らかく打つ。






「案じるな」

「っ、ブレア様いけません！」






　それでは結局ブレアに全てを押し付けているだけだ。

　そんなことはできないとエリノアは口を開く。






　……が。

　その言葉を遮って、ブレアが「だが、」と声の調子を下げる。






「それよりもだ……」

「……え？　それよりも……？」






　ブレアはどこか不機嫌そうな表情になっていた。

　それまで冷静に話していたはずの王子の顔が、急に雰囲気を変えたことにエリノアが戸惑う。

　ブレアは、エリノアを真っ直ぐに見て、言った。






「……お前は──……私と踊るのがそんなに嫌だったのか？」

「………………へ？」






　問われた言葉にエリノアが瞳を瞬く。






「……あの時、楽しかったのは私だけか」






　真っ直ぐで、憮然とした言葉には……思わずエリノアはぽかんとして。一瞬ブレアの瞳に気圧されたエリノアには、……それが──今、己が口走った『ブレア様と踊るのなんて……』という言葉に向けられたものだとは……この時は気付くことができなかった。






「ぇ……あの……」

「……」






　ブレアは──しばし、己を見上げるまんまるな緑の瞳を無言で見下ろしていたが……不意に──ふっと気まずそうに、目をそらす。






「……いや……すまない」

「え……？」

「言葉尻を捕らえるような真似をした。少し気になっただけだ。……お前にも、楽しんでいて欲しかったなどということは……私の勝手だな……」






　その言葉に、エリノアが息を吞む。

　しかしブレアの表情は、次の瞬間にはもう元に戻っていた。






「とにかく、その件は気にするな。タガート家にはこちらから断りを入れておく」

「………………ぁ……」






　ブレアはエリノアが応える前に彼女に背を向ける。そして短く仕事に戻るようエリノアに言い残すと、そのまま颯爽と控えの間を出て行った。






　──後に残されたエリノアは、呆然と立ち尽くしている。

















５　気づき












　──どうしてあんなことを言ってしまったのか。






　ブレアはそれをずっと考えていた。






「……」






　もちろんブレアは彼女が自分のことを心配してくれていたことはちゃんと理解していた。

　ブレア自身が己の風評をどう思うかはまた別として……彼女が、己の名誉が傷つかぬようにと案じてくれたことはブレアも素直に嬉しかった。しょんぼりと落とされた薄い肩を見ると、思わず吸いよせられるように手が伸びそうになったが……。






『ブレア様と踊るなんて』と、言われた時には──妙な苦さがあった。

　胸は何かが詰まったように重くなり、それでつい、問い詰めるような言い方をしてしまった。

　幼稚な言葉であった。






「……あれでは、まるで子供ではないか」






　普段ならどんな噂であれ聞き流せるはずが、それが上手く行かず、何故か娘の言葉の一つ一つが気になった。

　どうにも……最近己の様子がおかしいような気がして。

　今なお続く胸の重さも、そこから来ているような予感がするのだが……。






「ん……？　なんですかブレア様」






　ブレアが零したつぶやきを拾い聞き、階段の途中で供の騎士が顔を覗きこんできた。

　熊のようななりをした騎士は、今日はぱりっとした正装を身に纏っている。






「誰が子供なんです？」






　不思議そうに眉を持ち上げてくるオリバーに、同じく正装に身を包んだブレアは、きっちり腕を組んだまま、問う。






「……いや……オリバーお前……女が気になったことはあるか？」

「…………、…………、……なんですかそれは……そういう話なら、もうちょっとライトなノリで言ってくれませんかね……」






　王子の生真面目な顔に、オリバーがもうちょっとで噴き出すところでしたよ、と苦情を申し立てる。






「そりゃあ、ありますよ男ですから。それに……今はどうしたらブレア様にダンスのお相手女性を見つけられるか……それが心底気になってます」






　オリバーは言ってから、この男にしては困りきったという表情をした。






「なんのことを仰っているのか知りませんが……本当に、今夜の会……またお一人で行かれるのですか？　パートナーを断るなんて……王妃様がガッカリなさるじゃないですか……」

「……お前、さてはこたびの件、母上から話を聞いていたな……？」






　どうやらオリバーは……今回のブレアの舞踏会のパートナー候補が、皆、彼の縁談相手だったと知っていたらしい。

　その指摘に、オリバーはわざとらしい調子で「なんのことですか？」と、人を食ったような顔で苦笑する。






「……まったく……」

「それはこっちのセリフですよ……ダンスが上達しなかっただなんて見え透いた嘘を……あーあ、将軍のお嬢さんは癖がありそうですが、体育会系で見所もありそうな気がしたんですけどねぇ」






　騎士の落胆した様子に、ブレアは呆れている。

　今回彼は、母である王妃がそういうつもりだったのだとは知らなかった。

　それなのに、己の護衛騎士はちゃっかり王妃と通じていたのだ。






「……てっきり母上はもう私の縁談は諦めたものと思っていたのだがな……」






　ブレアが階段を上りながら難しい顔でそう言うと、オリバーはそんなわけないでしょうと呆れる。






「自分の王子がクラウス様……ひいては側室様陣営に攻撃されているのに、それを王妃様が見過ごし続けるはずないじゃないですか。そこら辺はお妃としての覇権争いにも通じますし」






〝覇権争い〟という言葉に、ブレアは一層嫌そうな顔をする。






「……母上には己のことは己で対処するゆえ手出し無用と言っておいたものを……」

「……殿下がさっさとやりかえさないから周りがやきもきするんでしょう！　クラウス様を野放しになさったりするから……！」

「仕方あるまい、本当に下らぬこととしか……」

「殿下自身がそうでもね！　王妃様や俺達にとってはそうじゃあないんですよ！」






　護衛騎士は恨めしそうな顔でブレアを睨んでいる。そんな男の様子に、ブレアはため息をついた。






「……はぁ、まあ、今回は相性が悪かったと思って頂くしかあるまい。私のような愛想もない者に、そう簡単に連れ合いが見つかるとも思えんな。……無理強いするわけにもいかぬ」






　真顔で返す王子に、オリバーも大げさなため息をつき返す。






「ああ～……クラウス王子の勝ち誇った顔が目に浮かぶ……」

「……嫌なら離れておけ」

「やですよ！　どうせ今回も嫌味を言われても言いたい放題にさせておくつもりなのでしょう!?　心配でとてもじゃないですがお一人にできません！　これだから、侍女頭たちに過保護とか言って鼻で笑われるんですよ、俺達は！」

「……それはすまんな。だが付いて来る気なら諦めろ」

「く……っ、ご令嬢たちの中に少しくらい好みの方はいらっしゃらなかったんですか!?　お願いですから、もうちょっと間口を広げてくださいよ!!　俺なんか……女なら誰でも好きですよ!!」

「…………」

「あ！　そんなゴミ虫見るみたいな目で見ないでください！」






　途端、ジロリと見られたオリバーが嘆く。






「……煩うるさい。私にも好みくらいは──……」






　と、言いかけて。ブレアはふと、脳裏に浮かんだ姿に思わず足が止まる。






「…………」






　それが誰か分かった瞬間、何故か一人赤面してしまったブレアは……

　またそこで真面目に考えはじめた。……なんなんだこれは……と、眉間には、深い皺がよっている。どこまでも生真面目な男である。






「……？」

「はー……」






　しかし、そんなブレアの小さな異変には気がつかず。

　ちょっぴり涙ぐんだ騎士は、階段の終わり、その先に〝あるもの〟を見つけて、げっそりと指差した。






「ブレア様の潔さは素晴らしいですがね……ほら……居ましたよ……殿下の可愛い弟君が……」

「…………あぁ、」






　その姿を見つけ、ブレアも現実に引き戻された。

　オリバーの投げやりな視線の先──ダンスホールのエントランスには、話題の第三王子クラウスが立っていた。

　こちらも正装に身を包んだ第三王子の隣には、これまた華美に着飾った彼の婚約者が立っている。それを取り囲む大勢の貴族の男女は、彼らの取り巻きたちであろう。

　クラウスはいつも沢山の取り巻きを引き連れて歩いているが、本日は、彼の婚約者である公爵令嬢方の取り巻きもいるらしい。その数も合わせると……エントランスはまるで彼らに占拠されているようである。






「……賑やかだな」

「賑やか……？　我が物顔じゃないですか、邪魔な……表に回れよまったく……」






　そもそもこちら側は王族用の特別なエントランスである。表側の大勢の来賓が使用するエントランスと比べるとやや手狭な造りになっているし、本来は、王族やそのパートナーだけに許された場所である。

　護衛のオリバーとて、ブレアを送り出したあとは、別の入り口を使用する必要があり、そこをクラウスの取り巻きたちが好き勝手に使っていいはずがない。……のだが。

　話によれば、こうしたクラウスの振る舞いを、国王の側室が許可しているとのこと。

　その側室はブレアの母とは仲が悪い。あまり下手にブレアがクラウスに干渉すると、ことは側室と王妃を巻きこんだ大きな事態に発展してしまう。更には妃達に板ばさみになった国王が困るのも目に見えていて……。

　あまり家族内に不和を生みたくないブレアにとっては頭の痛い問題であった。






　クラウス、ひいては側室の威光を笠に着て、舞踏会前の高揚感に浮かれた若者貴族たちはエントランスで傍若無人に振舞っていた。居合わせた王宮の使用人たちも、彼らにあれやこれやと言いつけられて非常に困惑しているようだった。

　その横柄さを目撃したオリバーは、毒のある顔で「迷惑な、」と吐き捨てるように言った。

　と、それが聞こえたのか……。

　クラウスの取り巻きの中の一人が、ブレアたちに気がついた。

　その男に耳打ちされたクラウスは……兄の姿を視界に捉えると、途端、含みのある笑いを口の端に乗せる。






「……ほーら御覧なさい。さっさと入場すればいいのに。あれ、わざわざのブレア様待ちですからね」






　ほーんと、可愛い弟君ですねぇ……と、オリバーがげっそり厭味を吐いている。

　その顔にはやはり、はっきりくっきり「めんどくせーな！」と、書いてあり……ブレアがそれを目線で窘めると、同時にクラウスたちがぞろぞろと傍へやって来た。

　もちろんクラウスは本日もその一番先頭で胸を張っている。






「これはこれは……こんばんは兄上」

「ああ……息災かクラウス」

「ええ、今日は良き夜ですね」






　ブレアに恭しく頭を下げた後、クラウスはわざとらしい微笑みを顔に浮かべる。






「おや、どうなさったのです？　お隣にむさ苦しいデカブツの姿しか見えませんが。まさか、それが今夜のパートナーですか？」






　途端第三王子の背後からは、さざ波のような笑い声が漏れる。クラウスの隣により添う令嬢も、扇の向こうで肩を揺すっている。

　その蔑みを含んだ響きには、〝デカブツ〟呼ばわりされたオリバーが、それでも表向き騎士として平静を保ちながら……鉄仮面の下、細い声で呪いの言葉を吐きまくっていた。

　傍にいてもちろんそれが聞こえたブレアは、やれやれと思いながらも、弟の顔を見る。






「……まさか。この者にはきちんと別にパートナーがいる。私は、こたびは辞退することにした。踊りは相変わらずの腕前なものでな」

「またですか。護衛にすら相手がいるのに、兄上はタガート家の娘にも匙を投げられたと？　味方の娘にすら見放されたとはなんと情けない。ああ……もちろん、これは兄上のことを心配して言っているのですよ？」






　その見え透いた言葉には、オリバーの瞳が剣呑に尖る。が、ブレアはといえば、一言、「そうか」と、言ったきりである。

　ブレアがそうして頷くと……平然と返されたのが気に入らないのか、クラウスが鼻を鳴らす。

　顎をしゃくりあげて見下げるような目線には、ブレアの背後でつぶやかれるオリバーの呪いの言葉がより邪悪になった。






「父上もさぞかし失望なさることでしょうねぇ……父上は踊りがそれはそれはお上手なのに。兄上はその才能を受け継ぐ事はできなかったのでしょうか。甲斐性さえあれば、相手くらいいくらでも見つかりそうなものですが。もしかして高望みしすぎておられるのでは？　身分が低い者になら、兄上の身分に群がってくるような者もいるかもしれませんよ」

「クラウス……下らないことを喋っている暇があるのなら、さっさと入場しろ」






　真顔なりに辟易したと言いたげにブレアが弟を促す。が、クラウスは、兄に向かって饒舌に動く口を止める気はまったくなさそうだった。

　ブレアたちも、クラウスたちにダンスホールへの入り口前を塞がれていては進むこともできない。

　それを分かった上で、クラウスは猫撫で声で続ける。






「そう邪険になさらないでください兄上。たまには私の進言もお聞き入れくださいよ。第二王子が弟に追い抜かれ序列も守れず、婚約もできず……少しくらい体裁も考えて下さらないと私も困るのです、同じ王族として」

「……そうか」

「ちゃんとタガートの娘には泣きすがって頼んだんですか？　誰にも相手にされない惨めな私と踊ってくださいと」






　体裁を考えろと言っておいて、同じ口で配下の娘に泣きすがれと言う。






「……──」






　その言葉にブレアの眉がピクリと持ち上がり──それを見たクラウスは、途端、表情に歪んだ喜色を浮かべる。やっと兄の顔色を変えられたことが嬉しかったらしい。

　しかし、そのあまりの言いようには、ブレアの背後で耐えていたオリバーが、堪らず怒号を上げる。






「なんてことを……元はと言えば!!」






　憤った騎士が尊大な顔をしている王子に食ってかかり、クラウスの取り巻きたちが身構えた。

　クラウスもせせら笑うように顎を持ち上げ騎士の顔を睨んだ──……その時。






　傍で、ブレアが誰もが予想だにしない動きを見せた。






「…………、そうか……」

「え……？」






　ブレアの言葉の調子に、一瞬周囲の者たちが皆、キョトンとした顔になる。

　それは、何かの気付きに意表を突かれたとでもいうような、そんな晴れやかな響きを持っていた。

　ブレアは口元に手を添えて、何事かを一心に考えている。

　その顔は怒りに染まっているわけでも、弟を睨んでいるわけでもない。

　ただ、思案顔で腕を組み、ぽつりと言葉を漏らす。






「そういえば私は、頼まなかったな……」






　ブレアは思った。

　……もしや、今回も頼めばよかったのだろうか、あの日のように。






　──王宮舞踏会。

　はっきり言って、それはブレアには興味の持てない行事である。

　いっそ、騎士たちと共に警護にまわりたいと思うくらいで……。

　もちろん、そんなことが許されるわけはないのだが。

　しかし、着飾って貴族たちの前で踊る自分には違和感すら感じるのも事実だった。






　ブレアの灰褐色の目は、先に見える豪奢な白い大扉を捉えた。

　多くの衛兵や使用人たちが整列するその扉の向こうには、贅の限りを尽くしたようなダンスホールが広がっている。

　きっと中には着飾った賓客、貴族、高官たちが大勢集まっていることだろう。

　剣を振るほうが楽しいブレアには、そこで楽しいと思った記憶はない。

　だが、とブレアは思い出す。






（もし、そこで、）






　あの時のように過ごせたとしたら──






　そう思った時、ブレアは幻のように、自分の手を取る白い手を見た。

　娘が〝白魚〟と言い張る腕から伸びる、柔らかなそれ。

　共に踊ってくれと請うた時、自分を見上げてきた、決意に満ちた美しい瞳の色を思い出した。






『絶対……足踏みますからね！』






　耳に甦る勇ましき言葉には、目の前が開けるような気がした。














　そうか、とブレアがもう一度つぶやく。






「そうか…………私は……あの娘を好いているのだな……」

















６　気づき…からの即実行。に、熊騎士困惑す。












「兄上……？」






　──クラウスは、訝いぶかしむような顔をして兄の顔を覗きこんだ。






　第三王子クラウスは、対立する立場にあるこの兄が、誰よりも嫌いだった。

　いやもしかしたら……この兄に、自分という存在を無視されることが一番嫌いなのかもしれない。

　自分が何を仕掛けても、いつも涼しい顔で相手にされない。それが悔しくて悔しくて堪らなかった。






「ブ、ブレア様？」






　思案にふける様子を見せたきり何も言わなくなった兄に、騎士も心配そうな顔を見せている。

　それすらも、クラウスの癪に障る。

　この騎士は国内の若手騎士の中では抜きん出た存在で、実力もあり、武門としての家柄もいい男だった。そんな男が、兄を熱心に支持していることもクラウスには実に不快だ。

　自分にも取り巻きは大勢いるが、こんなふうに心底自分に惚れこんで案じてくれる者がそう多くはないことを彼は知っていた。






（気に食わない……いつか必ずこいつも潰してやる──）






　クラウスがそんな不穏な怒りに囚われていた時──ふいに、周囲がざわめいた。

　それは周りの者たちが一斉に息を吞んだような、そんな響きだった。






「？　なん……」






　オリバーから視線を外したクラウスは、彼もまた、言葉を失くして言葉を吞みこむ。






　目の前で──兄が、穏やかに微笑んでいた。






「っ!?」






　途端、クラウスもギョッと後退る。

　この場にいる多くの者たちが皆ブレアが笑うところなど──、一度も見たことがなかった。

　いつも傍にいるオリバーですら、そのブレアの表情には驚きを隠せない。

　今まで彼が見てきたブレアの笑みとは、それは何かが決定的に違った。






「ブ、ブレア様……？」






　だがしかし。

　当の本人ブレアは、本日も、そんな周囲の動揺など露ほどにも気にかけなかった。

　そもそも……彼には、己が笑ったくらいで周囲が驚くなどということは、まったく思いもよらないことである。






　そして──彼は確かに言ったのだ。






「そうか…………私は……あの娘を好いているのだな……」と。






　しみじみとした驚きと、幸福感が滲む響きには、それが聞こえた者たちの身を凍らせるだけの威力があった。

　ほうっという息づかいに気がついて。クラウスが顔を横に向けると──己の婚約者を含む幾人もの娘が、うっとりと微笑む兄のほうを見つめている。それを見て、クラウスの瞳が一気に憎しみに染まった。






　──そんな観衆の前で、ブレアはふむ、と晴れやかな顔つきで踵を返す。

　気がつくと、彼の胸のつかえは取れていた。






「ブレア様!?」






　ブレアが階段を戻ろうとしていることに気がついたオリバーが、慌ててブレアの前に立った。






「どこへ……もう会がはじまります！」






　その問いにブレアは平然と答える。






「ダンスの申しこみをしてくる」

「[image: 〓]!?　い、今からですか!?」

「ああ」

「い、いったいどなたに……ま、まさか……」






　オリバーは非常に嫌な予感がしたが……その問いにも、やはり彼はためらわない。






「エリノア・トワインだ」






　ブレアがきっぱりと言うと、オリバーがやっぱり！　と、青ざめる。






「トワ、イン……？」






　その会話を聞いていたクラウスは、聞き覚えのある家名に眉をしかめている。

　オリバーは、ちょっと待ってくださいと慌ててブレアを押しとどめた。






「ダメです！　身分が……相応の娘でなければ周囲になんと言われるか……」






　しかし、ブレアはしれっと返す。






「お前は、今更私がそれを気にすると思うのか？」

「……！　……！　思い、ま、せんっけどっ!!」






　オリバーは頭を抱える。

　これまでも政敵に流される自分の悪評をものともしなかったブレアである。今更、舞踏会の相手がどうだと周りに言われても、気にするはずがなかった。しかし、オリバーは、幾らそんなブレアでも、己の相手には、さすがに身分に相応な娘を選ぶはずだと思っていた。

　……だが、その見立てはどうやら甘かったようだ。

　けれども、苦悩する騎士に、ブレアは首を振って苦笑した。






「そう慌てるなオリバー。ただ、こたびの会に付き合ってくれと頼みに行くだけだ。何も大げさなことを申しこみに行くわけではない」

「や、そういうわけにはいかんでしょう!?　ブレア様の場合……あなた王子なんですよ!?」






　普段周囲に女性の影の無いブレアが……自ら選んだ娘に舞踏会で相手をさせるということが、集まった貴族達にどう見られるのか。それはあまりにも明らかである。

　しかも、そこで先ほどのような世にも珍しき笑顔でも投下されようものなら……。

　オリバーはそれを想像して慌てふためいた。






「ちょ、ちょ、ちょっと！　やっぱり待ってくださいブレア様！」






　ブレアはさっさと来た道を戻ろうとする。が、オリバーは巨体を駆使してなかなか道を譲ろうとしない。






　そんな二人の押し問答を。クラウスは表情を歪ませながら見ていた。

　兄の相手をしそうな令嬢には、様々な手を使い兄に好感を持たせないように仕組んだはずだった。爵位持ちの家柄にある侍女にだって、適齢期の娘ならブレア付きの侍女にはなれぬよう手を回させたのだ。それなのに。

　リストにない名を耳にして、どういうことだと睨まれた取り巻きが身を竦ませている。






「エリノア・トワイン……？　トワイン家……どこかで……」














「オリバー……」

「だ、……あなた様に不利益になりそうなことをみすみす見逃せませんよ！　だいたい、今から連れてきてどうするんです!?　身支度だって、今からじゃあとても会には間に合いません！」






　女性の身支度には半端じゃない時間が掛かるんですよ!?　……と、いう至極真っ当な言葉に、ブレアがぴたりと足を止める。






「……それは、確かに……」

「で、でしょう？　まさかメイド服で連れてくるわけにも行かないんですから！　ね、化粧だってありますし、向こうだって身も整えないであの絢爛豪華な舞踏会に参加したいなんて思いますか!?　現実的に考えて、やはり無理ですよ！」

「……」






　オリバーの主張に、ブレアが考えこむ素振りを見せた。

　常日頃、物事を正しく把握し冷静に対処しようとするブレアのことだ。

　一先ずもう大丈夫だろうと、オリバーがほっと肩から力を抜いた──その時だった。

　彼の大きな背が、ドスンと何かにぶつかった。






「う、？」

「何事だ……このような場ではしゃぐなオリバー、殿下の御前で見苦しいぞ」

「げ……」






　誰かにぶつかったオリバーは、相手の顔を見てひきつる。

　体格の良いオリバーにも匹敵する身体つきのその男は、武人然としていて威風堂々とそこに立つ。顔には豊かなヒゲを備えていた。

　男は、騎士の向こうに信頼する王子の姿を見つけると笑みを浮かべる。






「良き夜ですな殿下。どうなさいました、この小僧が何かしでかしましたか」

「こ、小僧って将軍……」

「タガートか……」






　現れたのは、初老の武人、将軍タガートだった。

　初老というには些か重厚すぎる筋肉を備えた将軍は……オリバーを押し退け、ブレアやクラウスの様子を見渡すと、おや、とつぶやく。






「ブレア様、どこに行かれるのですか？　もう舞踏会ははじまりますが……いけませんぞ、舞踊が苦手だからといって、また鍛錬場にでも逃げこむおつもりか？」






　将軍はそう言いながら懐の深そうな笑い声を立てた……かと思うと。今度は鷲のような眼光を周囲に走らせて、呆然とブレアたちを囲んでいたクラウスの取り巻きに向かって咆ほえた。






「小僧共!!　さっさと殿下に道を開けんか！　この様な場所で騒ぎ立てるとは何事だ！」






　タガートが雷のごとく一喝すると、クラウスの取り巻きたちが飛び上がって壁際まで後退る。






「まったく……なっとらん……」

「タガート……」






　怯んだ男女たちを睨んだままのタガートに、ブレアは神妙な面持ちで呼びかける。






「おや、なんですかな殿下」

「この度は私が不甲斐ないばかりにご息女には迷惑をかけた」






　申し訳ないという言葉に、タガートは目を細める。そこから生まれる威圧感には、関係ないはずのクラウスの取り巻きたちが震え上がっている。






「ほう……殿下は我が娘をお気に召さぬと申されるか……」

「いや、ご息女に問題があるわけではない。ただ……他に踊りたい相手がいる」






　静かだがきっぱりとした物言いに、タガートは、一瞬意表を突かれたような顔をして、次の瞬間、そうですか、と、声を上げて笑った。傍にいたオリバーは、言っちゃったよ、という顔で額を押さえている。






「なるほど、なるほど……しかしですねぇ殿下、これは陛下や王妃様のお決めになったこと。殿下も務めと思い、此度は相手をしてやっては下さらぬか。娘もせっかく着飾らせてきましたゆえな。このまま帰れとは、あまりにも不憫です」

「……いや、しかし……」






　タガート家には、丁寧な断りの手紙を届けさせたはずのブレアは、将軍の言葉に戸惑う。

　タガートは立派な腕を組み、己の背後に顔を向ける。と──そこには、見覚えのある赤毛の娘が立っていた。

　タガートが言うように美しく着飾った背の高い娘は、どこかムッとしたような顔でブレアを見ていた。






「ルーシー・タガート嬢……」






　何故、とブレアの瞳が困惑の色を見せる。

　エリノア・トワインの話では、彼女は他に想う者がいて、国王と王妃の前でブレアと踊るわけにはいかないと強硬な態度を取っていたという。

　その彼女が何故、意志を曲げてここにいるのか。ブレアは答えを求めるようにルーシーを見たが……令嬢は挑むような目のまま無言である。

　タガートは、穏やかに問う。






「娘よ、お前、殿下のお相手務める気はあるのだな？」

「──はい」






　すると応じる声がエントランスに高らかに響き、その凛と勇ましい声に──ブレアが瞳を瞬いた。






　──聞き覚えのある、声だった。






　途端……ルーシーが、ふんっと鼻を鳴らして。

　彼女は道を開けるように、身を横に引いた。

　と──






「っ」






　そこに、ふわりと柔らかそうな黒髪を見つけ、ブレアが言葉に詰まる。

　背の高い親子の背後から姿を現した娘は、開かれた二人の間に進み出て顔を上げた。






「お許しいただけるなら──私、喜んでブレア様のダンスのお相手、務めさせていただきます！」






　優しい緑色のドレス。

　波打つ黒髪。紅潮した額には珠のような汗。今にも裏返りそうに緊張の篭った声音。

　それでも娘は強い瞳をブレアに向けていた。






「絶対に足を踏む自信がありますが！」






　それでもよろしいなら、と震える手に──ブレアの手が重ねられたのは、実に自然な仕草であった。

















７　ブレア落胆す。












　どうした、と、ブレアが呆然とつぶやいた。






「もしや、ルーシー嬢に強要されたのか？　本当に無理に養子にされたのか!?」

「ちょっと!?」






　手を取って、最初に何を言うかと思ったら……。

　心配そうな男がまず言ったのはそれだった。

　エリノアは思わずカクリと膝を折って。まあ……彼とエリノアが最後に会った時、エリノア自身が『それはできない』と悩んだ様子を見せていたのだから仕方ない。

　抗議の声は、もちろんルーシーのものである。

　父タガートにそれを窘められた令嬢は、ジロリと父親を睨み──どうやら──反抗対象である父がそこにいることで、いつもよりかなり強気割増気味になっているらしい。

　ルーシーは、先ほどクラウスの取り巻きを黙らせたタガートの叱咤を一睨みで撥ね返す。






「おっさん（※タガート）は黙ってて!!」

（→タガートが精神ダメージを受ける）

（→オリバーとクラウスがギョッとする）

（→エリノアが「お嬢様!!」と、鬼顔で目を吊り上げる）






「…………」※ブレア






　ルーシーは猛々しい調子で、微妙そうな表情のブレアに反論する。






「それじゃあ私が無理強いしたみたいじゃない！　私じゃないわよ、その子が養子にしてくれって頼みに来たんだから！」






　言い放ち、令嬢は「ふん！」と、そっぽを向く。……タガートが気が遠くなったような顔をしてよろめいた。オリバーが慌ててそれを支えている。






　しかし言い放たれたブレアはというと、令嬢の礼を欠いた態度よりも、その言葉のほうが気になったらしい。彼は目をまるくしてエリノアを見る。






「……お前が？　何故……」






　ブレアは今まさにエリノアに、ダンスのパートナーになってほしいと申しこみに行こうとしていたが、彼女の身分を変えてまで、という考えはなかった。

　多少の騒ぎは覚悟で、そのままのエリノアで参加してもらえればと──いや、エリノアに申しこむこと。それ自体にブレアは意義を感じていた。

　何かの障害で、実際には舞踏会で共に踊ることができなくても、己がエリノアと踊りたいのだという意思を示しておきたかった。






　それなのに。

　ブレアは、娘に家名を捨てさせるという大きな犠牲を強いたような気がして戸惑った。

　意表を突いて現れた娘の手を思わず取ってしまったものの──ブレアは、はたしてこのまま共にダンスホールの中に入っていいものかと頭を悩ませる。

　するとエリノアは、ルーシーに向けていたイガイガした顔を収め、彼ににっこりと微笑みかける。






「お嬢様がすみません殿下……でも、そうなんです。今回は、わたくしめでもこうすれば……タガートのおじ様にご助力いただけば、少しはお役に立てそうだったので……そういうことにさせていただきました」

「しかし……そのようなことで……」






　ブレアが困惑した様子を見せると、ちょっと肩を落とした（※ルーシーのせい）タガートが説明をする。






「まあ……そもそも以前に一度、私はこの者と弟とをタガート家の養子にと手続きを進めておりました。それをもう一度数年ぶりに動かしただけです。……ので、そう大した労力では」

「……なる、ほど……」






　しかし、とブレアの表情は晴れない。

　だがエリノアは、いいんです、とすっきり笑う。






「トワインという家名を名乗れなくなるのはずっと嫌でした。亡くなった父との繋がりが消えてしまう気がして……でも、もう、私も子供ではないので。少なくとも、何もできなかった子供の頃よりは、選ぶ力がついたと思いました」

「選ぶ……？」






　ブレアが問うと、エリノアは少し大人びた顔で頷いた。






「──はい。家名で、今は亡き父と繋がるか……それとも、父の遺志を継ぐことで繋がって行くか、ということです」






　その言葉にブレアは瞬き。エリノアは、父の姿を思い浮かべながら、続ける。






「私の父は、トワイン家の当主としての誇りを胸に、ずっと国に仕えさせていただいておりました。でも……父が誇りに思っていたのは……きっと家名だけではなかったと思うのです。国王陛下や、国を支えることそのものにも、父は喜びを見出していたはずです……だから……」






　エリノアの緑色の瞳は、まっすぐに主の顔を見上げている。






「私は道半ばでそれができなくなった父の為にも、自分でこうしたいと思ってここに参りました。殿下の威信を守ることは、トワイン家にとっても大切なことです」






　エリノアは、目線を下げて膝を折り、身体を沈めてブレアに淑女の礼を捧げる。






「殿下、未熟なわたくしめですが、こたびの舞踏会、姉の代理でお相手させていただいてもよろしいでしょうか？」






　顔を上げて、見上げてくる娘の真摯な瞳から、ブレアは目を逸らすことができなかった。






「今回のこと……私にとっても、〝そのようなこと〟ではなかったみたいなんです……」






　恥ずかしげな言葉が、先ほど自分が『そのようなことで』と、言ったことに対するものなのだと、ブレアもすぐに察する。

　その途端、ブレアは──……。






　思わず、エリノアから顔を背けた。






「……っ」






　娘の瞳を見ていると、柄にもなく胸の内が甘やかな薔薇色に染まったような気がして。ブレアは、まるきりどうしていいか分からなくなった。ただただ、自分の心象風景の有様が、これまで経験したことのない程に己らしくないということだけは理解して。ブレアは眉間に皺をよせたまま戸惑い、やや、目が回りそうな感覚に陥る。






「……!?　??　??」

「ブ、ブレア様？」






　応答がないことを王子の不服と思ったか。途端エリノアの顔が、ぼっと燃え上がる。






「あ、あの、でも、もちろん殿下がお嫌なら……」






　着飾って押しかけてみたものの……もしやこれは要らぬお節介であったか。そう思うと急激に恥ずかしくなった。

　もちろん、エリノアにとっても、ここに来るまでには相当の勇気が要ったのだ。だが、昨日の別れ際。己の不用意な言葉で王子を不快にさせたことがとても気になっていた。

　王宮でも、帰り道でも、家に帰ってからも。何をしていても、あの時のブレアの顔が頭を離れなかった。そうして彼女は一晩中悩み抜いて──

　それで結局。休日であった翌日の今日。エリノアは、いても立ってもいられずに、タガート家に駆けこんでしまったのだった。






　しかしそれも──と、エリノア。






（──全部……突っ走りすぎの的外れ……）






　暴走行為で王子を困らせてしまったかと思うと、エリノアの額には羞恥のあまり滝のような汗が流れる。

　──と、それに気がついたブレアはハッと我に返って。慌ててエリノアの手を引いた。






「いやっ、違う……！」






　身を沈めたままだったエリノアを立ち上がらせたブレアは、破裂しそうに赤い娘の顔を見る。






「嫌などということでは……」






　気まずそうな王子の顔には珍しく冷や汗が浮かんでいる。分かりにくいが、頬も微かに赤い。






「……」






　ブレアは言葉を切って、深呼吸をひとつ。

　それから決意を固めたようにエリノアを、見た。






「……嫌ではない。頼めるか──……エリノア」

「！　はい！」






　名を呼ぶと、その瞬間にエリノアの表情が輝いて。






「……」






　笑顔になった娘を見たブレアは更に惑った。

　華奢な手のひらを取った己の手がいやに熱い。むず痒いような心臓と、浮き足立つような己の足が不安だった。

　そんなこととは露知らず……エリノアは背後で悪女の様相でガッツポーズをとるルーシーと、（ルーシーに〝おっさん〟呼ばわりされてちょっぴり涙ぐみながら）微笑を浮かべるタガートへ、やりましたよ！　と、グッと拳を握って見せる。






「私……採用されました!!」

「頑張るのよエリノア！　私の為にも！（ここ強調）」

「はい！　わたくしめ、タガート家とトワイン家の為にも立派にお役目務めて参ります！」

「…………………」（※ブレア、無言（自分はこんな調子で最後まで持つのだろうか、と案じている）






　そんなブレアに──すすす……と近づいて来たオリバーが半眼で、一言。






「……ブレア様……あの誘い方……本命に対しては落第点ですよ……？」

「……………………」






　その言葉には、あれが今の精一杯だったブレアは……

　自分の不甲斐なさに、やや落胆するのであった。

















８　出動、魔王軍。












　夜風の吹き付ける王宮の屋根に三つの影があった。






「……よろしかったのですか、陛下……」

「……」






　低い声に問われた少年は、冷たい顔で眼下を眺めている。

　彼の視線の先の明るい建物の中には、窓ガラス越しに、着飾って男の腕に手を回す姉の姿があった。

　頬を紅潮させて、ぎこちない様子の姉を静かに見つめながら、ブラッドリーはつぶやくように答えた。






「……仕方ない。あんなふうに姉さんに頼まれたら……」






　──昨日。帰宅したエリノアはずっと様子がおかしかった。

　そわそわと家中を徘徊したかと思うと、自分の寝室で転げ回ってみたり。家事をしていたかと思うと、いきなり床に沈んで呻き出したり……。

　ブラッドリーやコーネリアグレースが、どうしたのと聞いてみても、エリノアは何も話してくれなくて。

　心配で、不安で、ブラッドリーはその夜は一睡もできなかった。

　そして今日の朝、もう一度彼が、姉に理由を問うと、こちらもまた眠れなかったらしいエリノアが、やっと口を開いたのである。






『ブラッド……私、タガートのおじ様の養子になるわ！』、──と……。






　──決意に満ちた、顔だった。






　ブラッドリーはもちろん驚いて。

　でも、『父さんのためにも』と懸命な姉の姿には、何も言えなくなってしまった。

〝トワイン家〟としての父は、今、下に見えている男、第三王子クラウスの派閥に失脚させられた。

　その派閥争いが今なお続いているとしたら、それを知った姉が、クラウスから現在の主人、ブレアを守りたいと思うのは、仕方のないことかもしれなかった。

　姉弟は当時──自分たちが子供であることを──非力すぎる自分たちが、父の為に何もできないことをとてもとても悔やみ、苦しんだ。

　その死を見送った時の胸を裂く様なやるせなさを、ブラッドリーは今でも忘れてはいない。……きっと、姉もそうなのだ。






「……」






　ブラッドリーは、暗い双眸そうぼうから殺気と侮蔑をこめてクラウスを睨む。






「……今すぐ殺せる力は僕の手の中にあるんだけどな……」






　ブラッドリーが、つと、腕を上げると……手の中に黒煙が現れて、それは剣をかたどった。

　鋭い切っ先をクラウスのほうへ向けながら、ブラッドリーの瞳はどんどん暗く冷たくなって行く。






「今……これをあいつの心臓に突き立てれば……少しは父さんも浮かばれるのかな……」






　──もちろん、ブラッドリーの剣はガラス越しであろうと、壁越しであろうとも正確にその心臓を射抜くだろう。

　それは、とても簡単なことだった。






　……けれども。






「…………」






　ブラッドリーは肩から力を抜くと、手の内から剣を霧散させる。

　黒い煙は夜空の中に立ち昇って、溶けるように消えて行った。






「……おや、おやめになるんですか？」






　グレンの問いかけに、ブラッドリーはため息をつく。






「……せっかく姉さんが頑張ったんだし……相手は気に入らないけど……」






　面白くなさそうにブラッドリーはぼやく。






「姉さんずるいよ。……綺麗なんだもん、あんなの邪魔できないじゃない……」






　本当に久々に着飾った姉は、とても綺麗で。とても嬉しそうだった。

　多分……嬉しそうなのは、着飾れたから、……ではないが、ブラッドリーはそれを認めたくはなかった。

　しかしその代わり、ブラッドリーはきっぱりと言う。






「……あいつがちょっとでも姉さんに不埒な真似をしたら、存在ごとこの世から消そう」






　いっそ清々しい言い切りように、グレンが、「陛下素敵！」と、きゃっきゃ、言っている……。

　そんな物騒な決意表明をした魔王の視線の先の建物内部では……緊張した面持ちでホールの中へ入場していく姉とブレアの姿が。ブラッドリーは、姉を見るブレアの目が優しいことに気がついて。やや不機嫌そうにそれを見送った。






（…………）






　その主人をヴォルフガングが心配そうに見ている。






「しかし、陛下……ここは少々聖剣に近すぎやしませんか……？　あまりお近づきになるのはよろしくないかと……」

「そうそう。姉上の所有物になったから、肉親の中和でだいぶん陛下のお身体にも障らなくなってますけどぉ……わー、ほらほら、ここからも見えますよ！　女神の大樹！」






　屋根の上から身を乗り出したグレンは、王宮の敷地内に見える大木を見て笑う。

　それを忌々しそうに睨みながら、ブラッドリーは頑固な表情を見せた。






「……仕方ないだろ、姉さんがブレアに襲われたらどうするんだ……僕は絶対姉さんから目を離さない」

「……クラウス親の仇のほうじゃないんですね……」






　再び言い切った主人に、ははーん、といかにも愉快そうな顔のグレン。ブラッドリーは当然だと暗黒顔で返す。






「もちろんそっちもだけど……今まさに姉さんに触れているやつのほうが僕は許せない……」






　あんなに可愛い姉さんになら誰がよろめいてもおかしくないじゃないか、と本気で断言するブラッドリーの瞳は、「何かあったらあいつマジ殺す」という目をしていた。

　それを見たグレンは「盲目が過ぎるー！」と笑い転げた。が……。

　ブラッドリーに睨まれると、黒猫は赤い舌を出して「えへっ」と身を正した。






「ですよね～、あはは、じゃ、私、下に行ってウルトラ可愛い姉上の監視をして来ま～す♪」

「……真面目にやれグレン……では、私も行って参ります陛下。しかしくれぐれもっ……！　くれぐれも陛下はこれ以上聖剣に近づいてはいけませんからね!?」






　せいぜいダンスホールの上までですよ！　あまり魔力も使わないで……と、必死に言い募るヴォルフガングに、グレンが「オカンなの!?」とゲラゲラ笑っている。






「……分かってるよ……その代わり、ブレアが姉さんに変なことしないように……」

「大丈夫です！　きちんとお守りして参りますから！」

「……」






　ね!?　と、必死な犬顔の武人に……ブラッドリーは不承不承頷くのであった。

















９　勇ましき者












　ダンスホールの開かれた扉の前に立ったエリノアは、その先に見える目の眩みそうな世界に圧倒される。

　ホールをぐるりと囲んだ窓硝子には、外の夜闇が艶やかに輝いて見える。その上に広がるのは女神への賛美を表すという天井画。中央には巨大なクリスタルガラスのシャンデリアがぶら下がっていて、エリノアは、以前それを同僚たちとともに一つ一つ必死に磨いた時のことを思い出した。






　──まさか……己がこんな風に見上げることになろうとは。






　王族用のエントランスはダンスホールよりも少し高い位置にある。

　階段を降りた先には、既に多くの来賓たちが集まっているようで、その賑やかな声は上にも伝わって来た。

　だが、官がブレアの入場を報せると、ホールは一瞬にして水を打ったように静まりかえった。






　──そこに──密やかな、ヒソヒソ声が聞こえたような気がして。エリノアの表情が陰る。

　その小波のような声の中には、来賓たちの様々な感情が混じっているような気がして──……それは、けして、ブレアにとって好意的なものばかりではなかった。

　エリノアは一瞬感じた気後れを、拳の中に閉じこめるように、強く手のひらを握った。






（……っ私は……怯まないぞ……！　き、貴族が何よ……私なんか、元魔王と魔族と一緒に暮らしてるんだからね!!）






　ざまーみろ！

　……とは……、ただの意味不明な虚勢ではあったが……、エリノアはひとまず足を踏ん張って。ぷるぷると軸を失ったように震える足をなんとか奮い立たせたのだった。






　二人はこの入り口を潜った後、来賓たちの視線降り注ぐ階段を下り、そして、国王や王妃、そのほかの王族たちの待つ壇上まで歩いていかなければならない。……それは、今のエリノアにとって、とてつもなく気の遠くなるような作業のように感じられた。

　藁にもすがる思いに駆られたエリノアはとりあえず祈った。






（……この際……魔王でもいいから……ご加護をください……！　ブラッド……！　私の忠誠心が強固な殿下の盾になりますように……！）






　……正直その祈りは……ブラッドリーに届けば届くだけ、ブレアの加護が目減りしていきそうな気もしたが……ツッコミ役は不在である。

　エリノア自身、絶対ブレア様の足踏みますと宣言したものの、この大舞台で、それはやはりやってはいけないことのような気がして。

　家名を名乗らせてくれたタガートの為にも、無様な真似はするわけにはいかないという気持ちも緊張に拍車をかけた。






（……メイナードさんに、絶対転ばない魔法とかかけて貰えば良かった……）






　げっそり傾くエリノア。に、

　不意に、ブレアがクスリと笑う。

　エリノアは、ハッと顔を上げた。

　隣に立っていたブレアは、穏やかにエリノアを見ていた。






「……心配か？」






　気遣いの言葉に一瞬きゅんとしたが──エリノアは、ハッと我に返ってスサッと白々しくブレアから視線を外した。






「…………いえ？　全然？　全然です。ご安心くださいブレア様、わたくしめ、将軍家の末席に据えさせてもらった身ですもの」

「……」






　根性見せます！　……と、拳を胸の前で握って見せるエリノアの額には、しかし正直にも大量の汗が滲んでいて。ブレアはそうか、と瞳を和らげた。

　彼女の様子は、勇ましいのに、どこか笑いが誘われる。だが、とりあえず、娘がブレアのためになんとか奮起しようとしていることは伝わった。

　武人気質のブレアは、元より勇気のある者や、果敢に挑もうとする者が好きだった。






「……そうだったな」






　……それは、なんとなしに口を突いて出た言葉だった。

　口にしながら、ブレアは思っていた。






　──この者は、最初から、〝勇ましき者〟だった──。






「──……ん？」






　はたと……自らの心に表れた言葉に疑念が浮かぶ。しかし、それがなんのことか分からずに、ブレアは怪訝に眉を顰めた。

　不思議に思ったブレアは……不意にその答えが、彼女、エリノアにあるような気がして、娘の顔を食い入るように窺った。

　必死な瞳、まるい額。ふっくらと柔らかそうな頬は、赤くなったり青白くなったりと忙しくて──……。






「、!?」






　ぼきり






　ブレアの頭の中に鈍い音がした。

　木の枝を折るようなそれと重なって一瞬大きな樹影が過ぎる。騒めく不穏な空気と、高らかに鳴り響く鐘の音。

　同時に──暗い部屋と、その奥で爛々と光る緑色の輝きが思い出された。






「っ……」






　それを〝見た〟瞬間、身体に叩きつけられたような衝撃が甦り、ブレアは己の胸を手で押さえた。

　その胸に小さな影がポツリと現れる。

　何故かは分からない。ただ、その影は、エリノアに対する小さな不信感のようなものだった。






（……これは……、何故……）






　ブレアの中に動揺が走る。

　エリノアは、ブレアが今一番不審を抱きたくない相手だ。

　それなのに……。

　断片的な、記憶とも呼べぬようなその〝何か〟が、とても重要なもののような予感がして。ブレアの鼓動が激しくなった。






（私は……何かを……）






　────忘れている……？






　ブレアの灰褐色の瞳が大きく見開かれた。

　記憶の端に……誰かの声が引っかかっていた。






　──ほら、と呼ぶ声が聞こえる気がして──……。






　しかし、その声はくぐもっていて最後まで聞こえない。






（……なんだ……私は、何を忘れている……？　これは、この声は……）






　ブレアは思い出そうともがく。

　しかしそれは、不可解に難しい作業だった。

　すぐ傍にありそうなものなのに、どうしても深い霧の中に迷いこんだようにその姿が明確にならない。……そんな印象だった。






　また、ほら、と声がした。






　思い出せない気持ちの悪さにブレアが喘ぐように浅く短い息を吐いた時、

　開かれた扉の向こうに広がったものが彼の目に映る。






　──ダンスホールの天井画。

　そこに描かれた、大きな大きな女神の大樹……。






「っ、」






　それを目にした瞬間、記憶の中の樹影とそれが重なった。

　すると──くぐもっていた声が、少しずつ、鮮明になる。






　──






　──ほら、──






　──ちょっと──………














　……──ふかふか猫になってごらん？


















　──…………

　──……

　……

　。














「……………………」






　ブレアは……






　思わず黙りこんだ。






　脳裏に思い出した声は、間違いなく今目の前にいる娘のものだと思う。

　……しかし……






「……………………猫？」






　なんだかとても重要なことを思い出しかけたはずが、ちょっと意味の分からないところを思い出してしまったブレアは、その不可解さにフリーズしてしまう。

　頭の中がぐるぐるした。なんだ猫って。






「……」

「？　ブレア様？」

「あ……ああ……」






　気がつくと、エリノアがキョトンとした顔で己を見ていた。

　不思議そうにまるい緑色の瞳と、ふわふわと流れる黒髪を見ていると、ゆっくり考えていたことが薄れて行った。






「……どうか、なさいましたか？」






　エリノアは、まさか、王子までもが緊張しはじめてしまったのかと不安そうな顔をしている。

　それに気がついたブレアは、いや、と（彼なりに慌てて）首を振った。






「少し、記憶が混乱していたようだ……」






　ブレアは、一瞬のこととはいえ、己が何故あんなに緊迫した精神状態に陥ってしまったのかが不思議だった。

　だが、思い出せた事柄が、あまりにも、意味を持たないもののような気がして。そもそも、ブレアの堅い人生に、〝ふかふか〟とか〝猫〟だとかいう単語はあまり登場してくるものではない。

　何かの思い違いか、と彼はそれを考えることをやめた。

　今からエリノアと共に、父である国王のもとへ参じなければならないという時に、いったい何をと。






「大丈夫、ですか……？」

「……ああ、気にするな」






　ブレアは、心配そうに見上げてくるエリノアの額にかかった髪を指で避けてやりながら、娘を安心させるように笑む。

　心の中に不可解さは残ったが──今は、意味の分からない記憶について考えるより、緊張した様子のエリノアの不安をはらってやりたかった。己の為に気丈に握り締められた手を取り、柔らかく包んでやりたくて──ブレアはエリノアに向かって微笑みかける。






「──では、行こうか」

「──、はい！」

















10　困惑の舞踏会












　その舞踏会は、いつになく静かなものとなった。






　二人がダンスホールへ入場すると、そこにいた全ての人間が、息を吞んで、ある意味ぎょっとして彼らを迎えた。

　普段近よりがたい噂の付きまとうこの国の第二王子が、きちんとパートナーを連れて来たことも珍しかったが、それよりも。

　その表情がいつになく柔らかであったことが彼らをとても驚かせた。

　ブレアがこうした場に現れると、いつも相手の令嬢は緊張で青白い顔をしていたし、ぎこちない動きでドレスの裾を踏みまくり、今にも泣き出しそうな顔をしていたものだ。

　申し訳程度に重ねられた手を見ては、観衆の中から同情の声や失笑が漏れるのもいつものことで──。






　しかし。

　この時、来賓たちが見守った、薄い色のドレスを纏った娘は、額に大粒の汗を滲ませていたものの、口を真一文字に結び、瞳はまっすぐに前を見て。表情はとても勇ましかった。

　時折──ブレアに足元を気遣われると、口元が照れ照れとむず痒そうに歪む。

　その顔は……それが決して誰かのおしきせではなく、娘が自らの意思をもってブレアの隣にいるのだと表しているようでもあったし、不意に見せる初々しい様子は、見た者をなんとなくくすぐったい幸福な気持ちにさせた。

　その気持ちは隣で娘をエスコートするブレアも同じなのか……

　彼女のほうを見る時には、必ず彼の口角が持ち上がる。心なしか……眼差しも優しくて……。

　これまで、舞踏会、夜会の類いで、第二王子が令嬢たちにどのようなふうに接して来たのかをよく知る貴族たちは、戸惑いを隠せなかった。
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　更に彼らの動揺を誘うのが……二人の背後である。

　二人が国王の元を目指す後ろには、彼らを守るように、猛獣……いや、威圧感の塊のような長身の三名がのしのしとついて歩く。

　一名は、〝クライノート王国の獅子〟と称される、将軍タガート。そしてもう一名は、その娘ルーシー・タガート。

　二人は周囲を見据えるように（特にルーシーが酷い。『何か文句あるんだったら噛み付くわよ』という顔を）して、王子と令嬢の後ろを、まさに、獅子の親子さながらに悠々と闊歩する。

　その後ろを何やらやけっぱち気味で憮然とついて行くもう一名は、騎士のオリバーである。

　体格の良い彼らを従えた第二王子の威圧感たるや……ブレアと共に王太子派を公言する貴族、高官たちすらもいったい何事かと息を吞む始末である。

　当然来賓たちは皆、王子のパートナーの令嬢が誰なのかがとても気になった。

　だが、その答えを知る者は多くはなかった。

　唯一それを知っているのは、そこで忙しく働く使用人や、警備を担当している、もしくは貴族に連なる者として会に参加しているオリバーの仲間達だけで……

　しかし、使用人達もオリバーの仲間達も、それをざわめく来賓たちに漏らそうとはしなかった。もちろん、職務中に無駄口を叩けなかったという者もあるが……多くの者たち（特にオリバーの仲間、ブレア大好きっ子たち）は、堅物の第二王子のその様子がいかに貴重かよく心得ていた。悪戯に半端な噂を流せば、ブレアやエリノアの為にならないことをよく分かっているのだ。

　皆思った。そこに芽生えたほのかなものを、今、余計な横槍で摘み取るわけにはいかない。

　ある者は、ブレアの為に。ある者は王室や彼を気遣う国王、王妃の為に。

　そう、無言の決意がダンスホールの中に密やかな団結を生んでいた。






　そんな彼らに見守られながら……

　二人は、王族達の居並ぶ手前まで辿り着いて、立ち止まる。

　壇上には、ぽかんとした顔の国王と王妃の顔が見える。

　それを見たエリノアが一瞬身震いしたのを感じて。ブレアは優しくエリノアに微笑んで見せた。


















「…………まあ……」






　と、いうのが王妃の最初の一言であった。






　とはいえ。それは、ブレアが国王たちに口上を述べ終えて、エリノアと共にダンスの輪に加わって行った後のことである。既に、その驚きをもたらした二人は、壇上にない。

　だいぶ長い間唖然としていた王妃は……ハッとした。






「あら!?　驚き過ぎてお相手の名前を聞いてなかったわ!?」






　王妃は困ったような顔で、同じく隣で唖然としたままであった国王を見上げる。






「陛下……」

「うむむ……確か、エリー……エリア……？」






　国王も額を手で押さえる。

　傍にいた他の王族たちも、彼らのパートナーも、誰もが娘の名を思い出せないらしい。困惑の顔でお互い顔を見合わせている。

　すると、






「陛下、エリノアです。エリノア・タガートと申します」






　傍に残っていたタガートが、胸に手を添えつつ恭しくそう告げると、王妃が手をパチンと叩いた。（因みに……ルーシーは、周囲を威圧しながら二人について行った）オリバーはそのルーシーに『ちょっと顔かしなさい』的に連れて行かれた……）






「そう、そうだったわ！　ごめんなさいね将軍……息子があまりにも別人のようだったから驚いてしまって……」

「心中お察し致します」

「しかし……ブレアが相手を連れて来たのは嬉しいが……」






　国王が不思議そうにタガートと、ホールで必死な様子で踊るエリノアとを見比べる。






「お前にもう一人娘がいたとは初耳だが……？」

「あら！　ではまさか隠し子なの？」






　愉快そうに王妃の隣から言ったのは側室のビクトリア妃である。ビクトリアは「将軍もおやりになるわねぇ」と、ころころ笑う。

　それに対しタガートは「まさか」と、憮然と返す。






「あの娘は当家の養女です。昔の配下であった伯爵の娘で……この度正式に迎え入れました」






　言いながら、タガートは含みと棘のある顔をした。昔、この側室に多くの配下が潰された過去をもちろんタガートは許していない。が、側室ビクトリアはそれを鼻で笑って、派手な羽根扇子を顔の前でゆったり揺らす。






「あらそうなの？　それは残念」






　将軍は眼光鋭く側室を睨み、側室もそれを迎え撃つ。一瞬二人の間に火花が散った。






　……そんな二人の不穏さを他所に、王妃は嬉しそうにニコニコしている。






「今日はなんて喜ばしい日かしら！　ブレアがちゃんと相手を連れて来たなんて。騎士たちとばかり過ごすものだから心配していたの。あの子ったら……あんなに丁寧に女性をエスコートできたのねぇ……あ……涙が……」






　感慨深そうにウルウルしている王妃の言葉に、国王もしみじみと踊るブレアを見た。






「……確かに……あの様子は、ただごととは思えぬなぁ……」






　息子は控えめな表情ながら、とても楽しそうに踊っている。それは──驚いた周囲の者たちの踊りがぎこちなくなる程に。

　はっきり言って、今現在、ホールの中できちんと踊れているのは、ブレアたちと、共にホールに向かった王太子たちのペアくらいのものである。その他の者たちは、どうにもブレアたちが気になってしょうがないらしい。気もそぞろでステップを踏むものだから、彼らの踊りは決してうまく行っているとは言い難い。パートナーの足を踏む者も続出である。






　王妃は歓喜した。






「いいわ……いいわね！　タガート！　ぜひお嬢さんをブレアの妃に──」






　と、王妃が言いかけた時だった。

　その声に割りこむように、愉悦を含んだ言葉が放られる。






「──それはお止めになったほうがよろしいかと思いますよ」






　興奮してタガートに詰めよった王妃を、せせら笑うように現れたのはクラウスだった。

　クラウスは婚約者を引き連れて、国王たちの前にまで進みよる。

　途端、側室ビクトリアの顔が綻んだ。






「クラウス！　よく来ましたね！　遅かったじゃないの……」

「ご機嫌麗しゅう母上。申し訳ありません、ちょっと急に情報収集が必要になりまして」






　そう言うクラウスに、王妃が怪訝そうな顔をする。






「王子、それはどのような意味なの？　だって、ブレアが女性相手にあんなに嬉しそうだったことがこれまであって？　あの子を逃したら……」






　そんなの惜し過ぎる、と言う王妃にクラウスはにやりと笑う。






「そうは言いましてもねぇ」






　王妃に向かって、ぬけぬけと嘲りを滲ませるクラウスに、王の傍で控えていたタガートが剣吞で不審げな視線を向けた。が、クラウスは、それも分かった上で意地の悪い顔で言った。






「あの娘、兄上の侍女だそうですよ」

「……侍女……？」






　どこからそれを仕入れたのか。既にエリノアの情報を耳に入れたらしいクラウスは、勝ち誇った顔をして王妃を見ている。王妃は目を瞬いて、国王と共に顔を見合わせた。

















11　王妃と側室、そして素敵な王女様












　クラウスの言葉には、王妃たちよりも過剰に反応した者があった。

　今までブレアの話題に、面白くなさそうな反応を見せていた側室は、途端まなじりを吊り上げた。






「まあ呆れた！　ブレアと来たら、相手がいないからといって使用人を連れて来たの？」

「ビクトリア……」






　故意に、ホール内に響き渡らせようとするかのような高い声。それには王妃も困った顔をした。声の主、ビクトリアはタガートに白い目を向けている。






「いくらタガート家の養子だからって使用人が王子のパートナー？　王室が国民たちに笑われてしまうではないの、将軍、いったい何を考えているの？」






　ビクトリアの剣幕に、タガートは、はて？　と、目を細める。






「お笑いになりたいのはあなた様がただけでは？　私はそのようには思いませぬ」

「なんですって？」

「ビクトリアやめなさい。元は伯爵の子だと言っていたではないか、貴族の娘や、長男以外が王宮に侍女や近侍として入るのは何も珍しいことではない」






　国王が窘めるも、側室は口を閉じない。ビクトリアは国王と王妃のほうへ向き直り、口の端を持ち上げたクラウスもそれに倣った。






「そうは言っても陛下。ブレアは第二王子という立場です。クラウスや第四王子の相手は公爵家の娘ですし、王太子のお相手は同盟国の王女です。それが……第二王子の相手が使用人？　あまりにも格が違いすぎるんじゃありませんこと？」






　口ではそうは言うものの……扇子の陰で彼女の口元は「実にいい気味だ」と言いたげな弓なりをしている。






「でも、タガート家に養子に入ったなら……」






　王妃は不安そうに国王の顔を見上げた。

　だが……国王の表情は渋い。






　タガートは将軍という身分を持つ傍ら、ルクスオアーゼ侯爵としての顔も持つ。しかし──それでも、エリノアがブレアの妃になれるかは、微妙だと言わざるを得ない。

　王位継承権を持つ者の結婚は、国にとって大きな問題であり、その為にはまず、クライノートの議会で可否が問われることとなる。

　大まかに言えば、それは王族と釣り合いがとれるのかという話ではあるが……問題は、〝王位継承権所持者が貴賎結婚をする場合、その権利が失われる〟という決まりがあることにあった。

〝貴賎結婚〟とは、要するに、階級的や経済的に釣り合いが取れていない者同士の結婚という意味である。

　これまで、歴々のクライノートの王家では、対等結婚が重要視されてきた。

　近年貴族の中でもじわじわと恋愛結婚をよしとする風潮も出てきてはいるのだが、王族や大貴族ともなると、まだまだそれは難しい。

　もし、議会でこれは身分が釣り合わないと判断された場合、それでもその婚姻を望む場合は法を変えでもしない限り、ブレアは現在第二位である王位継承権を失い、クラウスがその椅子に座ることになる。

　王妃が言うように、タガート家の養子ということでよしとする者もいるだろうが、議会員がエリノアの〝使用人〟〝侍女〟という点に難色を示す可能性は大いにあった。

　王位継承権に関わる問題だけに、特にブレアに期待を持つ者や、王室の安定を望む者になればなるだけ、首を縦には振らないだろう。何せ、クラウス王子の継承権が上がれば、皇太子派とクラウス派の争いは、より激化することが目に見えている。






　しかしもちろん──これは、側室やクラウスにとっては大いに歓迎すべきことである。

　二人共、心の中では大いに喜んでいるに違いない。

　だが、元より攻撃的なこの親子は、これを機に王妃やブレアを大いに嘲笑ってやろうという腹なのだろう。

　おまけに彼らにとって心強いのは、本日は舞踏会ということもあり、賓客たちの中にビクトリアの親族や、出身国の貴族も多く招かれているということだった。味方が多いことを心得ている二人は国王を前にしても強気な発言を繰り返す。






「年頃の娘は他にもいるでしょうに。いかに不出来な息子であったとしても、仮にも王子ですよ？　これでは王妃の手腕も疑われますわねぇ」

「……そんな……いいじゃないのビクトリア、ねえ陛下？　だって、ブレアがせっかくあんなに……」

「うむ……」






　王妃は夫に同意を求めるが、難しい立場の国王もまた困っているようだった。息子の為を思うと、頷いてやればいいのか、否とすべきなのかが分からなかった。

　国王の戸惑いを自らの優勢と見たか、ビクトリアは勝利を確信したような高慢な顔で鼻を鳴らす。






「まったく、ブレアには困ったものですわね王妃。王室のことを考えていないにも程があるんじゃありませんこと？」






　その言葉に、王妃の柔和な顔がややムッとする。






「……ブレアはブレアでよく王太子を支えてくれているわ。あの子はちょっと不器用なだけよ」

「あらそうですか。でもそれは王子としてはどうでしょう。王国の安定を図るのが王族としての役目でしょう？　力をつけていくべきところを、自ら力を削ぐような真似をする者が王子として相応しいのかしら。ブレアにも私のクラウスを見習ってほしいわ。隣国の強い後ろ盾があり、良縁にも恵まれて。こういう王子こそが王室の柱となるべきだとわたくしは思いますわよ」

「それは……どういう意味!?」

「王妃……ビクトリア……やめなさい……」






　ブレアばかりか、王太子の地位を脅かすような発言を匂わす側室妃の言葉には、王妃が怒りを滲ませた。睨み合う二人に国王がほとほと困り果てている。










　──そんな家族たちの不穏な空気を察知して。

　壇上から少し離れた場所で踊っていたブレアは、ため息をついて足を止めた。

　──もう少し、騒がしい壇上からエリノアを遠ざけておきたいと思った。






「…………エリノア、少し休むか」

「あ、はい、はい……そうさせて頂いてもよろしいですか……？」






　二曲目を踊りきって。そうブレアに言葉をかけられたエリノアは、ホッとして彼を見上げた。

　自分のことでいっぱいいっぱいだったエリノアには、幸いなことに妃たちの騒ぎは耳に届いていなかった。

　エリノア的には、緊張していたわりに、足はよく動いたほうだと思ったが……正直、必死過ぎてでき栄えについては良く分からない。ただ、一先ずブレアの足を踏むことだけはなんとか回避した。それだけでも、自分を褒めてやりたくて。思わずほろりと行きそうなエリノアだった。






　そうして二人は、王太子らと共に踊りの輪を外れ、休憩を取ることにした。

　その二組はとても人目を引いたが……有難いことに、オリバーに頼まれた彼の仲間たちが、彼らの為に周囲でせっせと人払いをしてくれた。

　……そうでもしなければ、ブレアと、そしてエリノアが、好奇心につき動かされた賓客たちの質問責めにあい疲弊してしまう……と、いう熊騎士なりの配慮であった。

　因みにその熊騎士はというと。彼は本来共に舞踏会に来るはずだったパートナーのところへ行っており、現在彼女に謝り倒していると思われる。

　そして彼と共に、つい先ほどまでエリノアたちの傍で鷹のような瞳で周りを威圧していたルーシーは、来賓の中に愛しの〝ジヴ様〟を発見し……

　子猫のような顔をして一目散に走って行った。






　……さて。

　王太子は壁際の長椅子まで辿り着くと、にこやかに、自分のパートナーとエリノアに腰掛けるよう促した。

　王太子の婚約者、同盟国の王女ハリエットは笑顔のままにそこにふわりと腰を下ろしたが、エリノアは戸惑ってブレアの顔を見る。と、王太子は母親譲りの優しい空色の瞳でエリノアに微笑みかけた。






「いいからどうか楽になさい。私たちは王族でもありますが、その前に男ですからね。レディを立たせて自分たちが座るなんて許されません」






　その完璧な紳士然とした物腰の柔らかさには……エリノアが若干引き気味で仰け反っている。レディなんて、面と向かって言われたことなんてなかった。しかも相手は王太子である。






「レ、レぇ……っ!?　し、しかしですね殿下……王女様の隣に腰掛けるなんて、わたくしのような者にはとても……恐れ多過ぎて天地が引っくり返ってしまいます！」






　エリノアがびくびくしながらそう言うと、ハリエット王女がころころと笑った。






「是非隣に来てくださいなエリノアさん。わたくし、貴女のことがとっても気になってますの」

「う、」






　王女の品と清らかさ漂う微笑みに、エリノアが眩そうに仰け反っている。

　エリノアは思った。なんという気品溢れる紳士淑女カップルだろうか……。

　二人が輝きすぎていて、よけい身の置き場に困ってしまったエリノアは、困惑のあまり顔を覆って呻いている。

　ブレアはそんな娘を笑って、優しく背を押した。






「エリノア……仰せの通りにさせていただきなさい」






　大丈夫だから……と王子にそう言われてしまえば、エリノアとしてはどうしようもない。






「う、で、では、失礼いたします……」






　エリノアは決死の覚悟という形相で、恐る恐る椅子の端に座った。

　──本当は。足にだいぶん負担が来ていた。普段はかかとの低い靴で働いているエリノアである。ヒールのある靴で踊った足は、緊張から解放されるといつの間にかとても重くなっていた。

　そのことに気がついていたブレアは、一瞬気がかりそうな瞳をして、それから兄を見た。






「兄上、私は何か飲み物でも用意させて参ります」

「そうだね、彼女たちに何か……誰かに頼んでも良いけど……私たちで行って来ようか。ハリエット、彼女を頼める？」






　王太子がそう言うと、王女は、淑やかな声で「はい」と頷いた。そのことにエリノアは目を剥く。






「いけません！　殿下！　給仕ならわたくしめが!!」






　勢いよく立ち上がったエリノアは、そのままドレスの両端を握りしめ駆け出そうとするが──……。

　ブレアがそれを止める前に、その首根っこを……

　ハリエットがガシリと捕まえる。






「うふふ。あらダメよ、貴女は今日ブレア様のパートナーとしてここにいるのよ？　そのようなことは他にお任せなさい」

「ひぇ!?　し、しかし……」






　エリノアは顔汗をかきながら目を白黒させたが、王女はたおやかに笑いながら、王太子たちに微笑みかける。






「殿下、お願いできますか？」






　ハリエットがそう言うと、王太子は格別甘く優しい表情で、ええ、と頷いた。






「もちろんですハリエット。貴女の為なら喜んで」






　美貌の二人の甘い雰囲気に。エリノアが思わず一人で照れて固まっている。（※ブレア真顔）

　王太子はハリエットに微笑みかけて、エリノアにもにこりと笑みを向けて。そして、彼はブレアを連れてその場から離れて行った。

　──その一瞬……ブレアが「大丈夫だ」と言うようにエリノアを見て。エリノアは、戸惑いながらもそれを見送るのだった……。






　王子たちが行ってしまうと、ハリエットがもう一度エリノアを椅子に促す。






「さ、お座りなさいな、エリノアさん」

「し、しかし……」






　困惑顔のエリノアに、彼女はおかしそうに笑う。






「いいのよ。王太子殿下は、わたくしたちには内緒で何かブレア様とお話になりたくて弟君を連れて行かれたの。だから、せいぜいわたくしたちは楽をさせてもらいましょ」

「そ、そうなんですか……？」






　茶目っ気たっぷりな王女の顔に、なるほど、とエリノア。

　こんな風にして弟王子が見知らぬ女を連れてきたのだ、兄としても、王太子はブレアから早く詳しい話が聞きたいのかもしれない。

　すると、今度はハリエットが瞳を輝かせる。






「さあ座って。わたくしも貴女のことが気になっていると言ったでしょう？」

「う、ほ、本当にご一緒してよろしいんですか……？」






　ハリエットは同盟国の第一王女である。

　気を楽にと言われたものの、顔に汗しながらエリノアが伺うと……。

　美貌の王女は、柔らかな知性を感じるヘーゼルの瞳を細めて、言った。






「あら……？　エリノアさん、未来の王妃に逆らうの？」






　その、どこか油断ならぬ輝きにエリノアは……。






「………………はい、すみません」






　大人しく素直に長椅子に腰掛けた……。

　……どうやら未来の王妃様は……うだうだ往生際の悪い者がお嫌いなようである……。

















12　赤面と恐縮












「……あのお嬢さん、確か王宮の侍女ではなかった？」






　飲み物を取りに行った戻り、王太子がそんなことをブレアに言った。

　ブレアは兄の指摘に少し驚いて。なにせ、まだブレアはエリノアの詳細を兄には話してはいない。両親や側室たちの残る壇上では、どうやら揉めている様子が見られて、恐らくそれは自分とエリノアの話であるのだろうとブレアは思っていた。

　だが、早々にそこから離れた王太子には、まだその話は伝わっていないはずだ。

　王宮には上級、下級、見習いを合わせると、それこそ千人単位の侍女がいる。

「確か王宮のどこかで見かけたことがあるのだけれど」という兄の記憶力に驚嘆しながらブレアは頷いた。






「はい、現在は私の部屋付きを務めております」






　ブレアが素直に返すと兄はにこりと微笑む。






「そう、それで親しくなったのかな？　ブレアがとても気を許せているようだから嬉しいよ。まあ、ご側室やクラウスは何か言ってくるかもしれないけど、私はブレアの意見を尊重したい。力になれることがあったらなんでも言ってくるんだよ？」

「……ありがとうございます」






　兄の幼子を相手にするような言い方に、ブレアが一瞬笑う。王太子は、見目の美しい紳士的な男ではあるが、時々こういう物言いをする。

　彼には人の心を和ませる天性のものがあった。王太子として、この歳までに様々な困難にも見舞われたはずだが、彼がそれを表には出すことはけしてない。

　角のないまるい人柄は、ブレアの憧れでもあり、真似できないと思うところでもあった。

　王太子は「でも、」と続ける。






「それなら色々と下準備が必要だね」

「……？　下準備、ですか？」






　兄の言葉に、ブレアは立ち止まる。そんな弟に王太子は、うん、と朗らかに頷いた。






「父上や陣営の者たちには私がなんとか話をしてみよう。状況的に見て、クラウスたちが反対するとは思えないけど……何か嫌がらせの一つくらいはあるかもしれないね。差し当たって問題は……」

「……兄上……？　いったいなんのことですか？」

「え？」






　ブレアの小さな困惑に、兄は、何が？　と、振り返る。






「クラウスの反対の件？　それとも……」

「いえ、下準備とは……いったいなんのことでしょう」






　ブレアが聞くと、兄は、おや？　という顔で弟の顔を見た。






「何って……エリノア嬢をお前の妃に迎える話だけど……」

「………………」






　平然と言われた言葉に、ブレアは危うくエリノアの為に用意したグラスを取り落とすところだった。






「タガート将軍の養女に入ったと言っておられたけど、他ならぬお前の婚姻のことだ。色々引き止めようとする者も多いだろう。ひとつひとつしっかりと準備していこうね？」

「…………お待ちください兄上……」

「とりあえず、対等じゃないとか身分違いだとか言う連中を黙らせないと。大丈夫、ハリエットも協力してくれると思うよ」

「……兄上……違います」






　嬉々とした兄の口から、その婚約者の名を聞いて、ブレアは慌てて兄を制止する。

　兄に似合いのゆったりたおやかそうな王女は、実はかなりのやり手と有名なのだ。賢く兄を支えてくれるのは、とても有り難いことだが、このまま先走った兄と手を組まれるとかなりやっかいである。何せ、彼女はとても頭はいいが、王太子に心底惚れこんでいて彼の言葉には絶対に異を唱えない。

　ブレアは、ゆっくりなだめるように兄に言った。






「お気持ちは有り難いのですが、違うのです」

「？　違う？」






　きょとんとした王太子に、ブレアは説明しようとした。

　確かに自分は舞踏会にエリノアを連れて来たが、そういうつもりではないのだと。

　あれはパートナーに恵まれず、周囲に面目のたたない自分を、ただ娘が案じてくれただけなのだ。そこへ来て──王太子やその婚約者に、〝そういうつもり〟の対応を受ければ、きっとエリノアは大いに戸惑うことだろう。






「兄上、私はエリノアを自分の妃に……」






　しようなどとは、と、

　彼は言おうとした。






　しかし、






「……!?」






　言葉の途中で、何故か己の体温が急激に上がり。ブレアはグラスを握ったまま、思わず困惑して棒立ちになる。

　胸の中に、何か……とてつもなく冷静になり切れないものを感じた。






『エリノアを妃にするつもりなどない』






　──そう発言することに抵抗があるのか、もしくは、『エリノアを妃に』という言葉自体に照れがあるのか。それも分からなかった。

　とにかく、それを口にすることがとてもとても難しかったことだけは確かである。

　すると……そんな彼を見て、兄が眉だけを持ち上げて静かな驚きを表した。






「……ブレア、お前、そんなに顔を赤くできるんだねぇ……初めて見たよ……」

「………………くっ……」






「エリノア嬢は、凄いなぁ」と、いう兄の、いかにも感動したと言わんばかりの声がブレアに追い討ちを掛けている。










　──同じ頃……

　別の場所で、同じように泡を食っている者がいた。






「ぅ……ええええ!?　わ、私が……ブレア様の……き…………」






　そこまで言って、唖然とし過ぎて後ろにひっくり返りそうになったエリノアは……次の瞬間、黒髪を左右に揺らしながらブンブンと頭を振った。






「そ、そんな馬鹿な……！　ハ、ハハハリエット様！　そんなことがあるはずないではありませんか！」

「あら……？　そうなの？」






　意外だと言いたげな王女の言葉に。エリノアは、今度は頭を目一杯縦に振ってから──いたたまれない様子で両手の指を弄り、額と頬に汗して続ける。






「そんな……お、恐れ多い……わたくしめは、ただ……奔放すぎる義姉の代理で……義姉のわがままのせいでブレア様が舞踏会でお一人になってしまわれるのが申し訳なくて……だって、本当はあんなにダンスがお上手なのに……」

「あら、わたくし、ブレア様がダンスがお上手とは知らなかったわ。いつもしかめっ面でお相手が大変そうなのに？」

「それは……お相手が怯えすぎなんです」






　それさえなければブレアはもっと踊れるのだと拳を握りしめ、ぷりぷり主張する娘を、ハリエットはじっと見ていた。






「そう……」






　でもそれだけかしら、とハリエットは心の中で思った。

　少なくとも、ハリエットの目には、ブレアが彼女に向ける眼差しの中には、自分が王太子に向けるのと同じ気持ちがあったように見えた。

　ハリエットは兄の婚約者としてブレアとも踊ったことがあるが、それはとても義務的で面白みに欠けるものであった。

　ブレアは終始真顔のままで少しも感情を表さなかったし、ハリエットはその婚約者の弟王子を、随分不器用そうな青年だなと思ったものだ。






　しかしそれがどうだ。先程この娘と踊った時のブレアは、周囲が驚く程の華やかなダンスを踊って見せた。その華やかさは、おそらく、彼から滲み出る幸福感が元だろう。

　ハリエットもブレアがそこまでダンスが下手だとは思っていない。が、まったく心外な話、ブレアはハリエットと踊っても、欠片も楽しいと感じなかったのだろう。

　踊る相手でここまで違うのねぇ、とハリエットは感心した。

　エリノアと踊るブレアには、娘の手を取るリードの端々に彼の気遣いが見て取れて。それは、以前自分がブレアと踊った時に感じた、義務や、兄への気遣いとは別物だ。

〝しなければならない気遣い〟と、〝自然と滲み出る気遣い〟とでも言うのだろうか……ブレアも、兄の婚約者として、未来の国母として、ハリエットにはかなり丁重に接して来るが、そこにある情の深さは桁違いに見えて……。

　それで。ハリエットもてっきり二人が恋仲なのだと思ったのだが。

　しかし、今目の前にいる娘からは、ブレアを守ろうという気持ちは伝わって来るが、それが恋情なのかと言われれば判断に困る。表情豊かな娘は感情が分かりやすい。それによれば、彼女が『恐れ多い』と感じているのはどうやら本当のようだ。ブレアがどのような目で自分を見ているのかも分かっていないらしい。






「……まあ、ブレア様は分かりにくいお人ですものねぇ……」

「？」






　この恐縮しきった、色恋に長けていそうでもない娘では、あの仏頂面から多くを読み取れというほうが無理である。

　分からないわよね可哀想に、とハリエットはエリノアの頭をふわふわと撫でる。






「ハ、ハリエット様？」






　王女の、いいのよ、いいのよ、と同情的な目に、エリノアが首を傾げた時、

　──そこへ、ふっと何かを振る音がした。

















13　赤い葡萄酒と白いタテガミ












「!?」






　同時に近づく影と、赤い色がエリノアの目の端に飛びこんで来る。

　一瞬のことだった。貴人に迫る危機センサーを日々鍛えられている侍女エリノアは、その不穏さを鋭敏に察し、咄嗟に飛び出すように長椅子から立ち上がった。

　ハリエットの前に盾さながらに立った瞬間。エリノアの髪とミストグリーンのドレスに、直線状に赤い葡萄色が広がって。

　途端、ハリエットが悲鳴のような声を上げた。






「っエリノアさん！　大丈夫!?」

「えーっと……はい平気です。王女様はご無事ですか？」






　髪に滴るものを感じながら……エリノアはそう言った。辺りに香るのは、葡萄酒の匂いだった。

　幸い、ハリエットの繊細なレースのあしらわれた白いドレス──非常に染み抜きの大変そうなそれ──にはかからなかったようで。エリノアはほっと胸を撫で下ろす。






　だが、ハリエットは悲壮な顔で、「どこが大丈夫なの！」と、取り出したハンカチでエリノアの髪をぬぐい──キッと視線を険しくして、誰かを睨む。






「なんてことを……オフィリア、あなた……」






　ハリエットが睨んでいたのは、いつの間にか傍に来ていた令嬢たちの集団。その一番前で薔薇色の唇を薄く持ち上げた娘──第三王子クラウスの婚約者、オフィリア・サロモンセンだった。

　既に入場の時に彼女と顔を合わせていたエリノアは、ああこの方かぁ、と思いながら。慌てて駆けつけて来た顔見知りの給仕から手ぬぐいを借り受けて、ドレスを拭いた。しかし、それくらいでは落ちそうにない鮮明な赤色を見て、エリノアは思わず、はぁ、とため息をつく。






「あら、ごめんなさい、ちょっとつまずいてしまって。でもよろしかったじゃありませんの。使用人にしか、かからなかったみたい」






　悪びれない気取った様子でオフィリアがそう言うと、途端、くすくす笑う声がして。ハリエットの柔和な目に怒りが浮かぶ。

　言われた当人、エリノアはといえば……タガートたちが用意してくれたドレスが汚れたのは悲しいが、没落を経験しているだけに、こういうセリフはある意味言われ慣れていた。令嬢に対しては、まあ、なんて使い古した常套句、古典的なお嬢様だなぁなどと思っていただけだが……王女であるハリエットは、あからさまな侮辱に身を正して向かう。






「見え透いたことを……こんな子供じみた嫌がらせをして恥ずかしいと思わないの？　エリノアさんにきちんと謝りなさい」

「だから、今謝ったじゃありませんの。つまずいたって言ってるの。まさか、わざとだって仰るの？　どこにそんな証拠があるのよ」






　鼻で笑い飛ばす令嬢に、ハリエットは毅然と言った。






「この大勢客がいるホールで目撃者がいないとでも？　探せば必ず証言が得られるでしょう」

「そう？　目撃者が上手くあなた方の陣営の者だといいわね！」

「…………」






　睨みあう二人の美女たちに挟まれたエリノアは、思った。






　……うん……それはとても……面倒くさいよね。






　ハリエット王女はエリノアの為に怒ってくれているのだろうが……この大勢の中からオフィリアが故意に酒をかけたのだと証言する者を探して回るなんて、どれだけ骨が折れることだろう。客の中には、王太子派だとかクラウス派だとか、中立派だのが混在している。

　しかし今は舞踏会中。──どうせならだ。

　王子のパートナーとして舞踏会に参加するなんて貴重で奇跡的な機会。どうせなら……楽しく過ごしたいし、ハリエットにもそうして貰いたい。……ついでに言うならば、目撃者探しなどしている間に葡萄酒はどんどんエリノアのドレスに染みこんで行くだろう。素敵に尖ったご令嬢から、貰えそうにもない謝罪を待つよりは、早く水場にでも行って染み抜きをしたいエリノアである。

　けれども……

　エリノアのそんな思いとは裏腹に、オフィリア嬢はどんどん火に油を注いでくれる。






「王女だからって偉そうに、クライノートに比べたらあなたの国なんて小国じゃない！」

「それが王太子様の婚約者だなんて！」

「そんなふうだから下賎な使用人とも仲良くなれるのね！」






　オフィリア嬢は次々と口撃を繰り出す。令嬢が何か言う度に、後ろの取り巻き令嬢たちもくすくすと笑う。エリノアは思った。あれはＢＧＭか何かか。言わなきゃならない決まりなのか。

　エリノアは困り果てた顔でハリエットを見た。王女が傷つくのではないかとハラハラしたが──彼女の毅然とした態度は変わらなかった。

　ハリエットはスッと姿勢を正したまま、高慢な顔のオフィリア嬢を見ている。その品ある佇まいには、エリノアは感動すら覚えた。






「小国であろうとも、わたくしは我が祖国に誇りを持っています。あなたも公爵家の娘なら、それらしい誇りを持ってきちんと礼儀をわきまえなさい。さあ今すぐ彼女に謝って。家名に泥を塗るわよ」

「ふん、馬鹿馬鹿しい。どうして私がこんな子に謝らなくちゃいけないのよ」

「あなた……それでも公爵家の娘なの？」

「そうよ、私は公爵家の娘なの！」






　オフィリアの言葉にハリエットが厳しい目をする。二人のセリフは同じようで、まったく真逆の意味を持つ。

　オフィリアはエリノアを蔑むような目で一瞥するとハリエットに向かって鼻を鳴らした。取り巻きたちも高圧的にハリエットの視線を迎え撃つ。辺りには剣呑な気配が漂った。エリノアは慌ててハリエットをなだめる。






「王女様、わたくしめなら大丈夫ですから……！」






　しかし、ハリエットは高潔な裁判官のような表情でエリノアの髪やドレスを見る。






「エリノアさん、それは大丈夫とは言わないのよ」






　有無を言わせぬようなきっぱりとした言い方だった。

　しかし……

　エリノアは食い下がる。身近に万年反抗期令嬢ルーシーという存在があるせいで、頑固なお嬢様の扱いには慣れていた。






「いーえ！　本当です!!」

「!?」






　エリノアの瞳が、カッと見開かれる。

　怪奇顔で王女に迫ると、異様なものでも感じたか……ハリエットの可憐な顔がうっと仰け反った。






「王女様……？　人間……二足歩行ですからね？　何もないところでつまずいたりすることもあるのでございますよ……？　わたくしめもよく意味もなく転びますからよーく分かります。本当になんで転ぶんだか……でも諦めましょうよ、転ぶたびに厄災か何か悪いものが祓われているとでも思って……そうでもしないとやってられませんよ。いい歳して何もない床で転ぶって……あれは本当に恥ずかしいんですもの！　オフィリア様がドジっ子の星の元にお生まれになったのも、わたくしめが粗忽者なのもきっと女神が与えたもうた天命です！」

「え……何……？　早過ぎて……よく……」






　エリノアが高速でそう話すと、なだめられたハリエットも、オフィリアたちも、え？　と困惑した様子を見せた。

　その戸惑いが好機なのだとエリノアはよく分かっていた。お嬢様たちは、いつも優雅に暮らすことをその身に課せられている。優雅に、より美しく魅力的に見えるように訓練されたお嬢様たちの──可憐に温室育ちな耳には、エリノアの高速話術の声はあまり拾えないらしい。

　こうした隙に、高貴な人々を煙に巻く術をエリノアは心得ている。（ただし、これはルーシーには通用しない。『お黙り』と両頬をびよんとつねり上げられるのがいいところ）






　エリノアは、好機に飛びつくように、急いでハリエットの腕を引いた。






「失礼致します。さ、ハリエット様、行きましょう行きましょう」

「で、でも……」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！」






　エリノアがハリエットを連れ、その場をそそくさと退散しようとすると。エリノアの逃げの一手に気づいたらしいオフィリア嬢が、ハッと我に返った。

　令嬢は甲高い声で言いながら。ぼんやり隣に立っていた令嬢の手からグラスを奪い取り、貴人の呼び止めに反射で振り返ったエリノアの顔めがけて、そのままグラスを勢いよく傾けた──……。

　エリノアは、あ……と、思った。飛び出した赤色の液体が己目掛けて近づいて来る。その様を、どこかスローで見る。最早避けようのないそれに、脳裏には、鬼のように怒るルーシーの姿が思い浮かんだ。

　そしてエリノアは、思わずギュッと目を閉じ──……。






「……っ、……っ、……ん？」






　──しかし、いつまで待っても衝撃が来ない。

　不思議に思ったエリノアは……片目ずつ、恐る恐る瞳を開く。すると……目の前に、壁があった。






「ん？」






　あれ、と思った。人々のざわめきは変わらず聞こえるのに、いつの間に私は壁際に。まさか──。






「聖剣の力で瞬間移動!?」

「そんなわけあるか」

「え」






　壁から降ってきた鋭い突っこみに、エリノアがギクリと身構える。

　声の出元を探して視線を上げると、そこに雪のような純白の髪を見つけた。






「へ……？」






　ぽかんと見上げると、タテガミのような白髪の向こうから、鋭くこちらを睨む黒い瞳と目が合って。






（壁……じゃ、ない、人だった……？）






　でも誰だろうと、知らぬ顔に戸惑うエリノアを余所に、その──見上げると首が痛くなるほど背の高い男は、グラスを逆さに持ったまま、エリノアと同じく呆然と自分を見上げているオフィリアをジロリと睨む。

　気がつくと、男の礼装には赤い液体が流れ、それは床まで滴り落ちていた。しかし、そのことに、あっと思ったエリノアが、彼の上着に手を伸ばそうとすると……男に黙れと言わんばかりに押し退けられる。そして男は、重い声で威圧的に言った。






「失礼お嬢さん、我が姫に何か用か」

「ひ、姫……？　あなた……ハリエットの……？　し、臣下ごときが……」






　無礼じゃないの、と気丈にも男に食って掛かり……かけたオフィリア嬢だったが。途端に険しくなった男の眼光に刺されると、堪らず数歩後退し、背を取り巻きたちにぶつけてしまう。






「ぅ……」






　その様を見て、エリノアは、「ああ、ハリエット様の従者か何かか……」と安堵する。そりゃあ、王女様なら、傍に誰か身内の者が控えていて当然である。

　エリノアはやれやれと現れた男を見た。彼は大柄な上に、不機嫌さ全開という顔をしていて。とても温室育ちのご令嬢たちの手に負えそうな相手ではない。これで令嬢たちも引き下がるだろう。






（はー……よかった）






　そう──思っていた時だった。

　令嬢たちを威圧していた男は、ふん、と鼻を鳴らすと、それから無言で身を屈めた。そして、自らが〝姫〟と呼んだ娘を膝の裏から軽々持ち上げて、その屈強な肩の上に腰掛けさせた。

　途端、オフィリアがごく短く「え」と、声を漏らす。

　男が慎重な様子で腰を支える娘を、オフィリアも、その取り巻きも、周囲で遠巻きに見ていた者たちも、そして──……ハリエットも。その場の誰よりも高く持ち上げられ、ぽかんとまるく口を開けた娘──エリノアを見上げた。






「!?」






　次の瞬間、瞳を見開いたハリエットと視線があったエリノアは、驚き過ぎで喉に悲鳴を詰まらせた。（苦しそう）

　男は取り澄ました顔で観衆たちを見据える。






「では失礼。……ご令嬢方、この者への二度目の無礼は見逃しませんから、そのおつもりで」






　男は肩にエリノアを抱えたまま、のしのしと会場内を横切って行く。






「………………」






　その肩の上で目を剥いたエリノアは、男の白髪の頭にしがみ付きながら思った。






　…………

　…………

　…………誰!?

















14　王女の勘違い












　それは、全く見覚えのない男だった。

　肩の上で揺らされる不安定さから、思わずその頭にしがみ付いてみたものの、わけが分からなくて。エリノアは顔の表情をこわばらせた。

　しかしおかしなことに、まったく見覚えのないはずのその男は、エリノアが頭を無造作につかんでも別段嫌そうな素振りは見せなかった。

　だからエリノアはもしかして、と脳内を懸命に検索する。

　思い当たったのは、騎士オリバー一派。養父のタガートを除けば、エリノアには、こんな筋骨隆々な知り合いは、彼ら〝ブレア大好き党〟以外にはいない。だからもしや日頃の恩とか（稽古着その他諸々の繕い物など）で、助けてくれるつもりなのだろうか。そう思った。






（でも……こんな目立つ人、いた……？）






　不思議なのはそこだ。

　男の上背は、他の者たちよりも軽く頭一つ以上抜きん出ている。明らかに、日頃からエリノアが〝巨人〟〝熊〟だと思っている長身なオリバーよりも背が高いのだ。こんな人物が普段からブレアの傍にいれば、いくらうっかり者な自分でも覚えているはずだがと。

　エリノアにはやはり心当たりがない気がして。肩の上から、段々離れて行く──唖然と自分たちを見送るハリエットに目線で助けを求めた。

　──やっぱりこの人、王女様と人違いをしているのでは……!?　と、いう意味をこめたつもりだった。






　が。

　ハリエットはその視線を受けて、ハッと可憐な唇に手を当て「……ああ……！」と、言った。

　そうなのね！　と、何かを察したらしい彼女は手を叩く。






「きっとあの方……タガート家の家臣なのね！」






　エリノアさんったら、あんなにしっかりしがみ付いて。余程親しい間柄なのね、と、ホッとした様子のハリエットは、去って行く大男とエリノアに、楚々とした様子で手を振っている。（それを見たエリノア、ギョッとする）途端、傍でオフィリアが、うっと顔をしかめた。






「え!?　ル、ルーシー・タガートの……？」






　上がった名に、取り巻きたちも恐々と表情を見合わせる。

　実は、彼女たちはルーシーが少々苦手だった。家柄で言えば、もちろんルーシーよりもオフィリアのほうが上ではあるのだが。何かと国王の覚えもめでたい将軍タガートを父に持ち、自身の拳的な意味でも強いルーシーは、オフィリアたちもあまり敵に回したい相手ではない。（怖い）






　オフィリアは悔しげに、その大男と、肩の上に軽々と担がれた娘の後ろ姿を目で追った。






「……な、なんなのよ……！　本当に、タガート家は目障りね!!」






　せっかくハリエットに一杯食わせてやろうと思ったのにと、肩を震わせて怒っているオフィリアに、でも……と、誰かポツリと言った。






「随分……逞しくて見目の良い殿方でしたね……」






　そのつぶやきに、令嬢たちがはたと黙りこむ。






「…………………………そういえば、そうね……」






　長い沈黙のあと、オフィリアが思わず、といった様子で頷く。──実は……食料状態が良いこの国の貴族令嬢たちは、割りに身長の高い娘が多い。当然貴族子息たちも身長が高い傾向にはあるのだが、その豊かな暮らし向きの男たちは、特に働く気もなく、身体を鍛えることもなく。悠々自適に貴族ライフを満喫していることが多い。そういう者たちは大抵が身長はあっても逞しいとは言いがたい。

　もちろん、中にはしっかり武芸に励んでいたり、王国軍で身を立てようという者もいる。

　しかし、令嬢達よりも高身長で、きちんと筋肉を備え、かつわがままなオフィリアたちが満足するほど〝顔がいい〟貴族男性というのは貴重な存在で……。






「それから言えば先ほどの男はなかなか──……」






　と、言いかけて。令嬢は、ハッと歯噛みした。

　その悔しそうな様子に──だからこそ余計に腹立たしいと思っているのだな、と、彼女を傍目に見ていたハリエットは呆れ果てている。

　話によれば、オフィリアは、本当は体格のいい男が好みなのだそうだ。しかし、結局は親の決めた第三王子との婚約を選んだ。可哀想な部分もある気がするが……普段、その虎の威を借るような彼女の立ち振る舞いを見ていると、同情できないと思うハリエットであった。






　と──そこへ、ブレアと王太子が戻って来た。

　グラスを手にした王太子は、傍にオフィリアたちがいるのを見て、心配そうに王女を見る。






「ハリエット……どうかした？」






　すると、王太子とブレアの姿を見た彼女たちは、そそくさと慌てたようにその場から去って行く。

　それをため息交じりに見送って、どう説明したものかとハリエットが悩んでいると、ブレアが怪訝そうに彼女に問う。






「あの、王女……エリノア・トワインはどこですか？」

「それが……ちょっとオフィリアたちが問題を起こしまして。わたくしを庇ってドレスを汚してしまったのです」






　クラウスの婚約者の名を聞いて、ブレアの眉間に皺がよる。その手はすぐさまグラスを傍のテーブルに置いて。エリノアを探そうと青年は身を翻すが──それをハリエットが呼び止める。






「彼女ならタガート家の家臣が連れて行きました」

「……タガート家の……？」






　足を止めたブレアの肩に、王太子がぽんと手を乗せる。






「そう、それなら大丈夫だろう。でも将軍かルーシー嬢に一言かけておこうか。きっと代えのドレスがなくてお困りになる」






　舞踏会用のドレスというものは、やはりそれぞれの娘の体型に合わせてあつらえるものだ。国王主催の舞踏会ともなると、招かれた者は皆、こぞって金をつぎこんで、専用の仕立て屋に何ヶ月も前からドレスを仕立てさせる。

　ゆえに、その値段も相当なもので、余程の上級貴族でもなければそのような代物には、あまり予備という考えはない。

　今回、急に参加が決まったエリノアなら尚更今すぐ着替えのできるドレスがあるとは思えなかった。そのことをすぐに見越した王太子は、弟の顔を覗きこんでにこりと微笑んだ。






「殿下？」

「大丈夫だよブレア。……ハリエット、頼める？」






　タガート家エリノアたちには予備のドレスはないだろう……だが。

　王太子に微笑みを向けられて、ハリエットが心得ているという表情で笑む。

　彼女なら。現在、他国からクライノートに滞在中の王族、ハリエットならば話は別だ。

　ハリエットは、ブレアの顔を見上げる。






「ブレア様、わたくし当家の者に言って何か用意させて来ます。傍におりましたから、だいたいの身長も分かりますし……彼女とわたくしの身長差ならなんとかなると思います」






　ハリエットはクライノートへの滞在期間中、王太子と共に参加する様々な行事のために、多くのドレスや装飾品類を王宮に持ちこんでいる。






「王女……」

「あの子はわたくしを守ってくれました。必ず、ぴったりのドレスをご用意致しますから、そう将軍にお伝えください」






　お願いしますと頭を下げるハリエットに、ブレアは一瞬ためらいを見せた。王女の瞳はエリノアに対する謝意に満ちている。──だが、真実を言えば、彼はできればすぐにでもエリノアの傍へ駆けつけたかった。

　しかし。王太子の言うことも尤もで。汚れた衣装のままのエリノアをここに連れ戻すなどということは、彼女に恥を掻かせない為にもできぬ話だった。けれども、王子のパートナーとして舞踏会に参加している以上、エリノアは、国王に挨拶もなしに会を去ることもできないのだ。






　ブレアはそれらを加味して、ため息混じりに「……分かりました」と頷いた。






（エリノア……）






　ブレアの瞳が、一瞬その姿を探すようにホール内を見渡して。そして彼は、何かを堪えるような顔で足早にタガートの元へ急ぐのだった。

















15　白い髪の男












　──その出入り口は、給仕に入る者たち専用のもので、潜った先の準備室もダンスホールのきらびやかさとは打って変わった質素な造りとなっている。

　白髪の男がエリノアを抱えたままそこを通ると、いきなり入って来た大男と、抱えられたドレス姿のエリノアを見て、そこにいた使用人たちが皆、ギョッと立ち止まった。






　ダンスホールを横切って、散々貴族連中の好奇の目に晒され尽くしたエリノアは、男の肩の上で既にぐったりしている。最早、その担がれ方は、荷物のような扱いである。

　エリノアはうわごとのように「すみませんすみませんお忙しいところお騒がせしてすみません……」と、驚いている者たちに向け漏らしつつ……げっそり「姫って言ったくせになんだ……」と、その扱いの意味不明さと不当性を思っている……。






　しかし、男は立ち止まらない。

　彼は人々の視線を気にする素振りも見せず、瀕死のエリノアを担いだまま、準備室を抜け、更にその先の使用人用通路を抜けて、そこにある木の扉を押し外へ出た。

　そこには石造りの小さな水飲み場があって、いつでも水を使えるようになっている。

　ここに来てやっと、男はぐったりノビ気味のエリノアを、肩の上からゆっくりと下ろした。






「え……？」






　水場の石の縁に座らされたエリノアは、きょとんと男の顔を見る。男はすっと、身を屈め地面に膝を突くと、エリノアのドレスを忌々しそうに見た。

　小麦色の肌に、純白の雪のような髪を背に流した男だった。髪は礼装に合わせてか、耳の後ろをきっちりと編みこんでいる。たてがみのような髪は悠然として雄々しい。しかし何分、黒い瞳が激しく不機嫌そうに細められているもので……その威圧感にエリノアは仰け反った。

　しかしだ。聞くべきところは聞いておかねばなるまいと、エリノアは恐る恐る問う。






「あ、あの……あなたはいったいどちら様……」

「……全く……なんという幼稚な……」

「え、すみません」






　問い終わる前にそう言われ。思わず謝ると、不快そうにジロリと睨まれた。






「お前のことではない。先ほどの娘たちのことだ」

「あ、ああ……」






　不機嫌そうなのは自分に対してではないのだろうか。エリノアは少し安堵する。すると、男は決まりが悪そうな顔になった。不機嫌そうだった眉間がわずかに和らいで、彼はエリノアに、すまないとつぶやいた。






「……え？　何がですか？」






　エリノアは迷った。

　公衆の面前で思いきり御輿のように持ち上げられた件だろうか、それとも姫とか言っておきながら、男の服を気遣った時、容赦なく頬を押しやられた件だろうか。

　しかし、どうもそういうことではないらしい。






　男は大きな背を少し、しゅんとまるめて言う。






「陛下に必ずお前を守ると約束した。防げず、すまん」

「へ、いか……？」






　それを聞いて、やっとエリノアの停滞ぎみだった思考が徐々に働きはじめる。

　すると、すぐ傍に見える眉間の縦皺と、黒い瞳には見覚えがあることに気がついた。

　低い響きの憮然とした喋り方にも、そういえば馴染みがあって──……。

　エリノアは、白いタテガミのような髪にハッとした。






（……もしかして………………）






「……………ヴォルフガング……？」

















16　その男は今更何をと言った












　恐る恐る問うと、ああ、と静かな応答があった。

　エリノアは目をパチパチさせて。息をつめてその顔をまじまじと見た。

　──そうしている間に。

　自らをヴォルフガングだと言った男は、懐から手ぬぐいを取り出すと、水場に浸してエリノアの髪を拭いはじめる。






「……人間にも、なれるんだ……」






　返事はなかったが、それはそうかとエリノア。家ではコーネリアグレースも頻繁に人に化けているし、彼は彼で、元は獣人の姿で、普段から犬に化けているわけで。以前は巨大ウサギに化けていたこともあった。






「……便利だねぇ……」






　ひとまずそう言ってみると、ヴォルフガングは今更何をと言いたげに鼻を鳴らした。






「犬の姿であのホールの中をうろつくわけにも行くまい。木を隠すなら森、だ」

「はあ……」






　まあ、それはいいんだけどと、エリノアはいささか渋い顔を作る。






「つまり……ブラッドが、私のことが心配であんたたちをここによこしたってことよね……？」






　問うと、それどころか、と再び鼻を鳴らされる。






「ホールの上には陛下もおられる」

「[image: 〓]!?」






　ヴォルフガングの言葉にエリノアがギョッと目を剥いて上を見上げた。






「……ゆえに、あまりあの男とベタベタせぬほうが身の為と思うぞ」

「ど……、え!?」

「ことと次第によっては、また陛下はお怒りになり、それによって魔物が呼び出されるかもしれぬし……それ以前に、ダンスホールの天井が落とされるかもしれぬな……」

「ちょ、ちょっとぉ!?」






　不安を煽る忠告にエリノアがオロオロすると、ヴォルフガングがエリノアの髪を手ですくったまま、動くなと顔をしかめる。






「動くと髪が拭きづらい」

「あ……ごめ……ああっ!!」

「!?」






　言われて葡萄酒のことを思い出したらしいエリノアは、慌ててヴォルフガングの服を鷲掴む。






「……おい、動くなと……」

「だって、これ染みが！」






　エリノアは悲壮にそう言って。その顔で見上げられたヴォルフガングは思わず黙りこむ。

　確かに……エリノアのドレス同様、ヴォルフガングの服にも葡萄酒の赤い染みができている。

　次の瞬間、エリノアは、よし、と、ヴォルフガングの腕を取った。






「脱いで」

「……」






　切羽詰まった真顔にヴォルフガングが仏頂面を険しくした。






「さ、早く！」

「……いや、お前の衣装が先だろう」

「それもあるけど、とりあえず脱ぎなさいよ！」






　あんたの上着は直ぐ脱げるでしょ！　と……エリノアはヴォルフガングから、その上着を奪い去った。






　……さて。そうして傍にあった桶に水を張り、ヴォルフガングの上着を突っこんでから、エリノアはようやく己のドレスを手に取った。






「あ、あ、どうしよう……こっちも早く洗わなきゃ……」

「……だから言ったのだ。さっさと自分のことをやればよいものを……お人よしの世話焼き娘め……」






　上着を脱がされたヴォルフガングは、やれやれとエリノアを見る。

　エリノアのドレスは、すっかり葡萄色が布地に染みこんでいて、布で拭くなどという処置ではどうにもなりそうになかった。






「？　どうした、お前も早く水を使え」






　エリノアの髪をせっせと拭いてくれながら、ヴォルフガングが不思議そうに言う。






「いや、だってこれもう……」






　エリノアは戸惑った。染みは肩口からウエスト下までに縦に広がっている。






「？　脱げばいいだろう」

「いや、でも……」






　もう辺りは真っ暗で、今日は使用人たちも忙しくて他に人目はないとはいえだ。エリノアは、変わり果てた姿のヴォルフガングを見上げた。

　白い髪の人間男性に化けたヴォルフガングは、一刻を争うのではなかったのか？　と、エリノアを不思議そうに見ている。






「…………」






　エリノアは迷った。

　確かに一刻は争っている。こんな高いドレス、エリノアには弁償できないし、染みは早めに落すのが肝心だ。

　けれどもだ。エリノアはちょっと思った。

　舞踏会に王子のパートナーとして参加しているのに、何もこんな野外で染み抜きしなくても……と。

　しかし自分を連れ出してくれたヴォルフガングの正体を思うと……彼を連れて王宮内に戻るのは戸惑われる。






「……おい、何を百面相している。はやく脱げ」






　……そしてこれだ。と、エリノア。

　いくらなんでも、こんな成人男性の前でドレスを脱いで、ビスチェやら下着やらのむき出し状態になるのは、うら若き乙女としてはいかがなものか。






「……えーと……あの……ヴォルフガングさん……ちょっと後ろを……」






　と、言うと、途端にヴォルフガングの眉間に怪訝そうな皺がよる。






「？　何を言っているんだ？　それは私に見るなということか？」

「ええ……まあ……一応私、うら若いんで……」






　本気で意味が分からんと言いたげな男（魔物）に、エリノアはそう返す、が……。

　ヴォルフガングは、犬の耳がいつも通りそこについていたとしたら、恐らく後ろにぺったり倒しきったんだろうなぁと、エリノアにも分かるような不審げな顔をした。

　彼はじっとりした目でエリノアを見る。






「……お前……昨日も家で、私の前を下着姿でうろついていただろう……？」

「う……！」






　指摘されたエリノアがぎくりと呻く。






「あ、あれは……昨日は色々悩んでたし……洗濯物間違ってブラッドの部屋に仕舞っちゃって……そ、それで寝巻きがどこにあるかも分からなかったから……つい……」

「それに、先日は風呂場に石鹸がないとか言って私に持ってこさせたこともあったぞ。私はしっかり見たぞ。今更脱ぐくらいがなんなんだ？」

「……………………」






　エリノアは。

　顔を両手で覆って項垂れた。






　──確かに……っっっ！






　激しく猛烈に己の行動を悔いていた。






「う……だ、だって、ヴォルフガング、犬だったし……」






　うっかりしていた。犬は犬でも魔界の魔物だった。






「しゃべるし、化けるし……でも犬で……人間になるなんて……」

「お前は……」






　ヴォルフガングはジト目でエリノアを見る。そして、そのたてがみのような髪をやれやれと小さく左右に振って、ため息をつく。






「はあ、もう気にするな。私はこれでも千年以上生きている。今更、百にも満たない人間など、赤子も同然だ。気にするな。脱げ」

「いや無理ですから」






　エリノアは、キッパリと手を上げてお断りした。

















17　恐ろしい出会い












「赤子」「何故今更……」と本気で面倒くさそうなヴォルフガングには少々手こずったが……。

「私という赤子は今から恥じらいっていう大切なものを覚えるんです！　尊重して！」






　……という、やややけっぱちな説得を試みて。なんとか渋々後ろを向かせることに成功したエリノア。

　くそ真面目に「そうか、成長か」ならば仕方なし、「育てよ」と……。どうやら変な納得の仕方をしたらしいヴォルフガングの、その大きな身体の陰に隠れながら……エリノアは、周囲を気にしつつ、恐る恐る脱いだドレスを、水を張った桶の中にそっと浸した。

　……しかし、高価な布地が痛まぬようにハラハラしながら──という絶妙なタイミングを見計らうようにして。背後から──トン、と肩に何かが飛び乗る重みを感じた。






「あ・ね・う・え♪」

「っひぃっ！」






　同時に耳に生暖かい息を吹きかけられたエリノアが、ビクッと身を揺らし、悲鳴を上げる。水場の縁に置いていた桶をドレスごと落としそうになって──どうにかそれを支えたエリノアは……ギロリと己の耳に息を吹きかけて来た不届き者を睨んだ。






「グレン!!　落としたらどうしてくれるのよ!!」

「あははは、姉上ったらぁ、随分可愛らしい姿をしておいでですねぇ」

「……どうせあんたも、家では下着姿で徘徊してるクセに恥じらうなとか言うんでしょ！」






　エリノアはうっすら頬を赤くしながら、ふんッと桶の中のドレスに視線を戻した。グレンは笑う。






「いや～それはあれですよ、女性が自ら脱いだ時に見るのも楽しいですが、脱ぎたくない時に脱いだのを見るのも良いっていいますか……」

「あんた、殴るわよ」






　なんだかフェチっぽいことを言い出した黒猫を、エリノアはマジでキレる三秒前という顔で睨んだ。

　そんな黒猫は、エリノアの言葉（と顔）にケラケラ笑いながら、ぴょん、と肩の上から下りる。

　そして、猫の前足でにこにこと上を指差した。






「姉上、キレそうなところ申し訳ありませんが、とりあえずお知らせしておきますと、現在姉上のその格好を見た陛下もマジでキレる一秒前ですからね」

「う……!?」

「ですので、とりあえずこれを着てください」

「え」






　エリノアが短く声を漏らした時、目の前で、グレンの猫顔が歪む。ギョッとすると、その次の瞬間には、そこに、スラリとした黒髪の少年が立っていた。






「……」

「はいどうぞ」






　桶に手を突っこんだままぽかんとするエリノアに、己の上着を脱いで差し出す少年は、歳の頃はブラッドリーと同じくらい。

　肩の上で切り揃えられた美しい黒髪は羨ましいくらいに歪みがない。飄々とした青い瞳には涼しげな睫毛が縁取られていて、その表情には言いようのない色香が漂う。……悔しいが（エリノアが）、美少年、と言って差し支えのない姿だった。






「……」

「ま、ブレアの姿も飽きましたしね」






　顔を強張らせ動かないエリノアの肩に、群青色の上着をかけてやりながら、少年──明らかグレン、は、微笑む。

　エリノアは……思わず聞いた。






「………………それ…………上着だけ出せないの……？」

「ええ、出せないんですよ」






　にっこり返された。














　ひとまずグレンの上着に袖を通したエリノアは、少年姿の彼と二人でドレスの染みと格闘した。猫の手じゃ、手伝えませんしねぇ、破いてもいいならやりますけど、というのがグレンの言い分だ。

　お陰で下着姿でいなくても良くなったのは嬉しいが、グレンがいちいち「姉上が私の服着てる！　うふふ、かーわいい」「上着の下の太ももがなかなか」……と、からかって来るのがどうにも頂けない。






「…………」

「グレン、馬鹿な軽口ばかり叩いていると陛下に刺されるぞ。手を動かせ手を」






　渋い顔のヴォルフガングは、既にエリノアの髪を器用に清め終えてくれていて、いつの間にかその髪はふっかりと乾ききっていた。どうやらなんらかの魔法のようなものを使ったらしい。エリノアにはちんぷんかんぷんだが。

　ヴォルフガングは二人の背後に腕組み仁王立ちし、周囲に警戒するような視線を走らせている。

　と、不意にヴォルフガングがぴくりと横に振り向いた。






「ぬ」

「え？」






　短い声にエリノアが顔を上げると同時に、傍にある王宮内へ繋がる木戸が勢いよく開かれる。






「エリノアー！！！！」

「ぎゃっっっ!?」






　鬼顔で扉を弾き開けて来たのは──ルーシーだった。






「お、お嬢様……」

「お黙り！　お姉様とお呼び!!　……あんたったら！　こんなところで何やってるのよ！」






　乱入して来たルーシーは、あわあわしている娘を上から睨む。






「も、申し訳ありません、あの、ドレスが……」






　弁償します、と項垂れる娘に、ルーシーは馬鹿なの!?　と、言葉を叩きつける。






「あんたはもうタガートの人間になったのよ!?　それくらいパパから搾取しなさい！」

「さ、搾取……」

「とにかく戻るわよ、私忙しいんだから！　この後、オフィリア・サロモンセンたちも見つけ出して全員シメないといけないじゃない!?」

「や、本気でやめてくださいお姉様」






　エリノアは、キッパリと手を上げてお断りした。（本日二度目）






　ルーシーはエリノアの恰好を見て、ちっと舌打ちする。






「あんたったらこんな所でドレスを脱いで──……て、あら？　なあにこの上着……」






　そこでようやくエリノアが男物の上着を着ていることに気がついたらしいルーシーは、ついでに傍に立つ白黒の男たちにも気がついた。

　呆れたような顔で憮然としている大男と、黒髪の美しい少年に、ルーシーは怪訝そうに眉を持ち上げる。不審そう（威嚇しそう）な義姉の様子に気がついたエリノアは、慌てて手を振る。






「あ、えっと彼らはその……そう、昔、トワイン家に縁があった人たちで……」

「……あら、そうなの？　トワイン家の元家臣？　に、しては若いけど……」






　二人をジロジロ見るルーシーに、グレンがにっこりと人当たりの良い（調子の良い）笑みを浮かべて進み出る。






「お初にお目に掛かりますルーシー様。私は昔のトワイン家の勤め人の息子でグレンと申します。この度はトワイン家のご親類様の手配で、エリノア様のご様子を伺いに参りました」

「はあ？　エリノアの親類？　確かあの薄情者のクソ共とはもう付き合いがなかったんじゃないの？　……え、ということは、まさか、あいつらも今日の会に招かれてるの!?」






　ルーシーは嫌そうに会場のほうを尖った目で見た。






「あ、あ、多分、私が騒ぎを起こしたから……」






　慌ててごまかすエリノアに、ルーシーはそう、と鼻を鳴らし、グレンたちを睨む。






「ま、いいわ。あんたたち、クソ共に何を言われたか知らないけど、トワイン家に縁があるんだったら、しっかりエリノアを守りなさい！」






　じゃないとシメるわよ、と、猛々しい赤い巻き毛のお嬢様に……ヴォルフガングは憮然とし、グレンは楽しそうに手を上げる。






「はぁ～い♪　……うふふ、この人サドッけありそうで面白そうですよね」

「……」






　こっそり耳打ちしてくるグレンに、エリノアは。

　なんだかこの出会いは非常に不安だ……、と思った。

















18　弱点












「……それ、本当？」






　オフィリアは信じられないという顔で取り巻きを睨む。

　彼女に、たった今仕入れた情報を伝えに来た令嬢は、固い顔でうなずいて見せた。

　それを目にしたオフィリアは不快そうに柳眉をひそめ、どうしたのかと聞いてくる周りの者に冷淡に返した。






「ハリエットが……あの使用人に着せる為に、自分のドレスを用意させているんですって」






　すると周囲からは、やはり彼女と同じような不快な反応が出てくる。






「ハリエット王女のドレスって……自国お抱えの腕のいい職人が仕立てた高価なものばかりって聞きますよ、そんなものをよく……」

「王太子殿下から賜った上等な布地であつらえたものや……ほら、この間オフィリア様が手に入れたがっておられた隣国産の織物……あれも結局手に入れたのはハリエット王女でしょう？　あれだって今回の為にドレスにしたって聞いたわ」






　嫌だわと言い合う令嬢たちは、要するに、己たちより身分の低いものが、自分より高価なドレスを身につけるのが嫌なのである。

　王女の持ち物ともなれば、それは最高級のものであるはずで。普通は、上の者の目を気にして、ある程度序列を守った装いをしてくるのが社交界の暗黙のルール……というか。彼女たちが気の強いオフィリアに対していつもそうせざるを得ず。本当はそこに鬱憤を溜めている令嬢たちは、よけいに苦々しい思いだった。

　令嬢たちのざわめきを無言で聞いていたオフィリアは、形のいい爪を噛んで、吐き捨てた。






「……癪に障るわね……ハリエットも、あの娘も……」






　王太子の婚約者ハリエットと、第三王子の婚約者のオフィリア。派閥の問題を別にしても、なにかと彼女と比較されるオフィリアは、ハリエットのことをよく思っていない。

　そしてオフィリアは、先ほど自分好みの男に『姫』と呼ばれ庇われた娘を思い出すと、胸がとてもムカムカした。

　尖った顎を少し上に向けて。なにかを考えはじめたオフィリアに、取り巻きの一人が「でも」と、おずおずと言う。令嬢がこのような顔をしている時、なにを考えているのかは、取り巻きたちには大体分かっていた。






「あの殿方も二度目はないって言ってましたし……ルーシー・タガートも厄介です。あまり手をお出しにならないほうが……」

「……」






　その言葉に、オフィリアはふんと笑う。






「どうせあの男もタガート家の人間でしょ？　なら……タガート家が手出しできないところから手を出せばいいだけよ」






　オフィリアはそう言うと、報せを持って来た娘に使いに行くようにと命じた。














「……へえ……」






　その耳打ちに、クラウスは使いの者を振り返る。

　話していた来客と目礼で別れたクラウスは、愉快そうに笑いながら歩き出した。






「それはそれは……ぜひ、挨拶をしておかないとね」






　なにかとてもいい玩具でも見つけたかのような顔で。第三王子は側近と共にくるりと身を返し、ホールの出入り口を目指した。

　と、その途中、彼の足がピタリと止まる。

　――出入り口の傍に、彼を待ち構えている者があった。






「おっと……これはこれは……」

「……クラウス、どこへ行く……」

「……兄上ですか……」






　そこに厳しい目で立っていたのは、ブレアだった。






　ブレアは──エリノアと別れてから。その間この弟には、よく目を光らせておかなければと感じていた。

　エリノアは自分のパートナーとしてここに来た。今はタガート家の家臣が傍にいるらしいとはいえ、普段必要以上に自分に絡んでくる弟が、ブレアと離れたエリノアに手出しをしないとは言い切れない。

　――少なくとも……王女の手配で着替えてくるだろう彼女が、ブレアの傍に戻るまでは、この弟を監視するのは己の役目である。既にオリバーたちにも、第三王子派の側近や貴族の子息達に不審な動きがないか見張るよう命じてある。

　静かに弟に視線をやると、おやおやと笑いが返って来る。






「兄上自ら番犬ですか？　涙ぐましいですねぇ……」






　言いながらクラウスは、とても愉快でたまらないという顔をした。

　自分を見る兄の目は、静かだか、いつにない気迫に満ちている。そこに彼の守りたいものの存在を感じ、クラウスは、兄に新たな弱点ができたことを確信した。






「ふふふ……私はちょっとご挨拶に伺おうとしただけですよ。どうやら私の婚約者が失礼をしてしまったようですのでね。それに……兄上がそんなに惚れこんでおられるのなら、なおのこと私も彼女の人となりが気になりますから」






　お話してみたいのですと笑う弟に、ならばとブレアは表情も変えずに言う。






「それは私の前で。私の居らぬところでむやみにあの者に近づくのはやめてもらおう。今も、これからもだ」

「おや、心外です。私が彼女になにかするとでも？」

「可能性はあると思っている」






　きっぱりと言い切られ、クラウスが身体を折って笑いはじめた。






「お珍しい！　今までは私がなにを言っても歯牙にもかけなかった兄上が。彼女のこととなると随分と私を気にかけてくださるようだ！」

「……」






　喜色さえ浮かぶそのさまに、ブレアは憮然と弟を見やる。ややこしいことになりそうな予感がした。

　クラウスは身を正すと、兄に向かってにっこりと微笑む。






「ええ、ええ、いいでしょう。では兄上のお言葉に従い、私はここで彼女を待つことにいたします」






　薄く細められた三日月形の瞳は愉悦に輝き、「今回は」と、含みのある言葉をそえる口もとは意味ありげに歪んでいた。














　――同時刻。






「……さあ……ハリエット様がお待ちよ！　……お前たちっ！　行くわよ！」

「はぁ～い♪」

「……」※エリノア

「……」※ヴォルフガング






　鬨ときのような勇ましき声にうきうきとついていく黒髪の少年。……その背後で無言の二人。






　――雄々しい令嬢と愉快な仲間たち一行（約二名水びたし）は、王宮内のハリエットの控えの間まで、楽しい行軍をはじめようとしていた。

　ルーシーが現れたことで、使用人用通路を使うことができなくなった一行は、別の入り口から王宮内へ戻る。

　本当は、髪同様、ヴォルフガングにドレスも乾かしてもらえないかと思っていたが、これもまたルーシーが現れたことで不可能となった。彼女の前で魔法など使えない。エリノアとヴォルフガングは、湿り気たっぷりなドレスと礼装姿で王宮内の廊下を急いだ。

　こんな格好だ。なるべく人目につかぬようにと思ったエリノアではあったのだが……先頭を行く二人がいやに雄々しいやら、楽しげやらで……。

　とてもではないが忍ぶことなどできなかった。

　ルーシーとグレンのせいで、必要以上に周囲の注目を集めてしまったエリノアは、やや傾きながら歩き。それを気がかりそうに見下ろしながら、娘の後ろをヴォルフガングが歩いていた。






　そこへ――カツカツとキレのいいヒールの足音が近づいて来た。

　音はまだ少し離れている。しかし、己がこの王宮の主人だと主張せんばかりの堂々たる音を、侍女職に就くエリノアは敏感に察知した。ハッとして。エリノアは慌てて前を歩くルーシーとグレンの腕を引き止めた。






「お嬢様！」

「お姉様とお呼び。何よエリノア」

「エリノア様？」






　振り返った二人はきょとんとエリノアを見る。背後のヴォルフガングもどうかしたのかと怪訝そうにしている。






「こっち！　廊下のはじに下がってください！」






　エリノアは慌てて三人を広い大理石の廊下の隅に追いやろうとする、が……。

　巨体＋頑固者＋ひねくれ者……の扱いに手間取っている間に、その足音はエリノアたちのすぐ間近に迫って来てしまった。






「あらあらあら……そこにいるのは……ブレアのパートナーの〝使用人〟じゃ、なくって？」






　鼻にかかるような高慢な声に、エリノアがしまったという顔をして。ルーシーとヴォルフガングがムッとした顔で振り返った。が……。

　そのとたん、ルーシーもまた、慌ててその場で淑女の礼をとり、頭を低く下げた。（その下で舌打ち）

　エリノアも、ヴォルフガングとグレンを己の背後に追いやってから、それに倣う。（もちろん舌打ちなし）

　……この場合、エリノアは魔物二人を現れた者たちから隠そうと庇ったのだが……。

　はっきり言って、ヴォルフガングの巨体はエリノアの背に隠しきれるような代物ではなかった。思い切り、はみ出している……。

　さらに、ヴォルフガングがエリノアを『使用人』呼ばわりした者に対し、犬のような唸り声を上げようとして。それに気がついたエリノアが、慌ててその口もとに手を伸ばす――……が、届かなかった。






「…………」






　哀れにも、あわあわしながら己の口に向かって手を延ばし、ぴょんぴょん飛び跳ねる顔の青い娘を、ヴォルフガングは唸るのも忘れ、思わず無言で見下ろした。






　すると、そこに高笑いが響く。

　エリノアの間抜けな様に、侮蔑をこめたような笑みを浮かべ――……現れた集団の中心で、女王然と扇子を揺らした女、側室ビクトリアは……息子そっくりな嫌味な顔で鼻を鳴らした。






「これが第二王子の相手なんて、世も末ね」

















19　三人の悪魔と、恐怖












　それを聞きながら……エリノアは、勘弁してくださいビクトリア様、と思った。






　廊下の途中でエリノアを捕まえたビクトリアは、エリノアをジロジロと値ぶみしてから、不躾な言葉を並べ立てていた。

「彫りの浅い顔ねえ」とか、「その凹凸のない身体でどうやってブレアをたらしこんだの？」だとか。

　そのほかにも色々言われた気がするが……あまりにも内容がテンプレすぎる。

　個性のない嘲りは、彼女がエリノアのことをよく知らないせいか。それとも、エリノアの気を害してやろうということとは別に、何か思惑があるからか。

　ただ、ひとまず聞いていて疲れることだけは確かだった。






　けれどもエリノアは、別にこの嫌味の見本市みたいな側室様の言葉を勘弁してほしいと思ったわけではない。

　使用人などをしていると、こうした貴人からの嫌味や八つ当たりなどは、時に避けようのないものだ。女社会で生きていれば、そりゃあ、横関係でも色々ある。

　だからエリノアは、今更側室妃ビクトリアのチクチクした言葉を真に受けたりはしない。

「はい、すみません、さようです、まったくもって本当に」と、適度に適切な相づちを選びつつ、話は素直に聞いておくつもりだ、が……。

　勘弁してほしいと思ったのは。怖いのは、こっちではない。






「…………」






　エリノアは、ビクトリアの言葉を、はい、はい、と聞きながら、己の背後から感じる気配に恐々と青ざめていた。

　背に刺さる冷気に思わずゴクリと喉を鳴らし、エリノアは、側室に見咎められぬ程度にちらりと後ろを振り返る。






　――そこには……一見冷静そうに見える令嬢と、少年と、高身長の男が一人。






　赤毛の令嬢は、側室に向けてにっこり笑みを浮かべながら――実は、エリノアの背に隠れた死角で、己の手を目一杯怒らせている。

　怒気をはらんだ指は、力のこめすぎで血管が浮き出て、全ての節でぎりぎりと折った指がまるで鬼の手のようである。

　時折――ガリッ……ガリッ……と、恐ろしげな音がする。

　どうやら……令嬢が怒りのあまり、己の腕に爪を立てているようで……指先が艶やかに美しく整えられているだけに、なんだか余計に怖かった。

　ビクトリアが口を開くたびに、彼女の口からは骨のきしむような歯ぎしりの音が低く漏れて、令嬢の憤まんが相当なものであると如実に伝えてくる。

　……それを悟ってから見る令嬢の笑顔は……非常にホラーである。






　その隣にいるのが、黒髪の少年姿のグレン。

　グレンは少しアゴを下げ、表面的な薄ら笑いでビクトリアを見つめていた。

　しかしひたりとした目は少しも笑っておらず、下から虎視眈々と獲物を狙うような暗い魔物の双眸は、彼が今、少年姿であるだけにそのいびつさが際立った。何を考えているのか分からぬ顔は、言いようもなくエリノアの不安を煽る。






　そして――そんな彼らの一番うしろに立っているのが魔物武将ヴォルフガングだ。

　もはや彼に至っては、側室妃に対して愛想笑いすら浮かべていない。

　幸いにも、その身長があまりに高すぎるのか……身長の低いエリノアに嫌味を言うことに夢中のビクトリアの視界には、彼の顔は目に入っていないようだ。が……。

　横目で彼を見上げたエリノアは……男の背後に白い悪魔を見た。

　怒りで膨らんだ巨大たわしのようなモッフリ楕円形の白い影。上には二つ、三角の耳がちんまりと乗っている。巨体の背後にずもももも……と音のしそうなドス黒い闇の渦を背負い、瞳は爛々と赤く光っている。そこから発せられる怒気に、エリノアは心の中でワッと顔を覆い、嘆いた。






（なんか……変なものが見える……！）






　もしかして、これも聖剣をぬいた影響か何かなのだろうか。

　楽しげに嫌味をくれるビクトリアなどよりもよほど恐ろしい。

　――正直、魔物二人も恐ろしいが、そこになんの違和感もなく並んで怒りまくっているルーシーが怖かった。






（お嬢様……魔物と同レベル……どうしたらいいのこれ!?）






　大柄な身体をよろめかせる、彼女の父、タガートの青ざめた顔が見えるようだ。






　それでエリノアが思わず苦悩の表情を浮かべると、ビクトリアがあらという顔をする。どうやらそれが自分の成果だと思ったらしい。






「あーらあら、どうしたのそんな顔をして。下々の者はこれくらいの言葉で傷つくのかしら？」






　怖すぎて、うっかり側室妃のありがたい言葉の数々を聞きそびれていたエリノアが、え？　と、顔を上げる。彼女は明らかに、「ハッ！　まだしゃべっておられたのか……」という間の抜けた顔をしていたが……顎を高慢に上げて高笑っていたビクトリアはそれに気がつかなかった。

　と、ビクトリアは楽しくて仕方ないという顔で続ける。






「そんなわけがないわよねぇ、だって、お前、あのトワイン家の娘なんでしょう？　あの狡猾な男の娘なんだったら、これくらい、なんてことないわよね？」

「…………え……」






　エリノアは驚いた。

　側室妃の口から自分の家名が出たことがとても意外だった。目をまるくしてビクトリアを見ると、彼女はころころと笑いながら言った。






「石頭のブレアを篭絡ろうらくさせるなんて、どんな邪智深い手を使ったの？　父譲りの手管をぜひ私にも教えてほしいわ。もしかして……ブレアに近づいて家を再興させたいのかしら？」

「待ってください……そんなこと……」






　うまくやったわねぇというビクトリアに、エリノアは言葉をなくす。

『邪智深くブレアに近づいた』などと言われたこともショックだが、それよりも、父のことを『狡猾な』と言われたことが何よりも衝撃だった。






「……父は、」






　言い返したかったが、相手は国王の側室妃。エリノアはそこで言葉を切る。

　亡き父は側室と敵対する派閥であったからある程度悪く記憶されているのは仕方がない。

　しかし父が亡くなったのは、元はと言えば、彼女たちがエリノアの家を追いこんだせいである。

　悔しさが胸に渦巻いた。悔しく……悲しかった。

　貧しさに立ち向かうことに手一杯で、心の底に封じこめるしかなかった恨みの感情が……彼女の手によって無理やり引っ張り出されるようで苦しかった。






　――だが、

　エリノアが賢明だったのは、ここで悔しさに吞まれなかったことである。

　もしここで自分がビクトリアの喧嘩を買えば、きっとブレアにもルーシーたちにも迷惑がかかるだろうと、彼女は分かっていた。

　それにおそらく……側室妃は自分を挑発しているのではないとエリノアは感じた。

　この人は普段から人々の上にしか立ったことがない。こんな下っ端に反論されるなんてことは想像すらしていないだろう。

　彼女はただ、エリノアをいたぶることでパートナーであるブレアを貶めたいのだ。

　彼女がブレアの名を口にする時、そこにある棘にはエリノアも気がついている。

　もしくは他にも何か思惑があるのかもしれないが、それはエリノアには分かりえぬことだった。






　だとしたら、とエリノア。

　今ここで自分にできるのは、場をうまくおさめ、彼女の悪意をここだけで消化させてしまうことだ。

　何も、ブレアにまで事を及ばせることはない。この棘のある言葉の数々を胸におさめ、自分が気にしなければいいだけだ。






「…………」






　だからエリノアは悔しさを耐えて、スッと冷静な顔をして見せた。






「……滅相もありません。わたくしのような者が、ブレア様にそのようなこと、お頼みできようはずもありません」






　腰から身体を折り、争う気はないと示すためにビクトリアに頭を下げる。

　自分が冷静な顔を見せれば、後ろで怒り狂っている三人も少しは落ち着くだろう。






　しかし、ビクトリアは下げられたままのエリノアの頭に、悦に入った笑いを放る。顎を上げ、目の下を盛り上げるようにした笑い方は、いかにも、敵にまわった者にはトドメを刺すまで許さないという執念がにじんでいるように感じられた。

　蛇のような威圧感に、エリノアの背筋が凍る。

　ビクトリアは、「そう？」と目を細め、エリノアの心をえぐろうと口を開く。






「では気が変わったら教えなさい。ブレアに上手く取り入ってトワイン家が再興したあかつきには、私がまた潰してあげるわ、楽しみになさいね」

「――」






　高慢で、心ない言葉の棘に、エリノアの顔が一瞬痛みに耐えるような表情をした。

　父のことも、没落後の苦労も、何もかもを嘲笑うかのような――その瞬間が、










　――側室ビクトリアの運命を分けた。










　突然、廊下に悲鳴が上がった。






　つんざくような声に、エリノアを含めた周囲の者たちが皆ギョッと身体を強張らせる。

　異変を察したヴォルフガングが、エリノアの背後から俊敏に手を伸ばし、娘を強引に抱きかかえて。

　次の瞬間、廊下のあちらこちらでランプやシャンデリアの上のロウソクが破裂するように消し飛び、周囲から悲鳴が上がる。――場は恐怖に包まれていた。






　そんな中、ひときわヒステリックな悲鳴が居合わせた皆の視線を集める。

　薄暗い中に誰かが倒れている。






　――ビクトリアだ。






　恐怖に歪んだ顔は、震えながら、彼女自身の足を見つめていた。

　美しい踵の高い靴を履いた両足に、深々と黒い、禍々しい形の短剣が刺さっていた。






「ひっ……誰か……っ！」

「ビクトリア様!?」

「!?」






　痛い、痛いと泣き叫ぶ側室妃に、まわりの者たちは慌てて駆けよろうとする。だがその足はすぐに、うっと止まる。

　気がつくと闇の中からなお黒く、そして薄く、短いものが現れて、彼らの鼻先に迫っていた。






　――おびただしい数の短剣の群れだった。






　その異様な光景に、誰もが凍りついたように動くことができない。

　まるで海の底から大きな魚群を見上げているかのようだった。

　ビクトリアの足に刺さる黒々とした短剣と同じものが、ずらりと空に浮かび、誰かが身動きすると、その切っ先が行く手を阻む。

　彼らのよく肥えた腹や、背、それから喉元に短剣が忍びよると、ビクトリアの取り巻きも、駆けつけた衛兵たちも、怯えたように後退った。






「これ……」






　青ざめた顔でエリノアがつぶやいた。ヴォルフガングにつかまりながら呆然としていると、傍でグレンが愉快そうに高笑う声が聞こえた。

　それと同時に、暗くなった廊下に濃い霧のようなものが現れた。

　グレンは一人、霧に向かってひざまずく。

　その中からゆっくりと浮かび上がってくる青白い顔に――エリノアは愕然とした。






「……ブラッド……」






　かすれる声で言いながら、どこかで、そうだったという後悔の念がエリノアの胸をぎりぎりと絞めつけた。私より、弟に、一番聞かせてはならない言葉だった。






　弱々しいエリノアの呼び声に反応はない。

　ブラッドリーは闇の霧をぬけて廊下に降り立つと、そこで悲鳴を上げ続けるビクトリアの前に立った。

　静かな瞳に怒りが燃えている。






「……耳障りな声が聞こえたみたいだけど……お前か」






　暗い眼光は、短剣よりもなお鋭くビクトリアに刺さるが、側室は足を貫く短剣のせいでその場から逃げることもかなわない。

　短剣は、彼女の足を大理石の床に磔にするかたちで縫い止めている。わずかな身動きですら、相当な痛みを感じるはずだ。

　近づいてくる不気味な少年に、ビクトリアの喉からは、ひ、ひ……と、ひきつれたような声が漏れていた。それを聞いて、呆然としていたエリノアが我に返った。






　エリノアは、ヴォルフガングの手を振り解くと、ドレスの裾に足を取られ転びそうになりながら、ビクトリアの前に立ちふさがった。






　――弟が、人を傷つけたのを見たのは二度目だが、ブレアの時よりも、ビクトリアの傷は何倍もひどい。流れ出た血はビクトリアの下にたまり、彼女の顔は血の気が引ききっている。駆け寄ったエリノアの足にも血がついた。長いドレスの裾が血を吸って、生々しい匂いが鼻をつく。






「やめて……ブラッド……」






　やっとのことで言葉をしぼり出すと、弟はにっこりと笑う。






「姉さん、どいて？　せっかくのドレスが汚れちゃうよ」






　無邪気な顔だった。だが、瞳の奥に突き抜けたような彼の怒りを感じた。






　しかしできるはずがない。

　そんな、今にも側室妃を射殺さんとするような目の弟の言うままになど。

　どうすれば、と周囲を見ると、先ほどまで彼女たちが立っていた場所に、ルーシーが一人で呆然と立っているのが見えた。






「陛下！」






　その時ヴォルフガングが動いた。ヴォルフガングはブラッドリーに駆けより、おやめくださいと懇願する。






「陛下、ここであまりお力を振るうと……」

「すぐ済む」






　配下の言葉を一蹴する言葉に、何が、とエリノアは怯える。






「……してはいけないことだわ、ブラッド」






　言うと、彼はいいやと首を振る。






「私は、もう、その耳障りな声を聞きたくはないんだエリノア。父を愚弄し、お前を悲しませる喉など、切り裂いてしまえばよい」






　いつもは〝僕〟と言うブラッドリーが〝私〟と言った。

　その以前と同じ兆候に、エリノアは心臓がスッと冷える。口調が変わるのは、中身が入れ替わるせいなのか。

　どきなさい、と、大人の声で言う弟に、エリノアは強く首を振る。

　止めなければならない、自分が、必ず。

















20　凶刃のさなか












　弟が、こんなに彼女たちを憎んでいたとは。






　それを思いやってやれなかった自分に、エリノアはひどく失望して、そうか、と悔やむ。






　自分はまだ、〝ブラッドリーを守る〟という目的に夢中になって日々を生きることができた。

　困難でも、つらくても、それはある種の心の支えであった。






　でも、病に苦しみ、寝台に繋ぎとめられる日々に身をやつしていた弟に、その救いはあったか。

　痛みに苦しみ、熱に浮かされる暗たんとした日々の中で、その心に、父を死に追いやった者たちへの憎しみの芽が育っていたとしても、不思議ではない気がした……。






　エリノアは悲しくなりながらも、浅く息をして弟を険しい目で見る。






　どうすれば弟の正気を取り戻すことができるのか。

　ブラッドリーがひどく彼女たちを憎んでいたとしても、これはダメだ。

　聖人みたいなことを言う気はない。だが、このままでは、自分と弟はもう以前のように二人よりそって生きていくことができなくなる気がして。

　エリノアは、ビクトリアの恐怖の声を背後に聞きながら考えた。

　緊迫した精神の中で、もがくように思考を巡らせて――焦りに喘いだ時、






　ふと、エリノアはあることを思い出した。






　愛想のいい、愉悦に満ちた声が遠くで何かを言っている。






　それは――グレンの…………










『――あなたの弟君は……』






『――我らが魔物の王、――――……の――…………』


















「――、――、――ダスディン……！」

「！」






　閃いた瞬間、エリノアは顔を上げて叫んでいた。

　その呼び声に、弟の姿をした〝彼〟が一瞬身を震わせる。

　ビクトリアだけを見下ろしていた目が、エリノアを見上げ、瞳に驚きを宿す。






　エリノアは、もう一度呼んだ。






「ダスディン……もう、やめよう」

「………………エリノア」

「憎しみがあるなら、まず、私と話そう、私と解決しようよ……」

「…………」






　お願いだからと言うと、ダスディンの瞳と共に、周囲の短剣が揺らぐ。

　剣の殺気が和らいだような気がして、エリノアがほっとした時――……。






　恐怖に駆られた声が、その安堵を切り裂いた。






「化け物！」






　――ビクトリアの声だった。






「!?」






　エリノアは、その声に〝彼〟の心がスッと己から引いていくのが手に取るように分かった。その感覚に、身がすくむ。






「ビクトリア様！」

「何をしているの！　今すぐ将軍を連れて来なさい！　騎士たちはどうしたの!?」






　ビクトリアは、血まみれであいつを殺せと喚く。

　甲高い興奮した声に、エリノアはビクトリアの傍に膝をつく。






「ビクトリア様……お願いです落ちついて――……」






　と、その瞬間。

　頬に焼けるような熱さを感じて。瞳には火花が散った。






　どうやら――ビクトリアに思い切りひっぱたかれたらしい。






「ノア！」






　エリノアが衝撃に目を瞬かせていると、ルーシーの叫ぶ声が聞こえた。

　ビクトリアは、憎悪の全てを向けるような顔でエリノアを睨んでいる。






「触るな汚らわしい！　お前があれを連れて来たんでしょう!?」






　金切り声に、どうしてこの人は、と苦々しく呆れる。確かにそうかもしれないが、何故この状況下で火に油をそそぐようなことをするんだろう。

　そんなことしたら。






「死ぬしかないね」

「っ！」






　冷たい声にぎくりと背が凍る。






「ダスディン、待っ……」






　振り返ったエリノアの視線の先で、彼が腕を持ち上げた。

　その身は弟の細い身体のはずなのに、何故か掲げられた腕はひどく力に満ちていた。

　それに呼応するように短剣の群れが殺意を噴き上がらせると、思わずエリノアはビクトリアと群れとの間に身を乗り出す。が、背後のビクトリアはそれでも足らぬとエリノアの腕を引き、自らの前に盾として押し出した。






　押されたエリノアに――その背後の身勝手な仇に怒りに燃えた視線が突き刺さり、彼の手が振り下ろされる――






　その一瞬に。






　――誰かが飛びこんできた。






　怒りに満ちた手が下されると同時に、誰かが――ビクトリアの腕からエリノアをもぎ取って自らの腕の中に収め――……。










　その、翻る金糸を見て、エリノアが驚愕を顔一杯に広げた。






「！　……ブレ――」






　ブレア様！






　――と、続けようとした悲鳴が消える。

　彼の胸に抱きこまれたエリノアには、ブレアの肩越しに、彼の頭と、ダスディンの黒い刃の群れが重なって見えた。

　自分たちを取り囲み、今にも降り注いできそうな黒刃の前に、

　魔王が放った禍々しい凶刃の最中に、






　――ブレア様がいる――……！






　エリノアは、全身がすくんだ。










[image: ]










　引き裂かれそうに心臓が痛んだのを感じた。

　悲鳴とも怒声ともとれない響きがその口から出て。






　空にとどまっていた数多の短剣が、たった一人の手のひらに従って走った瞬間、






　エリノアの中で、ブラッドリーに対する愛情やブレアに対する感情、ルーシーを守らなくてはという気持ちと侍女としての使命、様々なものが駆け巡った。






　――真っ白な頭の中に、微笑むルーシーがいて、ブレアがいて――ブラッドリーがいる。






　この人たちに何かあったら、生きてはいけない。






　――泣きたいくらいそう思った。














　咄嗟にブレアを押しのけようとした手の甲が、こんな時に激しく痛く……熱い。






　その瞬間――鋭い金属音が幾重にも重なって。

　エリノアの耳をつんざいた。

















21　銀色の髪












　――多少――巻きこまれる者がいても別に構わないとダスディンは思った。






　たった一人。その唯一の者さえ無事ならば。






　そしておそらくその唯一の者は、今、強い女神の加護を得て、このくらいの攻撃なら痛くも痒くもないだろう。

　彼女は気がついていないようだが、女神の印を授けられたその身体は、高位の聖職者を軽くしのぐ聖の力に満ちている。






　ダスディンは薄く笑う。






　――女神よ、感謝する。その加護のおかげでエリノアは大丈夫だ。






　――だから、






　――多少の破壊はかまうまい。










　ダスディンの目は、ビクトリアを見据える。






　すると怯えに顔を歪めた女の手が、かの者の両腕を鷲づかみにし、盾にするのが見えた。それを見てなおさらに呪わしく、身のうちに炎が渦巻いた。

　父と家を失わせ、見下した言葉でなぶり、頬を傷つけておきながら、今度はその身に守られようというのか。

　なんと愚か。

　すべての刃の軌道を曲げ、エリノアをよけて目的を遂げるくらいのことは容易いことだ。

　従順な薄く小さな刃たちは、彼が手を上げると、怯えきったビクトリアの身に狙いをつける。

　数多の切っ先が己を貫かんとする恐怖に、側室はもはや意識を保っていられなかったらしい。

　床に崩れ落ちた女に、ああこれじゃあエリノアを侮辱したことを後悔させることができないな、とダスディンが笑う。

　まあいいか、と思った。少し刃を受ければ、痛みでとてものんきに寝ていることなどできなくなるだろう。






　ダスディンは、手を振り下ろす。

　凶刃は無慈悲に風を切った。






　――その最中。






　一人、何者かが場に飛びこんで来たように見えた。だが──それは走る刃と、刃が軌道に残していく黒煙に紛れ、ダスディンにはそれが誰なのかは見えなかった──……。






　そして。






　刃の群れは、個々が複雑な軌道を描き、ビクトリアの身体に飛びこんで行く。

　鋭利な先端が、彼女のドレスに、腕に、肩に、足に、皮膚に触れるという時。






　あと一呼吸――

　切っ先と白い肌との境には、もはや髪の毛一本ほどの隙間しかないという――、刹那。






　闇色の剣が――……






　音を立てて――














　割れた。






















「……！」






　途端、場に白い閃光が円のように広がった。






　ダスディンがそれに片眉を持ち上げた瞬間、その前に唐突にメイナードが姿を現した。

　老将がゆったりとした袖に包まれた両手を顔の前で合わせると。その周囲には黒い葉に覆われた幻のような壁が生まれ、彼と、王、それから配下の二人を包みこんだ。






　居合わせた多くの者が怯え瞳を閉じていた中で、老将の作り出した防御壁の内側にいた、王の冷酷な目と、彼のしもべたちだけがそれを見ていた。






　ダスディンの凶悪な切っ先が人々に降り注ぐ寸前。それは光に触れると、ビクトリアに突き立てられようとしたものから連鎖して、次々に砕け散って行った。

　砕けた刃は耳障りな轟音を立て、塵と化し、煙のように消えていく。














「……」






　メイナードが腕を解くと、黒き葉が散るように壁は消えていった。

　彼に聖の力から守られたダスディンは、人々が気を失い見通しのよくなった場所で、無言でエリノアを見る。






　ビクトリアに盾にされていた彼女は、いつの間にか男の腕の中にいた。

　轟音に身をすくめるエリノアを抱くのは──ブレアだ。

　その腕の中、娘の手の甲が眩く光っている。






　女神の紋章。






　同じ輝きがキラキラと光の粒となり、広い廊下の中に煌いていた。

　輝きに満たされた空間で、人々は誰も彼もが気を失い、ぐったりと倒れている。側室も、貴族も使用人も衛兵も。皆、同じように床に転がっている。

　エリノアを庇ったブレアも、ヴォルフガングがその背に庇っていたルーシーも力なく目を閉じていた。






　ダスディンは、己がビクトリアを仕留めそこねたことを知った。

　だが、今は、彼女を相手にしている場合ではないと分かっていた。






　倒れ、折り重なる人々の中に、一人、様子のおかしな者が立っている。

　視線をやると、にこりと微笑み返される。






　白いゆったりとした官服。

　優しげで美しい顔。整った眉の下には、金のような、だいだい色のような、あでやかにグラデーションする瞳が並ぶ。

　肌は際立って白く、腰の下まで伸びる髪は水晶のような銀色。彼が身動きすると、その隙間に虹色の光がきらめく。

　圧倒的な清廉な美だった。






　その者は、男ものの官服を着ていたが、中性的で性別というものがまるで感じられない。

　背はそこそこある。しかし一見では、幼いのか、そうでないのかがつかみにくい顔をしていた。






　ダスディンはそれを見て、眉間を苦々しくよせ、己が怒りすぎたことを思い知る。

　彼の前で老将が笑った。






「ほ、ほ、ほ、何やら……やっかいなものが出てきましたな」

「……」






〝彼〟がキョロっと視線を動かすと、グレンとヴォルフガングが警戒したように王の前に立った。と、同時に、震える声が聞こえた。






「ど、どうなったの……？」






　エリノアが、ブレアの腕の中から顔をあげていた。

　恐々とまわりを見まわそうとして、自分を庇った青年がぐったりしているのに気がつき泣きそうな顔をする。そして、涙をぐっと抑え、その手がブレアの首の脈に触れた時。






　その――揺れる緑の瞳を見て、〝彼〟が動いた。






「主あるじ！」






　――凄惨な場にそぐわない嬉々とした声だった。

〝彼〟は倒れた人々の間で、嬉しそうにぴょんと飛び上がると、エリノアに向かって一直線に駆けて行った。

　それを見たダスディンは憎々しげに視線を険しくする。が……邪魔しようとはしなかった。それが、彼にとっては害があり、姉にとっては害のないものだと、彼にはもう既に分かっている。










「え……」






　ブレアの脈がちゃんとあることに少し安堵して。エリノアは、今度は弟の姿を探してあたりを見まわそうとした――のだが。

　己に向けて猪のように突進してくる誰かの姿にギョッとする。

　次の一瞬で、誰かはブレアの腕の中からエリノアを軽々と抱き上げて。

　目の前には、破顔した男とも女ともつかぬ顔。

　わー！　と嬉しそうに掲げられたエリノアは、目を白黒させる。






「主様！」

「え、だれ……ちょ、……」






　戸惑うと、誰かは、今度は悲しそうな顔をする。






「主様ひどい！　どうして早く迎えに来てくれないのですか!?　ずっと傍にいたでしょう!?　王宮にずっとおられたの知っているんですよ!?」






　恨めしそうな美しい顔に、エリノアは目を剥いている。その困惑した眉間は「意味が分からん」と物語っていた。

　だが、今はいきなり現れた美形の言いがかり（？）に慄いている場合ではない。






「……と、とりあえず、下ろしてください」






　エリノアがそう言うと、美形は「いやです」と真顔で来る。

　エリノアはややイラッとした。おいこらまていまそれどころじゃねえよ、と息継ぎなしで心の中で思ってから。ひとまず冷静に、引きつる怪奇顔で状況判断を彼に促した。






「……あのですね、まわりを見てください。皆さん倒れてますよね？　助けないと……」

「みんな死んでませんよ？」






　きょとんとする彼に、その言い方よ……とエリノアが呆れている。男は体つきのわりに、どうにも言動が幼いようだった。

　エリノアは焦る気持ちを抑え、一瞬心配そうに足もとのブレアを見てから、とりあえず抱えられたままで弟や義姉の姿を探した。

　今は静まっているようだが、怒り狂っていた魔王ダスディンの攻撃はどうなったのだろう。ルーシー、それに、ビクトリアの怪我のこともある。さっき自分を気遣ってくれたヴォルフガングのことだって。






　視線を動かすと、辺りに大勢の人が倒れているのが分かりエリノアは息を吞む。

　その折り重なるように倒れた人々の前、幾らか離れた場所に、警戒した様子の魔物二人と老将が一人、その後ろに弟の顔が見えた。

　一瞬その姿にほっとしかけるが……。






　なんだかグレンがありえない顔でこちらを睨んでいる。ヴォルフガングはどこか、ほーら言わんこっちゃないと言いたげな渋い顔。そしていつも通りの老将の背後で――ブラッドリーの顔は、いまだ、大人びた、怒りをたたえた表情をしている。

　冷たい顔に、まだ怒ってるのかどうしたら、と思いかけ――た、その視界に、

　廊下の隅に横たわる義姉の姿を捉えた。






「ルーシー姉さん!?」






　一気に顔から血の気が引いた。






「坊ちゃん（お嬢ちゃん？）！　お願いですから下ろしてください！　義姉が……」






　いや、彼女に限らずブレアだって、その他の人たちだってどうにかしなければ。

　助けたいと懇願すると、銀髪の彼は、きょとんとしたままなんでもない調子で言った。






「じゃあ治します」

「え？」






　言うが早いか、彼はエリノアを抱えたまま、その場で唯一負傷しているビクトリアに近づいて行った。そして短剣の消えた両足の傷に手を触れる。とたんエリノアの手の甲が白く光る。






「!?」






　驚いた次の瞬間には、ビクトリアの肌の上から鋭い刺し傷が消えていた。






「ぇ、ぁ……えっ!?」

「主様はまだ力が制御できないのですね。代わりに私がやっておきました。あとの者は魔王の力にあてられただけです。そのうち目を覚ましますから大丈夫です」

「あ、あの……あなたいったい……」






　展開についていけないエリノアがしどろもどろになって問うと、彼よりも先に低い声がそれに答えた。






「――聖剣」

「え？」






　振り返ると、弟が静まり返った顔で彼を睨んでいた。






「せ……？」

「エリノア、そいつは聖剣だ」

「……へ……？」






　その言葉に、エリノアが弟の顔と、彼の顔とを見比べる。






「………………えーっと……え？」






　それしか出てこなかった。……一瞬、せいけんって……なんだったっけ、と頭が混乱する。

　すると、聖剣と呼ばれた彼は微笑んで、疑問に傾いたエリノアの顔を見る。






「主様がいつまでたっても迎えに来てくださらないので、女神が私に新しき形をくださいました」

「は、ぁ……？」






　ニコニコと嬉しそうに言われ。意味が分からないにも程があったエリノアは。……とりあえず、何か重大なことを言われているような気がするのに、けろりとしてるなこの美形、と思った。






「…………」

「これからはずーっと！　一緒です」






　主様好き！　と、犬のように甘えられて――ブラッドリーが壮絶に嫌そうな顔をしたのだけは分かった。

















22　ダスディン王の愛玩動物？












『とりあえず、この場所を他から隔絶させます』






　とは誰が言ったのか。






　とりあえず……

　とりあえず……






「……うぁつくるしい!!」






　ぎゃんっと、エリノアが両手の拳を掲げて鬼顔で怒ると――拒絶された美形が傷ついたような顔をする。






「あるじ……」

「主違う！　こら！　子犬みたいな顔してもダメだぞ！　いちいちゴロゴロひっついて来ない！」






　しゅーんとした美形の――聖剣（人間態）にエリノアは厳しい。

　何せこのヴォルフガングよりも犬っぽい美形の男は、エリノアが歩けば後ろに張りついて。しゃがめば横にぴったりとくっついて来る。

　じっとしていても暇があればいそいそと密着してくる有様で……隙あらば、エリノアの腰もとをもの欲しそうにじっと見ている。






　――現状、この場を、大勢の人々が倒れたこの廊下をどうにかしなければならない時に、それは非常にうっとうしい。せめていつものメイド服ならまだ動きやすいものを、今は着慣れないドレスを着ているということもあって、ただでさえ動きにくいというのに。そこに絡まれてはたまらないのだ。

　今、王宮では舞踏会が開催中で。メイナードがなんとかしてくれるとは言うものの……いつこの惨状が誰かに見つかってもおかしくはない。早くなんとかしなければと焦るエリノアは、それもあって聖剣を名乗るこの人物に厳しいのだった。






　しかし聖剣は困ったように言う。






「だって……私、本性が剣だから……」






　本来は、主人の腰もとにぶら下がっていたいのだとか。一人で歩いているととても落ち着かず、心もとないのだと言う。






「主様、装備してください……」

「無理です」






　美しい顔で悲しそうに言われた言葉を、エリノアはバシッと真顔で切った。






「気持ちは分かりますが（？）、できるわけないでしょう!?　あなた、私よりおっきいのに！　いや、違う！　今はそれどころじゃないんですったら！」






　エリノアは、倒れているブレアとルーシーを介抱しながら憤慨している。

　二人は……二人に限らず、倒れた人々は一向に目を覚ます気配がない。






「……メイナードさん、本当に大丈夫なんですか……？」






　エリノアは涙目で、この場の唯一の希望メイナード老将を見た。

　老将はいつも通り穏やかな顔でぷるぷるしながら頷いた。が、そのぷるぷるした指は、エリノアの後ろに佇んでいる聖剣をさす。






「え？」

「おいまぬけ、メイナード殿が、その面倒な聖剣をどこぞにやれと言っている。傍にいると力が弱まって術がかけられんと」






　憮然と通訳するのはヴォルフガングである。人間に化けている魔物は、呆れ果てたという顔で聖剣を見ている。

『とりあえずこの場を隔絶させる』と、言った冒頭のセリフはメイナード（通訳・ヴォルフガング）である。

　現在この広い王宮のダンスホールの廊下は、老将の力で他から切り離された空間と化している。

　そこでメイナードはこの場でブラッドリーの力を目撃した者たちに、お得意の忘却術を施そうというのだが……。

　聖剣をどこかにやれと言われたエリノアは戸惑う。






「え、でも……どうやって……」






　ヴォルフガングの顔を見上げると、男は諦めたような顔で聖剣を睨む。

　ヒヨコのようにエリノアについて回る銀の髪の男は、とても彼女から離れそうな気配はない。






「……仕方ない、お前がどこかに連れて行くしかないだろう」

「え、だって……ブレア様やルーシー姉さんを置いてなんて……それに……」






　エリノアは不安げな顔で、離れた場所でグレンと共にいるブラッドリーを見る。

　その冷淡な顔はずっと忌々しげにエリノアにまとわりつく聖剣を睨んでいる。弟らしくない大人びた表情は、おそらく、その中身がまだダスディンのままだからであろう。

　エリノアは困った。弟を置いても行けるはずがない。

　できれば彼には早く家に帰って欲しいが、今のあの様子で、はたして彼はエリノアと別れて素直に帰ってくれるだろうか。






「む、無理よ、だってブラッドリーが……」






　と、エリノアがヴォルフガングを見上げた時。天井方向から、ひゅるひゅるひゅー……と、何かが落下してくるような音がした。






「おまかせあれぇ～」

「へ……？」






　歌うような声につられて上を見ようと――したら。次の瞬間、ドスンッという大きな振動に地面が揺れる。






「う!?」

「よっと」






　いったいどこから現れたのか。廊下の大理石の床材をぶち割りそうな勢いで落下して来たのは、コーネリアグレースだった。

　大柄な身体に黒っぽい紫色の服を着て、背には大きな金の金棒が。

　何故かこちらも人間態で現れた婦人は、エリノアに向かってにっこり笑ってポーズをとる。






「陛下はあたくしの担当ですわ」

「コーネリアさん！」

「おーほほほほほ」






　コーネリアグレースは軽やかにブラッドリーの前に飛んで行くと、あらまぁとダスディンを見た。（……因みに、ダスディンの背の後ろには、母が怖いグレンがビクビクして隠れている）






「ま、陛下お戻りになっておしまいになられたの？　あたくし、魔王の幼生のようで可愛らしいブラッドリー陛下がお気に入りなんですけど」






　ぬけぬけと彼女の言う〝幼生〟とは、どうやら……オタマジャクシのような意らしい。






「……私はエリノアの傍を離れる気は無いぞコーネリア」






　現れた婦人に対し憮然と言うダスディンに、コーネリアグレースは狡猾そうに笑う。






「あーら陛下ったら、このあたくしにそんなこと言っていいのかしら……おーほほほ――……出でよ！　陛下の愛玩動物！」






　コーネリアグレースの言葉に、皆が「は？」と、いう顔をする。






　と──……。






　そこにボフンと、煙をまといながら何かが召喚されて来た。






　姿を現したのは────。






「……あれ？」






　そのきょとんとした声に……ダスディンの顔が、あっと崩れる。ついでにエリノアも。

　驚愕した魔王と姉は叫んだ。






「リっ!?」

「リード!?」

「あれ？　ノア？　ブラッド？」






　青年は皿洗い中だったのか、まる皿と布巾を手に首をかしげている。






「俺……今家にいたと思ったんだけど……どこだここ？」






　のどかな顔できょろきょろしている青年の後ろで、コーネリアグレースが高笑う。






「コ、コーネリアさんっっ!!」






　青ざめたエリノアの悲鳴が上がる。






「おーほほほほほほ！」






　目的の為なら手段を選ばない女、魔王の元乳母コーネリアグレース。

　本日もママンは、物凄い勝ち誇りようである。
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「俺、家にいたと思ったんだけど……」






　首をかしげるリードの、のどかな顔を見た姉弟（？）は──……。

　速攻でコーネリアグレースに詰めよった。背後でヴォルフガングが呆れている。聖剣はエリノアのドレスを、はしっとつかまえたままである。






「コーネリアさんんんっ!?」

「コーネリア……」






　ひきつるエリノアと、怒りの滲むダスディンの暗い顔。

　二人にすごまれたコーネリアグレースは、けれども余裕のある顔でニンマリ笑う。






「あーら？　なんですのお二人とも、そんな怖い顔をして。おほほ、そのお顔……まさかリードちゃんにお見せになる？　お見せになるの？」






　ほほほと、勝ち誇った顔で言われた二人がぐっと言葉に詰まる。そこへ、リードがやって来た。






「ちょ、おい、人が倒れてんだけど……あれ!?　エリノア？　ど、どうしたんだその格好……」






　リードは倒れた人々を見て慌てていたが、エリノアの傍までやって来ると、見慣れぬドレス姿に気がついて。一瞬ぽかんと目をまるくする。……が、その顔は見る見るうちに赤く上気した。






「リ、リード、あの……これは……」






　エリノアがどう状況を説明したものかと言葉を詰まらせていると、不意にリードがはにかむように破顔した。






「ぇっと……その、に、似合ってるぞ……綺麗だな」

「う……」






　その言葉に。そのストレートさに、エリノアがたじろく。

　周囲の状況はそれどころではないとはもちろん分かっている。が……普段リードはあまりそういう評をエリノアには向けてこない。

『頑張ってるな』と、兄っぽいことを言ってくれたり、『そういう顔は嫁の貰い手が……』と、親目線っぽいことを言われるのがせいぜいで……。

　嬉しそうな顔で言われると、どうしていいのか分からなくなった。






「あ、あり、ありがとう……そ、そんなの初めて言われた……」






　せっかく着飾ったのだ。褒められるとやはり嬉しくて。

　ルーシーやタガートと身支度をした時は、あまりに慌しすぎてそんな言葉を交わす暇も無かったし、パートナーたるブレアは残念ながら、口下手すぎる。彼の胸のうちがどうかは別として、現状彼が気の利いたセリフをエリノアにかけるのはどうにもハードルが高い。






　エリノアがしどろもどろになりつつ返すと、リードは照れくさそうに頬をかく。そういう反応をされると尚更エリノアも気恥ずかしかった。






　そんな――二人の初々しいやりとりを見たダスディンが、隣でわずかに複雑そうな表情を見せた。

　――と、エリノアから気まずそうに目をそらしたリードが、そんな彼に目を留めて、あれ？　と声を漏らす。






「ブラッド……？　なんか感じ変わったか……？」

「！　……いや……」

「？　変だな、なんか……筋肉がついた……？　いや、身長が伸びた……わけでもないか……うーん」

「……」






　リードは、ダスディン化したブラッドリーに近づくと、その隣に立って己と身長を比べてみたり顔を覗きこんだりしてみては、怪訝そうに首を捻っている。

　と、そこへ、コーネリアグレースが三人の間に割りこんでくる。






「おーほほほほ、ご歓談中ちょっと失礼致しますわよ。リードちゃん安心してね、あの転がってる者たちは、ただ眠っているだけだから」

「ああ、コーネリアさん」






　リードに名を呼ばれたコーネリアグレースは、青年に微笑みを返す。そして、たっぷりした身体を反らせ、思いがけないことを言い出した。






「それより。ね、ほーら、リードちゃん本当だったでしょ？　あたくし、正真正銘、魔法使い」






　その言葉にエリノアが、「は!?」と、目を剥いているが――リードは「ああ」と朗らかに頷いた。






「ああ、これコーネリアさんだったのか。すごいな、俺、転送魔法とか初めてかけられたよ」






　証明したくて俺に魔法をかけたの？　コーネリアさんすごいなぁ、でもここどこ？　なんであの人達寝てるの？　……と、不思議そうに辺りを見回すリード。エリノアはハラハラした。リードもまさか、自分が王宮に連れてこられたのだとは思いもしていないのだろう。

　エリノアは、リードの純粋な称賛に気を良くしているらしい婦人の、ふっくらした腕を慌てて引き、小声で言う。






「ちょ、コーネリアさん！　どうするんですか!?」

「だーい丈夫ですわよ、エリノア様。ちゃんと口止めはしときましたから。おほほ、あたくし昔、王国の魔法使いだった、という設定にしておいたんですの」

「魔!?　い、いえそうじゃなくって……なんでこんな時にリードを……」

「あら、だってこの場合、他に陛下をなだめられる者がおります？　適任ですわ。リードちゃんの呑気さはもはや才能です」

「いやっ……でもっ」






　慌てるエリノアに、婦人はまあまあ、と冷静な調子で続ける。






「だって考えてもみてくださいな。そこらに転がっている人間たちはメイナードが処置するとして、その幼児のような剣をどうにかするのはエリノア様の役目でしょう？　で、陛下をお慰めするのはあたくし……ですけど、この場合、あそこまでお怒りになった陛下はあたくしだけだとちょっと荷が重そうじゃありません？」

「で、でもリードを巻きこむなんて……！」






　婦人は大丈夫大丈夫、と手をひらひらさせる。






「陛下はね、とにかくリードちゃんのことが大好きですから。あたくしだけだと陛下は平気で破壊を行います。でも、リードちゃんがいれば無茶はしません。あれほど陛下のお守りとして最適な存在はおりませんのよ。エリノア様だって、さっさと事態を収拾してあの人間たちを助けたいと思いますでしょ？」






　そうブレアやルーシーを示されて、エリノアは言葉に窮する。






「陛下もリードちゃんがいたら大人しく家に帰りますわよ」

「……」






　確かに彼女が言う通り、リードの顔を見た途端弟の顔からは棘が綺麗に消えてしまった。その顔は、ビクトリアを冷酷な目で見下ろしていた時とは、まるで人が違ってしまったかのようである。

　もしリードに危険がないという前提で、コーネリアグレースの力を、〝ただの魔法使い〟と彼に誤魔化すことができるのならば――この際四の五の言ってられないのか――と、エリノアも迷いはじめる。

　するとそんなエリノアに、それにねぇ、とコーネリアグレース。その指は聖剣を指差していた。






「言いたくありませんけど、聖剣それがそこにいるってことは、大樹には今、それがいないってことですわよ？」

「!?」






　お分かりですか？　と言われ、エリノアが愕然と目を剥く。






「ぁ……ああああっ!?」

「女神の大樹に聖剣が刺さっていないと判明したら……それこそ大ごとになるんじゃありませんの？」

「ひ、ひぃいいいいっ！」

「今は夜間ですし、人目にもつきにくいかもしれませんけれどねぇ」






　指摘され戦慄いたエリノアは、己のドレスの裾をつかんでいる聖剣を振り返った。






「ちょ……聖剣！　おうちに戻りなさい！」






　エリノアの言葉に、聖剣はさらりと髪を揺らし、首を傾げる。






「？　おうちってどこですか？」

「女神様の大樹よ！　あなたあそこから来たんでしょう!?」

「違います。家ではありません。私はあそこで主が迎えに来てくれるのを待っていただけ。剣とは誰かが使ってこそでしょう？　木になんか刺さっていたくありません。私の居場所は主様の傍。そこだけです」

「!?　で、ぇええ!?」

「私は主様を待ち、千年の間ずっとあそこで待機しておりました。もう、待てません」






　聖剣は真っ直ぐにエリノアの瞳を見つめ、きっぱりと言い切る。その様子からは、彼が今まで見せていた幼さがなりを潜め、表情からは確固たる意思が感じられた。神々しさすら感じるその姿に、エリノアが愕然としている。






「貴女は、私の勇者です」

「……っ！」






　強い視線に、エリノアが一歩後退る。






　――すると、不意に不思議そうな声がそこに掛かった。






「ノア……？　その人誰だ？」

「はぎゃっ!?」






　リードの声にエリノアが跳び上がる。

　振り返ると、リードがエリノアと、エリノアにぴったりくっつく聖剣を見て怪訝そうな顔をしている。






「や、あの……この人は……」






　エリノアが狼狽えている隙に、聖剣はドレスから手を離し、いそいそ嬉しそうにエリノアの手を握る。それを見たリードが目をまるくした。






「私は聖け……」

「あっ!?　こら！」






　嬉しそうに名乗ろうとする聖剣に、エリノアが慌てて飛びかかった。






「セイケ……？　変わった名前だな……ノアの友だ――……」






　と、そこまで言ったリードが、ハッと何かに気がついた……と、いう顔をした。






「もしかして……」

「へ？」※エリノア、聖剣の口を塞いでいる。






　リードは思った。

　なんだか分からないが、いつになく着飾ったエリノア。その隣にぴったりより添った、見たこともないような美形の男。そして男はリードが見ている前で、なんの躊躇いもなくエリノアの手を握った……。






　ということは……と、リードの顔がさっと曇る。






（……もしかして……こいつが……前ブラッドが言ってた……）






　以前、早く姉に告白してくれと言ってきたブラッドリー。

　その時彼は、エリノアには気になる男がいるらしい、と言っていた。

　――なるほど、とリード。姉大好きのブラッドリーが、いやに男を睨んでいるわけである。

　しかし、それでも二人を引き離そうとしていないのは、きっと男を想うエリノアを慮ってのことで――……。






　と、青年は早合点した。






「………………なるほど……」






　とたん、ズーンと影を背負った青年に、エリノアもダスディンも何が起こったのかが分からない。






「え……何!?　どうしたの!?」

「リード!?　大丈夫か……!?」






　ダスディンまでもが慌ててリードの顔を覗きこむ。

　二人は今までこの根っから明るい青年が、ブラッドリーの病の心配をする以外でこんなに暗く沈んだ顔をするのを見たことがなかった。いったい何がと慌てるが……

　そんな二人に、青年は力なく笑う。口ではなんでもないと言う。が……ふと、己を覗きこんでくるエリノアのドレス姿を見ると、その空色の瞳が揺れる。






（……ノア、こいつのためにこんなに綺麗に着飾ったんだな……そっか…………）






　するとその顔が再びどこか哀愁を漂わせて。

　それを見て慌てるのはエリノアとダスディンだ。






「コ、コーネリアさん！　リードの様子がおかしいんですけど……!?　転送中にどこか怪我でもさせたんじゃ……!?」

「……はーん？　……怪我、ねえ……」






　エリノアに服を引っ張られるコーネリアグレースは含みのある顔で生暖かく笑う。

　と、ダスディンに気遣われながら、リードが苦笑する。






「いや、本当になんでも……俺、帰るよ……あ……なんだっけ、救助に手が必要だから呼ばれたんだっけ……？」






　あははと、コーネリアグレースの顔を見るリード。……何故かエリノアと聖剣のほうを見ようとしない。






「リ、リード？」

「ああ、救助とかそういうことではないんですのよ。リードちゃんにはブラッドリー様を連れて帰ってもらおうと思って。ブラッドリー様、リードちゃんと大人しく家にお帰り……いただけますわよね？」






　コーネリアグレースは、にっっっこりと、ダスディンを見る。






「……!?　…………、……く……」






　姉も心配だが、様子のおかしいリードのことも気になる魔王は身動きができず困惑する。

　リードを兄のように信頼するブラッドリー同様、ダスディンの中にも、この青年に対する格別な思いが根付いていた。青年が普段、底抜けに明るいだけに、この突然の落胆ぶりは気がかりだ。






「コーネリア……」






　ダスディンが悔しげに女豹婦人を睨む。

　婦人は諦めあそばせとうなずいて見せる。






「エリノア様ならあたくしたちがちゃあんとお守りしますから」

「…………」






　ね？　と、いう婦人に――






　結局、ダスディンはリードと共に帰宅を余儀なくされた。聖剣のことを威嚇しまくっていたグレンもいつの間にか猫に戻っていて、彼らについて帰った。






　二人と一匹を家まで転送させた婦人は「はーやれやれ」と言う。






「これで一番厄介なお方が片付きましたわ」

「……」






　確かに。

　とんでもない荒技だった気もしないでもないし、リードの様子もかなり気掛かりだが……怒り狂っていた魔王を沈静化させるのには一応成功している。おまけに住処に追いやった。






「……」※エリノア・げっそり






「困った時のリードちゃん、ですわ。おほほ、あの子本当に便利ですわねぇ。私もエリノア様のお婿さんにはリードちゃんを推挙いたしますわ。身内にしておくと何かと助かりそうですもの」

「……、……」

















24　あて先不明の嫉妬と羨望、そして失敗と。












　……ブレアは夢を見ていた。






　タガートに話を通し、クラウスに娘に手出しせぬようクギを刺しに行ったあと。彼はエリノアを探して会場を彷徨った。

　――その後娘を見つけたことだけは思い出せるが、どういう経緯であったのかはぼんやりしていて思い出せない。










　――そんなの初めて言われた──……。






　不意に、どこからかそんな声が聞こえて。

　照れ臭そうな声が、見つけ出した彼女のものだとすぐに分かる。

　だが、同時に、それが夢うつつに聞こえた『似合ってるぞ』『……綺麗だな』という嬉しそうな誰かの声に返されたものだということも……分かった。






　そのとたん、ブレアは自分が失態を犯していたことを知った。

　ぼんやりしていた頭に浮かぶのは、痛烈な後悔と口惜しさ。






　柔らかな森の色のドレス。

　毛先までを整えられた髪には光を弾く控えめな石のついた髪飾り。薄く彩られた唇は薄紅色。娘の瞳の色を引き立てるようなその装い。

　それを目にした時自分がどう感じたのか。

　娘がそれを着て駆けつけて来てくれた時、その時浮かんでいた言葉こそが、彼が今まで令嬢たちに『心がない』などと言われながらも平然とおざなりにして来た、『贈るべき賛辞』だったということに――ブレアはこの時はじめて気がついた。






　――何故、自分は娘にそれを言わなかったのだろう。






　淑女に対する礼儀だとか、そんなこととは関係なく、それを伝えることはとても大切なことだった気がして。






『綺麗だな』






　男の声が耳に蘇ると、悔しさに加えて、羨望の気持ちが芽生える。

　おそらく例え自分が彼女にそれを伝えようとしても、こんなに素直には言えるまい。

　長らく女性に対し愛想のある言葉をかけていない。自分にはそれを言う技量がないのだ。だいたい、それを思いつきもしなかった。──こと、女性を褒める言葉というものの引き出しがブレアには極端に少ない。






　そうか、とブレア。

　ダンスホールで共にいた時、自分が幸福感を感じたのは、娘が愛らしく思えたからだ。多分それは装いが素晴らしかったことだけが原因ではないが――自分のために着飾って来てくれたことに、まず礼をいえばよかったのだ。

　そうか、そう言えばよかったのか。──確かに……綺麗だった。






　ブレアは男の素直な言葉に打ちのめされる思いだった。何故そんなことも分からなかったのだと己を情けなく思う。

　そして、それを易々と言葉にできてしまう〝誰か〟に苦々しい気持ちが芽生えた。

　王宮で彼がこれまで耳にして来た、令息たちが令嬢たちに贈る、呆れるほどに恭しいそれとは違い、その声の……なんと真っ直ぐなことか。

　自分のように硬くもない、晴れやかな響きの声には、その主の心根が表れているようで。とても好感が持てる。

　──だが、今はそれがとても悔しい。






　そう、彼が感じた瞬間のことだった。

　辺りが眩しい光に包まれた。






「──様──ブレア様……！」

「……？」






　ブレアは呼びかけにハッとする。

　傍に誰かがいた。瞬くと、次第にその輪郭がはっきりとしてくる。






　──エリノア・トワインだった。






　気がつくと、ブレアはいつの間にか賑やかなダンスホールに立っていた。

　エリノアが不安そうに彼を見ていて、その隣には、王太子やハリエットの顔も見える。

　──遠くで高い声がして。隣国の親類たちと話すビクトリアの姿が見えた。

　ルーシー・タガートがオフィリア・サロモンセンを睨み、怯えて逃げる令嬢をずんずんとグロテスクな顔で追い詰めている姿も見える。その後ろを――ほとほと困り果てたようなタガートが慌ててついて行き……手を貸せと引っ張られるオリバーがうんざりした顔をしている。






「……これは……」






　ブレアは呆然とつぶやく。

　会場に異変は感じられない。だが、それが逆におかしい気がした。

　この場面に、突然前触れもなく放りこまれたような唐突感に、ブレアは戸惑う。

　と、下から声がする。






「あの……大丈夫ですかブレア様……」






　己を心配そうに見上げる娘は、はじめに着ていた緑色のものに代わり、ラベンダー色のドレスを身に纏っていた。

　品が悪くならない程度にデコルテが開いたドレスは、袖にも裾にも薄い花びらのような布が繊細に重ねられている。ふんわりと幾重にも広がるシルエットに合わせるためか、娘の黒髪は編みこんで綺麗に上にまとめられていた。そこから落ちる後れ毛は、愛らしくクルリと螺旋を描き首筋に落ちている。

　その姿にブレアが眉を持ち上げる。






「……着替えをしたのか……？」






　いつの間にと問うと、「何を言っているんだ」と傍で王太子が笑う。






「さっきハリエットが用意したドレスに着替えに行ったじゃないか」






　もう忘れたのかと兄。

　聞けばブレアが会場に連れて戻ったエリノアを、ハリエットが付き添いをつけて退出させ、用意したドレスに着替えさせて来たと言う。

　そう言われればそのような記憶があって、ああ、とブレアは戸惑い気味に頷いた。






「……そう、でしたね……、…………」






　しかし胸の内には不可解なざらつきのようなものが残った。

　そのざらつきの正体がなんなのか考えようとするが、何か頭に靄がかかったようではっきりしない。






　エリノアが顔を覗きこんでくる。






「あの……ブレア様大丈夫ですか？　お加減、悪いところございませんか……？」






　娘の顔はどこか泣きそうでもあり、重い重い不安を胸の奥に抱えているようにも見えた。

　ブレアは一瞬黙りこみ、大丈夫だと娘を安心させるように微笑んだ。その表情の物珍しさに、傍にいた王太子とハリエットが、あらあらと顔を見合わせているが、ブレアは気がつかなかった。

　笑ってやると、ほっと下がった娘の肩にブレアも安堵する。何故か――無事でよかったと、そう思った。






　のだが……。

　同時に、夢の中で感じた口惜しい気持ちが胸に蘇ってきた。

　その重さにブレアは表情を固くする。夢の中の男の言葉が、夢の中であるはずなのに、いやに心にひっかかる。






「………………」

「ブレア様……？」






　ブレアの様子に再びエリノアが何事かと不安げな顔を見せた。その時、刻知らせの鐘の音が会場に響いた。それを聞いて王太子が残念そうな顔をする。






「おやおや残念……（まだ微笑ましい弟を見ていたいのに）ブレア、そろそろ会もお開きになる頃だ。陛下のところへ戻ろう」

「良かったですわ、閉会のご挨拶までにエリノアさんのドレスが間に合って……行きましょうエリノアさん」






　兄がブレアを呼び、ハリエットがエリノアに向かって微笑んでいる。王太子はハリエットの手を取ると、彼女を伴って国王の待つ壇上へと向かって行った。






「あ、ブレア様、私たちも戻りましょう！　さ、お早く……」






　そう男をエリノアが促した時、難しい顔で何かを逡巡していたブレアが彼女を、見た。






「…………映えるな……」

「え？」






　見上げると、ブレアは奥歯を噛むような硬い顔をしている。






「……瞳の色に……よく映えている。……色が」

「？　えっと……色？」






　なんのことやら分からずに、立ち止まって戸惑うエリノアにブレアが苦い顔をした。その頬は、若干赤い。

　ブレアは絞り出すような声で言う。






「…………ドレスだ」

「え？　あ……これですか……」






　その言葉にやっと分かったと、エリノアがハリエットから借り受けたドレスに手を触れる。






「ええと、そうなんです綺麗な色でございますよね。ハリエット様用なのでちょっと私には可憐すぎるような気もするのですが……」






　エリノアが照れ臭そうに笑うと、ブレアが眩しそうな目をした。

　しかし彼が見ている前で、娘の顔色はサーっと白くなって行く。ハリエットの付き人たちの話では……そのドレスはハリエットの父から娘に向けて贈られたという代物で、それはつまり、王から王女に向けて贈られた品物ということになる。

　それを恐れ多くも身につけているというプレッシャーに、エリノアはやや傾きかけているのだ。






「その上かなり高価なお品らしいので……今度は絶対に汚さないように気をつけます……」






　言いながら、エリノアはグッと拳を握る。

　もう絶対にあんなふうに汚すわけにはいかないと固く決意する娘の様子に、ブレアはひたすら無言だ。






「…………」

「……ブレア様？」






　何を考えているのか、黙りこんでしまった王子にエリノアがどうしたのだろうと困ったように眉を八の字にする。

　その時、背後でハリエットの声がした。






「エリノアさん、早くいらっしゃい」

「あ……ブレア様、お急ぎくださ……」






　──と、一瞬ハリエットのほうを見た娘が再び振り返った時。ブレアがもう一度、己の背を押した。






「……そんなことはない」

「は？　……いえ、でもハリエット様がお呼びで……」






　きょとんとするとブレアが睨むように己を見返していて。エリノアはびくりと身じろぎする。






「!?　!?（あれ!?　ブレア様、まさかお怒り……？）」






　もしかして記憶が──と、エリノアが息を吞む。が……。

　戸惑うエリノアから、ブレアの灰褐色の瞳が逸らされる。






「……似合っている」

「……に？」






　その低い声に、顔に疑問を浮かべると、もどかしげに呻かれる。驚くエリノア。






「……、……っドレスだ。お前に、よく……、似合っている……」

「へ………………？」






　──綺麗だから……。






　とは、言えなかった。






「…………」

「え？　え？　え？　ブレア様？」






　……その後、何故か消沈してしまった王子の様子には、エリノアはひたすら頭の上に疑問符を浮かべるしかなかった……。


















　……後に落ちこんだブレアを、生暖かい目で見守るオリバーの姿があったとかなかったとか。

　オリバーは沈んだ様子で壁に手をつく王子に、は？　と憎たらしい顔で耳に手を当てている。






「……え？　なんですって？　言い慣れないことを言おうとしてダメージ受けてるんですか？　あの程度で？」

「………………」

「はー……ブレア様……もうちょっと修行してくださいよ……普段から言いまくったらいいですよ。とりあえず手当たり次第女性に声かけてみたらどうですか？　女慣れしたら口説き方ももう少しスマートに……」

「………………」

「あ、やめてください剣抜くの！」






　廊下の壁にすえられた飾り剣に無言で手をのばすブレアに、冗談ですったら！　とオリバーの悲鳴。

　……とりあえず、ブレアの心の中には、素直な〝誰か〟への壮絶な羨望と嫉妬が生まれたのだった。

















25　勇者の危険性












　時は少し巻き戻る。






　それはブラッドリーとリードが転送されて帰宅して行ったあと。

　エリノアもまた、彼らと同様、コーネリアグレースの転送魔法によって聖殿前の庭に送られた。

　ブレアやルーシーのことが気がかりではあったが、彼らはメイナードとヴォルフガングに任せた。

　二人を魔物に預けて大丈夫だろうか――……とは、もう思わなかった。

　どうやら……エリノアの中には、彼らに対する一定の信頼が生まれつつあるらしかった。










　そうしてコーネリアグレースと共に聖殿の庭にやって来たエリノアは、大木を前に聖剣の説得を試みた。

　辺りは暗く、天高く輝く月以外の明かりは何もない。

　時折回廊のほうを巡回の衛兵が通りはするものの、それも今宵は舞踏会のために人員を割かれ、王宮の端のこの場所は警備が手薄になっているようであった。






　聖剣を説得するならば、今、この闇に乗じて、これしかない。

　朝日が昇れば、聖殿には神官たちや使用人も行き来する。そうなればきっと、聖剣が消えていることが王宮の者たちに知られてしまう。






　大木の木肌には、いつか見たのと同じ場所に、同じ形で聖剣が抜けた隙間がぱっくりと開いていた。それを目にすると、エリノアは嫌でも焦ってしまうのだが……聖剣は、そこへ戻ることを断固として拒むのだ。その不毛なやりとりを、コーネリアグレースが呆れた顔で見守っていた。






　あのね、とエリノアが言う。






「何度も言うけれど、私は勇者になったつもりはないの。それにあなたがここに刺さってなかったら、国のみんなが悲しむわ。お願いだから戻って、頼むから！」






　エリノアは懸命に懇願するが、聖剣はやはり嫌だと答える。

　聖剣は美しい色の瞳にいささか恨めしそうな色を浮かべてエリノアを見た。






「私の居場所は主のお傍だけ。ここで待っていても主は迎えにどころか、顔すら見に来てはくれなかったではありませんか」

「顔って……そもそも私が選ばれたというのが間違いなんじゃないの？　勇者っていったらもっと強そうで、勇壮でまっすぐな瞳をしていて、正義感と決意に満ちていて……でなかったら、せめてどこまでも純粋で優しくて、底抜けに善良で人々に愛されそうな……とか……」






　エリノアが一般論的な勇者像を並べ立てるとコーネリアグレースが頷いている。






「ま、そういうイメージありますわよねぇ。最終的には傍にいる女性全員を知らず知らず魅了している、みたいな」

「ですよね!?」






　しかし聖剣はムッとしたように首を振る。






「なんですかそれは……」

「いえ、えっと……巷に溢れる勇者像と言いますか……ほら、千年も勇者が現れないから、皆熱望しすぎてそれぞれこんなじゃないかなぁ……っていう……創作……？」






　実際、巷にはそういう書物も多くある。

　大人たちが子供に語る寝物語の延長線上のようなものだ。皆、現れた勇者が繰り広げる勇敢な物語やロマンスを待ち望んでいるのだ。

　エリノアはため息をつく。






「……みんな待ってるんですよ、立派な勇者があなたを抜いて現れてくれるのを。……私みたいな侍女じゃなくて」






　エリノアは、どこか自分のセリフに情けなさを感じながらそう言った。

　それは、自分が取るに足らない存在だと言っているようなものだ。たとえ本当にそうだとしても、気分のいいものではない。

　――不意に、オリバーに言われた言葉を思い出した。彼はエリノアに、ブレアの傍にいるには弱すぎると断じた。






「……」






　少し沈んだ気持ちでエリノアは、己の手を強く握る。






　けれどもそんなエリノアの言葉に聖剣は瞳を険しくする。

　少し怒っているのか、橙色の目が鮮やかさを増していた。






「誰がそんなことを？　いえ、誰がどう言おうが関係ありません。間違ってなどいない。私の勇者はあなたです」






　強い言葉に、一瞬エリノアは言葉を失いながら瞳を瞬く。

　だが直ぐにハッとして、困ったような顔を傍で見ている女豹婦人に向けた。






「コーネリアさん……」






　どうしたらと、すがるような娘の情けない顔を見ると、婦人は苦笑して。傍の草の上でのんびり二人の話を聞いていたコーネリアグレースは思わぬことを言い出した。






「思うのですが――……エリノア様、その聖剣……連れて帰ってはいかが？」

「え……!?」






　その言葉にエリノアは耳を疑った。聖剣はその隣でパッと嬉しそうな顔をしている。

　婦人がそんなことを言うとは驚きだ。魔王の配下である彼女が、敵である女神の授けた剣を受け入れろとは。






「え？　コーネリアさん？　な、なんで……？」






　戸惑って返すと、コーネリアグレースは言う。






「ああ、陛下の御身のことなら大丈夫ですよ。その者は今のところ私達に対して敵意もないようですし、傍にいても陛下が聖剣の主と同じ血統の肉体を持つ限りは。影響は……まあ、聖に満ちた気配が胸クソ悪いとか。その程度でしょう」






　コーネリアグレースがそう言うと、聖剣は、自分はあくまでも道具だからと返した。






「主様が敵と思わぬものには刃は向けません」






　割り切った発言に、婦人は、はん！　と一瞬邪悪な表情を聖剣に向ける。しかしエリノアは、いや違うちょっと待てと手を上げる。






「いえ、そうではなくて……もちろんそれも気にはなりますけど……コーネリアさん、聖剣ですよ？　だってこの人あなた達の敵でしょう？」






　魔王から国を守るために、女神から与えられた剣。そんなものを、ブラッドリーを溺愛する彼女が受け入れるとは信じがたい。

　聖剣を受け入れてしまえば、エリノアはもれなく彼女達の敵になってしまうのではないのか。

　もしくは――彼女はそれを狙っているのかと、不安と疑惑が過ぎる。






　だが、コーネリアグレースは肩をすくめる。






「そりゃあ、本当なら陛下には聖剣に近づいて欲しいわけではありませんのよ？　女神の側の出方は我々にも分かりませんからねえ。思惑の分からぬものがよってくるのは気持ちが悪い」






　コーネリアグレースの青い瞳が、エリノアから離れない銀の髪の男を見る。冷たいが、憎しみのある視線ではなかった。






「まあでもその聖剣は過去の大戦の後に生み出されたものですからね。別に陛下を傷つけた剣でもありませんし、あたくしはなんとも思いませんの。ま、目障りですし、一緒に暮したら頭痛くらいは感じるかもしれませんけど……聖なるものなんて、程度の大小はあれど巷にもないことはないでしょう？」

「頭痛って……」






　エリノアは驚いた、婦人はすでに聖剣が我が家に来ることまで想定している。

　確かに、こうエリノアから離れないのでは仕方ないかもしれないが……何故だろうと怪訝に思う。だが、そのわけはすぐに明かされた。






　ただですねぇ、とコーネリアグレースは言う。






「その目障りさや不可解さを差し引いても、手元にあったほうがいいのではないかという理由がございます」

「理、由？」






　婦人は教壇に立つ教師のような顔をすると、それをエリノアに向けた。






「はい。ではもし今エリノア様がその剣を放棄し、勇者であることも放棄したとしましょう」

「は、はい……」






　急に堅い調子になった婦人に、エリノアも戸惑って身を正す。聖剣も不思議そうな顔をしながらも、エリノアに倣った。コーネリアグレースはそんな二人に指を振ってみせる。






「すると――女神は、再び勇者の選定を行うかもしれません。現状、そうなる可能性は非常に高い。はい、それは何故でしょう？」






　示されたエリノアが戸惑ったように答える。






「え？　ええと……すでに世界にはブラッドリーが……魔王が目覚めてしまっている……から？」

「はいご名答。そうです。魔王が存在する限り、それを抑えようと女神が勇者を立てる危険性は大いにあるとあたくしは考えます。……で、あなた様はそれでよろしいとお思いですか？」

「え……」






　コーネリアグレースの問いにエリノアは戸惑った。エリノアはもちろんそうなるはずだと思っている。というか、きっと自分とは別に、正当で相応しい勇者がいるのだと。

　だが、コーネリアグレースは今、〝危険性は〟と言った。それは何故か。

　婦人は厳しい顔で続ける。






「そうなれば、確かにあなたは聖剣から解放されるでしょう。でももし、おっしゃるような勇者然とした強そうで、勇壮でまっすぐな瞳をしていて、正義感と決意に満ち溢れた勇者が現れたとしましょう。すると……その者はどうしますか？」

「……ぁ……」






　指摘されたエリノアが目をまるく見開く。気がついた。






「そうか……その人は……」






　つぶやくと、コーネリアグレースが頷く。






「そう。その者は、ブラッドリー様の討伐に乗り出す可能性があるのです」






　今はまだ世間に〝魔王〟の存在は知れていない。だが、これまで抜けなかった聖剣が抜け、勇者が誕生すれば、人々はどう思うだろう。きっと、喜ぶばかりではないはず。こう考える者もいるはずだ。






『これは魔王復活の兆しではないか――』と。






「……そうか……なんで気がつかなかったんだろう……」






　その正しく選ばれた勇者はきっと自分とは違う。正当に、魔王を傷つけることを厭わない者なのだ。

　エリノアは言葉を失った。自分ではない者、人々に望まれる勇者とは、自分の弟を討つことを目的とする者。

　その器ではないとか弟の敵にはなれないとか。それを拒絶することしか考えていなかった。それに思い至らなかった自分の浅はかさを痛感して。エリノアは情けなく思った。

　たしかにブラッドリーはここの所度々危うさを見せる。

　だが、それでもエリノアは弟が〝勇者〟に討たれるなんて、絶対に嫌だった。






　呆然と視線を落としてしまったエリノアに、コーネリアグレースが慰めるようにその背を撫でる。






「あたくし共にとって、エリノア様が稀有な存在なのです。聖なる力を得ながらも、魔王を守ろうとする……でもきっと、次にその力を得る者は違うでしょう。その者が立派な勇者であればあるだけあなたの弟君は窮地に立たされます。本来、〝勇者〟と呼ばれるものは、そういう存在ですから。人間社会の脅威となる魔王を討つ。──それが、あたくしたちの敵です」






　エリノアが返す言葉もなく黙っていると、彼女は静かな目をして続けた。






　もし、と。






「……その、あなたが手放したあとの聖剣を、もし――……。






　……ブレア王子が握ったら。あなたはその時どうしますか？」

















26　勇者は魔物に屈して誕生す。












　エリノアの喉がひゅっと音を立てた。

　見開いた目が狼狽えたように小刻みに動く。






「そ、れは……」






　ついさっきまで、夢の世界のように美しいダンスホールの中で手を取り合って踊った彼。いつになく優しい眼差しで自分をリードしてくれた、あのブレアが。女神の勇者となり、弟へ聖剣の刃を向ける。






　それを想像したとたんエリノアはゾッとした。──決してない話だとは、言い切れない。

　自分はもう既に一度、そうしてくださいと王子に言ったことがあったのだ。






『────もういっそ……殿下がお抜きになったとおっしゃれば事はまるく収まるのでは――』






　そう言って、ブレアに聖剣を押し付けようとした。

　その時は、本気でそうしてもらえれば何もかもが上手く行くと思っていた。ブレアは勇者に相応しい人だと思う。強くて国を守ろうという意志も強い。それに……本当はとても優しい。






　──だた、今となってはその行為が恐ろしく思えた。






　もし、あの時ブレアがそれを受け取っていたら──……。






　言葉をなくすエリノアに、コーネリアグレースは地面に片膝をつき恭しくこうべを垂れた。






「コ、コーネリアさん……」

「ですからあたくしはあなた様にお頼み申します。どうか、勇者であり続けてください。あなた様が人知れず聖剣の主で居続けることは、陛下の安寧を守ることにも繋がります」

「……」






　そうか、とエリノアは思った。だからなのだ。

　コーネリアグレースが警戒しながらも、エリノアを許容し続けるのが不思議だった。

　魔王を守りたい者が聖剣という脅威を確保し続けることは、彼らにとってもとても有益なこと。

　自分がそれを持ち続けているかぎり、事実上それはブラッドリーに対して無効化されているに等しい。

　エリノアが腑に落ちた思いでいると、コーネリアグレースがつぶやくように言った。






「……ご覧になったでしょう？　先ほどの陛下の黒刃……あれをお砕きになったのはエリノア様ですよ」

「え……？」






　その言葉にエリノアの瞳が見開かれる。どうやら、全ては聖剣がやったことだと思っていたようだ。まるい瞳は隣の男を見て、それからそのまま自身の両手に落とされた。

　信じられないと戸惑う娘に、コーネリアグレースは真剣な顔で言う。






「あの力があれば、あなたは陛下が先ほどのように荒れた時、押さえこむこともできる。何か脅威が迫った時に守ることもできるかもしれない」

「は……い……」

「でももし、その力を別の誰かが。強靭さと強い意思を持った別の何者かが得たら。それはあなた様と弟君の脅威にはなりませんか？　あなた様が勇者の座を退けば、陛下は聖剣に対する肉親の中和を失い、その、のんきな顔をした男は陛下の身体を蝕む毒となりましょう」

「…………」






　示されて、エリノアは己の隣に立つ聖剣を見た。目が合うと嬉しそうに和らぐ表情に、先ほど彼が、あくまでも自分は〝道具〟だと言い切ったことを思い出す。

　その〝道具〟としての従順さは、魔物ですらエリノアが敵意を持っていないという理由で許容してみせたほどだ。

　それはつまり、主が変われば、彼がその意思に従い〝道具〟として、淡々とブラッドリーを斬ることを示しているのではないか。エリノアにもきっと刃を向ける。そうに違いない。






　エリノアが苦悩に満ちた顔をする。

　返す言葉もなかった。

　婦人の言う通り過ぎてぐうの音も出ない。






　――そんな大任引き受ける力はない、そんな暇もないと言い張ってきた。

　弟を守るためにも勇者になんてなりたくはないと思ったが……それが彼の脅威になろうとは。

　己が〝足りない勇者〟で居続けることが、弟を守ることになるなんて。思いもよらなかった。

　しかしではどうして、とエリノアは不思議に思う。






「……でも……じゃあどうして女神様は私なんかに……それは女神様にとっては有益ではないはずなのに……どうして？」






　それは魔王側にばかり都合のいいことのように思えた。

　女神はこの世で一番魔王討伐に適さない自分に聖剣を与えている。それは何故だろう。

　その問いにコーネリアグレースが肩をひょいとすくめる。






「さあ。女神の思惑などあたくしには分かりかねます。けど……まあ、その反対に、陛下にとってもエリノア様は誰よりも手出しができぬ存在です」

「……互いに……討つことのできない魔王と勇者……て、ことですか……？」






　分からないとエリノアは思った。女神様はいったい私に何をさせたいんだろう。

　自分に弟を討つことはできない。

　それなのに勇者で居続けることには確かに自分たちにはメリットがあるだろう。でも女神側にとっては、そのことになんの意味があるのだろうか。






　そう考えはじめるとますますどうしていいのか分からなくなった。

　このままにしておけば、きっと明日には王宮は大混乱に陥る。

　本当に隠しおおせるのか。自分と弟の存在を。

　それがもし暴かれたら。どうなってしまうのだろう。






　ただ、すでに物事は引き返すことのできない所に来ているということは、エリノアにも分かった。






　思わず涙腺が緩む。

　すると、不意にするりと手に何かが滑りこんで来る。






「主」






　エリノアが顔を上げるとその拍子に頬に流れた雫を、微笑んだ聖剣がすぐに指でぬぐう。

　聖剣はにこりと笑う。月明かりに銀糸の髪が静かに輝き、本当に、そこに存在するものなのか疑問視してしまうほどに美しいその顔で。






「大丈夫、心配しないでください。私がきっとお助けします。私はそのために遣わされたんですよ」

「それなら木に……」

「それは嫌です」






　きっぱり言う聖剣にエリノアは恨めしそうな顔をする。

　思いやりがあるのかないのかよく分からない人だと思った。

　しかし聖剣は、だってと困ったような顔をする。






「仕方ないのです。私にも能力に限界があります。力の及ばぬところ、感知できぬ先に主様がおられる時どうやってお助けしたらよいのですか？　やはり、ここは装備していただかなければなりません」

「……」






　当然だとでもいいたげな聖剣の様子に、エリノアは、なんだかめまいがする。神の意思とは。と、思った。こんなのを装備ってどうしろってんだ、背負えとでもいうのか。

　娘がその間抜けな絵面を想像してげっそりしていると、コーネリアグレースが愉快そうに肩を揺する。






「ま、その辺はとりあえずあとでお考えくださいな。別に男を腰に装備するなって法はありませんから」






　けろりと言う。まるっきりそのあたりは人事である。エリノアはいささか気が遠くなった。それではまるで変態ではないか。

　一先ず……エリノアは婦人のセリフをスルーして、現実問題について提起することにした。






「あのですね……でもこの人が木に戻らず、聖剣が消えたら大変な騒ぎになるわけです……王国は間違いなく聖剣探しに躍起になるんですよ……？」






　聖剣がないということは、つまり勇者が誕生したということ。国は総力を挙げて捜索をするに違いない。騎士や兵が投入され、他国だって黙っているとは思えない。そんな大きな組織の追及の手を逃れ、エリノアは果たして隠れおおせるのか。






　しかしコーネリアグレースはけろりけろりと返してくる。






「まあ、世間はいささか騒がしくはなるかもしれませんけどね、誰もこれが聖剣だとは思わぬのでは？」






　彼女は軽い調子でエリノアにより添う、人の形をした聖剣を指差した。






「ぇ……ま、あ……確かに……」






　婦人は太ましい手をパタパタと仰ぎながら、苦笑を漏らす。






「ね、だからエリノア様、もうウダウダなさるのはおやめになって？　これを連れて帰ったとしても見つかりやしませんわよ。聖剣が消えたからって直ちにエリノア様に結びつけられるようなこと、あるわけがありません」






　違います？　と言われ、エリノアはたじろぐ。






「そ、それは……そうかもしれませんけど……」

「だいたい聖剣は大樹に刺さりっぱなしにされてもう千年です。普段はあんなに寂しい庭に放置しておいて今更ですわ」






　女豹婦人が「ねぇ？」と聖剣に話を向けると、聖剣も同意して頷いている。






「寂しいのは嫌です。私は主様に装備されたい」

「!?　い、いや、でも……私達王宮の者も別に聖剣を放置しているわけでは……」






　だって国宝だし、無闇に触るわけには、いや触っちゃったからこうなったんだけど……と、エリノアがうろたえているうちに。何故かしれっと結託しはじめた二人にエリノアが目を剥いている。






「もう、小鳥たちのとまり木にされるのにも飽きました。あの者たちは朝が早いし、柄の上にとまられると結構うるさいのです。別に会話にまぜてくれるわけでもないし……」

「あらそうなの寂しいわねぇ。分かるわぁ、老木もよぼよぼしていて話し相手にもならないし、庭は雨が降って来たら冷たいし。人間も結構勝手よねぇ」

「いやっ……!?」






　……何故だろうか、じりじりと追い詰められていくような気がして。

　奇妙な取り合わせの二人を凝視していると、飄々とした婦人は胡散臭さ全開の笑顔でエリノアを見る。






「ね、エリノア様そういうことで（どういうことだとエリノア目を剥く）この可哀想な坊ちゃんを連れて帰りましょう？」

「で、でも……っ」

「だーいじょうぶ！　奴らが騒ぎ立てても、せいぜい春の祭りのメインイベントがなくなる程度の影響しかないですわよ。なんでした？　強面達が聖剣を抜くのは誰だごっこをするんでしたかしら？」

「ごっこって……いやっ、だけど聖剣は長らく国民の憧れで……心の支えで……」






　慌てるエリノアに、コーネリアグレースはぐいぐいと厚い化粧の顔を近づけてくる。迫り来る顔面にエリノアがのけぞっている。






「ぅ……」

「憧れの一つや二つ失ったくらいでは人間くたばりませんから。大丈夫、すぐ次の希望を見つけますわ。おほほ。聖剣自身が連れてけ連れてけ言ってるんですもの。この際、人間は放っておきましょう」

「!?　コーネリアさん!?　人の国の問題なんかどうでもいいとか思ってません!?」

「思ってます。だってあたくし魔物ですから」

「!?」






　ど正直な婦人の、すんとした言葉に目を剥くエリノア。

　その顔に、ニンマリ口の端を持ち上げたコーネリアグレースは、高らかに笑う。と、己の背から愛剣ならぬ愛金棒を手に取ってドスンと地面に突き立てた。

　その振動にエリノアが身をすくめている。






「!?」

「さ、選んでくださいエリノア様」






　婦人はギラリとエリノアを睨むと、殺気かと見紛うような気配を身にたぎらせながら、さぁ、と言った。見開かれた青い瞳が壮絶に怖い。






「え？　え？」






　急な婦人の変貌にエリノアが気圧されている。

　その声音は地鳴りのように身に轟く。






「この捨てられた子犬のように寂しがり屋の聖剣をここに捨て置いて、新たにご姉弟をつけねらって来そうな勇者ストーカー誕生を選ぶのか。それとも、ブラッドリー陛下の安寧のため、ご自分がこの聖剣の主人となるのか……」

「ス……!?　……!?」

「さぁあぁ……お選び遊ばせ、エリノア様ぁ……！」






　――そのおどろおどろしい響きの言葉に……

　――のっすり圧をかけてくる大きな婦人の身体に……

　――ジリジリ迫ってくる婦人の厚化粧な顔にエリノアは──……






「ぅ……ぁああ……っ！　もうぅっっっ！」






　娘は汗もだらだらで、もうダメだと観念したように目を閉じて頭を抱えてその場にしゃがみこんだ。






「ぅううう……」






　呻くエリノアの傍で聖剣がきょとんとしている。






　……何故か……コーネリアグレースに、聖剣獲得の決断を強要されるエリノアである。

（※のちに、『だってウダウダしていて鬱陶しかったんですもの♪』……とはコーネリアグレースの言葉）


















　──斯くしてここに、






　まったく聖剣を使う気はないし魔王も討たないけれど、とりあえず他の誰にもその座を譲るわけにはいかないという、かなり消極的なかたちでの聖剣の勇者が、誕生するに至ったのであった……。

















27　閉会と幕開け












　閉会の儀のあと。

　ブレアとエリノアはダンスホールのエントランスに立っていた。

　開かれた大扉の向こうには、いくつもの馬車が列をなしていて、来賓たちが帰宅の途につこうとそれに乗りこんで行く。






　そこへ、不満そうな声がした。






「なんで私がクソジジイと一緒の馬車に乗らないといけないのよ!?　私はエリノアを送ってから……」






　タガート家の馬車のドアにかじりついているのはルーシーだ。

　それを馬車の中に押しこめようとしているのは彼女の父、タガートである。






「馬鹿者！　お前が……お前がオフィリア嬢を殴ったりするから……！」

「あら違うわよ、お父様。私は拳で頭を挟んでグリグリしてやっただけよ。殴ってないわ」






　あの技ってなんて名前なのかしらねぇとか言いながら。知らんぷりしている娘にタガートがうつむいた顔を手で覆って泣いている。

　その素知らぬ顔の娘は……会場にいたオフィリア・サロモンセンの両親に、エリノアが着ていたドレスを突きつけて、まんまとクリーニング代をせしめてきたらしい。






『うちの義妹がお宅のご令嬢からハリエット王女を守ったらこうなったんですけど。王女の国と揉めるのと、当家と揉めるのと、私の拳の制裁を受けるのと。どれがいいですか？』






　……と、全然活路のない選択肢を真顔で公爵夫妻に迫り、上から睨んでいるところをタガートにゲンコツくらったようだ。

　結果、目の前で猛獣のように喧嘩しはじめたタガート親子の激しさに恐れおののいた公爵夫人が、指につけていた激高価な指輪を一つ置いて行った、とのこと。

　もちろんそれは今、ちゃっかりしたルーシーの手の中にある。タガートが返しなさい！　と、怒るもやはり知らん顔である。

　それをのちに聞いたエリノアは蒼白な顔で、『お嬢様っっ！』と、猛獣娘の両頬をつねっていた。……もちろん、ルーシーがそれでこたえたような様子はカケラもなかったが。














「……大丈夫か……？」






　色々ありすぎて、げっそり疲れた顔の娘をブレアが気遣う。

　ルーシーはタガートとオリバーに馬車に詰めこまれて、父と共に帰って行った。その時怒るルーシーに頬を引っ掻かれたオリバーもエリノア同様げっそりしている。






　心配そうなブレアにエリノアは、押忍、と拳を握る。……どうやら……将軍家に連なった者として、いや……あのルーシーについて行くためには、体育会系のノリを身につけなければならないとでも思っているらしい。相変わらず全然様にはなっていないが。






「だい、大丈夫です……ブレア様、今宵はありがとうございました」






　大丈夫と言うにはやや怪しかったが、エリノアは覇気のない顔で笑ってブレアを見上げた。

　その顔には疲れがなみなみと浮かんでおり、それを見たブレアは心底申し訳なさそうな顔をする。






「すまない、負担をかけたようだな……侍女頭に明日は一日休みがとれるよう言っておいた」

「え……でも……」






　娘は一瞬戸惑うような顔を見せた。






「何か職務上の支障でもあるか？」

「いえ……そういうわけでは……」

「ならばゆっくり休め」






　そう苦笑しながら、自然な様子でブレアの手がエリノアの頬を軽く撫でる。指先でなだらかな曲線をなぞると、触れるか触れないかというその微かなものが彼の中に堪らない幸福感を生んだ。ふわふわしているな、と、思わず顔をほころばせるも……とたん、柔らかなはずの頬が硬直する。






「？」

「……ぅ……」

「！」






　気がつくと、エリノアがギョッとしたまま赤くなり頬を引きつらせている。視線は床に落ち、それを見たブレアが真顔でピタリと手を止める。……真顔の渋い顔にしか見えないが、これでもしまったと狼狽している。

　さらには娘の頭越しの先で、オリバーが半笑いでこちらを見ているのに気がつくと、ブレアの頭にカッと血がのぼる。堪らなく恥ずかしくなった。

　……顔には出ないのだが。






「…………すまん、つい……」






　何故だか分からないが……急にその感触を確かめたくなった。まるで、ちゃんとそこに変わらず彼女がいることを確かめようとするように。確かめて、安心したいという不可思議な己の感情にブレアは戸惑う。

　しかし、直後頭を下げたのは、何故か娘のほうだった。






「いえ、す、すみませんすみません、本当すみませんっ」

「？　い、いや……？」






　エリノアは何故か真っ赤な顔でブレアに謝り倒している。

　驚かせてしまったのは自分なのに、何故お前が謝るのだと、ブレアは困り果てている。

　そこへ、オリバーが、いかにも爆笑しそうなのを堪えているという顔でエリノアを呼ぶ。






「おーい新入り、タガート家の馬車が来たぞ～」

「は、はい！　ありがとうございます！」






　娘はドレスの裾をつかみ、慌てた様子でブレアに別れの挨拶をした。






「そ、それではブレア様、きょ、今日は、ほほ本当に、突然押しかけまして色々と……色々とご迷惑をおかけしました……」






　その言葉尻は妙に暗い。

　火照っていた娘の顔に、ふいに思いつめたような色が覗き、ブレアは不思議そうに眉をひそめる。






「迷惑……？　そんなことは……」

「いえ、今日のことは、きっと、国に損害を与えぬよう……わたくしめなりに善処いたしますので……どうか、どうかお許しください！」

「？」






　ブレアの顔に驚きと疑問が浮かぶ。それはどういうことだと彼が問おうとした時、「でも……」と、エリノアが言う。

　そこで娘は言葉を切り、照れ臭そうな、複雑そうな表情でブレアを見上げた。その表情にブレアは言いかけた言葉を忘れる。

　まるい額には少し汗が滲み、眉も目尻もふにゃりと下がりきっている。頬はうっすらとした朱色で、喜びたいが喜んでいいものか分からないというような戸惑いの顔にも見えた。






「本当に――助けていただき、嬉しかったです」






　ほんの一瞬、エリノアの思いつめたような顔が晴れて。

　幸せそうな感情の端が見えたような気がして。その顔が、あまりにも――。






















「…………」






　すみませんでしたぁあああ！　……と、言いながら。娘の去っていったエントランスでブレアは顔を手で押さえてうなだれていた。

　そこへ、オリバーが生暖かい顔で並ぶ。






「……なんですか、何悶絶してるんですか？　ははは」

「……」






　オリバーの空々しい笑いにもブレアは反応しない。やれやれとオリバーがため息をつく。






「……いつまでもそんな顔でここに突っ立ってると、周りが天変地異でも起こったような目でこちらを見てるんですが……」






　まあ、ブレア様はそんなこと気にしないでしょうがねぇ、とオリバー。

　周囲には、真っ赤な顔で動かない王子の顔を、ギョッと遠巻きにしている来賓たちの姿が。彼らが戸惑い立ち止まってブレアを凝視しているものだから、エントランス前の馬車はいつまでも順番が進まず大渋滞となっていた。

　さらに言うならば、エントランスの隅で感動したような涙目の顔を並べているのは、王宮の使用人やオリバーの仲間の騎士たちである。

　聞こえてくるのは、「祝！　ベタ惚れ！」「いいんですよ！　いいんですよブレア様、一歩一歩行きましょう！」「うぉおおお！　盛り上がってきたぁああ！」……という、やや暑苦しすぎる盛り上がり。彼らは使用人勢と武人勢とに分かれ、何やらそれぞれコソコソといらぬ世話――ブレア様応援の会の算段をつけはじめている。






「……」（※オリバー。うちの連中のん気だなぁとか思っている）

「おいオリバー……」






　不意に、ブレアがオリバーを呼ぶ。






「あー、はいはいなんですか？　新人娘を贈り物攻めにでもしますか？　チッ……」






　不本意そうな舌打ちを無視し、ブレアは怪訝そうな顔を彼に向ける。






「あの娘は何故私に謝意を見せたのだろうか、謝られるようなことが何かあったか？」






　周囲の困惑と異様な盛り上がりを完全無視し、問うてくる生真面目な顔に、オリバーは「この人やっぱり精神メンタル強えなぁ」と思った。






「はあ、オフィリア嬢ともめた件では？　それか、ルーシー嬢のことでしょう」






　ははは、とオリバーはうんざりしたような顔をする。

　それにしては深刻そうな表情に見えたのだがとブレアがポツリともらす。将軍家の娘が公爵家の娘に乱暴した時点でもう既にことはやや深刻なような気もするんだが、と思いつつ。オリバーはやれやれと呆れと諦めを混ぜたような顔で肩をすくめて見せた。






「さぁ……もしくは今回のことで、かなり乗り気になってしまった王太子様や王妃様の件くらいしか俺には思い当たりませんねぇ」

「兄上と母上……？」






　きょとんとするブレアにオリバーは半笑いである。






「忘れたんですか？　王妃様も王太子様も、新入り嬢（エリノア）をブレア様の妃にするにはどうしたらいいかって、さっきあっちで盛り上がってましたよ」

「!?」

「なーんか顔をほんわかほんわかさせて話し合っていらしたみたいですけど？　気をつけたほうがいいですよ、あのお二人、にこにこして穏和でいらっしゃるようで、あれでなかなか策謀家でいらっしゃいますから。確かに面倒なことになりそうですよ。そのことでは？」

「!?　!?」






　オリバーの言葉を聞いて、ブレアはざっと顔色を変えた。赤くなっていいのか、青くなっていいのか分からないという表情である。






「無理矢理議会でゴリ押しするくらいならまだマシですけど。下手したらハリエット王女も巻きこんだ大ごとになります。もれなく側室妃もクラウス様たちも因縁つけてくるだろうし……ああそうそう、王妃様は明日彼女の家に行くって言ってましたよ」

「な、何!?」






　その言葉にブレアがギョッと身を強張らせる。オリバーは淡々と続けた。






「王太后様に贈られた王家に代々伝わる指輪か何かを持って行かれるそうです。早めに唾つけとかなきゃー……だそうです」

「ば、馬鹿な……なんだその先走りは……!?」

「知りませんよ。あ、あとは、王太子様が、その王太后様に相談に行ってブレア様の幸せそうな様子を報告してこなくてはと――……あ、ブレア様……」






　ブレアはオリバーの言葉を最後まで聞くことなく慌てて駆け出していた。

　このままでは、どこまでもどこまでも先走って行きそうな母と兄を止めに。














　そんな王宮のそわそわ浮ついた様子も知らず……。

　エリノアは馬車の中でつぶやいた。






「……本当に、これで良かったのかしら……」






　不安げな瞳は暗い窓の外を見ている。

　だんだんと離れていく美しい王宮。明日になれば、そこがどういう状況になるのかは容易く想像できる。

　ブレアはエリノアを気遣い、明日は休みをくれたが、ホッとしたような、見届けに行かなければ落ち着かないような、そんな複雑な心持ちである。






　――聖剣には、先にコーネリアグレースと家の傍で待つことを条件に、家に連れて帰ると約束した。

　おそらく今は家にブラッドリーとグレン、それにリードがいるはずである。ブラッドリーたちはまだしも、今はまだリードには不用意に聖剣の姿を見せぬほうがいいだろう。






「大丈夫かな……」






　不安を口にすると、低い声が返ってくる。






「……大丈夫にするしかなかろう」






　いつもどこか憮然としたその声はそう言う。






「時は巻き戻りはしない。選んだものを最善にできるようにするだけだ」

「……そうね」






　薄く笑って、エリノアは自分の膝の上を見る。

　馬車の振動に合わせて小刻みに動くそこには、もふんと小まるい白うさぎが。

　どうやら……サイズの微調整をしてきたらしいヴォルフガングは、愛らしいうさぎ姿のくせに渋い顔を作る。

　……何せ、人間態でも犬の姿でもタガート家の馬車には同乗できなくて。そこで彼が選んだのがこの姿である。エリノアは……突っこむのをすごく我慢した……。






　うさぎは言う。






「あそこまでダスディン様の意識がブラッドリー様に混じってしまえば、また陛下は混乱なさるだろう。陛下には、お前が必要だ」

「……そうよね」






　エリノアは、今度は窓の外の市街地のほうへ目をやった。

　弟が心配だ。リードが共にいるから大丈夫だとは思うのだが……いや、今はそのリードも心配なのだが。

　エリノアがため息をついていると、ヴォルフガングがやや気まずそうに、それに、と言う。






「……こたびお前は陛下を止めてくれた。だから……俺は助力を惜しまんぞ……」






　その言葉にエリノアは一瞬きょとんとして。それから、少し嬉しそうにありがとうと言った。

　ヴォルフガングの滑らかな毛並みを撫でながら、エリノアは決意を口にする。






「……私、なるわ。逃げ隠れするのに長けた勇者に」


























　──そうして次の朝、王宮は震撼する。






　王妃がエリノアの家を訪ねている場合でも、王太子が王太后を訪ねている場合でもなかった。

　王国は、未曽有の大混乱の中に叩き落とされたのである。
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